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「滋賀県立大学国際教育センター研究紀要」

創刊によせて

日高敏隆
学長

かつてこの大学の開設準備段階でぼくが学長予定者にきまったとき、 「学国語と

情報と体育の先生は、学部に分属せず、一つのセンターに所属することになってい

ますj と知らされた。それは一つのよい方式ではあるが、いずれにせよこれは寄り

合い世帯のようなものではないかとぼくは思った。

これを単なる寄り合い世帯でなく、まとまった目標をもっ一つの強力な組織にす

るにはどうしたらよいか?どういう名前で呼んだらよいか?いろいろと悩んだ末、

ぼくは国際教育センターという名前と目標を提案することにした。

「国際Jといえば「国際化J、 「国際化jといえば internationalizeということばが

でてくる O けれどある理由から、ぼくは internationalizeということばが好きでない。

国際教育センターという名前でぼくがイメージしていたのは、 globalizeということで

あった O 外国語によるglobalize、情報交換によるglobalize、そしてスポーツによる

globalize。この 3つはどこかの学部に分属させてはできないものである O

発足後、国際教育センターの英名はTheUniversi.砂Centerfor lntercultural Educationと

きまった。 Globalizeなどよりはるかに明確で良い名前をつけていただいて、ぼくは大

変うれしく思っている D

今度いよいよ、国際教育センターの紀要が発刊されることになった o lntercultural 

とは何か、を知らせる興味ぶかい紀要に育っていくのをたのしみにしている O
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研究論文



イギリス文学と聖書的想像力1

THE APOCALYPTIC IMAGINATION IN ENGLISH LITERATURE 

栗山稔

Minoru KURIY AMA 

始めに:異邦人の意識

今から20年ほど昔のことになりますが、ウェイリー(ArthurWaley)という、我が国では『源氏物語j

の英訳者として有名なイギリス人東洋学者のThePoetηαnd Career of Li PO ( r李白の詩と生涯j)と

いう書物を翻訳いたしました。この翻訳は、現在、 『李白』という題で「岩波新書評伝選」というシ

リーズの l冊となっております。李白の時代の中国では、李自のような高い身分の若者で、李白のよ

うな高い教育を受けた若者にとっては、科挙を受験して、官僚として宮廷に出仕するのが当然のキャ

リアと考えられていました。しかし李白は当時の中国の支配階級の青年にとっては当然で、あったキャ

リアを辿らなかったのです。ウェイリーはこの点にふれて、次のようなことを言っております。

李白は地上の官吏の階級秩序の世界に足場を確保することには失敗したけれども、代償として、天

上の君主国の「遠国勤務の特派国使J(外臣)という地位をよりどころにすることができた。李白

は追放された仙人(諦仙)で、天の三十六人の皇帝から地上へ特派された大使であり、・・・礼部

によって補充されるのではなく、あらゆる霊感の源泉である天上の力の明敏な指示によって補充さ

2 

れる職務に就く超越的な官吏であった。

李白は天上の固から地上の国に派遣された大使であり、地上の国では外臣、すなわち外国人、異邦

人、亡命者であった。また請仙、すなわち人間界を超越した仙人の世界から、あるいは天上の世界か

ら、追放されて来た、異次元的な存在、地球に漂着したET(Extra Terrestrial)、すなわち地球外生物と

いうべき人であった。したがって仙人、天上の人、異次元的存在、地球外生物として、人聞を超越し

た能力、才能を持っていた、とウェイリーは言っているのです。

李白が「異邦人の意識」を持っていたというウェイリーの指摘に興味を惹かれましたのは、文学者

はしばしば、李自のように、どこか別の世界から流されて来た異邦人、亡命者という意識を持つよう

に思われるからです。わが国の芭蕉は「予が風雅は夏炉冬扇のごとし」と言ったそうですが、自分が

引き込まれる文学の世界を、世間では無用な「夏の暖房、冬の冷房」と感じた芭蕉も、自分を何か違
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2 栗山稔

った人種のように意識していたのではないでしょうか。この「異邦人の意識」はイギリスの文学者に

もしばしば見られる意識です。

しかし本日は、イギリスの文学者によくみられる、李自の場合とも、芭蕉の場合とも異なっている

「異邦人の意識」についてお話ししたいと思います。李白は「天人流諦諜J一一我が国では I竹取物

語』を代表的な例として挙げてよいと思われますが、天人が天上で何か罪を犯して、地上に流罪とな

り、こうして地上に滞在している問、天人にふさわしい能力によってさまざまな幸せをもたらすので

すが、やがて刑期を終えて、天上へ帰って行くというタイプの物語一ーの伝統を利用して、国家の官

僚機構の中枢に活躍の場を得られない我が身を、天の流人を名乗ることによって説明しているわけで

す。芭蕉は実用、役に立つことのみを尊ぶ世間の風潮の中で、文学を無用のものと感じると同時に、

その裏側で、文学の無用の用というべき特質を主張しているのでしょう 。これからお話しします、イ

ギリスの文学者の場合に、一般的によく見られる「異邦人の意識」は、これらとは異なり、聖書的な

文化圏の文学者にふさわしく、聖書的な考え方の伝統の中で説明できるように思われる「異邦人の意

識」です。そしてこの聖書的な考え方が、一方で¥イギリス文学に宗教的な特性を与えているばかり

でなく、他方では、政治的、社会的な性格をも与えていると思われるのです。そこでこれから取り上

げるイギリスの文学者の「異邦人の意識jの根底にある聖書的な考え方というのは、一体、どのよう

な考え方、どのような思考を意味しているのかを、まず、説明したいと思います。

黙示録的想像力

聖書を古典的な文学作品として読んでみますと、この作品にはアルファベットのUの文字で表すこ

とができるような構造があることが理解できます。3 すなわちこの作品の物語は、まず、 Uの文字の

下降する線を描いて進行するのですが、やがて、 Uの字の下の湾曲部に到達し、転じてUの字の上昇

する線を描いて展開し始め、最後にもとの高さまで上昇して終わるという構造です。聖書は人類の祖

先であるアダムとイーヴがエデンの園を追放される物語として始まります。アダムとイーヴはエデン

の園に住む条件として、ある一本の木の実、よくリンゴで表されますが、その木の実を食べることを

神から禁じられたのですが、蛇の甘言に唆かされて、この禁断の木の実を食べてしまいます。神に対

する不服従の罪を犯したのです。こうして起こるエデンの固からの追放が最初の下降線となります。

この下降の過程で人間はさまざまな罪を犯し、人間の世界には悪が満ち溢れるという状況になって、

神はすっかり人間に愛想を尽かしてしまわれます。しかしこのような状況の中でも、アブラハムとい

う男一人はひたすら神を信じています。神はアブラハムに眼をとめられ、アブラハムから一つの民を

興し、この民を通じて全人類を救済することにしようと考えられます。そこでアブラハムは神に導か

れて、悪に満ち溢れたカルデヤのウルの地一一今のバグダッドとペルシャ湾を結ぶほぼ中間の地点、

ユーフラテス川右岸に栄えた町一ーを出て、苦難に満ちた旅を続けることになります。この旅の物語

が最初の上昇線となっており、この上昇線はアプラハムが約束の地カナン一一今のパレスチナと重な

る地域一一へ入ることによって完結するわけです。
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イギリス文学と聖書的想像力 3 

この後、聖書はアブラハムから興った一つの民の物語を、幾つものU字型を構成する物語として展

開してゆきます。ヨセフという人物の物語が最初のU字型を次のU字型へ繋ぐ役目を果たします。ヨ

セフは兄弟たちによってエジプトへ奴隷として売られてしまいますが、エジプトで身を起こして、宰

相の地位に昇ります。ヨセフがエジプトの首相となった頃、約束の地カナンを飢鐘が襲います。ヨセ

フは思讐を越えて、自分を裏切った兄弟たち始め、聖書の神を信じる民、アプラハムから興った民を

エジプトに招いて、飢鐘から救います。このヨセフの物語には、ヨセフを奴隷として買い取ったエジ

プト人の妻が、 「私の床に入りなさいjとヨセフの着物をつかんで、誘惑するとか、つかまれた着物を

脱ぎ捨てて誘惑を逃れたヨセフが、この着物が証拠となって、主人の妻をレイプした濡れ衣を着せら

れるとか、宰相となったヨセフの前に兄弟たちがひれ伏して、穀物を恵んでくれるように乞い願う兄

弟再会の場面とか、ヨセフがついに兄弟を許す和解の場面とか、劇的、感動的な場面がたくさんあり

まして、世界最古の短編小説と言われています。このヨセフの物語が、最初のU字型と次のU字型と

を繋いで、いるのです。ヨセフの代から幾世代かが交代するうちに、聖書の神を信じる民はエジプトで

次第に数を増してゆきます。ファラオー一古代エジプトの王一一は自分の国の中で増加する異教徒に

恐れをなして、迫害を始め、ついには奴隷にしてしまいます。この過程が第二の下降線として描かれ

ます。そしてエジプトで奴隷化された聖書の神を信じる民がモーセに率いられて、エジプトを脱出し、

長い年月、苦難のうちにシナイ半島を流浪し、また他の部族との戦闘を重ねた後、ヨセフの時代、飢

鐘に際して放棄した約束の地カナンを回復する過程が第二の上昇線となって、第二のU字型が完成し

ます。

以下、簡単に申しますと、第三のU字型の下降線はベリシテ人が、北方から、約束の地カナンに侵

入して、聖書の神を信じる民を征服してしまう過程です。このベリシテ人は早くから鉄器を使用した

強力な民族であったようですが、その後の歴史からは姿を消してしまって、パレスチナという地名に、

かすかにその名をとどめているに過ぎません。そして第三のU字型の上昇線は、サウル、ダピデ、ソ

ロモンという名の王たちに率いられて、ペリシテ人と戦い、その支配を脱出して、独立国となり、イ

エルサレムを政治的な首都、宗教的な中心地として、王宮や神殿を建設するに至る物語によって構成

されています。第四のU字型は、聖書の神を信じる民の国が、北のイスラエル王国と南のユダ王国と

いう南北朝に分裂して、弱体化し、結局はパピロニアに滅ぼされて、支配階級の多くがパピロニアの

首都パピロンに強制移住させられる、有名なパピロン虜囚に至る下降線と、パピロニアの滅亡、虜囚

からの開放と帰還、そして神殿の再建に至る上昇線によって構成されています。第五のU字型は、ア

ンテイオコス朝シリアによって征服される過程を描く下降線と、マカベア家を中心とする独立回復の

闘争と独立の達成、そして異教徒に汚された神殿の浄化という上昇線によって構成されています。最

後に第六のU字型は、ポムペウスのローマによる支配、そして反乱、さらに徹底した探聞と亡国と離

散、デイアスポラという下降線と、救世主による神の国への救済のヴイジョンという上昇線によって

構成されています。今、六つの代表的なU字型を指摘しましたが、もっと細かく、もっと多くのU字

型を指摘することもできるわけです。
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4 栗山稔

聖書の物語の構造を表すUの字の下の方にはウル、エジプト、ペリシテ、パピロニア、シリア、そ

してローマという地上の強国の名が並んでいます。聖書の神を信じる民は、神への服従が十分でなか

った時、これらの強固によ って征服されたわけです。したがってこれらの国名は、全て、神への服従

を怠った時、神の懲罰によ って下降させられる世界、政治的には地上の強固に自由と独立を奪われて

隷従すること、また宗教的には信仰を喪失することを表わしており、名称は異なっていますが、全て、

等しい意味内容を持った、相互に交換可能なシンボルとでも言うことがでるものなのです。またUの

字の上の方には人類の祖先の下降の出発点であるエデンの園、アブラハムに率いられて到達する約束

の地カナン、モーセに率いられて回復する約束の地カナン、ペリシテ人から独立して建設するイエル

サレムの神殿、パピロン虜囚解放後の神殿の再建、マカベアによる神殿の浄化等が並んでいます。神

への服従が征服者からの解放と独立をもたらしているわけです。したがってこれらは、全て、神への

服従と神の許しによって上昇することを許される世界、すなわち政治的には聖書の神を信じる民が征

服者から解放され、自由と独立を達成すること、宗教的には信仰を回復することを表しております。

これらはエデンの固とか約束の地カナンとか神殿などと、それぞれ異なった名称で呼ばれていますが、

全て、同じ意味内容を持った、相互に交換可能なシンボルであると言うことができるものなのです。

このように考えますと、最後の神の国についても、それがまだ実現をみていない、未来に上昇するこ

とが予想されている世界であるという点が異なりますが、同じように考えることができるでしょう 。

聖書は西暦紀元一世紀に、神の国への上昇のヴィジョンを描いた黙示録を、末尾に組み込んで完成

します。この時代、聖書の神を信じる民はローマ帝国の支配下に苦しみ、やがては亡国と離散の憂き

目を嘆くことになります。彼らは、祖先たちがエジプトやペリシテやパピロニアやシリアからの開放

と独立を願ったように、ローマからの開放と独立国の再建を願っておりました。そこで彼らにとって、

未来に実現されるであろう神の国への上昇は、ただ信仰の問題、精神の世界の願望にとどまらず、政

治の問題、現実の世界の願望でもあったのです。すなわち黙示録の神の国への上昇のヴィジョンに、

政治的な願望と宗教的な願望とを揮然、として融合させていたと言えるのです。したがって神の国も、

聖書のU字型構造の上の方に並んでいた楽園、約束の地カナン、ふたたび約束の地カナン、イエルサ

レムの神殿、神殿の再建、神殿の浄化と同じように、神への服従と神の許しによって上昇することを

許される世界、政治的には聖書の神を信じる民が自由と独立を達成した世界を、宗教的には信仰を回

復した世界を表しているのです。このように考えますと聖書の物語は幾つものU字型を重ねて展開す

る物語ですが、全体としては、神への不服従、叛逆によって人類が楽園から堕落するという下降線に

始まり、神の懲罰を経て、神への服従と、神の許しによって、人類が、将来、神の国へ救済されると

いう上昇線に終わる、一つの大きなU字型構造を持った物語として完成されたと言うことができるこ

とが分かります。そして、今、聖書最後の政治的=宗教的 (politico=religious) な意味での神の国への

上昇のヴィジョンを観る精神活動を、黙示録にちなんで、黙示録的想像力 (apocalypticimagination)と

名づけることができると思いますが、この黙示録的想像力が、イギリスの文学者によく見られる「異

邦人の意識」の根底にあると言えるのです。
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黙示録的想像力の歴史上の活動

ヨーロッパの思想-文化の二大源流をヘブライズムとヘレニズムと呼ぶことはご承知のことと思い

ます。ヘブライズムは聖書の思想・文化であり、ヘレニズムはギリシアの思想・文化です。そしてヘ

ブライズムは聖書と同じU字型構造の文学、すなわち最後の上昇、救済を予感させる文学を多く生み

出し、ヘレニズムは、ギリシア神話が人類の歴史を黄金の時代の幸福から、銀の時代、青銅の時代、

そして英雄の時代を経て、鉄の時代の不幸へという堕落の歴史として捉えたように、 Uの字の下降線

だけで構成された文学、一直線に奈落の底へ転落するギリシア悲劇のような文学を多く生み出したと

いうようなことが言われます。

文学の構造はさておき、西ヨーロッパ世界の思想・文化には、当然、一つの源流である聖書的な考

え方、感じ方が深く浸透しているわけです。それで西ヨーロッパ世界では、聖書が大きなU字構造を

持った書物として完成された時期の、聖書の神を信じる民と閉じような精神活動が、今、黙示録的想

像力と名づけた精神活動が、しばしば現れているょっに思われます。特に政治的な抑圧が強く意識さ

れ、抑圧からの解放が叫ばれる時期に、抑圧からの解放と独立という政治的な問題と、神の国への上

昇という宗教的な問題とを表裏として捉える聖書的な考え方、黙示録的想像力が、よく現れていると

言えるのです。イギリスではこの黙示録的想像力の活動がピューリタン革命からイギリス革命 一一名

誉革命という呼び方でご記憶の方も多いと思います に至る時代と、産業革命とフランス革命が平

行して進行する時代に、特にはっきりと見られるように思います。

ピューリタン革命とイギリス(名誉)革命というのは、イギリスの正当な統治者は、一体、誰かと

いう問題をめぐって、 17世紀を通じて続いた国王と議会との争いが議会の勝利で決着する過程の始め

と終わりを画す事件でありました。国家の正当な統治者は誰かという問題は、イギリスをも含めて、

重要な，思想が聖書を抜きにしては語れない西ヨーロッパ世界では、神から地上の世界の統治を委ねら

れた者は、一体、誰なのか、宗教的指導者かそれとも政治的指導者か、というかたちで、古くから、

絶えず存在し続けました。聖書を読みますと、聖書の神を信じる民の中では、最初、宗教上の指導者

と政治的・社会的・外交的・軍事的な指導者とが一元化されていて、この問題が起こらなかったこと

が分かります。しかし聖書の神を信じる民が、聖書の言葉で「彼らをかすめ奪う者J、すなわち周囲

の別の神を祭る民と戦って、一つの独立国を形成してゆく過程で、政治的・軍事的・外交的指導者と、

宗教的指導者との聞に、この問題をめぐって激しい対立が起こってくることが窺えます。独立の指導

者、初代国王と言ってよいサウル王は宗教的指導者サムエルの支持を得てペリシテ人に勝ち、サムエ

ルと対立し、その支持を失って、ギルボア山の戦闘でペリシテ人に破れて死んでいます。第二代のダ

ピデ王は、 ダピデ王は謀叛を起こした王子アブサロムをやむなく殺して、 「私の息子アブサロム

よ、私の息子アブサロムよ、私がお前に代わって死ねばよかった」と嘆き悲しんで、フォークナー

(Wi1liam Faulkner)に 『アブサロム、アブサロムJ (Absalom， Absalom!) という小説の題名を提供し

た王様ですーーそのダピデ王は神の幕屋を宗教的中心地であったノブから、政治的・軍事的な中心地

である首都イエルサレムに移すことによって、また第三代のソロモン王は首都イエルサレムに神殿を
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建設することによって一一ソロモン王はソロモンの栄華という言葉で知られるように、経済的な繁栄

をもたらした王様で、立派な王宮を造営するのですが、その王宮よりはるかに小さい神殿を建設する

ことによって、王権の中に宗教権を併合して、この問題を解決しようとしていることが分かります。

神から地上を治める権限を委ねられた正当な統治者は宗教的指導者、教会であるのか、政治的指導

者、国王であるのかという問題を、その後の聖書的西欧世界の中で駆け足で辿ってゆきますと、まず、

中世には、ローマカトリック教会、そして教会を代表するローマ法王が正当な地上の統治者であると

いう主張が、圧倒的に優位に立っていた長い時代が続いたことが分かります。そして近代的な国家が

成立する近世初頭に、国王が神から、直接、付与された権限に基づいて地上の国家を統治するという

主張、いわゆる王権神授説が、ローマ教会の主張を圧倒していったと言えるでしょう 。しかしやがて

国王と教会との対立はかたちを変えて現れてくることが分かります。一方の当事者が国王であること

は変わらないのですが、もう一方の当事者である教会は、それを代表する者が徐々にローマ法王では

なくて、教会に集う国民ということになってゆくわけです。すなわち対立は、徐々に、国王とローマ

法王との対立ではなくて、国王と教会に集う国民との対立というかたちをとるようになってくるので

す。そしてイギリスでは教会に集う国民を議会が代表することとなり、したがって神から地上の統治

を委ねられた者は、神から、直接、地上の統治権を授けられたと主張する国王なのか、それとも教会

に集う国民を代表すると主張する議会なのかということになったわけです。イギリスではこの国王と

議会との対立が、早くも 1215年、ジョン王の時代のマグナカルタとして現れていますが、 17世紀は国

王と議会の対立が最も先鋭化した時代で、チャールズ一世はこの対立の中で1649年に議会によって処

刑されてしまいます。イギリスは議会を代表するクロムウェル (OliverCromwell) のもとで、一時、

王国ではなく共和国となるわけです。共和国はコモンウェルス(TheCommonwealth of England) と言

いますが、これは平民の固という意味です。この時期、イギリスの議会は貴族院(TheHouse of Lords) 

を廃止して、平民院(百leHouse of Commons) だけの一院制となりますが、イギリスはその議会に集

う平民 (commons)の幸福(weaI)のための国 (weal出)となったわけです。この政治的変動を平民院

の多数派となったピューリタンにちなんで、ピューリタン革命と言うわけです。

その後、ピューリタンの厳格な、 一種の神政政治の不人気や、ピューリタン内部の過激なセクトの

台頭に対する恐れ等、さまざまな理由から議会内で多数派の交代が起こり、議会は二院制に戻ります。

そしてこの議会は、 1660年、フランスへ亡命していたチャールズ二世を呼び戻すこととなり、王政回

復となるのです。その後も地上の統治権をめぐる国王と議会との対立は再び起こり、イギリス(名誉)

革命による議会の最終的な勝利まで継続することとなるわけです。イギリス(名誉)革命はチャール

ズ二世の後を継いだ弟ジェームズ二世の時代に、議会がこの国王を退位に追い込んで、ジェームズ二

世の妹の息子で、ジェームズ二世の娘の夫でもあるオレンジ公ウィリアムという人を迎えて英国王ウ

ィリアム三世とし、その妻をメアリ一二世として、すなわちジェームズ二世の甥と娘の夫婦をイギリ

スの共同統治者とした1689年の事件のことです。そしてその後は王権は縮小されて、統治権をめぐる

対立、抗争はウイツグとトーリーという政党の争いに受け継がれてゆくわけです。ウイツグは自由党

を経て労働党の、トーリーは保守党の遠い前身であるわけです。
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神から地上の国家の統治を委ねられた者が国王なのか、それとも国民が集う教会としての議会なの

かが争われたイギリスの17世紀に、特にピューリタン革命の時期に、教会としての議会に集い、国王

と対立したピューリタンの中に、彼らが専制的な国王から解放されたところに、実現しようとした理

想の政治体制に、聖書の最後の上昇が物語っている、キリストの再来による救済と、神の国の到来を

重ねてみていた人々がいたわけです。

ピューリタン革命・イギリス革命期の黙示録的想像力

このような人々の一人として、この時代を代表する詩人ジョン・ミルトン (JohnMilton) を挙げる

ことができます。ミルトンはおそらくイギリス国教会の牧師となることを期待されて、ケムブリッジ

大学クライスツ学寮に学びますが、だんだんと国教会に批判的となり、ピューリタン的な信仰に共感

を寄せるようになります。彼はケムブリッジ大学を卒業して文学士となり、さらに大学にとどまって

勉学を続け、文学修士ともなりますが、国教会の牧師になることは辞めて、詩人となる準備の勉強に

打ち込み、幾つかの作品を発表するようになっていました。やがて詩人としての勉強を完成するため

に、当時、文化的先進国であったイタリアへ渡ります。フィレンチェではガリレオを訪ねたようです。

一方、祖国イギリスでは地上の統治権をめぐるチャールズ一世と議会の対立が深刻さを増してゆきま

す。ミルトンはこの対立状況を、その真っ直中に身を置いて見ていたいという思いから、イタリア留

学を打ち切って、ロンドンに戻って来ます。そしてやがて議会派ピューリタンの立場から発言するよ

うになり、ついにはクロムウェルの政府のラテン語秘書官一一これは共和国政府の外務大臣に当たる

職ーーに就任します。この間のミルトンの発言は、神の固から派遣されて、今、実現しつつある地上

の共和国を、聖書の最後の上昇が描く神の国たらしめようとする熱意に溢れたものであります。しか

しクロムウェルの死後、ピューリタンは厳格な神政政治に基づく極端な改革を押し進める過激派とし

て嫌われ、議会で勢力を失い、代わって地主や貴族の階級、国教会の高位聖職者たちが力を回復して、

王政回復を画策し、実現することになります。共和国政府の要人であったミルトンは責任を追求され

る身となりますが、失明していたために死罪を免れて、王政回復の時代に生き残ることとなります。

そしてこのような時代にあって、地上に神の国を実現するために戦い、そして破れた、天上の国から

派遣された異邦人としての意識が書かせたものが、イギリス文学の代表作の一つである『楽園喪失j

(Paradise Lost) であります。

『楽園喪失jは天地創造、アダムとイーヴの誕生、蛇に潜んだサタンによる誘惑、エデンの固から

の追放という聖書創世記のほんの数ページの記事を、 12巻の叙事詩として歌い上げた、イギリス文学

の古典です。天地創造以前の宇宙空間、ここで言う天地はわれわれが太陽系と呼ぶものと考えてよい

と思いますが、その太陽系創造以前の宇宙空間は垂直的な構造で考えられていました。一番上に最高

天があり、その下には荒海のように逆巻く混沌界があると考えられていました。そして最高天には神

と天使達が住んでいたのです。この天地創造以前に、天使の中でも最も位の高い大天使ルシファーが

神の座を奪おうと謀叛を企て、仲間の叛逆天使たちを率いて神と戦いますが、結局、破れて、最高天
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から追い落とされてしまいます。ルシファーと叛逆天使たちは混沌界をまっ逆さまに墜落して行き、

宇宙空間の一番下に造られた地獄に閉じ込められてしまいます。最高天の大天使ルシファーはこうし

て地獄のサタンとなって、神に対する復讐心の固りとなってゆきます。やがて神が最高天に近い混沌

界の上部に新に天地や人聞を創造したというニュースが地獄のサタンにも届きます。サタンは神とふ

たたび、直接、戦う勇気はないので、人間を誘惑して神に叛逆させることをもって神に対する復讐と

しようと考えます。そこでサタンは地獄を脱出し、宇宙空間を飛行する宇宙船のように、単身、混沌

界を上へ上へと飛び続けます。そして幾多の苦難の後、新天地にたどり着き、地球を発見し、エデン

の園に潜入し、蛇の体内に隠れて、たまたまアダムと離れて一人でいたイーヴに近づき、神が人間に

エデンの園に暮らすただ一つの条件として、食べることを禁じていた木の実を食べさせることに成功

するのです。アダムはイーヴが蛇の甘言に誘惑されて神の提に背いたことを知り、イーヴとともにエ

デンの園を追われる覚悟を決めて、禁断の木の実を食べます。こうしてアダムとイーヴはエデンの園

を追放されることになります。

このようにストーリーの要約をお話ししますと、 『楽園喪失』は現代の人間には読むに耐えない、

非科学的な、荒唐無稽な作り話と思われるかも知れません。しかし例えばサタンの不屈の復讐心は、

もしわれわれにこの復讐心が向けられたらと想像すると、思わず身の毛のよだつような、恐ろしい現

実感があります。またアダムとイーヴは人類の祖先と言うにふさわしく、人類の原型的な存在で、い

つの時代、いずこの男女でもあり得る、現実の人間らしい姿を見せてくれます。彼らは幸せに溢れた

蜜月の時期の若い夫婦として登場します。彼らは、一日中、一緒に寄り添って暮らしているのですが、

あの運命的な蛇の誘惑の日だけ、イーヴは一人になっていたのです。その経過は次のように語られま

す。イーヴは、こうやっていつも一緒にいると、見つめ合ったり、ほほえみ合ったり、つい話し込ん

だりして、仕事がはかどらない。能率が悪い上に、お互いの新鮮味も薄れる。一日、離れていれば、

夜にふたたび、会った時、喜びもいっそう大きくなるでしょうというようなことを言います。アダムと

イーヴはエデンの園でも草花の世話のような、園芸家の仕事をしているのですが、それは生きるため

の苦しい労働ではなく、仕事の後の休息をいっそう楽しくし、食事をいっそうおいしくするための運

動のようなものなのです。したがって仕事がはかどらないとか、能率が悪いとかいうことは問題にし

なくてもよいのですが、ミルトンがイーヴに今日の言葉で言えば分業とか生産性とかを問題にさせて

いることは、ピューリタンが商工業の発展に果たした役割を考えると面白いことです。

アダムは、別々の場所で仕事をしようというイーヴの分業の提案を受けて、神の使いの天使からサ

タンが地獄を脱出し、復讐の念に燃えてエデンの園に近づきつつあると警告されていたことを思い出

します。そして、そのような危険な時にイーヴを一人にすることなどできないと答えます。するとイ

ーヴは、一人ではサタンの誘惑に勝てないと思うのは自分を信じてくれていないからだ、アダムよ、

あなたの愛しい私なのに、よくもそんなひどい考えがあなたの胸に宿ったものですね、と劫ねてしま

います。いろいろ言い争ったあげく、アダムは根負けして、イーヴを一人にすることに同意してしま

います。ここにはどんなに仲の良い新婚のカップルにも、時にはおそらく起こる口喧嘩が描かれてい

て、現実の男女を見るように面白いと思います。
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こうして一人になったイーヴが蛇の甘言に誘惑されて、神の提に背いたことをアダムは知ることに

なります。彼はイーヴなしに、ただ一人エデンの園で暮らすことなどできないと、イーヴへの愛から、

ともに不服従の罪を犯す決意をします。ここにも共感できるひたむきな愛があります。しかしエデン

の園からの追放が宣告され、その時期が迫ってくると、アダムは易々と蛇の甘言に編されたイーヴを

責めます。イーヴはイーヴでサタンの接近の危険を知りながら、一人になることをもっと強く止めな

かったアダムを責めます。こうして互いに責任をなすり合う、醜い争いの泥沼に二人ははまり込んで

しまいます。これもまた極めて人間的な姿です。しかしこの争いを経て、やがて彼らは責任をわが身

一つに引き受けて、相手が神に許されるようにひたすら神に祈る心境に到達します。互いに罰がわが

身だけに向けられることを心から願い、相手のために真率に神の許しを願う二人の姿は、人間の心が

このように美しくもなり得ることを教えて、深い感動を与えます。このようにいわば堕落以前の清ら

かな心境を回復したアダムとイーヴを見て、神はもうこれで大丈夫と安心されて、将来の救済、楽園

の回復を約束して、楽園追放を実施されるのです。アダムとイーヴはエデンの園という「外なる楽園j

(Paradise without) は失うことになったけれども、神を信じ、神の救いを待つ信仰の「内なる楽園j

(Paradise within) を得て、希望を持って、エデンの園を出て行くわけです。

ミルトンは、地上の統治権をめぐるチャールズ一世と議会の争いにおいて、議会の立場から発言し、

やがて共和国の外務大臣になったと説明しましたが、この時期のミルトンは、チャールズ一世の専制

からイギリス人を解放して建設する共和国を、地上の神の園、外に、すなわち現実の地上に実現され

る楽園と考えていたと思われます。しかしこの地上の神の園、 「外なる楽園jは、議会で勢力を回復

した旧支配階級と国教会派と王党派が結んだ王政回復によって、もろくもその実現の夢を断たれてし

まいます。 r楽園喪失』には幾つもの意味の層があると思いますが、一つの重要な意味の層では、ア

ダムとイーヴは地上に神の国を実現しようとする勢力とイコールに結ぼれており、セイタンは王政回

復をもくろむ勢力と重ねられています。アダムとイーヴが「外なる楽園jを失うことは、この意味の

層では、共和国の挫折を意味します。そして地上の神の園、 「外なる楽園」の実現が遠退き、反対者

が強大となり、その実現が現実の世界では困難になればなるほど、その願いが非政治化され、精神の

世界の願望へと昇華し、精妙化されていって、神の国は地上のものではない、それは精神世界の「内

なる楽園jであるということになっていったと考えられます。聖書の最後の上昇は政治的な意味、「外

なる楽園Jの建設という意味と、宗教的な意味、 「内なる楽園Jの建設という意味とを表裏に合わせ

持っていたのですが、ミルトンの場合、そのうち政治的な意味が欠落せざるを得なくなっていったわ

けです。聖書の最後の上昇がいわば非政治化されざるを得なかったのです。王政回復後のミルトンに

は、聖書の最後の上昇を実現するために、神の固から地上に派遣された異邦人としてのミルトンには、

非政治的な「内なる楽園Jの建設だけが残された仕事であったわけです。ミルトンは 『楽園喪失jで

この仕事を成し遂げたのです。イギリスでは、王政回復によって地上に神の国を、 「外なる楽園jを

建設する希望を失ったピューリタンは、非国教徒として長く政治的権利を奪われ、いわば非政治化さ

れて、ウェーパー (MaxWeber)が『プロテスタンテイズムの倫理と資本主義の精神Jで分析しまし

たように、主として経済の世界で活動することになります。そして彼らの楽園は「内なる楽園jとな
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りますが、このことは『楽園喪失jの展開と重なっているのです。

フランス革命・産業革命期の黙示録的想像力

王政回復からおよそ一世紀を経て、聖書の最後の上昇のヴイジョンはふたたび政治的な意味を取り

戻します。イギリスの政治・社会の改革を求める急進派が、聖書の最後の上昇を彼らの政治的な上昇

と結びつけたからです。イギリスでは、 18世紀の終わりから 19世紀のはじめにかけての三・四十年の

時期、急進派 (Radicals)と呼ばれる人々が、フランス革命に共感を抱き、自国イギリスの政治・社会

の改革を求める運動を展開します。急進派と言いましでも議会に自分たちの代表を送るというような、

今日からみれば至極当然な政治的権利を望んだ人々なのです。彼らはフランス革命から刺激を受けて、

政治的権利の拡大が急速に進展することを期待するのですが、革命フランスの恐怖政治の流血の現実

に対する恐れや、また対仏戦争、それはやがて対ナポレオン戦争となりますが、その対ナポレオン戦

争遂行のために歴代の政府がとった改革思想・改革運動弾圧の政策の中で、この期待はいっこうに実

現をみません。しかし、一方、産業革命の進展は社会にさまざまな問題を引き起こし、政治・社会の

改革を迫る圧力を強めてゆきます。こっして急進派と政府の弾圧的な政策との対立は先鋭化して、第

一次選挙法改正(1832)に至る過程で、イギリスには革命前夜のような対立状況が生み出されます。

このような政治的・社会的・産業的な「革命Jの時代を生きるイギリスの文学者は自分たちの時代を、

同じように「革命J時代であったイギリスの17世紀と比較して理解することによって、自分たちの時

代の全体像を想像的に把握したのです。この想像的な把握の根底に、自分たちを地上に神の国を実現

するために派遣された異邦人と意識して、過去一世紀の間非政治化されていた聖書最後の上昇に、ふ

たたび政治的な意味を回復しようとする黙示録的想像力があった言えると思います。そしてこの黙示

録的想像力がこの時代のイギリス文学に多くの壮大な物語の世界を展開させることになった言えると

思います。

フランス革命勃発、すなわち1789年7月のパスチィーユ監獄襲撃から、恐怖政治の始まり、すなわち

1793年6月、革命フランスの議会である国民公会でジャコパン派がジロンド派に勝利して、反対派の粛

正に乗り出す時期までは、ほとんど全てのイギリス人がフランス革命に共感を寄せていたと言っても

よいと思います。プライス (RichardPrice) という人は1789年11月4日、イギリス革命協会で f祖国愛

について.J (On the Love olour Count，η) という講演をしています。イギリス革命協会というのは、イ

ギリス(名誉)革命、王権に対して議会が勝利した革命を記念する協会です。プライスはこの協会で

の講演で、フランス革命をイギリス(名誉)革命になぞ、らえたわけです。プライスはイギリス(名誉)

革命においてイギリス人は人間本来の権利意識から生まれた次の三つの権利を行使したと考えます。

すなわち「第一に信教の自由の権利、第二に乱用された権力に抵抗する権利、第三に統治者を選択し、

権力乱用のかどで罷免し、自ら政府を作る権利J、特に第三の権利を行使したと考えるのです。プラ

イスはフランス革命がちょっど一世紀も遅れて、イギリス (名誉)革命に倣ってこの権利を行使した

と論じたわけです。
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このようにフランスに対する先輩気取りとでも言えるような気分で、多くのイギリス人は勃発当初

のフランス革命に好意的で、フランス革命から新たな刺激を受けて、イギリスの政治・社会の改革を

さらに前進させようと考えていました。産業革命の進展の中で、イギリスの政治・社会の改革上重要

な課題は、議会を代表する者は、一体、誰か、議会を代表する者が社会の上層の一部の地主階級でよ

いのか、商工業に従事する階級を含まなくてよいのか、という問題であったと言えます。正当な統治

者は国王か教会に集う国民かという問題に百年も前に決着を付けたイギリスは、フランスの先輩とし

てこの問題に取り組もうとし始めていたのです。

全体としてはフランス革命に好意的で、改革推進の機運の中で、革命当初からフランス革命に否定

的な考えの持ち主も、もちろん、おりました。例えばパーク (EdmundBurke) です。彼は fフランス

革命省察J (Reflections on the Revolution in France) を書いて、プライスの『祖国愛についてjに反論

しました。この書物はイギリス(名誉)革命が、プライスの言うように、人間本来の権利意識に基づ

いた三つの権利の行使ではなく、ジョン王時代にはマグナカルタ (1215) によって、チャールズ一世

時代には「権利の請願J(Petition ofRights， 1628)によって、イギリス国民が専制的な国王に対して戦

い取ってきた権利を「権利の章典J (Bi1lofRights，1689) によって、改めて再確認する行為であった

と論じています。国民の一切の権利を継承によって受け継がれてきた国民の世襲財産としたのであり、

国家体制の継続、維持であって、転覆、革命ではなかったという主張を展開しているのです。今、国

民の権利などと簡単に申しましたが、これは、当時、議会に代表者を送ることのできた国民、貴族と

か地主とか、国民の一部の上層階級の権利のことであるわけです。先ほどふれました商工業者、その

中心に、王政回復以降非政治化された非国教徒がいるわけですが、それらの商工業者の権利ではあり

ません。もちろん労働者たちはまだ政治の舞台に登場しておりません。現代のわれわれはこの点に注

意する必要があります。

パークも正当な国家の統治者は誰かという問題をめぐる国王と議会の対立、抗争における議会の勝

利という点で、イギリス(名誉)革命とフランス革命は類似の革命であると考えていると思われます。

しかしパークはイギリス(名誉)革命があたかも大自然のように生成を続ける有機体である国家機構

の中に、国民の権利を世襲の財産として位置付ける行為であったのに対して、フランス革命が国民の

新しい権利意識に基づく主張によって、あたかも大自然のように生成し続ける国家構造という有機体

を破壊し、人工的な構造物に作り替える行為であると言って非難しているわけです。そしてパークは、

もしフランス革命と比較できる革命がイギリスにあるとすれば、それはプライスの言うようにイギリ

ス(名誉)革命ではなく、それより「約四十年前にイギリスで起こったこと」、ピューリタン革命で

あると主張するのです。ピューリタン革命は、パークの時代、革命と呼ばずに、大反乱と呼ぶことが

多かったのですが、それは革命 (revolution) という言葉が、当時、その原義によって理解されていた

からです。この言葉は、本来、天文学の用語で、天体が軌道を一巡して出発点に戻ることを意味しま

す。パークはイギリス革命は、専制的な国王によって、一定の期間、奪われていた国民の権利がもと

に戻ったという意味で、言葉の本来の意味で革命であるが、フランス革命は、チャールズ一世と議会

の抗争、国王の処刑、共和制、そして結局は護国卿クロムウェルの独裁に終わる大反乱の歴史と比較
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すべき、新しく付与されつつあった意味における革命であると論じているのです。この比較の中にパ

ークはチャールズ、二世による王政回復、王政回復後も継続した国王と議会の対立、抗争、そして議会

の勝利を決定づけるイギリス(名誉)革命に至るまでの混乱の時代をも含めていたと考えてよいと思

われます。このような比較からパークは、革命フランスがイギリスのような立憲君主国を目指してい

た革命当初の時期に、国王殺し、共和制とその混乱、クロムウェル的独裁者の登場、その没落と王政

回復という革命の未来を予言することができたのです。そしてこの予言はルイ十六世の処刑、恐怖政

治とナポレオンの登場による事態の収拾、ナポレオンの独裁、ナポレオンの没落とルイ十八世の王政

回復となって現実のものとなり、パークに預言者としての名声をもたらすことになりました。

このようにフランス革命に道遇したイギリス人たちは、フランス草命に共感する者も反対する者も、

自分たちが生きる革命の時代のヨーロッパを、国王と議会とが対立、抗争を繰り返したイギリスの17

世紀の葛藤の歴史と比較しました。そしてこの比較の意識の深層の部分、基盤の層に黙示録的想像力

があったのです。すなわち革命に共感を寄せる急進的な人々は聖書の最後の上昇を、王政回復以降、

「内なる楽園Jとして非政治化されてきた上昇を、 「外なる楽園Jへの上昇として、ふたたび現実の

ものとし、政治化しようと考えたのです。そして急進的な改革運動を弾圧した政府は、この政治化し

た黙示録的想像力の活動を、ピューリタン革命の場合と同様、危険なものと考えたわけです。

この時代のイギリス文学を代表する作家にワーズワース (WilliamWordsworth)という詩人がおりま

す。日本でも、夏目散石の言葉を借りて申しますと、天地山水を詠う詩人としてかつては広く読まれ

ました。ワーズワースは1770年の生まれですから、この革命の時代の始まりの目安であるパスチイー

ユ監獄襲撃の1789年には19才で、ケムブリッジの学生でした。またこの時代の終わりの目安とされる

第一次選挙法改正の1832年には62で、なおあと 18年を生きて、 1850年に亡くなりますので、文字どお

りこの革命の時代を、現役の詩人として生き抜いたわけです。ワーズワースの『序曲j (Prelude， or the 

Growth of a Poet's Mind) という自叙伝的な長編詩を読みますと、彼がフランス革命に共感を寄せた青

年時代を黙示録的な想像力によって回想していることが分かります。

ワーズワースはまず幼年時代・少年時代に独特な価値を与えています。彼は幼・少年時代を、自然

の美しいイギリスの中でも、特に自然美に恵まれた湖水地方で過ごします。彼はその幼・少年時代に、

美しい湖水地方の自然の中で、しばしば、自分が肉体の小さな境界の中に閉じこめられた有限の存在

であることをやめて、肉体の限界を超えた無限の広がりを獲得し、無限に拡大した自分と大自然とが

一体となって融合したような感覚を経験したと言います。すなわち自然界が自分の外部に、自分とは

別の外界として、物質的な他者として、存在しているとは考えられず、霊的な存在として自分の内部

に存在しているというような感覚を持ったと言うのです。ワーズワースはこのような感覚を、私が、

今、使っているような説明的な言葉で語ったのではありません。このような感覚そのものを詩の言葉

に定着させ、詩の言葉を通して読者に実感させることに成功しているのです。この点でワーズワース

は優れた詩人と言えるわけです。そして彼はこのような幼・少年時代の体験について次のように考え

るようになります。すなわち人間の魂は天上的な世界からやって来て人間に宿ることになる。それで

幼・少年時代の魂はまだきわめて高い程度に天上的な、霊的な存在であって、いわば天上的な存在と
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して外界を観る O そういう観方をした時、外界も霊的な存在となって、人間の内部の霊的な部分との

問に、あの融合感覚が起こると考えるわけです。子どもが成長するにつれて、このような自と他が揮

然として一体となった融合の感覚を失って、自己の意識と自己と対立する他者に対する意識が確立し

てゆきます。普通、成長と呼ぶこの自己の確立を、ワーズワースは一種の堕落として捉えるのです。

ワーズワースは個人の成長の歴史を、聖書的な人類の歴史と重ねて、アダムとイーヴが楽園から堕落

したように、個人としての人間も天上的な存在から地上的な存在へと堕落すると言うわけです。そし

て人類が楽園回復の強い憧れを持つように、個人としての人間も天上的な存在としての幼・少年時代

に対する強い憧れを持ち続けると考えるのです。このように幼・少年時代に独特な、天上的な価値を

認めることも、この時代の想像力の一つの特徴であります。

フランス革命が起こった1789年、先ほど申しましたように、ワーズワースは19才のケムブリッジの

学生でした。翌1790年の夏、彼はケムブリッジの学生生活最後の夏休みを迎えます。パリではいわゆ

る連盟祭、フランスが専制的な君主国ではなく、立憲君主国として生まれ変わることを記念する式典

で、今のパリ祭の前身である連盟祭が、 7月14日に行われることになります。その前日に、ワーズワー

スは、連盟祭を見物に行く多くのイギリス人に混じって、 ドーヴァー海峡を渡ります。しかし彼はパ

リへは立ち寄らず、フランスを北から南へ縦断して、アルプスを目指して徒歩旅行に出発して行きま

す。彼にはアルプスの自然の中で、幼・少年時代に湖水地方の自然の中で意識した天上的な存在とし

ての自己を取り戻したいというような願いがあったように思われます。しかしこの旅行で彼の印象に

強く焼き付けられたものはアルプスの自然ではなくて、自由・平等・友愛という革命の大義のもとに、

新しい人類として再生したかのように見えるフランス人の姿でした。そして彼は革命の大義のもとに

再生したフランス人に天上的な存在を観るわけです。再生したフランス人を天上的な存在と捉えて、

革命の実現する世界を救済され、再生した人類の世界、人類の回復された楽園と捉えることは、まさ

にこの時代がイギリスの17世紀から受け継いだ黙示録的想像力の活動と言うことができるでしょう 。

彼はこのような救済と再生が全人類的な規模でフランスから全世界に広がってゆくことを期待するわ

けです。

しかしフランス革命がこのような人類の救済と再生を期待させたのは革命当初の短い期間だけでし

た。現実の革命はセクトの対立、暴力的な抗争、恐怖政治、そして最後には軍事力による弾圧という、

パークの予言どおりの方向を辿ることになってしまいます。このような現実の事態の進展の中で、ワ

ーズワースは人類の救済と再生という期待が遅々として進まず、実現の兆しさえ見えないことに苛立

ち、焦ることになります。そしてこの焦燥の中で、聖書の最後の上昇が決して穏やかに進行するもの

ではないことに思いをいたさざるを得なくなります。最後の上昇の前段階では天変地異が起こり、ア

ンチ・キリストとか偽預言者とかいう者たちが続々と現れて、人々を悪に誘惑します。人々の間に対

立が起こり、戦争が勃発し、迫害が行われ、さまざまな苦難があり、多数の人々が殺されます。すな

わち神の国を実現しようとする天上的、キリスト的な勢力と、それを妨げる地上的、サタン的な勢力

との闘いがあるわけです。ハルマゲドンという、近頃、あまりにもよく知られるようになった言葉は

この闘いを指しています。このハルマゲドンの最中に、キリストが天使たちを従えて再びこの世界に
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現れ、サタン的勢力を滅ぼし、人々を裁き、人々を神の国へ導くといつことが、聖書に語られている

わけです。ワーズワースはフランス革命の現実をこのハルマゲドンと考え、キリストの再臨を焦燥の

思いで待望せざるを得なくなるわけです。

キリストの再臨、十字架に架けられたキリストが再び地上にお戻りになって起こる人類の上昇は、

聖書がU字型構造で物語る人類の物語の最後において起こる絶対的な上昇なのですが、聖書にはこの

ようなU字型構造の上昇が何度も繰り返し語られていることを説明いたしました。このいわば相対的

な上昇においても神の力の介入が、当然、起こっております。このような相対的な上昇における神の

力の介入をよく知られた物語を例に説明してみます。それは聖書の神を信じる民がペリシテ人の支配

下に苦しんだ時代を語る師士記のサムソンとデリラの物語です。サムソンは師士、すなわち「裁き司j、

民族内のもろもろの紛争の調停者であり、宗教的指導者であり、同時に「かすめ奪う者」、ペリシテ

人に対する軍事的指導者でもあります。サムソンを通して聖書の民の救済を意図された神は、軍事的

指導者としての彼に、髪の毛に隠して、ほえ猛る獅子を素手で引き裂くほどの怪力を与えられます。

サムソンのように神に身を捧げた者は、生涯、頭に剃万を当ててはならないという提があります。そ

れで神は髪の毛に怪力を託されたのです。またサムソンは神の御心によって征服者であるペリシテ人

の女性デリラを恋し、結婚することになります。征服者のベリシテ人と被征服者の聖書の民の聞にこ

ういう通婚の関係があるということも注意を引きます。サムソンはデリラに繰り返しせがまれて、神

の御心に背いて、怪力の秘密を打ち明けてしまいます。そして髪の毛を刈り取られて、怪力を失って

しまうのです。こうしてペリシテ人に捕らえられたサムソンは、両眼をえぐり取られ、牛か馬のよう

に石臼につながれて、粉を挽く奴隷にされてしまいます。しかし神に背いてこのように落ちぶれたサ

ムソンに神は、なお、使命を全うすることを許されます。ペリシテ人はダゴンという神を崇めている

のですが、そのダゴンの祝祭の日に、サムソンは見せ物として大闘技場に連れ出されます。サムソン

は、時あたかも蘇ってきた怪力によってこの大闘技場を破壊し、自らも崩れ落ちる大闘技場に押しつ

ぶされながら、多数のペリシテ人を滅ぼしてしまうのです。

この物語は文学の技法という面からみても面白いことに気付きます。 すなわちこの物語でサムソ

ンは徐々に火、炎を連想するように語られています。源平の時代、木曾義仲は倶利伽藍峠の合戦で牛

の角に松明を結びつけて平家の軍勢めがけて追い立てたそうですが、サムソンもジャッカルの尻尾に

松明を結びつけ、狂ったように駆け回らせて、ペリシテ人の穀物畑を焼き払います。この時、サムソ

ンは破壊の火、炎を強く連想させます。またデリラは手練手管を弄して、サムソンからやっと怪力の

秘密を聞き出せたと思って、その秘密をペリシテ人に密かに伝えます。知らせを受けたペリシテ人は

サムソンが無力になったと思い、襲いかかつて、縛り上げますが、サムソンはまだ本当の秘密を漏ら

していないのです。それでサムソンが力を入れると、彼を縛った太い麻縄がまるで火に焼かれる糸の

ようにちりちりと切れてしまいます。ここでサムソン=火という連想が完成することになります。こ

うして最後のダゴンの神殿破壊は、 一人の人間の信じ難い力技ではなくて、あらがい難く全てを焼き

尽くす火による破壊と感じられるわけです。それは同じ旧約聖書創世記の中の、硫黄の火によってソ
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ドムを破壊された神の御業を連想させることになります。

フランス革命に寄せた高い期待が遅々として実現しない苛立ち、焦りの中で、ワーズワースはサム

ソンのような超人的な怪力の持ち主が、神の御心を象徴する懲らしめの炎が、革命の大義を実現する

道を切り開いてくれることを切に望みます。 しかし現実の革命にサムソンが登場することはないわけ

です。革命の勢力と反革命の勢力が戦うこのハルマゲドンにおいて、ワーズワースの焦燥の眼には、

天上的、キリスト的勢力が地上的、サタン的勢力に滅ばされてゆくとしか見えなかったわけです。

ここで革命的な状況の中で対立抗争を繰り返す勢力を、天上的、キリスト的勢力と地上的、サタン

的勢力との対立、抗争として聖書的に表現する、ミルトンの『楽園喪失』にもみられた方法が、この

時代の文学作品に広く浸透して、多くの壮大な物語の世界を作り上げたという先ほどの指摘を繰り返

しておきたいと思います。そして作家は革命に共感を寄せるのか、反対するのか、その政治的な立場

によって、ある者は革命の勢力を天上的、キリスト的勢力、反革命を地上的、サタン的勢力として表

現し、またある者は反革命を天上的、キリスト的勢力、革命を地上的、サタン的勢力として表現する

という、全く正反対の込み入った表現のコードを形成することになります。例えば歴史小説家として

有名なスコット (WalterScott) と、評論家として有名なハズリット (WilliamHazlitt) は、共に大部な

『ナポレオン伝j (The L俳 ofNapoleonBuonaparte)を書いています。彼らの着想の根底には17世紀の

イギリスとフランス革命の時代のヨーロッパとの比較があることをまず指摘しなければなりませんが、

フランス革命を否定的に評価するスコ ットは、ナポレオンを地上的、サタン的な勢力の代表者として

描きます。反対に革命を肯定的に評価するハズリットにとって、ナポレオンは革命を恐怖政治の混乱

から救い出し、革命の大義を継承した者として、天上的、キリスト的勢力となるというわけです。

ワーズワースを初めとして、フランス革命に共感を寄せていたイギリス人にとっては、革命の現実

はキリスト的な勢力がサタン的な勢力に滅ぼされてゆく過程としか見えませんでした。そのサタン的

勢力の中には革命フランスに宣戦を布告した祖国イギリスも含まれるわけです。そしてサタン的勢力

に加わったイギリスは、フランス革命に共感を寄せて、イギリスの政治や社会の改革を求める人々を、

敵国フランスを利する叛逆者として、徹底的に弾圧する政策をとります。人身保護律の停止 (1794)、

叛逆的・扇動的な言動や集会を禁止するいわゆる二法の成立(1795)が、フランス革命の刺激を受け

て盛り上がった改革運動の息の根を止めてしまいます。政治哲学者・小説家ゴドウイン (Wi11iam

Godwin)が、この時期について『ケイレブ・ウィリアムズJ(Caleb Williams) という小説の第三版に

付けた序文で、 「当時、治安は恐怖政治によっていた」と書いたことはよく知られています。詩人・

哲学者コールリッジ (SamuelTaylor Coleridge)の『文学的自叙伝J(Biographia Literaria) によれば、

フランス革命シンパを監視ないしは挑発して逮捕する悪名高い内務省の官憲が、ブリストル湾を望む

海岸を歩き回って、 『好情民謡集j (Lyrical Ballads)の計画を話し合っていたワーズワースとコール

リッジを、当時、全く無名であったこの二人を、村人の通報によって、ナポレオン軍の上陸地点を探

るフランスのスパイとして尾行するほどでした。そして結社禁止法 (1799、1800)が改革運動にいっ

そう厳しい制限を加えることになります。サタンの勢力はイギリス国内でもキリストの勢力を圧倒し

てしまうように思われたでしょう 。このような弾圧の中で革命に共感を寄せた多くの人々が転向する
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ことになります。彼らは自由・平等・友愛という人類的大義を捨て去ったという空しさを、祖国愛と

か同胞愛とかいう心地よい言葉で埋め合わせるわけです。しかしこのような状況の中でも転向しなか

った人々は異邦人の孤独と深い絶望に襲われることになります。革命に託した希望が聖書の最後に描

かれた神の国への上昇というように高いものでしたから、その希望を打ち砕かれた絶望も深かったと

言わざるを得ません。なぜ、神は御心の実現に努力している者を、御心の実現を妨害する者を焼き尽く

すサムソンという名の炎を送って、お助けにならないのだろうか。神は御心の実現に努力する者を捨

ててしまわれたのだろうか。このような絶望に襲われたと考えられます。

この絶望の中でワーズワースは、神がサムソンのような人を遣わして、その御力を顕されないこと

に焦燥し、絶望することは間違っていると徐々に'悟っていったと思われます。政治的大義の実現に焦

燥することこそが恐怖政治のような流血の事態の原因であって、絶望を招くものである。聖書の描く

最後の上昇、それは政治的に言えば自由・平等・友愛の理念が完全に実現された理想の世界の到来で

すが、それは焦燥の中で望むべきものではなくて、希望を持って待たなければならないものであるこ

とを悟っていったと思われます。 自分が生きているうちに実現することを期待しでもいけない。そ

れでも信じて、実現に向けて努力しながら待つというようなつらい待ち方を悟っていったと思われる

のです。

このような待ち方の意味を、本日はいろいろ聖書のエピソードを使って説明しておりますので、創

世記の有名なカインとアベルの兄弟の物語を例として、考えてみようと思います。この物語でカイン

とアベルの兄弟は共に神に供物を捧げて祈ります。そして兄カインは神が弟「アベルとその捧げ物に

目を留められたが、カインとその捧げ物には目を留められなかったjために、彼だけが神に見捨てら

れたと思い込んで絶望し、神に嘉みされたアベルに対して烈しい嫉妬と恨みを持つようになるのです。

カインは神が省みられる時まで待つことを、神はカインに期待しておられるのだということを理解で

きませんでした。神は「お前はそれを支配せねばならないjと言って、カインが罪に走ることのない

よう、自制を求めておられるのです。 しかしカインは神が彼を省みられるまで希望を持って待つこと

はできませんでした。彼は神の愛を得られぬことに焦燥し、絶望し、神の愛を得たアベルに対して怒

り、嫉妬を募らせてアベルを殺してしまうのです。

アベルのように愛する神にすぐに「眼を留めjられた者は幸福です。神と人間の関係を人間の男と

女の関係に置き換えて考えてみると分かりやすいでしょう 。男と女が互いの愛が片思いではなく、相

思相愛であることがすぐに分かつて、結ぼれることになれば、それは極めて幸福なことと言えます。

しかしいろいろな事情から男や女がすぐ相手の愛に応えられるとは限らない。こういう状況で、焦燥

し、絶望して、やけくそになるのではなく、相手の愛を信じて、希望を持って待つことには、一体、

どのような意味があるでしょうか。 i待つことの中で、われわれの愛が浄められてゆくのではないで

しょうか。」 待つことはおそらく愛をいっそう強め、高め、純化する作用を持つように思われます。

神は愛を強化し、高め、純化するこの作用をカインに期待しておられるのです。神がカインに弟殺し

の罪の重荷を背負って生き続けることを求められるのは、遅まきながらも、そしていっそう困難な状
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況の中で、カインの神に対する愛が高められ、強化され、純化されることを期待しておられるのです。

ワーズワースの場合に話を戻しますと、彼は政治的正義の実現を焦って、反対派の粛清に乗り出すと

いう道徳的正義にもとる行為に走るフランス革命が、カインのアベル殺しと同じであると悟のです。

ワーズワースは政治的正義を高め、強化し、純化して、道徳的正義と両立させる困難の克服を神は求

めておられると悟るわけです。

フランス革命から半世紀以上後にダーウィン(αarlesDarwin)の『進化論J(On the Origin 01 Species， 

1859)が出ることになり、生命の進化に要する生物学的な非常に長い時間の観念が受け入れられてゆ

きます。それ以前には比較的短い時間の観念が支配的で、聖書に描かれた天地創造から神の国の到来

までの人類の歴史の全体も、六千年程度の時間に収まるものと考えられていました。このように短い

時間の尺度でみますと、聖書の最後の上昇がきわめて近い将来のことのように考えられて、焦ってし

まうわけです。しかし進化論的な時間の観念は、ダーウインによって突然、もたらされたのではなく、

フランス革命の時代にすでに理解され始めているわけです。そして数年、数十年どころか数百年とい

った時間には期待せず、進化論的な時間に期待するような待ち方を、ワーズワースのような人は悟っ

たのです。それもただ待つのではない、信じて、希望を持って、努力して、期待を高め、強め、純化

して待つわけです。ワーズワース自身の言葉を利用して言えば、黙示録的な想像力の観る聖書最後の

上昇を、 「永遠に、まさに実現されようとする何か somethingevermore about to beJ (The J 805 Prelude， 

VI，542) として待つという待ち方です。それは神の御心によって「まさにJすなわち間違いなく、確

実に実現されるのですが、その実現の時は「永遠に、まさに」すなわち永遠に、近い未来のこととし

て待たなければならないという待ち方なのです。しかしこのような態度は、たとえそれが極めて困難

なものであったとしても、一見したところ、人類的な大義である自由・平等・友愛の実現を放棄して、

革命から反革命へと転向した人々の態度と見分けのつきにくいものでした。そこでワーズワースなど

も次の世代の人々からは政治的転向者の一人とみられることになり、さまざまな悪口、雑言を浴びせ

られました。次の世代にも聖書の最後の上昇にも較べられる、政治的正義の早急な実現を期待して、

焦燥に駆られるという状況があって、ワーズワースのような待ち方は単にその実現を妨害する態度と

みなされたわけです。しかしワーズワース流の待ち方からは、革命当初広まった黙示録的想像力から、

革命を一足飛び、に理想の国を地上に実現する神の御心と混同して、流血の革命の現実に遭遇せざるを

得なかった者が、革命の現実から学んだ教訓を読み取るべきではないかと思います。ここには、理想

が今にも目の前に現れるなどという夢想を捨てて、その実現を神の御心に委ねて遠い将来に期そうと

覚悟したために、かえって現実を厳しい目で観ている者の主張が、聖書の最後の上昇を求めて焦燥す

るイギリスの革命的な状況の中で、展開されていると言うべだと考えます。

結び:ワーズワースの現代的意昧

最後に『楽園喪失Jのミルトンと『序曲』のワーズワースの違いを要約して、終わりたいと思いま

す。両者に共通して、聖書最後の神の国への上昇のヴィジョンを観る黙示録的想像力の活動がみられ
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ました。両者はともに神の固から派遣された異邦人として地上に神の国を実現すべく努力しました。

しかしミルトンは黙示録的想像力を非政治化せざるを得なくなって、現実の世の中を「外なる楽園」、

理想の国にすることを諦め、精神の内部の世界に「内なる楽園jを実現することを説くことになりま

す。ワーズワースも黙示録的想像力を非政治化して、フラ ンス革命の人類的な大義を放棄したと言わ

れています。 しかし私はワーズワースの場合には、この非政治化は起こっていないと考えます。彼は

黙示録的想像力が観るヴイジョンの実現の時を計る時間の尺度を、進化論的に変化させることで、「外

なる楽園」の建設を諦める絶望から回復したのだと考えます。本日はアメリカ革命、アメリカの独立

革命についてはふれる余裕がありませんでしたが、いわゆるピルグリム・ファーザーズがメイフラワ

ー号で、 17世紀のイギリスから黙示録的想像力を新大陸に持ち込んで、から、 「全ての人は平等に造ら

れているJという独立宣言の高い理念が結実するまでに150年余の長い歳月がかっかています。150年

余の長い歳月をかけてようやく理念を掲げることができたのです。現実には、例えば、黒人の公民権

運動が成果をあげるのは、われわれの記憶に新しい近い過去のことに過ぎません。先ほど革命の時代

の終わりの目安は1832年の第一次選挙法改正であると申しましたが、ここから婦人参政権を含めた普

通選挙法に至るには一世紀近い年月がかかるわけです。このような状況の中で、本日お話ししました

黙示録的想像力の故に異邦人として生きなければならなかった文学者からは、いろいろ現実に対する

態度を教えられると思います。特に革命の流血ではなくて、希望を抱きつつ、信じつつ、上昇に向か

つて努力しつつ、場合によっては進化論的な時聞を超えて持つといっ、ワーズワースの推賞する覚悟、

政治的、宗教的な完全な意味での黙示録的創造力を持ち続ける覚悟には、学ぶべきものがあると思い

ます。

注

1) 本稿は平成 8年6月8日に「平成 8年度滋賀県立大学公開講座jでお話しした内容を整理したも

のである。 r研究紀要jにふさわしい研究論文でないことをお断りしなければならないが、黙示

録的想像力の問題に関する筆者の主張が比較的鮮明に窺えると考えている。

2) Arthur Waley， The Poetry and Career ofLi PO 仏ondon:Allen and Unwin， 1950)， 100. 

3) 聖書のU字型構造については NorthropFrye， The Great Code. the Bible and Literature (London: 

Routledge and Kegan Paul， 1982)の第 7章参照。

4) この物語の文学的技法については RobertAlter， The Art of Biblical Narrative (New York: Harper and 

Collins， 1981)， 94-95参照。

5) 希望を抱いて待つことの意味については山田晶『アウグステイヌス講話J(東京:新地書 房， 1986)

の第五話「終末と希望」参照。

6) 山田晶『前掲書J，1730 
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Abstract 

St. John's vision of the final rise of mankind to the kingdom of Heaven described in the 

Apocalypse has many layers of meaning. The most important of the layers is， of course， 

religious， prophesying that mankind will be allowed to enter the kingdom of Heaven through 

God's salvation; another equally important layer of meaning is political， foretelling that 

mankind will be delivered from the bondage of a despotic kingdom of the earth， and restore 

their liberty and independence. The visionary faculty of man to aspire this politico-religious 

vision can be called apocalyptic imagination， and we can see it at work at different places and 

in different epochs. In England we can see it at work in the periods of the Puritan Revolution 

and the French Revolution. In the process of the former revolution the imagination was 

depoliticized and could only retain its religious implications. But it recovered again its whole 

rage of meanings， religious and political， in response to the Revolution in France， and it 

aspired to solve the social and political problems in England involved at that time in the 

process of the Industrial Revolution. We explain this point referring to Milton's Paradise Lost 

and Wordsworth's Prelude. 
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1 はじめに

大学の外国語教育をどうみるか

A CRITICAL REVIEW 

OF 

COLLEGE FOREIGN LANGUAGE EDUCATION 

大谷泰照

Yasuteru OTANI 

平成3年の大学設置基準の改正は、戦後の大学教育を形作る 2本柱となってきた「一般教育jと「専門

教育jの区別を完全に取り払ってしまった。大学教育の「自由化」と「個性化Jをうたいあげたこの改正

は、同時に、「一般教育」の「自由なJ改廃をも可能なものとする改正となった。

従来、いわゆる「一般教育jの一角を占めてきた外国語教育は、新制大学発足の昭和 20年代当時は、

大学基準協会の「大学基準Jによって、以下のように2か国語以上、合計16単位以上の履修が、明確にす

べての大学に義務づけられていた。

「学部・学科にかかわりなく二つ以上の外国語について夫々八単位以上の授業を必ず用意しなければな

らない」

ところが、昭和31年に文部省は新たに「大学設置基準」を設けて、この大学の外国語教育を次のよう

に改め、従来の2外国語必修から l外国語必修への道を聞いた。

「ただし学部及び学科の種類により特別の事情がある時は一つの外国語の科目とすることができるJ

これ以後、わが国の大学の外国語教育は年を追って削減・縮小の方向をたどることになる。とくに、第

2 (初習)外国語の縮小の傾向が際立つた。

そして、今回の大学設置基準改正によって、外国語教育のありょうは、完全に個々の大学の自由な判断

にまかせられることになった。

平成3年以後の全国的な大学教育改革の動きのなかで、外国語教育の扱いは、当然、各大学で大きな論

議を呼ぶことになった。

いうまでもなく、大学の外国語教育のあり方には、全学の意向ができる限り反映されることが望ましい。

しかし、実際には、外国語教育に関する大学構成員の意見や要望はまことに多様であり、しかも相互に背反

的で相容れないものが目立つ。その上、わが国の場合、一般の大学の外国語の教育環境は、人的にも物的に

も厳しい制約をかかえている。加えて、外国語教育担当者の側からの独自の意見や要望も考えあわせると、

21 -



2 大谷泰照

全学の意向を実際の外国語教育に生かすためには、当然、かなりの「交通整理jが必要になりそうである。

本稿は、とかく議論の分かれやすいそんな大学外国語教育のいくつかの基本的な問題をとりあげ、それ

らについて一般の大学構成員の意見や要望をさぐり、あわせて外国語教育担当者の立場からのひとつの考え

方を提示しようとするものである。

なお、本稿の執筆にあたっては、過去5年ばかりの聞に、関西および関東の計5大学で行われた専任教

員に対する外国語教育に関するアンケート調査の結果を資料として用いた。大学と回答教員数は以下の通

りである。

A大学 (大規模国立大学 889名 D大学 (中規模私立大学)

B大学 (中規模国立大学 122名 E大学 (小規模私立大学)

C大学 (大規模私立大学 247名

合計

2 学生の語学力

102名

6 7名

1 4 2 7名

上記5大学を通して、アンケート回答者のコメントのうち、もっとも多かったのが今日の大学生の英語

学力の低さについての厳しい指摘であった。「研究室配属となった4回生の学生の英論文読解力が、学生に

よっては大変欠落しているj、「学部4回生、大学院生が、殆ど全くといってよいほど、外国語の文献を読

めません」等々。ところが同時に、大部分の回答は、「一般教養としての英語力は高校でもかなりできてい

ると思われます」、「本学 (A大学)の学生ならば読解に関しては殆ど高校までにきちんとやっていますj、

「英語については中学・高校で読み、書きを中心に十分に行ってきて入学してきます」といった思い込みが

強い。したがって、大学に入学後に、「なぜ、このようなこと[外国語学力の低下]になるのでしょうか、常々

疑問に思っていますJ、120年前の我々の学生の頃に比べて今の学生の語学力に大した進歩が見られない

のはなぜ、か根本的に謙虚に考えるべきでしょうjといった声が噴出することになるのも不思議なことではな

い。実は、このような明瞭な形で広く各大学構成員の率直な声を聞くことができたこと自体が、筆者にとっ

ては大きな収穫とさえいえる。

というのも、われわれ大学の人間の間で、自分の大学に入ってくる学生たちが受けてきた中学・高校の

教育の実情について、上にみたような理解がこれほど広く行われていようとは、ほとんど予想もしていな

かったからである。中学・高校の外国語教育がおかれている深刻な現状にいくらかでも関心があれば、 20 

年前にくらべて今日の生徒の学力が、進歩どころか、むしろ大きく低下していることは容易に見当がつき

そうに思われたからである。

たとえば、英語の授業時間数ひとつをとっても、戦後の昭和20年代半ばには、週6時間もあった新制

中学校の英語時間数は、学習指導要領の改正の度に減少を続けて、昭和 56年には、ついに週3時間にまで

縮小されてしまった。まさに半減である。これは、英語教育を抑圧したあの戦時中の中学校(旧制)の週

4時間をも下回るもので、中学校の外国語としては、わが国でも過去最少の時間数であるだけでなく、母

語を教育言語としている世界の83か国のなかでも最低の時間数なのである。週3時間の外国語とはどの

ようなものであるかについては、昭和 22年の中学校学習指導要領で、文部省自身が、外国語については、

「週4時間以下では効果は極めて減るJと明確にいいきり、週6時間の外国語教育を奨励していたというー
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事をみれば明らかであろう。とくに、時間をかけた反復訓練がカギとなる外国語教育において、授業時間の

大幅な削減は、まさに致命的である。現在在学中のわが大学生・大学院生は、実は、明治以来 120余年の

中学校英語教育の歴史のなかでもかつて例をみない、この劣悪な「英語週3時間体制jのいわば申し子なの

である。

3 r週3時間体制j

「英語週3時間体制」とは、いうまでもなく、従来にくらべて大幅な学習内容の削減・縮小を意味する。

これは、学習語棄を例にとるとわかりやすい。学習指導要領では、中学・高校を通して学ぶべき英語の総語

葉を、昭和35年までは上限68 00語、昭和46年まででも 4900語と定めていた。ところが、昭和5

6 年以後の「週 3 時間体制」では、これが2300~2950語にまで大幅に削減されてしまった。 昭和 3

5年までにくらべると、実に半減以下である。しかも、その語数も、たとえばa，佃/1，my， me， mine， myself 

/ speak， spoke， spoken / care， careful， carefully， carelessなどを、それぞれ各 l語としての計算である。

文法事項についても同様である。たとえば、従来は中学3年で、学習済みであった「前置詞+関係代名詞j、

仮定法、分調構文程度のものが、今では高校2年以後の配当となり、しかも、仮定法や分詞構文は高校2年

段階でも、なお「基本的用法Jどまりという有様である。

当然、全国の中学・高校教師や父母からは、悲鳴にも似た「英語週3時間J反対の声があがり、やがて

は全国的な運動にまで発展して、マスコミもこの問題を何度も大きくとり上げることになった。中学校の一

教科の授業時間数が、これほどまでに社会問題化した例は、かつてなかった。しかし、その際、そんな中

学・高校の声にほとんど耳も手も貸そうとはせず、一貫して無関心であり続けたのが、われわれ大学の教師

であった。大学側のこんな冷淡さは、折角もり上がった中学・高校の外国語教育改善の動きにとって、思わ

ぬプレーキとなった。それでいて、それから数年後に、その「英語週3時間体制Jの「被害生徒」たちが実

際に大学に入学してくるに及んで、、彼らの英語学力の際立つた低下ぶりを、もっとも声高にあげつらったの

も、われわれ大学教師であった。大学入試でいえば、昭和60年までと、 61、62年以後とでは、英語科

目の成績には、素人目にもはっきりわかるほどの大きな段差がついてしまった。しかし、この「英語週3時

間Jが、いかに多くの「英語消化不良Jゃ「英語嫌いjの中学生・高校生を生み、それが、ひいては大学生

の英語学力の低下をもたらし、さらには「第2外国語アレルギー」の遠因にさえなっているという事実に、

われわれはほとんど気づいてもいなし、

昨年度まで筆者が在職した大学の入学生の場合にも、中学・高校の英語教育縮小の影響は‘顕著で、あった。

たとえば、筆者は毎年、新入生の lクラスで、英語速読の指導を行っている。当然、 4月最初の時間に、入学

時の実力をためすためのp陀 testを行い、 9月の前期終了時に授業の成果を測るための posttestを実施する。

その大学の場合、学部によっていくぶんの差があるが、昨年度の人間科学部・文学部・法学部クラスでは、

pretest ( 4月19日)のクラス平均が、内容理解度 55%、読書スピード 84.1 WPMという結果であっ

た。これは、ここ数年の人間科学部・文学部・法学部クラスの平均値にほぼ一致する。使用教材は D.Sell 

&S. Ando，FIαster Reαding in English 1 (Eichosha)であるが、たまたまこの同じ教材を使って昭和 47、4

8 年に文学部・法学部計 3 クラスに行った pretest の結果が残っている。それによれば、内容理解度 60~

62%、読書スピード 10 3 ~ 1 05 WPMが当時のクラスの平均で、あった。この20年間に、この大学の
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文科系入学生の英語読解力は、これほどまでに低下してしまったとみることができる。

筆者のクラスでは、 15週の授業終了後の到達目標を、内容理解度 70%、読書スピード 150 WPM 

においているが、昨年のクラスの場合、 posttest( 9月20日)のクラス平均は、内容理解度68%、読書

スピード 12 5.1 WPMであった。ただし、 pretestでは、 70%の内容理解度をもって 100 WPMを超

えたものは 57名中わずか1名 (80%、109 WPM)にすぎなかったが、 post匂stでは 55名中 28名

にものぼり、うち 70%の内容理解度をもって 150 WPMを上回ったものも 4名を数えた(最高は 70

%、 170 WPM)。なお、英語母語話者の場合、 70%の内容理解度で300WPM前後が教育ある一般

人の速読平均値と考えられている。

4 外国語の教材

外国語クラスの教材については、文学作品を避けて、学生の所属する学部の専門関係の文献を希望する

声が、各大学ともに圧倒的である。「大学では専門教育のための語学を学ぶべきと思う。従って、教材は専

門と結びついたものを選ぶべきだと思う」、「文学的表現の読解よりも、科学文献のような内容の明白に書

かれているものを望みますj、「理系の学生に対しては簡単な専門分野の入門書、テキスト、論文等を採用

すべし」等々。

こころみに、平成5年度に、 A国立大学の英語科目合計416クラスで使用された教材を調べてみると、

その内容は以下の通りである。

関筆・評論・論文 229クラス( 55%) 

うち、言語・文化に関するもの 6 1クラス( 1 5 %) 

小説・物語 76クラス( 1 8 %) 

英語教育教材 (Reading，Listening，Speaking，Writing) 6 4クラス( 16%) 

学部の専門(入門)書 24クラス( 6 %) 

時事文 1 8クラス( 4 %) 

底。 4クラス( 1 %) 

詩 lクラス

合計 416クラス(1 0 0 %) 

平成 4 年 1~2 月に、そのA国立大学が全学の 1 0学部の 1、2年次生各lクラス、合計799名に対

して行った「英語授業に関するアンケート」調査の結果(同年3月発表)がある。それによれば、文系・理

系を問わず、 l、2年次生ともに、教材には文学作品(および時事文)を希望するものが群を抜いて多く、

それにくらべると、自分の専攻分野の文献の希望ははるかに少ない。しかし、上のデータでみる通り、実際

の英語クラスの使用教材では、文学作品は、むしろ意外なほどに使われていないことがわかる。各学部の専

門(入門)書は、専門科目担当者からの強い要望にもかかわらず、現在までのところ、あまり使用されてい

ない。

外国語クラスの教材として、各学部の専門(入門)書を使うことを求める強い要望と、現在の外国語ク

ラスの実態との聞の大きなギャップは、これをこのままに放置しておくことは適当とは思われない。少なく

とも、各学部と外国語担当者間の、この問題に関するつめた話し合いが、早急にもたれる必要がある。
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おそらく、その話し合いの際の最大のカギになると思われるのは、外国語教育を含む大学の「共通教育j

そのものについての考え方である。いいかえれば、「共通教育Jを専門教育のための予備教育的性格のもの

とみるか、あるいは、むしろ専門教育一辺倒の弊害を補うためのバランスのとれた補完教育的性格のものと

みるかという問題である。今回の大学設置基準の改正は、従来の「一般教育Jと「専門教育」の区別を廃し

て、個々の大学が夜業科目を自由に設定することを可能にした。それ以来、わが国の大学の外国語科目は、

個別の専門科目のいわば「外書講読j化の方向をたどるものと、いまひとつは、特定の専門教育にとらわ

れない独立した「異文化理解教育Jとしての方向に向かうものとに分化する傾向を強めているように思わ

れる。

5 第2外国語

第2外国語の教育については、 5大学ともに、アンケートの意見は完全に 2分する。しかし、第2外国

語「必要論Jにくらべると、「不要論Jの主張はいくらか声高に聞こえる。「第2外国語は必要ない」、「英

語力が不充分な学生に、第2外国語を教えても、意味がない」、「英語以外の言語は我々にとって全く不要

であることを強調しておきたいJ等々 。

第2外国語「不要論Jの立場は、当然、「国際語jとしての英語l言語主義の立場であり、「国際語jこ

そが異文化理解のためのもっとも有効な道具 (t∞1)であるとみる考え方である。「国際語」もできなくて、

何が異文化理解か、ということになる。

しかし、異文化という対象を英語というパイプを通して吸い上げるというよりも、むしろ英語のパイフ。

そのものの異文化性に注目するという発想も十分にありうる。いいかえれば、 2言語・ 2文化聞の一対一対

応思考からいくらかでも自由になり、異言語・異文化聞の一対一不対応性、あるいは言語・文化の多様性と

相対性に着目するという考え方である。しかも、そんな発想の重要性が、戦後のわが国では、とかく軽視さ

れ過ぎてきたきらいがある。

異文化という対象を、英語という「国際語Jのパイプを通して吸い上げるという発想からは、たとえば、

一般には超民族的な普遍性をもった万国共通語と信じて疑われない「数jや「数式jでさえも、実は学習者

の個別の言語・文化に大きく依存しているという極めて重要な事実1)は、まったく見えてこない。したがっ

て、国際数学テストの度毎に日本の生徒があげる高い成績も、それがそのまま一般に信じられているほど

日本人の数学能力の高さを示す指標とはいいにくいという事実にも思い到らない。そんな無理解が、われ

われの間に、日本人の「数学学力世界一」といういわれのない優越感を生む結果になり、ひいては英語を

「得意jとするはずの中曾根首相の例の「アメリカ人の知的水準j発言という希代の国際的大失言を招いて

しまった2)。しかし、われわれは、そんな自らの異文化的無理解についての自覚は、まだほとんどない。

ところが、日本をとりまく外の世界は、徐々に新しい変化をみせはじめていることを見落としてはなら

ない。

たとえば、 1957年、アメリカはスブートニクでソ連の科学・技術に遅れをとった。その際、彼らは、

その宇宙競争敗北の原因の lつを、彼らの母語が「国際語jであることへの過信にあったという事実に気づ

き、国家防衛教育法 (NDEA)の制定によって、単に理科教育だけでなく、国をあげて外国語教育の改革に

のり出したことは、まだわれわれの記憶に新しいところである。これは明らかに、いわゆる目先の実用のた
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めの語学を目指したものではない。一民族の精神生活の投影としての外国語のあたえる知的刺激が、学習

者の creativity(創造性)を高めることに思い到った結果であった。

その後も、たとえば大統領委員会報告書 Strengththrough Wisdom(1979)は、他民族・他文化理解のカ

ギが、その民族の言語をおいてほかにないというまぎれもない事実を指摘して、「幼稚園から大学院までJ

一貫して外国語、とくに非ヨーロツノf語を最重要必修科目とするよう強い危機感をもって訴えている。19 

9 0年には、アメリカの大学の外国語履修率は 1960年を 83%も上回って、戦後最高を記録した。

同じく「国際語」の英語を母語として、一見、国際理解には絶対有利な立場にあると思われがちなイギ

リスでも、 1992年、ついに義務教育の全児童 ・生徒に対して、 5年間(11歳-16歳)の外国語教育

を必修とする教育改革を断行した。実に 19種類もの外国語を提供して、しかもフランス語やドイツ語で

なく、とくに英語とは異質のアジアやアフリカの'lesscommonly taught languages'の学習が奨励されること

になった。この背景にあるのは、「外国語の知識を必要としない」と思いあがり、「英語でまにあわないこと

はひとつもないjと錯覚した長年の「国際語j中心主義が、結局は、真の異文化理解を大きく妨げ、イギリ

スの文化的活力を奪い、これが、ついには国力の低下を招いてしまったという強い反省である。

EC (EU)にいたっては、全加盟国の全生徒に対して、ハイスクール卒業までに2外国語の運用能力を

身につけさせる LinguaProgramme(l990)さえ採用した。そしてLinguaProgrammeの1993年度Activity

Reportによれば、 EC内における学習言語としてみる限り、英語の地位は「相当にJ(considerably)下落し

てしまったという O

単に欧米だけではない。わが隣国の韓国でも、すでに 1963年以来、高校レベルで2外国語が必修と

して課されている。英語以外に、日本語を含む6つの第2外国語(ドイツ語、フランス語、中国語、スペイ

ン語、日本語、ロシア語)の中から l言語を選択必修する。当然、主要大学の入試には2つの外国語が必要

である。

ところが日本の一般の高校では、外国語といえば英語l言語のみであって、第2外国語は教えない。日

本では、大学でさえも、韓国とは対照的に、いまや第2外国語は次第に削減され、廃止の動きすらみられ

る。英語についてさえ、ほとんどの大学で軒並みに履修単位数を削減し、ついに卒業要件に一切の外国語

履修を必要としない大手大学まで出現した。こんな動きは、今後もますます強まる傾向にある。とすれば、

こと外国語に関する限り、日本の大学生は、韓国の高校生にも劣るといわれる日もそう遠くないことを、わ

れわれは覚悟しておく必要がありそうである。

6 母語と対象言語

「世界最高の数学教育jと「世界最低の外国語教育J。これが長らくわが国の教育に対してあたえられ

た国際的評価であった。しかし、もしもわれわれが、異文化を英語のパイフ。を通して吸い上げるという発想

を脱して、むしろ英語のパイプそのものの異文化性を問つ立場に立つならば、このような国際的評価自体

が、実は大いなる国際的誤解であることがはっきりと見えてくる九

たとえば、わが国の朝鮮語教育をみれば、これは「世界最低Jどころか、明らかに「世界最高jの教育

を行っている。日本の大学の朝鮮語科の学生は、入学後4週間もすれば、朝鮮語の文法体系はほぼ完全にマ

スターする。英文科の学生とは大変な違いである。韓国へ留学する日本人学生の朝鮮語習得の速さはつとに
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定評がある。英米の大学へ留学する日本人学生には考えられもしないことである。これはいうまでもなく、

日本語からみて、英語は極めて類似性の低い言語であるのに対して、朝鮮語は日本語との類似性が極めて

高いことによる。韓国人の側からみても同様であって、日本留学を経験した韓国入学生480名に対する調

査の結果では、日本語の習得が「困難で、あったJものはわずかに 5. 7%、「非常に困難であったJものに

いたっては O. 5%にすぎないの。いいかえれば、韓国人留学生の 93%以上が、日本語の習得を格別「困

難」とは感じていないのである。

このことは、国際交流基金と日本国際教育協会が毎年世界中で、行っている日本語能力説験の結果にもはっ

きりと表れている。この試験では、日本語との類似性の極めて高い朝鮮語の話者は常に最高の得点をあげ、

それにくらべると、欧米語圏の国々の得点は格段に低い。一方、 TOEFLはこれとまったく逆の結果に

なる。当然、英語との類似性の高いインド・ヨーロッパ語圏の、とくにゲルマン語の国々の得点が常にもっ

とも高く、英語から遠ざかるにつれ、ロマンス語系、スラヴ語系、ギリシア語系と、見事に得点もその順に

低くなる。英語から遠さ守かつても、あるいは、たとえ英語とはまったく無縁の言語で、あっても、英米の植民

地経験国の場合には、これまたほとんど例外なくゲルマン語系、ロマンス語系の国々にも似た高い成績をあ

げる(インド、フィリピン、シンガポールなど)。英語とは無縁の言語で、しかも欧米の植民地経験もない

国々、たとえば日本、韓国、台湾、タイなどの諸国は、まるで申し合わせたように常に低い成績にとどまっ

ている。

今回のアンケートのなかには、日本は、ドイツ、インド、フィリピンなどの英語教育に学ぶ必要がある

との指摘が少なからず見られた。かつてわが国には、日本の英語教育はスウェーデンの英語教育に倣うべき

だと説いたノーベル賞受賞者もいた。しかし、これはちょうど、朝鮮語を学ぶイギリス人に対して、日本の

朝鮮語教育に倣うようにと説くのに似ている。学習者の母語と対象言語との間の「言語的距離Jが、外国語

学習においてはいかに大きな意味をもっているかが、わが国では、まだほとんど理解されていなし、。「世界

最低の外国語教育jというわれわれのいわれのない劣等感も、実はこんな「言語的距離jに対する無理解に

よるところが少なくない。

アメリカの社会科学研究会議と学術協議会が合同で構成する日本研究合同委員会が、 1970年、アメ

リカにおける日本研究の実態調査報告書を出した。それによれば、英語母語話者がフランス語を習得する

のに必要とする時聞を lとすれば、ロシア語には 3(3倍)、日本語には6(6倍)以上の時間を要すると

考えている5)。これを、反対に日本語母語話者の側からみれば、朝鮮語の習得に必要な時間を lとすると、

英語にはおそらく 6(6倍)以上の時間を必要とするという覚惜が必要であることを意味する。

7 外国語教育の条件

私見では、言語教育成功のための要諦は、「教師jと「クラス・サイズjと「授業時間数jである。こ

の3条件さえ満たせば、相当に劣悪な教育環境のもとでさえも、教育は十分に効果をあげ得る。われわれの

母語習得の場合を考えれば、単なる言語技能の指導に限っていえば、教師(母親)がたとえ言語教育にはズ

ブの素人であっても(ただし、母語の運用能力と、豊かな愛情と熱意をもっ)、クラス・サイズ(一般の場

合l人の子ども)と授業時間数(子どもの誕生から成長するまでの膨大な時間)の2条件さえ十分にそろえ

ば、ほとんど成功の疑いはないとさえいえるほどである。
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まず「授業時間数」については、外国語教育のも っとも重要な段階である入門期の中学校レベルで、せ

めて世界の平均的な授業時間数を確保することが最低限求められる。大学の外国語教育は、第2外国語で

さえも、けっしてそれ自体で独立したものではなく、中学・高校以来の外国語教育の積み重ねに極めて多く

を依存している。その中学・高校の外国語教育を協力して育てる努力が、そのまま大学自体の外国語教育の

改善にも大きなかかわりをもっという認識が必要であろう。

授業時間数の確保のためには、外国語教育の早期化も真剣な考慮に値する問題である。今や小学校の外

国語教育は世界の大勢である。筆者の調査によれば、世界の主要39か国中、外国語学習の開始年齢が日本

より遅い国は、わず、かに英語国ニュージーランドただ l国のみである。韓国も、 1997年から、小学校3

年からの外国語教育の導入に踏み切ることを決断した。

大学の外国語授業時間数についても、とくに今回の大学設置基準の改正以後は、東京大学をはじめとし

て、多くの大学で軒並みに、まさになだれをうって削減を続けている。戦後のわが国の中学校英語授業時間

数の相次ぐ、削減は、も っぱら文部省の主導でなされてきた。これに対して、今回の大学の外国語教育の縮小

は、大学自身の積極的な意思によって行われている点で、事態はいっそう深刻であるといわざるをえない。

わが国では、「クラス・サイズjが教育効果と密接なかかわりをもっという認識が、実に不思議なほど

に希薄である。認識どころか、そんな研究関心さえも極めて乏しいといってよい。筆者の調査によれば、国

立教育研究所をはじめ、都道府県レベルの教育研究所、さらにはわが国の大学においてさえ、クラス・サイ

ズが教育効果に及ぼす影響についての組織的な研究がなされた例はほとんどない。まことに信じ難いとい

うほカ、はない。

ところが、欧米では、すでに 90年にも及ぶクラス・サイズの研究の歴史をもち、その成果が教育現場

にとり入れられている。たとえばGlassらのグループの研究によれば、 40名クラスで学力テストにクラス

の50%段階(中位)の成績をあげた平均的学習者を、 20名クラスに移してみると、 100時間の授業が

終わった段階では、元の40名クラスの60%の学習者より高い成績をあげるという。20名未満のクラス

で、は効果はいっそう顕著であり、もしも同じ学習者を 5名クラスに移して、 100時間の授業を受けさせれ

ば、元の40名クラスの 80%の学習者たちを上回る高い成績をあげることが判明しているめ。

このような欧米では、当然のことながら、 GNP(あるいは GDP)が日本の l割にも満たないような国でさ

えも、教育効果を最優先に考えて、わが国よりもはるかに小さなクラスを組んでいる。1986年の国際教

育到達度評価学会(IEA)の調査によれば、欧米の主要 12か国中、中学校の一般教科のクラス・サイズが2

8名を超える国はただの l国もない7)。その上、それらの国々は、とくに外国語クラスに限っては、そのク

ラスをさらに細分するのが一般である。たとえば、イギリスでは、 20名クラスはすでに'plenty'、10名

台ではじめて'reasonable'と考える。したがって、中等教育の外国語クラスでいえば、クラス・サイズが平

均 10名台というロシアが、いまだに義務教育の学級編成基準が40名、高校にいたってははるかにそれ以

上という巨大クラスを組む日本に対して経済援助を要請するというまことに不可思議極まりないことにも

なる。

大学の場合はさらに深刻で‘ある。いまだに大学でもっとも一般的な外国語のクラス・サイズは 50名台

である。京都のある国立大学では、長年にわたって lクラス 75名というマンモス英語クラスが存続してき

た。ところが同じ国立大学でも、外国からの留学生に対しては、日本人学生とは違った特別の扱いをする。

- 28ー



大学の外国語教育をどうみるか 9 

たとえば東京外国語大学の留学生向け日本語クラスでは、クラス・サイズが8名を超えることは原則として

ないといわれる。一般に欧米の大学では、外国語のクラス・サイズでその大学の教育の熱意が測られるとい

われるほどである。たとえば、ハワイ大学の外国語クラス・サイズは、上限を 15名と定めて、それを超え

ることは原則として認められない。

「世界最高の数学教育Jという国際的評価をとるわが国で、 1994年7月2日、日本数学会、日本数

学教育学会、日本応用数理学会、数学教育学会の4学会が共同して、理事長・会長の連名で「数学教育の危

機を訴えるjという注目すべき声明を発表した。それによれば、今日、学生・生徒の数学能力、とくに問題

を分析し、その構造を読み取って解決する数学的思考力の著しい低下が目立つという。社会の進展に対応で

きないこんな現状を、 4学会はそろって数学教育の「危機的事態Jであると受けとめ、緊急に取り組むべき

課題をあげて数学関係者の奮起を訴えている。

「世界最高の数学教育」がこれほどの危機感をもってわが国の数学教育に取り組もうとしている折、わ

が「世界最低の外国語教育jが「危機的事態」と無縁であるとはとても思えない。

戦後、世界は確実に異言語教育・異文化理解教育の充実・強化の方向に進んできた。しかし、母語を教

育言語とする世界の83か国についてみる限り、異言語教育の拡充どころか、逆に削減・縮小を続けてきた

国は、日本を除いて他に例はない。また、とくに中等教育の場合、わが国のように、極端なまでに英語一辺

倒で、それ以外の外国語を事実上締め出してしまっている国も、他にまったく例をみない。その上、外国語

を完全に必修科目から除外してしまっている国も、ニュージーランドを除けば、わずかにわが日本 l国のみ

である。

いわゆる「国際語jを母語にもつ英語国のイギリスやアメリカでさえ、近年の外国語教育の強化ぶりは

目を見張るものがある O ところが、わが日本の大学および大学生の「外国語離れ」は加速の一方である。学

生の聞からは、「外国語を学ぶ代わりに、相手に日本語を」という戦時中の軍部の外国語政策そのままの声

さえも聞かれる。

これを「危機的事態」と呼ばなくて何というか。「教師jや学会の姿勢が問われているのは、単に数学

界だけではない。

[注]

1)大谷泰照「異文化理解の考え方一日本人の数学学力をめぐって-J r言文だよりJ(大阪大学言語文化部・

大学院言語文化研究科)No.8 (1 9 9 1年 3月)参照。

2) 1 9 8 6年 1月、アメリカ教育省は、 WhatW orks : Reseαrchαbout Teαchingαηd Leαrnmgと題する

異例の全国民向けパンフレットを作り、その中で、明らかに日本を意識して、日本が世界の最高点を

とり、一方、アメリカは参加国中最低に近い成績しかあげられなかった国際数学テストの結果を平明

なグラフにして示した。その上、レーガン丸統領が自らその序文の筆をとって、アメリカ国民の奮起

を強くうながして、国際的にも話題になっt:.o 中曾根首相の問題発言が出たのは、それから半年後の

ことである O

3)大谷泰照「新しい異文化理解の考え方一日本人の国際化と個性化，-J r地球新時代に向けてJ(大阪大学、

- 29 -



nv 
1
A
 

大谷泰照

1994)参照。

4)馬越徹『現代韓国教育研究J(高麗書林、 1981)， p.246. 

5) SSRC-ACLS Joint Committee on Japanese Studies， Jαpαnese Studies in the United Stαtes 

(SSRC-ACLS， 1970)， pp.309f. 

6) Gene V Glass et αl.， School Clαss Size (Beverly Hills: Sage， 1982)， p.49. 

7)国立教育研究所 I第2回IEA国際数学教育調査の中間報告(国際比較)J(国立教育研究所、 1986 

年 9月)。

Abstract 

Vigorous claims and counter claims characterize current discussions of foreign language ed-

ucation， especially at the college level. 
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PEER RESPONSE IN THE WRITING CLASSROOM 

Kiyohiko OKUMURA 

INTRODUCTION 

Feedback is one of the most impor回ntissues in writing instruction. There are a 

number of ways to provide feedback to students' compositions， such as correcting errors， 

making comments， underlining incorrect pa口s，giving evaluation marks， and so fo吋1.

Actually， error correction and comment writing seem to be most popular in the c1assroom， 

but these ways of feedback are often a burden to teachers of writing who have to teach 

fifty or more students in a c1assroom. Moreover， correcting errors or giving comments is 

not always very effective， whereas underlining or no correction can be as effective or 

more so (Hatori et al.， 1990; Kanatani et al.， 1993). Some researchers state白紙 teachers

often misread their students' texts， and由atthere is no coherence in their responses， with 

arbitrary corrections and con仕adictorycomments (Raimes， 1983; Zamel， 1985). 

For many years a composition has generally been treated as a final product. When a 

composition was tumed in to an ins住uctor，it was corrected or evaluated， and the student 

writer seldom had the chance to revise it. That meant由atins住uctionwas over once a 

composition was checked or evaluated by a teacher. 

Recently， process writing is more and more preferred in the c1assroom. Some 

instructors do not住eata composition as a final product， but as a developing product. 

百四回紅eat least three stages in process writing: drafting， revising and editing. When a 

composition is submitted， it is notevaluated at once， because it is justa draft to be revised 

for the better by the writer himself later. The draft is commen低don mainly for content or 

organization either by a teacher or by other students， and returned for the student writer to 

revise. 百lerevised composition is checked again， to be edited， then， for lexical， 

grarnmatical， and mechanical items， and is completed as a final product. 

Keh (1990) notes about feedback on writing as follows: 

Feedback is a fundamental element of a process approach to writing. It 
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2 Peer Response in the Writing Classroom 

can be defmed as input合oma reader to a writer with the effect of 

providing information to the writer for revision. In other words， it is白e

comments， questions， and suggestions a reader gives a writer to produce 

'reader-based prose' ... as opposed to writer-based prose. (p.294) 

百lereaders of students' compositions used to be teachers， but in pro印 sswriting， 

other students can be readers， especially at出estages of drafting andlor revising. Peer 

response is considered to be effective and even motivating to student writers. Keh (1990: 

296) observes白紙 thereare several advantages for using peer responses: 'It saves 

teachers' time on certain tasks， freeing them for more helpful instruction. Feedback is 

considered to be more at出elearner' s level of development. Learners gain a greater sense 

of audience with several readers. The reader learns more about writing through critically 

reading others' papers.' 

Some questions may arise when peer response is in住oduced:

(1) Can students actually make valid responses? 

(2) Are there any differences between the responses仕omstudents and their teacher， 

especially in quality and content? 

When Caulk (1994) compared his students' responses with his own on the same 

papers， he found血atthey were mostly (89%) valid; sixty percent of the students made 

valid suggestions由atthe teacher didn' t make. This doesn' t mean出ata tβacher' s 

response is not necessary. It means血atstudents' responses are often different from a 

tβacher' s， and血ata teacher does not make all the neces sary responses. In this sense， 

students' responses are not redundant bu t complementary. Caulk also discu ssed血e

differences between students' and teachers' responses; teachers' responses tend to be 

general and of high-order concems， while students' responses tend to be specific and of 

low-order concems. 

A number of researchers note白紙peerresponse is efficient， bu t there are not enough 

data obtained on Japanese college students who do not major in the English language and 

who have had few or no chances for free writing in high school (see the report of our 

survey on college students' English writing experiences， 1995). So， it is worthwhile to 

make sure白紙 thesestudents make good responses to help each other improve their 

wntmg. 
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THE AIMS OF THIS RESEARCH 

1. Do the students make good responses? 

2. To what ex ten t do the students accept their peers' responses? 

3. To what extent do peer responses affect the student writers， compared with a teacher' s 

feedback of underlining? 

4. What are the limitations of peer response? 

5. Does the task of peer response reduce the burden on a writing teacher while it helps the 

students to irnprove their compositions? 

SUBJECTS 

This is a report of the readinglwriting instruction for a total of seventy-five students 

of the Kyoto Institute of Technology仕omApril 1994 until Dec.， 1994. 百leyare divided 

into 2 c1asses: 27 freshmen of Electronics and Information Science (EI) and 48仕eshmen

of Mechanical and System Engineering (MS). Classes lasted for 90 minutes; about 30 

minutes ou t of each c1ass hour was spent on writing instruction， and血erest of the time 

was spent on reading. The total of 20 c1assroom sessions on writing were carried ou t . 

百leways of feedback were different between the two groups: peer response was 

focused on for the EI course， but not for the MS course. Textbooks and newspaper 

articles were mainly used as teaching materials. 

PROCEDURE 

百leprocedure for the regular writing ins仕uctioninc1uding peer response activities 

for the EI course was as follows: 

<The first stage(drafting)> 

(1) An essay topic is given to the students by the teacher. 

(2) Students仕Yto generate ideas. 

(3) Students writβa draft. 

(4) Students hand in the draft to the teacher. 

<The second stage(revising)> 

(5) Each draft is returned not to the student writer himself， but to ano出erstudent (P悶

A). 

(6) Peer A writes a comment on it (Peer response 1)， and gives the commented draftω 
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still another student (Peer B). 

(7) After Peer B comments on it (Peer response 2)， he gives it back to the writer. This 

means出ateach student writer receives two peer responses. 

(8)官lewriter revises his draft， and then tums it in to血eteacher. 

<The third stage(editing; usually done at home)> 

(9) The writer' s revised version is returned by the teacher with underlines for its lexica1， 

grammatical and mechanical errors. 

(10)官lewriter edits his composition at home. 

(11)百lewritβr submits the final product to the teacher. 

For the MS course， the se∞nd stage was omitted， so that the third stage followed the 

first stage. Error correction by the students was usually done in the classroom. 

百lUS，for both groups two weeks were spent on each essay topic in the classroom， 

and for the EI course， one more week was spent at home to finish the final work. 百le

eleven steps of procedure mentioned above were usua11y combined with explanations and 

exercises on how to write a good paragraph. 

REGULAR IN STRUCTION WITH PEER RESPONSE 

What follows is the preparatory instruction which was given during the伺 rly

months. 百lestudents wrote a short guided composition， and白enhanded it in to出e

teacher. A week later， two compositions were chosen from among all of them to be 

commented on or responded to in Japanese by all the students. The responses were 

collected， and some of them were copied and discussed by the whole group in the next 

class. Thus， the students were taught whatresponses are appropriate. 

After the similar practice for two or three weeks， each student re印 ivedtwo peer 

responses on his composition as mentioned above. Some of the characteristics of出e

responses出eymade during the early months were as follows. 

(1) Some responses were focused on all genres: content， organization， grammar and 

mechanics， but many were focused on grammar alone. This shows出atmany students 

were too grammar-conscious， and由at血eywere not much concemed with other genres， 

especially with content. 

(2) Several students only gave short comments such as "Very good!" and "Very well 

written." It seemed白紙出eydidn' t know how to analyze a composition， so血eyonly 
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wrotβan lffipreSSIOn on lt. 

(3) Some comments on grammar and mechanics were mistaken， so血eywere likely to 

disturb the comment receivers. 

Therefore， the author found it necess訂Yto prevent the students from focusing on 

grammar and to lead them to be concemed with the genres of content and organization. 

So the au thor required them to gi ve a response on three genres separately: content， 

organization， and linguistic items such as grammar， vocabulary， and mechanics. In由is

way， the students necessarily had to give equal attention to the three genres. 

百lefo11owing are one of the guided compositions a student wrotβand the two 

responses he received on it. 

< Task } 

You bOITowed twenty thousand yen仕oma friend， promising由atyou 

would return it in a month. You found it impossible， however， to give it 

back to him by出atdeadline. Write to him giving the reason and say when 

you are gomg to return lt. 

< A student' s co mpo sition} (unco n悦 ted)

De訂 Jun，

I' m so汀y. Last Monday 1 was stolen my purse in the train. 百len1 had 

twenty thousand yen in my purse. 1 wanted to re加rntwenty thousand yen 

for you. So 1 had twenty thousand yen. But 1 can' t return your money. 

Next Monday I' 11 get my salary. 1 wi11 return your money血en.

Yours， 

Masaki 

< Peer respo nse 1 } (given in Japanese) 

[Con低nt]:Write in more detail about when you had your purse stolen. 

[αganization]: Begin the le悦 rwi th a sentence，民lling由atyou can't 

return the money. 

[ Linguistic items]: "For you" should be "to you". "Your money" isn't 

good. 

< Peer問 sponse 2 } (given in Japanese) 

[Content]: You mean血atyou can't印加rn出etwenty thousand yen 
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because you had your purse stolen on the仕ain.Itl s a good situation. 

[αganization]: The sentence "So I had twenty thousand yen" isn't 

necess紅y. I白血kit' s good血atyou began the letter with "11m so町y"，

but it should be followed by the reason why you are soπy. 

[Linguistic items]: Change "for you"ω"to you." 

百leresponses above focused on血e血r民 ge町 es. Besides，出eyare valid加 d

should help the student writer to improve his writing， although the error in sentence 

structure such as "1 was stolen my purse"， was not correc飽d. This shows白紙由e

students can make relatively valid responses if they were ins佐uctedhow to make a 

response. At the same time， it seems出atresponses on linguistic items should not be left 

to the students alone. 

THE EFFICIENCY OF A CHECKLIST 

百leclassroom activities did not stick to guided writing for many weeks， but 

extended to summary writing and free composition. 百四 longerthe students' 

compositions became， the harder由eyfound it to give adequate responses. They did not 

analyze the whole text， but tended to make a short， holistic comment like "Your 

composition is very good! I¥"1 qu ite agree wi th you. "， and so forth. 百leproblems were 

出atthey did not say why they thought it "very good， " or in what ways they "agreed" with 

the student writer 

百lerefore，a checklist was found to be indispensable for the students to make an 

appropriate response. It was ex pec低d血atif出eyanalyzed a text， following items on a 

checklist，出eywould make a response much more easily. 

When the au血ormade a checklist， he kept the following things in mind; it should 

contain questions to check on at least three genres: content， organizationand linguistic 

items. As for content， whether main ideas are distinguished仕omdetails should be asked; 

and as for organization， the order of sentences， balance in the length of details related， 

etc. should be checked. There are a variety of linguistic items to be checked， and among 

others， potentiallearning targets should be checked: verb tense， articles， punctuation， etc. 

What follows is a checklist the au thor used in the early months. 
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~ A Checklist ) 

1. Is the topic sentence written in the first part of the paragraph? 

Yes No 

2. Does each paragraph have a main idea and its supporting ideas? 

Yes No 

3. Is the reasoning persuasive? Yes No 

4. Is each sentence of reasoning written in about the same length? (Aren't some 

sentences too long， while others are too short?) 

Yes No 

5. Is the order of reasoning appropriate? 

6. Is each paragraph inden飽d?

7. Are the margins well balanced? 

c

δ

0

3

0

、u

E

E

E

 

0

0

0

 

N

N

N

 
8. Aren' t certain words repea低dseveral times， in stead of being su bstituted by 

synonyms or pronouns? Yes No 

9. Does the composition consist a1most entirely of simple sentences a1one? (Are 

complex and compound sentences used， too?) 

Yes No 

10. Are linking words used in出eright pla∞s? (Aren' t the same conjunctions 

repea民d?) Yes No 

11. Are the verb tenses correct? Yes No 12. Is -s 

added to the root form of the third person， singular verbs in the present 

tense? Yes No 

13.Is the use of artic1es correct? 

14.Aren't there any other mistakes in grammar? 

Yes No 

Yes No 

15.Is the spelling correct? Yes No 

16.Is血epunctuation (comma， period， etc.) in the right places? 

Yes No 

17. Write your holistic impressions of the composition. 

18. Write your comments on the items where you have chosen 'N 0' . 

百lechecklist above， however， proved to have both strong and weak points. 百le

strong points were由atal1 the students checked every item on the list. Without the 
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checklist， some students might have checked grammatical points alone， and others might 

have been con∞med only with content.百leweak points were白紙 thechecklist had too 

many questions for the students to respond in a few minutes， and it had too few specific 

tems about each topic. Actually， most of the items were applicable to any composition. 

百四refore，the author decided to establish a principle to follow when making a 

checklist. 

1. Good points should be pointed out first of all. Peer responses tend to be focused on 

bad points alone. 

2. Content should be focused on more出another ge町 es.Many students tend to focus on 

lingu istic items. 

3. Less attention should be given to linguistic items. This is rather a genre in which 

teachers should play an important role. 

4. It should be checked whether main ideas are distinguished台omtheir supporting ideas. 

5.百levagueness of meaning and the lack of explanation should be checked. 

6. Any checklist should be tailored to the topic of a composition. Teachers need to make a 

checklist after a rough ana1ysis of the texts which are going to be commen包don by peers. 

What follows is an ex泊nplemade on the basis of出eprinciples above. The studnts 

were assigned to write an essay on the topic 'On the issue of foreigners in Japan.' The 

assignment was given after the students read an artic1e titled 'Foreigners complain about 

血eirtreatment in Japan.' (see Appendix) 

{ Checklist for 'On the issue of foreigners in Japan' } 

1. What are the good points of血iscomposition? 

("1 like白ispoint very much， " "1 quite agree with you on this point， " 

etc.) 

2. Aren' t there釦 ypoints白atare not clear in meaning? 

("1 don' t understand what you mean by出is?"Does出ismem...?" etc.) 

3. Aren' t there any points血atneed more reasoning or ex planation? 

("1 want you to explain more about.. .，" "1 want to know why you think 

.，H etc.) 

4. Are topic sentences written clearly in each paragraph? 
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(E.g. "1 am for/against出isissue. ") Yes No 

5. Is there a conc1usive statement at the end of the composition? 

("百1us，...，HHTherefore，...，H etc.) Yes No 

6. Don' t you have any suggestions on the content or structure of由is

composition? ("1 suggest血at... ") 

7. Point outexpressions， grammatical items， spellings or punctuations 

出atyou do not find good or correct. 

*N otes: When you write reasons， statements like the following are not 

sufficient: "Because there will be many crimes，" "Because foreigners 

have different languages and cultures， " or "Because internationalization is 

necessary，" etc. You need to explain what will happen when languages 

and cultures are different， why internationalization is necess紅y，or 

whether it is a good idea for Japan alone to maintain a homogeneous 

society， etc. In addition， you have to check whether the composition is 

concemed only with present is sues or with印刷reprospects as well. 

百四followingis a draft出ata student (S tudent A) wrote on the title above. 

( Student A' s draft ) 

α1 the increase of foreigners in Japan 

1 agree血atforeigners come to Japan and work in Japan. Because in 

the near fu加rethere will be many old men and women in Japan， and 

younger generations are decreasing. 

So we Japanese will need a lot of workers in the fu旬re.1 think由at

we should accept foreigners for the 印刷re. We are anxious about the 

crimes when we hear白紙 foreignerscome to Japan. 1 think出atwe 

should provide for the crime and we should have opportunities to discu ss 

to understand each other. 

Then， our anxious will be dissolved. (96 words) 

9 

百lefollowing responses were made by two students， Student B and C on Student 

A' s draft referring to the checklist above. 

( Student B' s and C' s問 sponseson StudentA's draft) 

Item 1. (Good points) 
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10 Peer Response in the Writing Classroom 

Student B(SB): Your conc1usion is very c1ear， because you begin your 

∞mposition with a topic sentence. 

Student C(SC): 1 agree to your opinion血atwe should make efforts ω 

understand each other， instead of exc1uding foreigners. 

Item 2. (Points unc1ear in meaning) 

SB:助 youagree with the increase of foreigners because old men are 

increasing? 

SC: Does the word 'we' of 'we should have opportunities...' mean the 

Japanese or the Japanese and foreigners? 

Item 3. (Parts lacking explanation) 

SB: 1 want you to write the reasons why crimes will increase if many 

foreigners come. 

SC: Why do you agree with the increase of foreigners in spi民 of血e

increase of crimes? 

Item 4. (Inc1usion of topic sentences) 

SB: Yes 

SC: Yes 

Item 5. (Conclusive statement at the end) 

SB:No 

SC:No 

Item 6. (Suggestions on ideas or structure) 

SB: It would be better to write the reasons why foreigners will commit 

cnmes. 

SC: You should explain more about why you agree with the increase of 

foreigners. 

Item 7. (1 ncorrect ex pressions， grammatica1 items， etc.) 

SB: Nothing. 

SC: Is the word 'anxious' in the last line OK? It' s an adjective. 

百lefollowing is the revised version Student A wrote after he received those 

responses. 

{ Student A' s revised version } 

α1 the increase of foreigners in Japan 
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1 agree白紙 foreignerscome to Japan and出eywork in Japan. In 

Japan now， the youn只ergenerations who can work is decreasin只.

Moreover， in the near白加rethere will be many old men and women who 

can't work in Japan. 

So we Japanese will need a lot of workers in the fu加re. 1 think出at

one of the ways血atwe will secure workers is血atwe should accept 

forel又ners.

But we are anxious about the crime when we hear由atforeigners come 

to Jap加 .τbeycοmmit crimes because血eydon' t speak Japanese. So we 

should have opportunities ωdiscuss wi th forei又nersto undぽ standeach 

oth町. Then， our盟主le立willbe dissolved. (112 words) 

百lerevised version above is better than the first draft. The whole飽xtbecame 

clearer in meaning， because explanations were added.αle of the grammatical mistakes 

was corrected (from anxious to anxiety). These improvements are due to白epeぽ

responses. 

ARE STUDENTS AB LE TO MAKE VALID RESPONSES? 

What follows (Table 1) are the data gained from a total of 28 responses (14 students 

wrote two responses each). First， the author tried to find whether his students had 

written responses， according to the checklist above. 

As for the first item， which required students to point out some good points in a 

peer writer' s composition， most of them wrote some responses. They may have found it 

easy because they had only to write a holistic impression. Some wrote， for example， 

"Your composition is easy to understand because your explanations are clear enough，" "1 

like your view which focuses on racial discrimination， " "1 like your way of discussing 

由isissue仕omthe viewpoint of a foreigner， not of a Japanese， " "1' m impressed with your 

idea which criticizes the Japanese tendency to look up to the West and to look down on the 

East， "叩dso fo吋1.

As for Items 3 and 6， more血ansixty percent of the students wrote responses， bu t 

for Items 2 and 7， less血anhalf of the students responded. One of the biggest reasons 

why there were so few responses on Item 7 may be由atreaders concentrated too much on 

the other genres to be concerned with it. 
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A hundred percent of the students responded on items 4 and 5 because由eyhad only 

to choose either 'yes' or 'no.' About 60 percent of the students did not make responses 

on Item 2. 百lismay be partly because there were actually few points unc1ear to出em，or

partly because the item was somewhat similar to Item 3. It is a problem， however，白紙

there were many vague comments such as "You should write more explanations" with no 

indication of what parts needed ex planation.百1Iscan hardly help the comment receiver to 

revise his composition. 

Table 1: How many students wrote or did not write responses? 
n=28 

Item No. of responses No. of no responses 

23(82%) 5(18%) 

2 11(39) 17(61) 

3 18(64) 10(36) 

4 28(100) 0(0) . 

5 28(100) 0(0) 

6 17(61) 11(39) 

7 13(46) 15(54) 

Total 138(70) 58(30) 

Although all the responses were not valid， many of them seem to have been helpful 

to the student writers (see Table 2). 

As for Item 1， all the responses were valid， some more由加 others. 官leinvalid 

responses on Item 2 came仕oma reader' s lack of understanding of the text or of its 

expressions. There was， for example， the comment "There seems to be no connections 

between the 7th sent釘 lceand the 8th，" although the two sentences were appropriately 

connected wi血 eachother. 百lerewere also the responses "What do you mean by 'The 

first bad白血g...' ? and "1 can' t understand 'By血isproblems happen... "'， but both of 

them were actually not incorrect expressions. 

For Item 3， there were many responses 出atasked the writers to give more 

explanations like "1 want you to write reasons more仕組klyfor why you agree to白e

increase of foreigners，" "You haven't written any strategies to solve the problem，" and so 

fo吋1.
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For Item 6， quite a few students suggested血atmore explanations be added to 

specific ideas， and出atthe first paragraph begin with a topic sentence like "1 agree to... " 

Comparatively few students made responses on Item 7，出血eau白orhad expected， 

because白eywere probably more concerned with content白anwith linguistic items. 

Seven out of the fifteen responses were on grammar， four on vocabulary， and two each on 

expressions， on spelling and on indentation. 

Table 2: H Iid h h d de? 

Items 
No.of 

Valid responses Vague responses Inva肋
responses 

23 21(91 %) 2(9%) 0(0%) 

2 11 7(64) 1(9) 3(27) 

3 18 17(94) 1(6) 0(0) 

4 28 28(100) 0(0) 0(0) 

5 28 28(100) 0(0) 0(0) 

6 17 13(76) 3(18) 1(6) 

*7 18 15(83) 2(11) 1(6) 

Total 143 124(90) 9(6) 5(4) 

本Therewere some students who wrote two responses on Item 7. 

Thus， the students proved to be able to make considerably valid responses on their 

peers' compositions. The question was whether the student writers would accept these 

responses or not. 

TO WHAT EXTENT DID THE STUDENTS ACCEPT PEER RESPONSES? 

αle of the biggest questions the au thor had had was whether students would accept 

peer responses to revise their drafts. Otherwise， peer response ins仕uctionwould be 

useless. An analysis of the data gained仕om14 students chosen from each group， the 

peer response (PR) group and the underlining (UL) group (see Table 3) shows白紙 most

students of the PR group are willing to accept them. For content， 15 of the 18 responses 

(83%) were accepted， and helped the receivers to revise their drafts successfully. 

Moreover， two more items were revised or corrected， although there were no 

responses on them.α1 the other hand， the UL group， who were not given any peer 

responses， revised 6 points by themselves. 
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Genres Writer's behavior 

Successful acceptance 

of 
15 。
。 。

。
2 6 

2 。
。 。
。 。

self-corrections 

Successful acceptance 
ofresponses 

Unsuccessful acceptance 
ofre 

No accep旬nce
of responses 

Self-revisions or 
self-corrections 

Successful acceptance 
of 

。 。
A
U
 

-- 84 

。 24 

3 6 

。
5 9 

。 2 

。 2 

self-corrections 
。

Table 3: To whatextentdid feedback receivers revise their drafts? n=14each 

百lerewere only 2 responses on organization for the PR group， which were 

successfullyaccepted， while the UL group made no organizational revisions. This means 

出aton organization giving a response is as difficu1t for the students as self-revising is. 

As for linguistic items and mechanics， it seems to be easier for the students to give a 
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response (the writers of the PR group corrected 9 of the 12 items where revision was 

suggested)， but the number of the errors the PR group pointed out was very small. In 

fact， there were far more linguistic and mechanical errors in the compositions. 臼1出e

other hand， the author underlined 114 points on the UL group writings. The data show 

白紙 thereis a limit to peer responding tasks. It is rather a teacher's importantjob to point 

out linguistic errors. The responses the students did not accept (one on content， and 

three on linguistic items) were all invalid ones. 

Most of the other students' revised versions (12 out of由e14 versions) tumed out 

better出antheir drafts by accepting peers' responses. of cours e， there were still many 

linguistic items which remained uncorrected， but it was obvious血atmost of由epeer 

responses were valued by the receivers. (A白erw紅白，at the stage of editing， other 

incorrect expressions and grammatical items were mostly corrected by the student writers 

themselves， motivated by the underlines by the teacher.) 

PEER RESPONSE AND TEACHER UNDERLINING---HOW DO THEY 

AFFECT THE RECEIVERS? 

It is reported血atas a teacher' s feedback just underlining and stamping are more 

effective出ancorrection (Hatori et Al.，1990; Kaneko et Al.，1993). An underline is 

generally drawn on an inadequate part of a composition， especially on incorrect linguistic 

or mechanical items， to call the writer's attention to it. When a student has a certain point 

underlined， he usually tries to find why it is underlined， and then begins to revise it by 

consulting a dictionary， referring to a grammar book or discussing with peers.百lUS，由is

kind of feedback may be better出anteacher correction of every error， because it can 

encourage the student to be positive in revising his composition. 

In血isresearch the author experimented in order to find how peer responses and 

teacher underlining could each affect the receivers. 

According to the data for the underlining group in Table 3， the students naturally 

revised few or no points of content and organization， because血eyonly had errors on 

linguistic items and mechanics underlined by the teacher.α1 the other hand， quite a 

number of linguistic and mechanical items were successfully revised. That is， 73.4 

percent of the underlining responses helped the students to correct errors. This means由at

students can correct most of their errors if only they are shown where the errors are. 
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Therefore， it follows白紙 itis rather wasteful for a teacher to spend many hours in 

correcting errors his students have made. As for the six cases of 'no acceptance' of血e

teacher responses on linguistic items， the students did not refuse them， but出eyjust 

overlooked them. All出isshows由atunderlining is very effective. 

It is true出atunderlining is helpful， but if白iskind of feedback is used on a first 

draft， there will be no chance for students to revise their compositions in content and 

or gan IZatIon. 

on the other hand， we have seen出atpeer responses are effective in improving a 

draft in content and organization. This means由atpeer responses are recommendable at 

出estage of revising， and由atteacher underlining is useful at the stage of editing. 

Therefore， in order to improve a composition in all genres， it is advisable to set at least 

出reestages: drafting， revising and editing:血atis， idea generation in the first stage， peer 

responding in the second stage， and teacher underlining in the final stage. 

HOW DID THE STUDENTS FIND PEER RESPONSE AND/OR UNDER-

LININ G? ---An analysis of the questionnaire given at the end of出eexperiment---

While the data above evidences血atpeer response helped the students to improve 

their compositions， an analysis of the questionnaire given at the final class-hour also 

shows similar results. A total of 90 percent of the students found it helpful (19.0% "very 

helpful，" 33.3% "ra血erhelpful，" 38.1% "somewhat helpful.") For 9.5% it was "not 

helpful. "百lemain reason for the positive reaction was that peer response had given them 

"a good chance to review" their compositions (47.8%)， followed by the reason血at白ey

had "obtained good responses" (26.1 %)， and白atthey had "become more conscious of 

出ereaders" (17.4%). 

Underlining was also accepted favorably. Most of the students (71.4%) reply由at

出ey"could correct most of the errors underlined by the teacher，" and血isfigure 

coπesponds with the 73.4% shown in the Table 3. 

In addition， the author asked the students in the same questionnaire how they found 

出atwriting was instructed in the reading class.百leresult was血atmost of the students 

(80.1 %) liked the way of teaching. "Reading alone is better" was 6.8 %， and "Writing 

alone is better" was 13.1 %. 
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DISCUSSION 

百leau thor raised four questions as the aims of research before beginning出IS

ex perimen t.百lefirst question was whether the students could make good responses or 

not. This proved to be answered in the affrrmative. Many of the students actually gave 

valid comments， although not all of them made responses on every genre. This shows 

血ata plural number of peer responses per writer may be indispensable， and由isquestion 

can be solved by group activities where three or more students can take part in discussing 

a composlt1On. 

The author is also optimistic about the second question， 'To what extent do students 

accept peer responses?' Most of the student writers actually accepted responses from 

their peers， and successfully revised their compositions. It may be natural血atpeer 

responses were so acceptable， because there were no other readers of their compositions 

at出isstage. So if there had been another person， a teacher， for example， who could 

offer comments， they would of course have been willing to accept them. Students 

generally seem to wish for responses from others on what they have written. 

百le出irdquestion was to compare the differences in effect which peer responses and 

teacher underlining produce on the student writers. It was found白紙 bothwere helpful 

for students to improve their compositions， bu t白紙 theyshould be practiced at a different 

stage: peer responding at血erevising stage， while teacher underlining at the editing stage. 

Peer response is not only easy for students to practice， but also can be made on many 

genres: content， organization， linguistic items and mechanics. So， onc怠 studentsaccept 

peer responses，出eycan check their drafts in each of出egenres， and be prepared for the 

editing stage when白eycan focus on linguistic problems. Since linguistic problems， 

especially expressions and grammar， are often too difficult for students to solve， it has 

been confirmed出atthey should be left to a teacher. It is important for a teacher to spend 

time checking for linguistic errors in his students' compositions. In short， it is 

recommendable to have both types of feedback. 

百lefinal question was whether the task of peer responding will add to a teacher' s 

burden or not. This is not加 easyqu estion to an swer， bu t it is certain由atpeer response 

can be a good feedback， and出atit can change a teacher' s way of teaching writing. He 

does not have to do everything by himself， and students can always be good cooperatl 

- 47ー



18 Peer Response in the Writing Classroom 

not a commander，出enhis work may change in quality， and he will be 台ee仕ommany 

things血athe would otherwise have to do. 

百lereare still a number of problems to be solved. Is it a good thing to leave 

feedback on content and structure to students a1one? Is peer response in Japanese as 

useful as in English? Are there better ways to su pplement peer responses? The result of 

the questionnaire above shows出atmost of the students (92.5%) wished for both teacher 

comments and peer responses in all ge町 es. In this sense， it is obvious由atthe best way 

of feedback is to combine teacher response with peer response， bu t in fact， the large class 

size (of about 50 students or more) makes it almost impossible. So， in the case a teacher 

cannot find time to make responses on eveηgenre， it is essential for him to make an 

effective checklist由atwill help the students make valid responses . 

α1 the whole， a writing teacher needs to consider how to encourage students to be 

positive in learning writing， while he keeps the task of feedback仕ombecoming an 

excessive burden. In血issense， peer response can be an important solution for 

composltIon mstructIon. 
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APPENDIX 

百lIsis the passage the students read before they wrote comments on it. 

Foreigners complain about their treatment in Japan 

One common theme of letters to the editor in English newspapers from foreigners is由atof

perceived discrimination or racial prejudice in Japan. Whatever the merits of individual 

arguments， the fact that so many people feel the need to write indicates that many Japanese 

people are still not "comfortable" with "intemationalism" or think that foreigners need to be 

treated in the same way as Japanese are treated. A typical such let低rsays， 

"A visit to a realtor's office is perhaps the newcomer's most shocking experience.τhe 

realtor will be brutally candid. He will tell him bluntly that most of his clients do not rent to 

foreigners， and those who do charge the foreigner more....An even greater shock will come 

when the newcomer ventures into a bar for a drink.百leproprietor will rush at him with arms 

crossed shouting， 'Foreigner get out!' or 'Foreigners not allowed!' There is a club in Tokyo 

named the 'American Club.' Just beneath the name in bold letters is a sign: Japanese only." A 
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Japanese woman who was first told出atshe could stay at a minshuku was tumed away when 

she mentioned that she was coming with two foreign friends. She writes: 'We are not allowed 

to let foreigners stay here，' she (the clerk) said and hung up. 1 was shocked and angry but出ed

to calm down. 1 phoned the other place and began by asking if foreigners could stay there.百le

women at血isplace said very s住ongly'No，白eycan't!' 1 was so disappointed. What racists 

theyare." 

Another writer says， "It is always complicated for people of diverse backgrounds to live 

together， as 1 well understand as a U.S. citizen. However， my concem is that 1 do not see 

Japan making a sincere effort toward intemationalism which includes tolerance. A sincere 

e百o口beginswith admitting what the problems are." 

Although most Japanese would deny血atJapan is a coun佐y血atdiscriminates against 

foreigners， as one letter writer asks: "If we were住avelingin another coun住yand the people 

there said to us， 'No Japanese!，' how would we feel about it?" 
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THE PROBLEM OF PRACTICE 

IN 

SHEN-HUI'S TEACHING OF SUDDEN ENLIGHTENMENT 

Hoyu ISHIDA 

INTRODUCTION 

A白erBodhidharma (d. 532)， the First Pa町iarchof Chinese Ch'an Buddhism， Hui-neng 

慧能 (638-713)is仕aditionallyconsidered the most important figure in the history of Ch'an and 

Zen Buddhism. He is regarded as the Sixth Patriarch第六祖 bythe tradition which has 

dominated most of the major trends of the Ch'an and Zen movement in China and Japan up to 

the present day. Shen-hui神会 (670-762)，a disciple of Hui-neng， greatly con仕ibutedto出e

dominance of Hui-neng's school and its later development with his teaching of sudden 

enlightenment頓悟

Shen-hui claimed由atHui-neng's teaching of direct and sudden enlightenment was the 

correct and authentic message仕ansmitteddirectly仕omBodhidharma as originally taught by the 

Seven Buddhas through the Patriarchs. He also claimed that the teaching of Shen-hsiu神秀

(605?-706)， one of the most influential Ch'an priests of that time， and the northem school 

represented the unorthodox line of the teaching of gradual enlightenment 漸悟.In 732 at a 

debate at出eTa-yun Temple in Hua-t'ai， Shen-hui argued against the gradual teaching of P'u-

chi (651-739)， the successor to Shen-hsiu， and supported the authenticity or orthodoxy of the 

southem sudden school. Chuang-yuan represented the northem school at this debate. Shen-

hui's proposals are summarized by a modem Japanese Zen scholar， Seizan Yanagida， in four 

pomts: 

1) Bodhidharma is the founder of the southem school and the one who 

住ansmitted出eCh'an of the Buddha. 

2) Upon having come to China， Bodhidharma met the Emperor of Liang 

and rejected his actions of building temples and images， helping monks， 
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and copying sutras as non-meritorious. 

3) When Bodhidharma approved the enlightenment of Hui-k'o at出e

Shao-lin Temple in Chung-shan， he handed his robe to Hui-k'o as a 

symbolof出e住ansmissionof the Dharma. 

4) This robe had been actually handed down to Hui-neng， and he is出e

Sixth Pa凶archof出ecorrect southern schoo1.
2 

Rejecting the gradual approach of enlightenment advocated by Shen-hsiu， Shen-hui insisted出at

his interpretation of sudden enlightenment was the true teaching of the Ch'an， as仕ansmitted

through Hui-neng. 

By rejecting the gradual notion of the no巾 ernschool， however， Shen-hui falls into a 

pragmatic problem. Criticizing the northern school's gradual way of attaining enlightenment as 

yet another obstacle to actual realization， Shen-hui maintained that humans are originally 

enlightened. Thus， enlightenment does not come about as long as one is caught in the teaching 

and still attached to being enlightened as the message of gradual school suggested. According to 

Shen-hui， one is enlightened just as one is， without the need to struggle. Shen-hui rejects the 

northern school's use of concentration as a method， claiming出atsuch practice will not lead one 

to the goal of enlightenment. Rather， one has only to become suddenly and immediately aware 

of one's true nature， which is originally enlightened. Because there is nothing wrong with 

person合omthe beginning， the method of concentration as a means to enlightenment remains an 

un-enlightened technique， since it is still a method of attachment to external teaching. 

Clearly such a critique raises the question of what is practice for followers of Shen-hui. 

Traditionally practice is a method or means by which one attains enlightenment. 1t has always 

been a veηimportant p訂 tof Buddhist teaching.
3 
But when practice as a means is denied， what 

can one practically do to obtain or realize enlightenment? 1s Shen-hui suggesting a di百erentkind 

of practice， some kind of sudden practice， instead of the住aditionalpractice of Buddhism? 1f so， 

then what is this sudden practice? If it is a practice， does it also serve as a means for the 

attainment of enlightenment? 1f so， then isn't this practice also gradual， i.e. used as a means to 

an end? We will examine these questions in light of Shen-hui's sudden teaching， especially 

concerning the notion of practice.
4 
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The Problem of Practice in Shen-hui's Teaching of Sudden Enlightenment 3 

Shen-hui summarized the gradual approach of the northem school in his famous four 

verses， which clarified the position of this school regarding meditation practice. These verses 

say that one is to 1) enter into samadhi by concentrating (凝)one's mind， 2) view (看)

tranquility by settling (住)one's mind， 3) illuminate (照)outwardly by arousing (起)one's 

mind， and 4) verify (謹)inwardly by con位。lling(摂)on仇 mind.5It is this position出atShen-

hui rejected. He maintained血atsuch meditation practice was for low-level people， and argued 

出atno Pa仕iarchfrom Bodhidharma ever attained enlightenment in this manner.6 According to 

Shen-hui's position as long as one tries by any form， such as the method of concentrating， 

settling， arousing， and controlling， one is still attached to出eveηfact出atone is trying.
7 
For 

Shen-hui the highest teaching is a sudden enlightenment where one unintentionally becomes 

aware of his or her Buddha nature， which is originally inherent in the person. This awareness is 

obtained by giving up all the practices and just seeing into on仇 truenature. For the deluded 

mind an obstacle to enlightenment is the attachment to the attempt to get rid of that delusion. 

Attachment takes place as soon as one attempts to overcome it. U sing the metaphor of polishing 

(practice) a mirror (Buddha nature)， the gradual approach仕iedto polish the mirror in order to 

make it clean. According to the sudden approach， however， since the mirror is originally clean 

as it is， the act of polishing it only makes it dirtier. 

Both the gradual and the sudden schools accepted the notion of the Buddha nature.
8 

According to the northem gradual school， as defined by Shen-hui， the Buddha nature can be 

understood as something like a possibility or a seed of becoming a Buddha. One attains 

enlightenment by making this possibility a reality. Just as a seed grows， so a person can become 

enlightened through practices of concentration. On the other hand， according to the southem 

sudden school， the Buddha nature is enlightenment itself. All one needs for enlightenment is 

simply to become aware of the Buddha nature one already is. Any attempt to become 

enlightened is seen as a deluded struggle. Rather one has to cast away all attempts to realize 

Buddha nature. At the veηmoment of casting away everything and thereby seeing into one's 

real nature， one is enlightened--the Buddha nature manifests or reveals itself suddenly. 

In出ePlatform Sutra of t， 

- 53一



4 Hoyu ISHIDA 

monk and the most intelligent student， the rest of the monks did not have the courage to write a 

verse. Knowing血isand even wondering if he should write a verse， Shen-hsiu fmally decided 

to compose one. He secretly wrote his verse on the central section of the south corridor wall: 

百lebody is出eBodhi tree， 

百lemind is like a clear mirror. 

At all times we must strive to polish it， 

And must not let the dust collect. 10 

Reading the verse， Hung-jen realized血atShen-hsiu still had not attained enlightenment. Even 

so Hung-jen called all his disciples to practice and revere the verse， because it was good for 

common people's practice. By practicing according to this verse they would not fall into the 

three realms of evils.
11 
While Hui-neng was pounding rice， his work at出etemple， he heard a 

boy recite this verse. Hui-neng asked the boy to take him to the wall and because the boy was 

illiterate had someone else write his verses: 

Bodhi originally has no tree， 

百lemirror also has no stand. 

Buddha nature is always clean and pure; 

羽市ereis then room for dust? 

τbe mind is出eBodhi仕ee，

百lebody is血emirror stand. 

百lemirror is originally clean and pure; 

Where can it be stained by dust?12 

Hung-jen， realizing that Hui-neng was awakened， secretly transmitted the Dharma of sudden 

enlightenment， the robe， and the position of the Sixth Patriarch. The di百erencebetween Shen-

hsiu and Hui-neng is cle紅:Shen-hsiu urges one to polish the mirror (Buddha nature) in order 

not to let the dust collect， while Hui-neng claims that since the mirror is originally clean and 

pure， there is no need to polish it--one is already enlightened as he or she is. 

It is possible， though dangerous， to conclude here that according to the southem 
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school one does not have to do or should not do anything at all to be enlightened， because if one 

tries to do something， like polishing the mirror， it is still attachment， like staining the mirror. 

Thus， giving up everything and doing nothing at all， like a dead person， is the best way because 

doing-nothing does not stain one's originally pure and clean nature.13 While this radical 

interpretation is logically and theoretically possible， it is not correct. Hui-neng's verses do not 

say出atwe do not do anything at all. Rather出eyadvocate an enlightened experience obtained 

by realizing one's originally enlightened mind. What is opposed is Shen-hsiu's style of being 

caught in an attachment to his own intentional endeavor， which prevents a person仕omseeing 

his or her true nature. Hence， Hui・nengand Shen-hui reject the notion of striving for 

enlightenment because the intentionality， which is attachment， negates the very attempt. But this 

rejects gradual practice， without which a practicer cannot even begin training 

、.. ノnu 

rs--
、

Thus the central problem of the sudden school lies in its notion of practice. While in 

由enorthem school of gradual enlightenment as propounded by Shen-hsiu， practice is explicit 

(concentrating， settling， arousing， and controlling one's mind)， in the southem school， there is 

no specific notion of practice， because it rejects practice as preventing one 企omseeing into his 

or her true nature. For the southem school we just become aware of our true nature without any 

intentional attempt or method of practice. If we faithfully follow the southem school position， 

we must realize出atif we "try" to become aware of our true nature (it seems one has to住yat

some point)， this very a伐emptbecomes the practice that Shen-hui rejects as preventing us企om

actually seeing our true nature.百lesouthem school tells us血atsuch attempts will not work. 

Because we must begin somewhere， we con仕ont白eproblem of the sudden teaching. 

One of the important concepts of the southem school is wu-nien無念 orno-thought， 

which is used to convey the idea of true thought or thought without attachment. As the main 

doctrine of the Platform Sutra， no-thought is "to be unstained in all environments.，，14 The text 

further explains: 

百leDharma of no-thought means: even though you see all things， you do 

not attach to them， but， always keeping your own nature pure， cause the 

six thieves to exit through the six gates. Even though you are in the midst 

of the six dusts， you do not stand ap訂t仕omthem， yet are not stained by 
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them， and are f記eto come and gO.15 

No-thought is， therefore， neither a human construct nor an intentional method like concen仕組on

for the attainment of enlightenment， rather it is natural， free， unbounded thought. The text 

continues by saying that "being 企eeand having achieved release is known as the practice of no-

thought"; however， if you "cause your thought to be cut off， you will be bound in出e

Dharma，，，'6 which points to the fact出atintentional methods prevent a person from seeing his or 

her仕uenature. 

Following the Plaザ'ormSutra， Shen-hui claims that "Tathatii is the substance (or 

essence) of no-thought.... If there is someone who sees into no-thought， although he is 

accompanied by seeing， hearing， feeling， and knowing， [his thought is] always empty組 d

tranquil.，，'7 Thus， no-thought is un-intentional and non-purposive. It is identical with the 

Buddha nature as the function of Tathatii， because Tathatii is its substance. Therefore， if one 

becomes aware of no-thought， onels mind becomes empty and， thus， enlightened. For Shen-

hui， in the experience of no-thought， "sila， samadhi， and p肉声asimultaneously become 

identical， ten thousand practices are endowed with， and onels knowledge becomes the same as 

knowledge of Tathagata... ，，18 Therefore， in becoming aware of onels true nature--"being f記e

and having achieved release，" all the practice that is needed--"the practice of no-thought" is 

contained in the moment. In this enlightened experience， there is no difference among sila， 

samadhi， and pra.声a.For Shen-hui this practice is direct， immediate， and sudden， taking pla∞ 

spontaneously. Thus， the enlightened experience， which is clearly different from the gradual 

practice used as a means for enlightenment， is not a means.τbe experience simply happens--

sudden practice. 

The problem of practice is not yet solved， however， because no-thought or un-

intentional thought takes place only after or at the time of onels experiencing enlightenment.百le

question still remains of what one should do before this experience of no-thought in order to 

realize enlightenment?百lequestion for practicers is白紙 ofpractice itself， i.e.， what means will 

lead to enlightenment? What can one do when practice as a means is denied? This question 

seems to arise from the claims made about the Buddha nature and the originally enlightened 

conditions of humans. 
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The Problem of Practice in Shen-hui's Teaching of Sudden Enlightenment 7 

When Sakyamuni the Buddha realized enlightenment some 2500 years ago in India， 

there was no specific teaching on the Buddha nature or original enlightenment.百leBuddha， at 

least， did not realize enlightenment via the doc仕ineof出e"Buddha nature，" as later developed. 

He reportedly became awakened through dhyana or samadhi， realizing the principle of 

pra前ysamu~同da ("dependent coarising"). Buddha's discovery was that life is fundamentally 

du位ha("suffering") and the cause of suffering is an ignorance or aロ:achmentto whatever is 

impermanent. Because everything is impermanent and transient， suffering is inevitable because 

of the human craving to attach to the impermanent world， including his or her ego self.百legoal 

of the Buddha's teaching， then， is to get rid of suffering by becoming liberated 企omit， thereby 

attaining nirva{1a or enlightenment. The inevitability of suffering is explained through the 

teaching of cause and effect. For example， the Twelve-fold Formula of Causation traces the 

cause of old age and death， the cause of fundamental suffering， back to ignorance and teaches 

出atwe can become liberated仕omsuffering by getting rid of ignorance.19 

By examining the way of attaining enlightenment in early Buddhism， we see that出e

idea of the Buddha nature was not specifically spelled out and由atthe point of teaching is to get 

rid of， or become free from， ignorance. This appears to be a very gradual teaching. After the 

Buddha entered into Mahaparinirva{1a， his followers gradually developed an idea that humans 

are originally good at least in terms of being capable of attaining enlightenment， otherwise a 

person could not become a Buddha. Ideas such as tath詔訂正トgarbha20and the Buddha nature 

were introduced and developed， especially by Mahayana Buddhists. 

At the beginning of the development of these ideas， the Buddha na加rewas understood 

as a possibility or something like a seed which grows as one cultivates it to Buddhahood. Wi出

this assumption， Buddhists practiced， in the gradual sense， working for their seeds to bloom 

fully. Without practice one could not achieve the highest goal of Buddhahood. Without practice 

one remained in the realm of samsara or birth-and-death， caught in ignorance. We find this idea 

of practice explicitly stated in the well-known Mahayana text， Mahaparinirva{1a-siitra， to which 

even Shen-hui often refers to substantiate his position of a person's capaci守forenlightenment. 

As the id 
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the less important the gradual process becomes. 

Shen-hui's teaching of sudden realization that one is already always a Buddha is血e

most extreme form of this type of Buddhism. Rather than a search for enlightenment via a 

gradual cultivation， Shen-hui proposes a realization of the reality that one is already fully 

enlightened due to one's original nature. 

Even though Shen-hui argues for no-thought as the practice of the sudden teaching， we 

must argue出atwe cannot reject the gradual approach to practice. While the sudden teaching is 

an awakened experience， the gradual practice is necessary before the experience of 

enlightenment. Even in the gradual approach to practice， when one attains enlightenment it is 

always sudden and immediate at that moment. In the sudden teaching one needs to start with 

something， a practice of some sort， which in practice is always gradual， otherwise one does 

nothing. Thus， what Shen-hsiu advocates is really the realization experience itself after one goes 

through gradual practices.
21 
When one finally gives up the practice， which can only be done 

through practice， one realizes his or her true nature. At this moment the Buddha nature reveals 

itself within one's mind as one's true self. But it is this method of the northem school血at

Shen-hui explicitly rejects. 

Shen-hui's rejection of the northem school seems to have been the result of a serious 

conf1ict between the two schools. Whatever the actual conf1ict was， Shen-hui put too much 

emphasis on sudden teaching which rejected the human effort of gradual practice. While it is 

evident that Shen-hui rejects the gradual practice as a means to reach enlightenment， we still 

need to examine if he also rejects gradual teaching in terms of "gradual e凶 ghtenme此，，22

Gradual enlightenment can be understood as a series of enlightening experiences which get 

deeper and deeper as one realizes or awakens to oneself. Sudden enlightenment，on the other 

hand， is the direct and final awareness at one moment. If Shen-hui rejects gradual enlightenment 

in his critique of the northem school，出enthere is a con仕adictionin Shen-hui and the southem 

school. In the Platform Sutra， for example， Hui-neng， the Sixth Patriarch， experiences different 

levels of awakening. In his youth， upon hearing the Diamond Sutra， Hui-neng recalls血athis 

mind became c1ear and he was awakened--initially awakened. He was immediatelyawakened 

again when he heard the Fifth Pa仕iarchexpounding the Diamond Sutra. When Hui-neng left the 

temple after receiving the robe and Dharma as the Sixth Patriarch， he was again instant1y 

enlightened. These episodes in the life of Hui-neng evidence gradual enlightenment and 

illustrate the contradiction within the southem school. 
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One way to explain Hui-neng's gradual enlightenment is that the PlaゆrmSu仰 was

written much later than Shen-hui's works.
23 
When Shen-hui was preaching (or writing) his 

Sermon， he had to emphasize the sudden teaching because the northem school was influential. 

At the time of completion of出ePlaφrmSutra， however， the message of Shen-hui had gained 

the upper hand over the northem school. Therefore， the southem school could adopt Hui-

neng's gradual deepening awakening， because there was no threat of being criticized by the 

northem school which had dec1ined in influence.
24 

One could argue that Hui-neng's series of awakenings were episodes of the same 

enlightenment， not a gradual process of deepening his enlightenment. One could also argue由at

these different enlightenment experiences were used to demonstrate the superiority of出e

Diamond Su仰 over由eLarikavatiira Sutra， the primary text of the northem school， since Hui-

neng's awakening episodes were仕equentlyassociated with the Diamond Sutra. While these are 

possible interpretations the fact still remains that the text explicitly presents that Hui-neng had 

different awakening experiences. 

CONCLUSION 

We have seen that in terms of practice， if one over-emphasizes the sudden teaching 

based on an original Buddha nature， then one of necessity ignores gradual practice as a means 

to enlightenment. It would seem， then， that one should do nothing in order to reach 

enlightenment. From the evidence we have， it appe訂 S出atShen-hui emphasized the suddenness 

of enlightenment in order to establish his school against the northem gradualists. This need to 

establish differences between these schools seems to have led him to over-emphasize sudden 

enlightenment and to reject practice as a means to enlightenment. 1 would argue由athe is right 

in c1aiming血atin the experience of enlightenment， practice itself is an enlightened experience， 

therefore practice is no longer used as a means for the attainment of enlightenment. But Shen-

hui does not provide much help for those who have not yet had this experience of 

enlightenment， seemingly leaving us with no means or method to reach由atend. 

羽市ileShen-hui does not provide explicit practical aids for practice， on careful reading 

of his works， we find an indication of a form of practice. What Shen-hui suggests is that we 

just become aware of whatever occurs in our minds. For example， "when afflicted mind arise， 

become aware of it，" because this "awareness is the original nature of non-abiding-mind. ，，25 

Here he seems to be indicating that just becoming aware of one's afflicted mind itself is a kind 
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of practice. One becomes enlightened when one really sees his or her mind， since this mind， 

though afflicted before realization， is originally pure and enlightened in its essence. If this is a 

practice， it clearly differs from that of Shen-hsiu who advocates a "concentration" of one's 

mind. Rather than concentration， Shen-hsiu proposes "becoming aware" of one's afflicted 

mind， i.e. seeing into one's own original nature. But if Shen-hui's awareness is a practice，血e

essential problem is not resolved. "Trying to become aware" of one's afflicted mind inevitably 

becomes a human endeavor， something like concentration before realization， which is what 

Shen-hui argued prevents one from becoming aware. Without some kind of gradual practice as 

a means， there is no place for practicers to begin. Therefore， 1 would argue that practice and 

enlightenment cannot be separated，26 practice is a method for the attainment of enlightenment 

before one's actual realization and practice is equal to enlightenment only when one is 

enlightened. From this perspective， Shen-hui's position seems to lack adequate method. But his 

teaching of sudden awakening correctly points to the enlightened experience as the core of 

Buddhism. 

NOTES 

1) Even though there are many biographical accounts of Hui-neng written by his followers， we 

still do not have historically reliable resources on his life. For example， we are not sure if 

Hui-neng was actually regarded as the Sixth Patriarch during his time. In this paper， 1 will not 

examine the historicity of these events， rather 1 will focus the problems derived from Shen-

hui's teaching of sudden enlightenment. 

2) See Zen no rekishi-Chiigoku， ed. by Nishitani Keiji (Tokyo: Chikuma Shobo， 1967)， p. 38. 

3) There are three types of leaming，五la("precepts")， samadhi ("meditation")， and pr.勾厄

("wisdom") which include all the aspects of Buddhist teaching and practice. 

4) In Sudden and Gradual in the Division Between the Northern and Southern Lines of Ch加

Buddhism， a paper presented at a conference held at the Institute for Transcultural Studies in 

May 22-24， 1981， Robert B. Zeuschner gives three仕aditionallydifferent phrases regarding 

the question of "gradual:" gradual teaching， gradual cultivation， and gradual enlightenment. In 

my paper， however， 1 do not specifically classify what kind of gradualness Shen-hui is 

at町ibutingto the teaching of the northem school. 

5) These four verses often appear in the P'u-t'i-ta-mo Nan-tsung ting Shih戸 lun.For 
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example， see Hu Shih， Shen-hui ho-shang i-chi (Shanghai， 1930)， pp. 285-288.百lese

verses appe訂 oncein the Nan-yαng ho-shang tun-chiao-chieh-t'o ch'an-men chih-liao-hsing 

t'an-yu (hereafter cited as the Sermon of Shen-hui or the Sermon). See Hu Shih， p. 239. 

6) Hu Shih， p. 286. 

7) Shen-hui says in the Sermon that if you try to attain enlightenment as the four verses 

suggest， your mind is not a mind of liberation (or freedom) but a mind bound by the Dharma， 

which is ofno use. See Hu Shih， p. 239. 

8) 1 am not insisting here that Ch'an doctrine is solely based on the theory of the Buddha 

nature. 1 am using this theory as a model to give a c1earer picωre of the difference between the 

gradual and sudden positions and teachings. 

9)百letext was written by Shen-hui or some later group. See three theories presented by Carl 

Bielefeldt and Lewis Lancaster， "T'an Ching (Platform Scripture)" Philosophy East and West， 

vol. 25， no. 2， pp. 200-201. This text was probably composed much later than the works of 

Shen-hui. 

10) My citation from the Platform Sutra， comes仕om出etranslation by Philip B. Yampolskぁ

The Platform Su仰 ofthe Sixth Pa仰 rch(New York: Columbia University Press， 1967)， p. 

130. The rest of the citation from other sources is my own. 

11) The three lower realms in samsara are the hells， hungry ghosts， and animals which one 

experiences as a result of evil acts. 

12) Yampolsky， p. 132. 

13) We might even say that we do not even need Buddhism or any other teaching， if we are 

Buddhas or enlightened ones from the very beginning. 

14) Yampolsky， p. 138. 

15) Ibid.， p. 153. 

16) Ibid.， p. 153. 

17) Hu Shih， pp. 240-241. 

18) Ibid.， p. 241. 

19) See for example， David J. Kalupahana， Causaliη: The Central Philosophy of Buddhism 

(Honolulu:百leUniversity of Hawaii， 1975)， p. 141. 

20) A notion of tathagatagarbhais explained by Diana Paul in "The Concept of Tathagatagarbha 

in the 31おlaladeviSutra (Sheng-men ching)" JAOS 99.2 (1979)， p. 191: "The compound 

tathagatagarbha (ju-lai-tsang) has two constituents， tat起己~ata signifying "thus come" or "thus 
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gone，" designating a Buddha， and garbha signifying "womb， inside， middle， interior of 

anything...a fetus or embryo， child， brood." Tath匂atagarbhawould then signify the womb 

or the embryo of出eTathagata百lepotentiality of becoming a Tathagata is represented by the 

fetus or embryo nature of garbha. 

21) In fact， the Plaゆ.mSu仰 admitsthat the gradual teaching of Shen-hsiu is good for 

common people's practice， since血eywill not fall in the three realms of evils if出eypractice 

according to the verse Shen-hsiu composed on the wall. Hung-jen， for example， summons 

his disciples and tells them to bum incense before the verse. 

Although the Platform Su仰 putsdown the northem school， it is not extremely critical of 

gradual practice. We find many accounts which suggest a gradual approach， especially toward 

the end of the text. 

22) This is similar to Zeuschner's third classification of gradual. 

23)百leTun-huang manuscript，出eoldest surviving version of由ePlatform Su仰 waswritten 

sometimes between 830-860. See Yampolsky， p. 90. Shen-hui lived between 670 to 762. 

24) P'u-chi， the great successor to Shen-hui， passed away in 739 and a debate between Shen-

hui and Chuangうruehtook place in 732.百lenorthem school died out in出e9th century. See 

Yampolsky， p. 37. 

25) Hu Shih， p. 249. 

26) We find an explicit idea of "practice and authentication are the same，" advocated by a 

Japanese Soto Zen founder， Dδgen， and called shushιitti5修証一等. See Hoyu Ishida， 

" 'Genjok凸an':Some Literary and Interpretative Problems of Its translation" in Scientific 

Reports of Shiga Pr，φctural Junior College No. 34， September 1988， pp. 77・88.
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TURNING LANGUAGE STUDIED INTO LANGUAGE LEARNED: 

CONSIDERING HOW THE BRAIN PROCESSES INFORMATION 

Walter KLINGER 

This essay discusses some ideas and methods出atbear on a central problem in le訂n泊g

foreign languages: How information about a language， diligent1y studied from textbooks and in 

c1assrooms， can be changed into a more or less unconscious or automatic procedure in both 

comprehension， in listening and reading， and production， in speaking and writing. Comprehension 

and production of correct sequences of words depends not so much on automating the knowledge 

of grammar rules as pieces of information， such as immediately being able to identify a word as 

being an adjective and dec1are it as such， but on automating出eprocess of applying leamed rules. 

We consider evidence血atsuggests出atautomatic and control1ed processes， as well as 

information storage， involve different areas and different processes of the brain， and出atthe mind 

seems to more easily notice general， abstract pattems than it notices detai1s. Can we therefore leam 

better by trying to understand the general meaning of what we hear and read rather白ancarefully 

paying attention to出especific details of grammar forms? Or， can we perhaps leam better by 

developing ability in the comprehension rather than the production of language? Further， we 

consider the role that speaking plays in developing comprehension and production abilities. 

CONTROLLED， SUCCESSIVE VS AUTOMATIC， SIMULTANEOUS PROCESSES 

Some studies of human memory show neurophysiological evidence出atdeclarative 

(factual) knowledge and procedural (how to apply dec1arative information) knowledge access two 

functional1y separate systems of memoηand independent areas of the brain (Robinson 1997， 

Paradis 1994). Studies of patients suffering from brain damage caused by stroke or injury， or 

illnesses such as Alzheimer' s and Parkinson' s diseases or amnesia， show由atdamage to one or 

Fh
d
 

FO
 



2 Walter KLINGER 

another訂 eamay either affect automatic procedural competence， or affect explicit knowledge， 

including metalinguistic infonnation and to some extent the lexicon， while leaving the other訂ea

still functioning (Paradis 1994). Trauma patients who lost their ability to speak their native 

language automatically often were able to speak some of a second language， leamed fonnally at a 

later time出組曲eyleamed their native language，出oughin a slow， controlled procedure. Pinker 

(1994:307-316) describes one patient who could speak quite fast and grammatically accurately， but 

could not find the necess訂ycontent words in memory to describe a drawing， and another patient 

who conversely could say the needed words， but only slowly and with little syntactic content. 

Paradis (1994) suggests由at，in speaking one's native language， the lexicon is“at least in 

part subserved by declarative memoη，while mo中hosyntaxis subserved by procedural memory." 

There must exist a conceptual level of thought， where non-linguistic，“spatial， causal， temporal， 

quantitative， etc." relations of a word or message are encoded， and which is independent of出e

lexical-semantic (Perecman 1989:235). In order to translate a word from one language into 

another， there needs to be a common level of infonnation processing to refer to， and “出c

conceptuallevel is the only plausible candidate，" says Perecman (1989:236). Bilingual people seem 

to have one conceptual memory store and two distinct semantic stores， both of which are activated 

and interact with each other when the person prep紅白 tospeak in ei出erlanguage. 

According to two-process出eoη， explains Hoffman (1990)， perceptual， motor， and 

cognitive skills depend on a mixture of two qualitatively different processes--automatic担 d

controlled， which can be distinguished using several criteria--capacity， intentionality and 

consciousness. We speak our native language by automatic processing，出atis，“activation of a 

leamed sequence of elements in long-tenn memory that proceeds without Subject control， without 

stressing the capacity limitations of出esystem， and without necessarily demanding attention" 

(Schneider & Shiffrin 1977). Controlled processing， on the other hand， is“temporary activation of 

a sequence of elements出atrequires attention，" is “capacity-limited" (usually serial in nature--that 

is， we can only think of a certain number of things at one time)， an 
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Languis & Mil1er suggest the patient's successive processing of language was impaired， and the 

word was inte叩retedby the brain's simultaneous processes. Languis & Miller (1991) say there are 

two basic forms of“integrative activity" of the brain. Simultaneous brain activity is as“組

immediate apprehension and integration of various elements of experience，" and is involved in 

“meaning construction or its apprehension" in a spatial configuration or an event. Successive 

processing is出e“sequentialintegration of stimuli into an organized temporal or serial order，" and 

is evident in understanding the syntax of a sentence， which concems the “appreciation of the serial 

relation of one word to由enext." 

Simultaneous and successive brain activities are responsible for the mind's ability to 

quickly understand pattems. When we glance around a room， we immediately see complete 

pattems of shapes， but we don 't see all the details， unless we purposely look closely， for it seems 

that perception pushes consciousness to the most generallevel possible， searching out pattems by 

filtering out irrelevant details from a flood of information (McCrone 1991:75). Aspects of由e

entire pattem may be hypo由esizedbefore specific parts can be identified (Bower 1981 :310). We 

can infer how a known segment relates to a total system using our problem-solving abilities and 

strategies to analyze information and form hypotheses based on partial data (Carroll & Swain 

1993:358). In Reber's experiments (described in DeKeyser 1994)， for example， subjects showed 

that出eydeveloped some understanding ofhow an artificial， finite-state grammar operated， without 

receiving any explicit instruction in the rules. Other studies show how people quite without 

conscious effort leam pattems of times shown on clock faces (Bright & Burton 1994) and leam to 

recognize pattems ofvoices (Nygaard， Sommers & Pisoni 1994; Craik & Kirsner 1974). 

百lIsoperation of quickly seeing pattems is not at all infallible， for the mind will believe白紙

two lines in the shape of an upside-down “T" are different lengths when in fact they are the same 

length (McCrone 1991: 51)， and the mind can be confused by visual traps， for example， looking at 

the well-known op art picture where in one minute the picture is seen as a vase and the next minute 

as a two faces. Nonetheless， the brain is very good at seeing pattems， and insofar as it sees and 

remembers the pattem， it has leamed it 
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languages， repeat test pieces backwards and remember them accurately after a gap of several years， 

but he could not follow the sense of complex sentences， and common metaphors such as “weighing 

one's words" left him confused. He had difficult recognizing people because their faces never 

looked exactly the same as the last time he saw them. Another rnnemonist，“S" (described in 

Crumley 1995)， could recall everything he ever heard. said， or saw done， but could not understand 

the meaning of poetry and scientific writing because he missed pattems and could not abstract 

regularities. 

It is difficu1t for us to focus our attention on both the meaning of the message and the details 

of the form of the message at the same time. The process is over-loaded (Cohen 1990:46); we 

become tongue-tied and make errors if we住Yto express a message automatically while at the same 

time thinking about the phonological， morphosyntactic and lexical details. We can essentially only 

attend to one conscious task at a time. (DeKeyser 1994， Sheen 1994: 113， Norman 1993: 131， 

Paradis 1994). Normally， unlike the rnnemonists， we cannot easily remember verbal details--but 

the meaning of a message is memorable. We can remember the gist of a conversation， but we 

cannot repeat verbatim what we recently heard or said， if the utterance was over about 25 words 

(Paradis 1994). If we want to remember the exact words， we need to exert much effort to mentally 

rehearse and memorize by drill and repetition. 

FOCUS ON MEANING 

These considerations， that the mind is better at understanding and remembering the general 

pattem or substance of events出anit is at serially dealing with the many details， and that we can 

perform better when not thinking about the details of what we 're doing， suggest that the natural 

way to leam a language would be to pay attention to血emeaning of a verbal expression rather than 

to the grammatical formal details. Furthermore， if we want to communicate， it is the meaning of a 

message that usually is more important than the form.百leoptimistic observation also concludes， 

that since we can comprehend and produce language automatically， without thinking about the 

grammatical forms， we should also be able leαrn automatically， without having to pay attention to 

the details of grammar， and leam regardless of differences of individuals' skill or ability or 

heredity. Some language theorists say it is possible to leam a foreign language by only being 

exposed to exemplars whose meaning can be understood in listening and reading --what Krashen & 
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Terrell (1981) call “comprehensible input"， without paying any particular attention to由e

grammatical fonn. 

Asher (1982)'s Total Physical Response (TPR) techniques are widely-used and quite 

effective early foreign-language leaming stage activities similar to the way children learn their first 

language by bodily responding to commands， and understanding infonnation by listening to stories 

and looking at pictures， relying on visual infonnation and situational context to grasp the meaning. 

Communicative approaches， increasingly used in the past few decades in language learning， 

similarly place emphasis on trying to understand the message to be communicated， by focusing on 

the meaning rather出anthe fonn. Teachers are advised not to explain grammar directly; instead， 

language learning should involve leaming vocabulary and grammar pattems in activities and 

situations that encourage experimenting with language， especially in social interactions. Language 

leaming should involve self-expression， creativity and discovery for oneself. 

Tasks are set up in communicative lessons to motivate learning by presenting a direct need 

to use language. In a non-communicative task， the teacher may show a picture of a family and drill 

language fonns such as “Tom' s shirt is blue. Mr. Carter' s tie is red，" and have pairs of students 

ask each other questions like “What color is Tom' s shirt?" To change出islesson into a 

communicative one， the student must have a real motivation to ask the question， so only one 

memberof由epair should have the infonnation， and the other member must ask questions. In one 

such “infonnation gap" activity (Helgeson et aI1991:21-22)， pair members each have incomplete 

infonnation about some robbery suspects' age， height， weight， and hair style and color， and ask 

each other questions such as“How old is Louis?" to fill in the blanks on their own paper. On 

completion of the task， they must decide which suspects best fits the given description of the real 

robbers. In the “Strange Animals" game (Baudins & Baudins 1990)， to mention one other 

communicative activity， the teacher asks students to say all kinds of different animal body p訂ts

they know， and lists them on the board. Each student then writes five of these words on five slips of 

paper， the students' slips are collected， shuffled and randomly dealt out. With their new words， 

students draw a picture of a strange-looking animal， and出enmust tel 
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the leaming processes. Group taskwork means participants express and share feelings of 

excitement， suffering， disappointment and success (Norman 1993:33). The drawback of some 

communicative activities is出atthey can be quite complicated and so require a long time for the 

teacher to set them up如 d出ento check that everyone understands what to do. In large classes， 

students may be working in perhaps 8 groups of 5 students， so the teacher will be hard-pressed to 

find the time and energy to sufficient1y supervise， give advice， and provide error-correction 

feedback. Some students will not be inclined to be self-directed， self-motivated participants and 

will miss out on any potential benefits of the activities. These problems suggest血atin certain 

cases it must be much simpler and faster to仕Yto inculcate the lesson's grammar skills with more 

form-focused techniques whose results can be immediately observed in testing of discrete grammar 

pomts.. 

FOCUS ON FORM 

Some teaching methods attempt to induce leaming by practice of grammar forms in drills 

and repetition activities. The structural exercises of the audiolingual method and the 

structuroglobal method， for example， use drills of pattern sentences and dialogues where grammar 

rules are not directly explained. The focus is more on practice of the form than attention to出e

meaning， for the drills isolate grammar forms from any real situational context. Many textbooks 

for English language learning drill in血isfashion: 

(The teacher goes to the classroom door and opens it.)“Teacher: 1. Teacher: I've opened it. 

Teacher: She. Teacher: She' s opened it. Teacher: I. Class: I've opened it. Teacher: She. Class: 

She' s opened it. Teacher: We. Class: We' ve opened it." Similar substitution drills follow with 

“Have you opened it?" and “1 haven't opened it." (Hartley & Viney 1983: Unit 61) 

“A: Are M. and Mrs. Smith going to see a movie tonight? B: No， theyaren't. They've 

αlready seen a movie this week. B: Really? When? B: They sω11 a movie yesterday. 1. Are Mr. 

and Mrs. Smith going to eat at a restaurant tonight? eat-ate-eaten 2. Is Frank going to get a 

haircut today? get-got-gotten" etc. for 14 exercises. (Molinsky & Bliss 1989:28) 

A common criticism of controlled production drills is that students， though they may 

mechanically perfoロnthe drills perfect1y， often cannot put these drills to use outside the drill 

framework (Rivers 1981:213). Brown (1980:31) suggests出atit is not simply出e合equencyof 

hearing a structure that leads to leaming but the frequency of occurrence in a meaningful context. 
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Adults also tend to want to know why they are saying what they are being asked to say. In the above 

examples， a thoughtful student would question the teacher why the Present Perfect is used instead 

of the Simple Past in these examples， and if the Simple Past could just be used instead， and if not， 

why not.百lereis limited benefit in lessons白atdo not involve the leamer's reasoning and 

analyzing faculties. 

The traditional teaching technique of direct， explicit explanations of rules and then practice 

of the forms will invariably show improved results in performance and comprehension as 

measured in tests. In all recent empirical studies， DeKeyser (1994:8， 20)問 ports，subjects given 

explicit grammar instruction always performed better， at least in short-term testing， than those who 

got no direct instruction but who hopefully were developing implicit， non-verbalized rules or 

understanding. There can be little doubt that adults with developed cognitive problem-solving 

abilities will leam faster if they notice， or have pointed out to them， the formal structures of 

language. In comparison， purely“natural" leaming that caters to subconscious leaming， as has 

been pointed out as long as 80 years ago (Palmer 1917)， must be a very slow， inefficient process. 

Still， as many researchers have po出tedout (described in Pardis 1994)， and as many teachers 

and students voice complaints about， leamers who study hard， and develop a grammatical 

competency enough to do well on school tests may nonetheless be incapable of comprehending a 

conversation in a natural environment. What may be at fault in standard grammar textbooks and 

lessons is出atleamers are asked to produce the target grammar points instead of being asked to 

understand how form and meaning are linked in them. 

COMPREHENSION TECHNIQUES VS PRODUCTION TECHNIQUES 

Deciding whether or not to study the forms of language at all is hardly a major question in 

adult 1eaming， since almost eveηadult studying a foreign language inevitably at some time studies 

the rules of grammar. What has been overlooked in research on explicit instruction， VanPatten & 

Cadiemo (1993) point out， is how grammar should be taught in relation to出eprocesses it attempts 

to modify in the leamer. Traditional instruction， by explaining a grammatical concept and then 

having leamers practice producing a given structure， is“questionable，" if the intent of instruction is 

to help in the structuring and restructuring of the developing linguistic system. They recommend 

strategies that， instead of instruction aimed at ou伊ut，instruction should be aimed at the input in 

order to“promote form-meaning connections during comprehension." 
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In VanPatten & Cadiemo's experiments， a grammatical concept was explained to two 

groups. (Spanish clitic object pronouns--iふ ，Else元orla sigue， meaning “The man-SUBJ her-OBJ 

follows，" can equally be expressed as La sigue el senor， meaning “Her-OBJ follows the man-

SUBJ." This last sentence may be misread and misunderstood by leamers as *She follows the 

man.) Leamers in the “traditional instruction" group practiced producing the structure or form in 

exercises such as transformation and substitution drills (e.g.， A: When are you going to invite me to 

your house? B: /' II invite you over舟rSaturday. 1. to dine at your house. 2. to lunch. )， or in 

exercises in oral and written questions which the leamer must answer (e.g.， describe what is 

happening in some drawings)， and in simple sentence formation in both oral and written production 

(e.g.， rephrase sentences by changing direct 0吋ectnouns to pronouns). 

Leamers in the “processing instruction" never produced the form， but instead were asked to 

demonstrate由atthey had understood by， for example， selecting which of two pictures or sentences 

best matched the heard or read sentence (e.g.， A man is calling me or 1 am calling a man)， or by 

checking “agree" or“disagree" to a series of sentences containing the grammatical form (e.g.， 

English instructions to check which of a list of Spanish sentences correspond to something you 

might do to your P訂'ents:call them on the phone often， visit them on weekends， etωC仏.よ O凹rbyreading

a short passage in which the ob句Ijecはtpronouns were highlighted， after which the students were asked 

to explain in English what the sentences meant. It is stressed出atat no time were the students ever 

asked to produce Spanish sentences. 

Both groups did equally well in production post-tests (by completing a sentence according 

to a visual clue)， and the processing instruction group did much better出anthe traditional 

instruction group in comprehension post-tests (by picture-matching). The finding that出e

processing instruction leamers did well in production， in which they had no previous practice， 

suggested that their instruction altered the way they processed input so that they were able to access 

the information for use in production.官官 finding出at由etraditional instruction leamers were 

much weaker in the comprehension post-test出組 theprocessing information group suggested由at

traditional practice focusing on output did not enhance how leame 
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Ellis (1993) simil訂lyrecommends出atthe goal of the syllabus should enable leamers to 

comprehend rather出anproduce， that grammar teaching should be directed at consciousness-

raising ra出町出anproduction practice. Leamers should be given help in establishing form-

meaning relationships through activities出atdirect them to notice new grammatical features and 

the meanings出eyrealize， but that do not require the leamer to produce sentences containing the 

items. Techniques and textbooks that encourage the mind to make sense of what it is receiving 

rather than insisting on and rushing into production are very we1come and promising， for由eymay

be a key in helping to automate the application of rules血atare noticed and studied. Comments on 

VanPatten and Cadiemo's experimental research have pointed out出atit appears出atthose with 

only comprehension practice received more explanations than the subjects with production 

practice， and出at出estructures tested were fairly simple morphologically--therefore harder to 

notice and easier to produce--and so it is unclear how generalizable the results may be (DeKeyser 

1997). DeKeyser (1997)'s experiment shows that large amounts of practice in comprehension and 

production of second language skills leads to great improvement in the skill practiced， but has far 

less impact on the reverse skill. 

Nevertheless， it should be noted出atovert production practice--speaking and writing--is not 

at all necessary in developing comprehension ability in listening and reading. When we say 

something aloud or write something， we obviously are not receiving any information about the 

language we are trying to leam. Children who are for various neurological reasons unable to 

articulate nonetheless have excellent comprehension: Pinker (1994:279) describes tests involving 

such a four-year old who could demonstrate understanding of subtle grammatical differences by 

correctly identifying pictures由atshowed forms such as “The dog was bitten by the cat. The cat 

was bitten by the dog. The dogs chase the rabbit. The dog chases the rabbit." 

The only information about grammar that speaking aloud could possibly provide is in any 

feedbαck from the listener. If there is no feedback on whether or not the utterance is correct or not， 

there cannot be any improvement unless the utterance is already known to be correct (Bower 

1981 :30; Carroll & Swain 1993:312). That is why instructional desi 
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speakers of a language and non-native speakers (Carroll & Swain 1993:360; 1ρng 1994). 

However， the child somehow eventually becomes fluent， while the foreign language learner often 

does not. While recasts can make learning of a paロicularform t北eplace， there is no evidence血at

feedback is necessary in learning (Long 1994:21). Overt correction is only a small p訂tof learning， 

says Cohen (1990:62); it is only one route to learning language and not the central one， says Cook 

(1993:268). 

WHOLE BRAIN LEARNING 

Perhaps the major benefit of learning a language by speaking in social interactions， whether 

feedback is provided or not， and whether the learner is at a stage to be able to absorb new 

information or not， is出atit is an active experience involving more brain activity than just 

intellectual study. Speaking and listening usually involve looking at faces， which is a stimulus to 

vocalleaming in babies (1ρcke 1993). People show amplified emotions and greater attention， and 

later remember more when faces in movies are in close-up on a large screen (Nass， Reeves et al 

1995). However， exposure to language is not sufficient: interaction is needed， advises Brown 

(1987:33). Children who watch much TV and understand the language well enough but are hardly 

ever spoken to， express themselves poorly in speaking and writing (Van Evra 1990:45). 

Speaking starts from “a desire to communicate a message" and therefore brings the 

participation of the limbic brain system--whose primary theme is emotionality--into出ele紅 ning

process (Paradis 1994). Trocme (1984) and Languis & Miller (1991) urge educators developing 

teaching strategies to consider how the three brains， the brain stem or reptilian brain， the limbic 

system， and the neocortex， function in concert. The older brain areas are stimulus-bound and can 

respond quickly， and so are helpful for learning automatic responses by imitation and repeating 

techniques， though incapable of innovating and creating. Connectionist theories which say血at

those aspects of language that紅e“rule-based，analogy-based， and rote-based" and are learned by 

those very same mechanisms--rule， analogy and rote (Ney， 1996:134) may find some success by 

appealing to these brain areas. The basic type of functioning of the neocortex is associating and 

pattem-structuring， shifting from perceptual levels to abstract conceptuallevels with a capacity to 

integrate senses of seeing， hearing and touching (smelling and tasting are more limbic-controlled). 

The greater p訂 tof language learning should no doubt be focused here. Discussing images of blood 

flow to regions of brain， Trocme (1984) points out that， among the brain activities of resting， 
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watching a moving object， listening， speaking， reading and internal speech， the largest number of 

discrete cortical regions simultaneously active in both hemispheres is during reading aloud. 

Luria (1980) proposed that the brain operates as a whole， although it is“a highly 

differentiated system whose parts are responsible for different aspects of the unified whole."百le

brain has three functional units， Luria says， which dynamically interact and “whose participation is 

necessary for any type of mental activity:" the Arousal and Attention Unit--the basis of all mental 

processes， responsible for the generallevel of alertness and reaction to incoming information， the 

Sensory Input and Integration Unit for receiving and storing information from hearing and vision， 

and the Executive Planning and Organizing Unit， responsible for activities such as impulse control， 

regulation of voluntary actions including planning， well-considered decision making and other 

purposeful behavior and such linguistic functions as spontaneous speech. 

That leaming proceeds best when the whole brain and， as far as possible， body movements， 

are directly involved is a widely accepted philosophy. Freud saw the human being as a dynamic 

animal who grows and develops through interacting biological forces， conscious and unconscious 

drives and environmental influences， and Jung said that the four functions ofhuman consciousness， 

sensation， thought， emotion， and intuition， should be developed and utilized in balance (Knowles 

1990:38). It is a widely-held educational philosophy as well， for teachers are sensitive in preparing 

lessons出at訂ouseinterest and attention， create relevance， present challenges， encourage curiosity， 

promote self-discovery and self-evaluation， and develop an expectancy of success. Schools 

increasingly provide low-anxiety environments with a wide sensory-stimulating variety of 

resources， books， audiotapes， videos， magazines， computers， and creative activities for children to 

educate themselves through interactions with the teacher， with each other， and with the material. In 

games， tasks and other activities of the communicative method of teaching especially， eveη 

utterance is meant to be motivated by real needs and desires to communicate. 

We normally perceive the world with fairly clear distinctions separating sensory 

information. Shereshevskii and“S" had suc 
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a flowerpot appeared. He had to“taste a number" on the tip of his tongue before he could 

remember it (Crumley 1995). Many people have a mild form of出iscondition of synaesthesia， 

revealed when they describe a piece of music as sweet， almost tasteable. 

While we probably are happier giving up possessing an infinite memory in favor of being 

able to sep紅 atesensory associations， these extreme cases do seem to confirm出atthe brain 

functions holistically， processing sensory stimuli， emotional reactions， and conceptual and 

syntactic information in words and sentences in parallel and associating one with the others. Visual 

stimuli， such as looking at faces or still or moving， and auditory stimuli， producing implicitly 

leamed voice recognition which helps in understanding the message of spoken utterances 

(Nyga紅 d，Sommers & Pisoni 1994; Craik & Kirsner 1974)， are crucial factors in development of 

language leaming. Touch stimuli in manipulating objects， even the pieces of paper wi出 animal

part words written on them， can be beneficial for leaming by building associations with language 

form and language use. Probably to a lesser degree， taste and smell stimuli could also be 

considered in use in language leaming. Leaming songs may be a useful technique， for， as Richman 

(1993) suggests， singing does not convey specific conceptual information as words and sentences 

do， but rather is“more expressive of emotions than speech." 

Effective techniques for leaming syntax would optimally appeal to both the brain's 

simultaneous and successive comprehension-processing functions， and automatic and controlled 

production-processes. Leaming must deal with both meaning and form， both pattem and detail. 

The evidence presented here is inc1ined to favoring techniques with a focus on meaning. While 

there is not enough evidence to decide on comprehension versus production leaming techniques， 

comprehension techniques may prove to be very effective because they focus on the brain's input-

processing functions. The greatest potential for brain activity and thus for language leaming seems 

to be in interactive social situations involving emotional and intellectual efforts to express and 

understand meaning by listening and speaking aloud. 

References 

Asher， J. (1982). Learning Another Language Through Actions: The Complete Teacher' s Guidebook， 2nd Edn. Los 
Gatos CA:Sky Oaks Productions. 

Baudins， R. & Baudins， M. (1990). Alternatives:・Games，ExerCIses & ConversalIons for the Language Classroom. 
Essex:Longman. 

Bower， G.H. & Hilgard， E.R. (1981). Theories of Learning (5th Edn). Englewood Cliffs， NJ :Prentice-Hall. 
Bright， Jim E. H.; Burton， A. Mike. (1994). Past midnight: Semantic processing in an implicit leaming task. Quarterly 

- 76ー



Turning Language Studied into Languαge Learned 13 

Journal of Experimental Psychology:・HumanExperimental Psychology， Feb.， v47 (nl):71-89. 

Brown， H.D. (1987). Principles ofLanguage Learning & Teaching (2nd Edn). Englewood Cliffs， NJ:Prentice-Hall. 

Carroll， S. & Swain， M. (1993). Explicit & Implicit Negative Feedback: An Empirical Study of the Leaming of 

Linguistic Generalizations. Studies in Second Language Acquisition， 15，357-386. 

Cohen， A. (1990). Language Learning:・lnsightsfor Learners， Teachers & Researchers. Boston:Heinle & Heinle. 

Cook， V. (1993). Linguistics & Second Language Acquisition. London:Macmillan. 

Craik， Fergus， Kirsner， Kim. (1974). The effect of speaker's voice on word recognition. Quarterly Journal of 
Experimental Psychology， May， v26 (n2):274-284. 

Crumley， D. (1995). On Remembering Everything (by DC). 
<http://cogsci.ecs.soton.ac川c/-hamadlHypermaiVThinking.Psychologically/0060.html>18 Feb. 

DeKeyser， R. (1994). How Implicit can Adult Second Language Leaming Be? In: J. Hulstyn & R. Schmidt (Eds.)， 
Consciousness & Second Language Leaming: Perspectives on Form-Focused Instruction. AlLA Review 11. 

DeKeyser， R. (1997). Beyond Explicit Rule Leaming: Automatizing Second Language Morphosyntax. To appear in 
Studies in Second Language Acquisition 10:2. 

Ellis， R. (1993). The Structural Syllabus & Second Language Acquisition. TESOL Quarterly， 27: 1，91-112. 

Dunkel， P. (1991). Listening in the Native & Second/Foreign Language: Achieving出eNexus ofResearch & Practice. 

Draft Manuscript to appear in TESOL Quarterly's 25th Anniversary Edition. 

Gagne， R.， et a1. (1992). Principles of lnstructional Design (4th edn). Fort Worth， TX:HBJ College Publishers. 

Hamad Stevan. (1995). Re: Funes the Memorious and memoηcapaciり人
くhttp://cogsci.ecs.soton.ac.uk/向-hamadlHypermaiI/Thinking.Psychologically/0046.html> 26 Nov. 

Hartley， B. & Viney， P. (1983). American Streamline Departures:・Anlntensive American English Course for 
Beginners. New York:Oxford University Press. 

Helgeson， M. et a1. (1991). New English Firsthand:・DevelopingCommunicative Language Skills. Hong 
Kong:Longman Lingual House. 

Hoffman， 1. (1990). Event-related potentials and automatic and controlled processes. In: J. Rohrbaugh， R. 
Parasuraman， R. Johnson Jr. (Eds.)， Event-Related Brain Potentials: Basis lssues & Applications. New York:Oxford 

University Press. 

Knowles， M. (1990). The Adult Learner;・ANeglected Species (4th Edn). Houston:Gulf Publishing 

Krashen， S. & Terrell. (1981). The Natural Approach: Language Acquisition in the Classroom. Englewood 
Cliffs:Alemany PresslRegents/Prentice Hall. 

Languis， M. & Mi1Ier， D. (1991) Integration ofLuria's Model ofBrain Functioning with Topographic Brain Mapping 

& Skill in Spatial Visualization. Educational Psychologist， 27(4):492-511. 

Lee， James F.， & VanPatten， Bil1. (1995). Making Communicative Language Teaching Happen. New 

York:McGraw-Hil1. 

Locke， J. (1993). The role of the face in vocalleaming and the development of spoken language. In: B. de 

Boysoon-Bardies， S. de Schonen， P. Jusczyk， P. McNeilage， & J. Morton (eds)， Developmental neurocognition: Speech 
and face processing in the first year of life. Dordrecht， Netherlands:Kluwer Academic Publishers. 

- 77 



14 Walter KLlNGER 

Long， M. (1994). The Role of the Linguistic Environment in Second Language Acquisition. In: W. Ritchie & T. Bhatia 

(Eds.)， Handbook ofLanguage Acquisition. Vol. 2: Second Language Acquisition. New York:Academic Press. 

Luria， A.R. (1980). Higher corticalルnctionsin man (2nd Edn). New York:Wiley. 

McCrone， J. (1991). The Ape that Spoke: Language & the Evolution of the Mind. London:Picador. 

Molinsky， S. & B1iss， B. (1989). Side by Side 2A (2nd Edn). Englewood Cliffs:Prentice-Hall. 

Nass， C， Reeves， B. et al. (1995). Social Responses ωCommunications Technologies:・Interfacedesign meets social 

psychology. Center for the Study of Language & Information， 

くhttp://csli-www.stanford.edu/csli/projects/interface9495-srct.html>15 Aug. 

Ney， J. (1996). Imagery， Verbal Processes， and Second Language Learning. JALT Journal， 18:1 (May):132-144. 

Norman， D. (1993). Things that Make Us Smart: Dej訟ndingHuman Attributes in the Age ofthe Machine. New 
York:Addison-Wesley. 

Nygaard， Lynne c.; Sommers，恥1itchellS.; Pisoni， David B. (1994). Speech perception as a talker-contingent process. 
Psychological Science， Jan， v5 (nl):42-46. 

Palmer， H. (1917). The scientific study and teaching of languages. London:Harrap. Cited in Ellis (1993). 

Paradis， M. (1994). Neurolinguistic aspects of implicit and explicit memory: implications for bilingualism. In N. Ellis 

(Ed.)， Implicit & Explicit Learning ofLanguage. London:Academic Press. 

Perecman， E. (1989). Language processing in the bilingual: Evidence from language mixing. In K. Hyltenstam & L. 

Obler (EdsふBilingualismacross the L砕span:Aspects of Acquisition， Ma似rity& Loss. Cambridge:Cambridge 
University Press. 

Pinker， S. (1994). The Language Instinct;・Howthe Mind Creates Language. New York:Wm. Morrow. 

Richman， B. (1993). On the evolution of speech: Singing as the middle term. Current Anthropology. Dec.， v34 
(n5):721-722. 

Rivers， W. (1981). Teaching F oreign-Language Skills (2nd Edn). Chicago: University of Chicago Press. 

Robinson， P. (1997). Individual Differences and the Fundamental Similarity of Implicit and Explicit Adult Second 

Language Learning. To appear in Language Learning 47: 1. 

Rost， M. (1990). Listening in Language Learning. London:Longman. 

Schneider， Walter; Shiffrin， Richard M. (1977). Controlled and automatic human information processing: 1. 
Detection， search， and attention. Psychological Review， J an， v84 (n 1): 1 ・66.

Sheen， R. (1994). A Critical Analysis of the Advocacy of the Task-Based Syllabus. TESOL Quarterly 28: 1，127-151. 

Trocme， H. (1984). Brain Research & Human Learning. SGA V Conference， Sydney， August 1984. 

Van Evra， 1. (1990). Television & Child Development. Hi11sdale NJ:Erlbaum. 

Van Patten， B. & Cadierno， T. (1993). Explicit Instruction & Input Processing. SSLA， 15，225-241 

Van Patten， B.， Lee， J.， Ballman， T.， & Dvorak， T. (1992). Sabias que...? New York:McGraw-Hi11. 

- 78 -



リスニング向上に効果のあるいくつかの要素 1 

著しい伸びを示した学生とそのクラスにみる特質と指導法

FACTORS FOR IMPROVING LISTENING COMPREHENSION 

1 はじめに

小栗裕子

Yuko OGURI 

コミュニケーション重視の英語教育の普及に伴い、従来あまり重視されなかったリスニング指導に

も近年やっと焦点が当てられるようになってきた。竹蓋 (1989)はこの遅れを、 「ヒアリングの科学

が遅れていること」と「指導の方策について、これならばといえるものが皆無の状態J(p.13) だから

だと指摘している。Mendelsohn (1994) もまた、リスニングはESLでも徐々に受け入れられるよう

になってきてはいるが、疎かにされた、充分教えられていない分野だと述べ、その理由を次のように

説明している。それは、まず学習者が毎日教師の話す目標言語(targetlanguage)を聞いており、 「リス

ニングは、敢えて教えなくても身につくものだという考えがあることj、次に「教師がリスニング指

導に充分な自信を感じていないことJ、そして最後に「従来のリスニング教材がリスニング指導には

適切でないことJ (p.10)の三点をあげている。

理論面では、リスニングのプロセスやメカニズム、他の技能との関係、母国語を聞くこととの比較

などの点について Dunkel(1991)、小池(編)(1993)、Rost(1994)、吉田 (1995)、岡 (1996)がかな

り具体的な解説を行うに至っている。しかしながら指導論とその研究に関しては、一般的な教材論、

教室内での指導論(例えば、プレリスニング (pre-listening)の必要性)、教育機器の活用法、そして評

価論などが主体で、学習者の視点に立った指導論については、ほとんど明らかにされていなし、

そこで本稿では、大学生に一年間市販の副教材およびポピュラーソングの空所補充練習問題を使用

し、リスニング指導を行った後、その中から他の者と比べて顕著な伸びを示した学生を抽出し、この

ような学生が意識的に、あるいは無意識のうちにどのような学習法やストラテジーを用い、どういっ

た指導法を好むのかその共通点を考察した。
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2 目的

(1) 4月から12月までの聞にリスニング能力が顕著に伸びた学生の特質を知る

i.他の学生と比べて特別な学習を行ったか

11. どのような学習法を用いたか

III どの学習法(ストラテジー)で向上したか

( 2 )上記の学生にとって教材はどのよつな役割を果たしていたか

1.教材のレベルについて(適切で、あったか)

11.内容について(興味を引くもので、あったか)

iii.その教材の教授法について

小栗裕子

( 3 )クラスの雰囲気(緊張感の有無あるいはリラックス度)はリスニング向上とどのような関

係にあるのか

( 4 )教室風土の特徴

( 5 )学生の立場からみて効果的だと考えられる指導法

3 方法

3. 1被験者

滋賀県立大学の一年生 2クラス 計85名(基礎科目としての英語を週一回受講一この学生達はもう

一時間英語を母国語とする講師による英会話のクラスを受講)

Aクラス(理系) : 47名 Bクラス(人文系) : 38名

3. 2手順

(1) r教材」

副教材は LIFESTγLES:U. S. andJapan. Vance E. Johnson. (Macmillan Language House)を使用した。

この教材は、日本と米国の学生生活や余暇の過ごし方等身近な話題から、社会問題まで広範囲に渡り

比較した20章から構成されている。最初のページには内容についての理解力を問う問題、次のページ

にはその比較を数字(パーセント)で聞き取る練習から成り立っており、毎回提出するのに便利なよう

に切り取り線が付いている。1994年発行のこの教材は、新しい情報が期待できること、筆者自身聞

いてみて大変興味を持ったこと(例えば日本と米国の大学生は一日をどのように過ごすのか、その行

動の比較)、最初に絵や図が多く掲載されているので、ある程度内容の予測が可能なこと、そして話

す速度が自然であることで選択した。

( 2 ) r授業内容j

毎回30分から40分上記の副教材や、ポピュラーソングの空所補充練習のワークシート(筆者作

成)を用いて、リスニングの授業を一年間行った。後半の50から60分はリーデイングに当て、両ク
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3 

ラスとも教科書は違うが、主に異文化理解の内容を要約することに重点をおいて指導した。最初の計

画では、毎回副教材を使用しようとしたが、学生のレベルよりかなり難しい教材だとわかり、ポピュ

ラーソングのワークシ トを隔週導入することにした(この指導法については、小栗(1996)に詳

述)。副教材は、できるだけ学生の身近な、そして興味のある章を適宜選び、すべての章を順に終え

たわけではない。また 2つのクラスの専攻が全く違うので、このことも考慮に入れ、時には別々の章

を選択した。今回は内容の性格上、また時間の関係でプレリスニングよりもポストリスニング (post-

listening)に重点を置き、内容からまたは数字から何が読み取れるのか、日本と米国との違いは何か等

答え合わせの後話し合う機会を設けた。そして、学生が何かコメントを発表すれば加点することに

し、学生の積極性に期待した。

副教材は、毎回100から 150語程度の日米を比較した説明文、及びそれに対する質問を三回聞か

せた。一回目はおおよその内容をつかみ、どんな質問に答えるのかに注意をはらうこと、二回目には

質問に答えること、そして 3回目は答の見直しができるようにと指示を与えた。パーセントを聞き取

る問題は数字を書き込むだけなので、ここでは内容を二回だけ聞かせた。この手順をできるだけ守っ

たが、時には学生の様子をみて、難しいと思われる章では一回余分に聞かせた。この後答え合わせを

行ったが、答は学生が自主的に発表する形態を取った。最後にもう一度全体を聞かせ、この時「どう

して間違えたのか、どこを見落としていたのか注意して聞くように」と指示した。そして学生が答え

られなかった質問に対して、テープを止めて説明した。ポストリスニングでは、上記に述べたような

内容に対するコメントや、本文に関する質問とは特に関係ないことで気がついたことなど、自由に発

言させた。これが点数につながるからか、あるいは学生の身近な話題であるためか、時には 10名近

くの学生が様々な意見を発表した。 もちろん、あまり反応のない場合もあったが。 毎回20~25点を

満点とし提出する形をとったが、これが学生達の出席点となることを最初の授業で詳しく説明した。

( 3 ) r調査方法J

i. ~:患解;力テスト

JACETの BASICを使用した。これは、日本の大学生の基礎的な英語の聴解力を試すために開発さ

れたもので、今日の大学生の実態を踏まえた上で難易度が設定されている。時間的にも約 40分で終

了できるし、年 2回春と秋に実施されているので、学生の習熟度が測定できることが選択理由であ

る。テストは4つの部分から構成されており(各10問ずつ)、全問4肢選択となっている。

Part 1: 絵や写真を見ながら、内容の一致するものを選ぶ問題

Part 2: 質問を聞いて、その答を選ぶ問題

Part 3: 二人の対話を聞いて、それに関する質問に答える問題

Part 4: 少し長めの説明文を聞いて、その内容に関する質問に答える問題
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ii. 実施

事前テスト:Form Aを1995年4月中旬 (学期が始まって 2回目の授業中)

事後テスト:Form Bを1995年12月初旬 (4月から数えて22回目の授業中)

iii.アンケー卜調査

小栗裕子

一年終了時 (1996年2月)全員に上記目的に照らしたアンケートを実施し、その中で顕著に伸びた

学生がクラス全体または伸び、なかった学生 (事後テストが事前テストより悪かったもの)と比較し

て、どのような学習法やストラテジ一、または指導法で効果をあげたのかその共通点を分析した。

3. 3 JACET事前テスト及び事後テストの結果

(1) 全体での平均点及び標準偏差

(n =85) 

平均値 標準偏差 最小値

4月 46.52 7.71 31.00 

12月

最大値 平均差

66.00 

(得点は開拓相::]ACET係より返送されてきた標準点を使用)

p値 (t検定)

(.0001 

顕著に伸びた学生とは、度数分布グラフ(図1)により 11点以上の伸びを示した学生と定義し、 17

名を抽出した。 (尚、 4月の標準点のヒストグラムはほぼ正規分布を示していた)

25 

20 

15 

10 

4月から 12月までの得点の伸びを示す 図l

14.9 18.4 点)
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上記学生の 4月のJACET評定による SABCDの内訳は次の通りである。

A(上位24%) 1名 B (上位38%) 2名 C (下位24%)11名 D (下位 7%) 3名

( 2 )クラス別にみたJACET事前テスト及び事後テストの結果

Aクラス理系(n=47)

平均値 標準偏差 最小値 最大値

4月 46.21 7.86 31.00 66.00 

12月

Bクラス 人文系(n=38)

平均値 標準偏差 最小値 最大値

4月 46.90 7.60 32.00 64.00 

12月

平均差 p値 (t検定)

<.0001 

平均差 pイ直 (t検定)

<.0014 

5 

Aクラス、 Bクラスというクラス別の平均値等は当初計画されていなかったが、分析をしているうち

に全く同じ指導法で、同じ教材を使用したにもかかわらず、事後テストの平均差にあまりの聞きが

あったので (4月の得点はほとんど変わらなかった)、このようにクラス別に分け、クラス内での特

質についても考察することにした。

4 アンケート結果と考察

(1) 4月から12月までの聞にリスニング能力が顕著に伸びた学生の特質を知る

i.授業以外に特別な勉強をしましたか。 はい いいえ

A クラス 全体 (n=47)

顕著に伸びた (n=13)

伸び、なかった (n=6) 

Bクラス 全体(n=38)

顕著に伸びた (n=4) 

伸び、なかった (n=11)

51% 

54% 

33% 

26% 

25% 

27% 
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67% 

74% 

75% 
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ii.特別な勉強とは具体的に何ですか。

-ラジオの英会話講座を毎日 (20分)聴いたし、時々市販の英語のテープも聴いた 0

・テレピやラジオの英会話講座を毎日ではないが、見たり聴いたりした。

小栗裕子

-自分が持っている英会話テープを繰り返し何度も聴いたし、授業中に聴いた歌のテープを家で

何度も聴いた。

-不定期だができるだけ時間を取って、英語の曲のCDを聴いた0

.週3回ラジオの英会話講座を聴いた。

-特に決まっていないが、英語の歌を聴くようになった。 (2名)

・ゆっくりとした発音の英語の歌を集中して聴いた。

iii.あなたの伸びた理由は何だと思いますか。

a.毎週リスニングのテストがあったからだと思うし、歌のリスニングが楽しかったのでやる気が出

たのだと思う 。

b.今まで聴かなかった洋楽を聴くようになり、その歌調があればそれを見ながら聴いたから。

c.英語の雑誌を読んだり、英語の歌を頻繁に聴くようになり、英語に対しての苦手意識を薄めてい

こうとしたから。

d.英語の歌が好きになった。英語に慣れた。英語に抵抗がなくなった。

e.授業で自分のリスニング能力の弱さを感じたので、洋楽を聴く時単語を意識して聴いたり、映画

も必ず字幕を見て英語の理解に努めたから。

f.少しずつリスニングのこつがわかってきたため。

g.授業中のリスニングに興味を持って聴いていたから力がついたのだと思う 。

h.高校時代はリスニングに縁がなかったが、大学の授業でリスニングをするようになったので、伸

びたのだと思う 。 (2名)

i.今まで、見なかった洋画を英語で見るようになったし、聞き流していた洋楽は、歌詞カードを見て

意味を考えたりした。 (3名)

L授業中の歌などで英会話そのものに興味を持ち、英語を話せ聞けるようになりたいと思うように

なったこと。 (2名)

リスニングは「浴びる」ように聞く必要があるのに、わが国の学校教育では、その指導のための時

間があまりに少な過ぎると竹蓋 (1984:106)は述べているが、この結果からみる限り、顕著に伸びた

学生や得点を伸ばしたAクラスにも、時間と伸びとの有意な相関関係は認められなかった。それより

もむしろ吉田研作 (1989:5)が指摘しているように、英語の「洪水Jに浸るだけではダメで、認知的
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にも情緒的にも最も「適切なインフ。ツ トJ (p. 7)、つまり、自分のレベルにあった、興味を持てる内

容に出会って初めて「やる気Jが出、 「向上」がみられるのではないだろうか。これは特別な学習を

し、ひたすら「聞いたJ学生があまりいないにもかかわらず、伸びた理由の最も多いのが「興味を

持ったjや「楽しかったからJ (14名中 5名-a.d.g・j.)であるのをみても明らかである。

また、伸びた学生は楽しみながら自分の勉強法を見つけ(例えば b.やi.の聞き流していた洋楽

は、歌調カードを見て意味を考えるようになったや、 e.のように映画は字幕を見て理解できるように

努めた。)、それが向上につながったということもできる。これら b.i. や e. の学習法は、 Oxford

(1990)のストラテジ一分類法に従えば、メタ認知的ストラテジー (metacognitive)に属し、リスニング

の「こつがわかってきたjを理由にあげた学生は、具体的な記述がないのが残念だが、これも認知的

(cognitive)またはメタ認知的ストラテジーの範曙に入るといえよう。

ここで言えることは、リスニングは量を聞くことも大切であろうが、それ以上に情意面を考慮する

必要があるということである。そのためには、毎回教材を使用し、リスニング練習を行うよりも、む

しろ時には学習者が興味を持ち、楽しみながらリスニングのできるポピュラーソングの空所補充練習

などが、有用であろう 。

( 2 )教材は顕著に伸びた学生にとってどのような役割を果たしているか

i.レベルについて(r易しかった」及び「非常に易しかったJ項を選んだ、者はいなったので省略)

非常に難しかった 難しかった 丁度よかった

Aクラス全体(n=47) 4% 53 % 43 % 

顕著に伸びた 0% 54 % 46 % 

伸び、なかった 0% 67 % 33 % 

Bクラス全体(n=38) 13 % 47 % 40 % 

顕著に伸びた 0% 50 % 50 % 

伸び、なかった 18 % 
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ii.内容について(r全く興味を持たなかったJを選んだ者はいなかったので省略)

非常に興味を 興味を持った どちらでもな あまり興味を持

持った Uミ たなかった

Aクラス全体(n=47) 11% 76 % 11% 2% 

顕著に伸びた 0% 

伸びなかった 0% 

Bクラス全体(n=38) 19 % 76 % 5% 0% 

顕著に伸びた 25 % 75 % 0% 0% 

伸び、なかった 0% 

iii.教授法について ( r全く効果的で、はなかった」を選んだ者はいなかったので省略)

非常に効果的 効果的だ、った どちらでもな あまり効果的で

だ、った し、 はなかった

Aクラス全体(n=47) 21 % 64 % 15 % 0% 

顕著に伸びた 0% 

伸び、なかった 0% 

Bクラス全体 (n=38) 5% 82 % 11% 2% 

顕著に伸びた 0% 100 % 0% 0% 

伸び、なかった 0% 

竹蓋 (1984)は、教材の精選の項で「教材の作成、提示にあたって最も大切なことのひとつは、あ

まり難しくもなく、またあまり易しすぎもしないことであるJ (p.148)と言っているが、伸びなかっ

た学生の「非常に難しかったJr難しかった」を選んだ、率が一番多かったこと、著しい伸びを示した

学生の「ちょうとご良かったjが最も多かったことから考えても、これは的を得た指摘であろう 。しか

し、教材の内容についてのアンケート結果をみると、伸びなかった学生の「非常に興味を持ったJ

「興味を持ったjの率が一番高いことや、顕著に伸びた学生の中に「どちらでもないjが16%いる

ことから判断すると、ある程度内容に興味や関心があれば教材としては適切とみて良いのかもしれな
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い。言い換えれば、教材を選ぶ場合、まず学生のレベルを重視し、現在の彼らの実力より少し難しい

ものを考えながら、次に内容についてで、きるだけ学生の興味や関心のあるものを選択すると良い、と

いえるのではないだろうか。もちろん我々が母国語で話しを聞く場合でも、輿味のない話題は聞きた

くないことを考えた場合、教材の内容選びには充分慎重を期する必要がある。

教授法に関しては、大半(85%)が効果的だ、ったと感じていることから、本稿の総括の部分にあたる

教育的示唆の項で、改めて述べたい。

( 3 )クラスの雰囲気について

非常にリラッ リラックスして どちらでも 緊張してい 非常に緊張して

クスしていた いた ない た いた

Aクラス全体 (11=47) 4% 34 % 19 % 41 % 2% 

顕著に伸びた 8% 

伸びなかった 0% 

Bクラス全体 (11=37) 0% 16 % 35 % 43 % 6% 

顕著に伸びた 25 % 

伸び、なかった 9% 

一般的に、語学の教室での緊張感(tension)や不安感 (languageanxiety)は他の教科より高いと言わ

れ、これが大き過ぎると学習の妨げになるといわれている (Horwitzet al.: 1991， Price: 1991， MacIntyre 

&G紅白er:1991)0 Price (1991)は、自分の教えているフランス語の学生にインタビューを行った結果、

受講者が最も不安に感じることは、クラスメイトの前でL2(この場合はフランス語)を話すこと、次

に発音で間違いをおかすこと、そして効果的にL2で話すことができないことだと報告しているが、こ

の場合すべてがスピーキングに関する不安感である。このアンケート結果から見ると、リスニングの

ようにあまり「できばえJ(perfonnan叩)を披露する作業でないにもかかわらず、ある程度の緊張感が

{半っていることがわかる。

しかしながら、学生のアンケート結果をみると、顕著に伸びた学生に「緊張していたJi非常に緊

張していたJが多く、伸びなかったグループに「非常にリラックスしていたJiリラックスしてい

た」が多いことにも気づく 。Scovel(1991)によれば、不安感にも二種類あり、一つは意欲を削るもの

(debilitating anxiety)、もう一つは意欲を高揚させる (facilitatinganxiety)もので、不安感が助けになるの

か妨害となるかは、その個人の資質によることが多いということである。リチヤード・アマト(1993)
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が指摘しているように、あまりリラ ックスし過ぎるとその個人を不活発な状態にし、少々の緊張感は

むしろその個人を最適に気の張った状態にしているのかもしれない(p.62)。いずれにしろ、著しい伸

びを示した学生の半数が「緊張していたjと答えているのは、まさに最適に気の張った状態であった

と推測してよいだろう 。

( 4 )このクラスで気がついたこと(教室風土の特徴)

Aクラス

-クラスの雰囲気が良かったし、楽しかった

・クラスが積極的で、良かった

-適度な緊張感があり、授業のやり方が良かった

.テキストから色々なことを考えることができた

Bクラス

-積極的でなかった

.和やかなクラスでよかった

緊張感があり過ぎた

いい刺激になった

名

名

名

名

Q
U

門

i

つ

山

喝

i

1 0名

4名

4名

3名

Aクラスと Bクラスの最も異なるところは、 Aクラスが「積極的で良かったJ1""雰囲気が良かった

し、楽しかった」に対して、 Bクラスは、 「積極的で、なかったJ1""緊張感があり過ぎたjと対照的な

ことを書いているところである。Ely(1986)は、スペイン語を受講している大学生75名を被験者にし

て、教室内での不安感や緊張感(discomfort)、危険を冒すこと(巾k-taking)、打ち解けた教室内の雰囲気

(sociability)、授業への参加 (participation)、そしてスペイン語の上達度 (proficiency)との関係を調べた。

そして、教室内で敢えて危険を冒すことが授業への積極的参加を予測し、ひいては上達度につながる

という結果を得た。反対に教室内での不安感は、敢えては危険を冒さず、打ち解けた教室内の雰囲気

を作らず、それが授業への積極的参加に否定的に影響すると述べている。これは、単に危険を冒せば

それで、授業への積極的参加が可能になり、 L2が上達するというのではなく、まず学習者が教室内で

安心して危険を冒すことができる心理的に不安のない環境を作ること、そこで初めて彼らは授業への

積極的参加ができるとEly(p.23)は結んでいる。

このアンケート結果をみても、 Bクラスは緊張感があり過ぎたために、積極的になれず語学習得で

大切な「危険を冒す」ことも敢えてしなかった(できなかった)。それが、この結果につながったと

推測できる。Aクラスにも緊張感はあったが、同時に打ち解けた雰囲気もあり、それが学生を積極的

にし、上達に結びついたのであろう 。
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( 5 )全員のアンケー卜による効果的だと思った教授法

Aクラス

(*印は顕著に伸びた学生の答)

-歌の穴埋めは興味も持てるし、友人と相談できるので楽しかった

また文の構成も考えるようになった

.教材の内容がおもしろかった

. 3回繰り返しテープが聴けるので集中できた

.点数にでるので上達するのがわかった

-発言しないといけなかったので自主的でよかった

-どこに注意して聞き取ったら良いのかわかってきた

.毎週テストがあったので、引き締まって勉強できた

.答え合わせの後でもう一度聴けたところ

-時間の配分が非常に良かった

-刺激のある、気持ちの良い雰囲気だ、った

Bクラス

・歌の穴埋めは楽しかったし、その選曲も良かった

-何度も聴くことができたので、大まかなことがわかるようになった

.興味のある題材が多かった

-毎回リスニングのテストがあった

-答え合わせの後でもう一度聴けたところ

.一回のテストではなく全体評価だった

-テキストのレベルがちょうど良くて嫌にならなかった

.形にとらわれない授業だった

5 教育的示峻

1 2名**

6名**

3名

2名*

2名*

2名*

l名*

l名*

1名*

l名

1 3名

3名**

3名

2名*

2名

2名

l名

l名

11 

著しい伸びを示した学生及び、大半の学生が効果的だったと答えている(2 )の i、そして全体のア

ンケート結果(5 )から効果的だと思われるリスニング指導法を大きく三点にまとめると次のように

なる。

1 .リスニング指導においても学生の中にはかなりの「緊張感Jがあり、それを可能な限り少な

くすること

Oxford (1993)はリスニングに生じる緊張感は、特に視覚的な学習者 (visuallearner)に多く、聞い

たことはすべてわからないといけないと考え、これが緊張感や不安感の原因になると指摘している。
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この緊張感を取り除く方法として、彼女は一語一語理解しなければリスニングは不可能ではなく、内

容を推測したり、予測することを学習者に教えることが必要だと述べている。Oxfordはさらに情意的

ストラテジー (affectivestrategy)の使用も助言している。これは不安や緊張感を軽減することが中心

で、例えばリスニング開始時に深呼吸をすることなどがあげられる。

また、教師の役割も見直す必要がある。縫部 (1985)は教室の肯定的風土を「暖かい、支持的、信頼

的、自由で安全な、非脅威的、許容的、非評価的J(p.88)だ、と述べているが、このような教室風土を形

成するには、従来の権威的な教師の役割は学生を萎縮させるだけであろう 。Zomyei(1996)は「学習

者を動機づける10訓J(Ten Commandments for Motivating Lan別ageLeamers)のなかでその 4項目までを

「快適で、友好的な雰囲気を作るJ["ユーモア、楽しみやゲームを授業に取り入れるJ["肯定的な

フィードパック (feedback)や励ましによって学習者の自信を育てるJ["学習者との聞の信頼関係を培

う」と情意面の動機づけに与える影響力を強調している。

Price (1991)のインタビューした学生達も、緊張感を少なくするために、次のような事項を教師に求

めている。それは、できるだけベアー (pair)か、小人数でのタスク (task)がいしミこと、クラス内でお

互いをよく知ることはそれだけリラ ックスできること、学習者には多くの励ましが必要なこと、間違

いをおかすことの大切さを折につけ思い出させてくれること、そして教師は、権威的であるよりもむ

しろ学習者を助ける友人のようであって欲しい(p.107)と、特に最後の教師の役割について強く望ん

でいる。

2.ポピュラーソングの空所補充練習は、動機づけや打ち解けた雰囲気作りには非常に効果のあるこ

と

効果的だと思った指導法のアンケート結果(記述式)で最も多かったのが、ポピュラーソングの空

所補充練習で、両クラスとも 30%近くが楽しかったし、興味も持てると書いている。聞きやすい、で

きるだ、け学生の知っている最近の曲を選んだこと、そしてお互いに答を相談できたことが、 「楽し

かった」という結果につながったのであろう 。 この練習を時には10~15人を一つのグループとする

グループ対抗にし、各グループが答を黒板に書き、その正解により点数を競う方、法を筆者は時々行っ

ている。これは、グループ内でお互いが答を相談し合い、その中でただ耳から聞くだけでなく、文脈

からそして歌の内容から、空所を埋めるストラテジーを学ぶことも可能となるし(文の構成を考える

ようになったというコメントは、学生自身がリスニングの過程で、自然にストラテジーを身につけた

ことを示している)、グル プで話し合うことにより、交友的雰囲気や協調性も生まれ、緊張感を軽

減する役割も果たすことになるであろう 。このグループ活動をできるだけ早い時期 (4月や 5月)に

多く行い、学生がお互いに知り合う機会になれば、打ち解けた雰囲気作りにもなる。

3.ある程度長い英文を聞かせる場合は、同じ内容を二、三度聞かせると効果のあること

この場合、始めの段階で学習者に三回聞くことができることを伝えておけば、聞き手は最初に大ま
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かな内容をつかみ、二回目にはそれを補い、最後にはより具体的に内容を聞くことができるようにな

るであろう。正式なテストが一回のみのリスニングで評価されるにもかかわらず、何度も内容を聞か

せることに筆者は不安を抱いていたが、学生の反応は、何回も聞くことにより彼等自身聞き取りの

「こつjのようなものを習得したようである。また予め三回聞けることを知っていれば、一回しか聞

けない時のような過度な緊張もなくなるであろう 。

岡(1996)は、リスニングの授業はテストの連続という形式が多く、答え合わせをするごとに生徒は

一喜一憂する (p.58)と述べ、プロダクトとしての答だけでなく、そこに至るプロセスを重視すべきだ

と指摘している。答え合わせが終りそれで、終ったのではなく、最後にどうして間違えたのか、次回聞

く時にはどこに注意したらよいのか気をつけながら聞く機会を与えることも、大切な指導法であろ

つ。

6 おわりに

リスニング向上に効果のある指導法を、著しい伸びを示した学習者とそのクラスの視点からまとめ

た。彼らの多くが、毎日ラジオやテレビの英会話講座をひたすら聴いたというよりは、むしろ授業で

使用したポピュラーソングの空所補充練習でリスニングを楽しいと感じたり、毎回のリスニングの授

業で英語自体に興味を持つようになり、それが動機づけとなったと自分の伸びた理由について述べて

いる。そして打ち解けた雰囲気のAクラスに、そのように著しい伸びを示した学生が30%近くいたこ

とは、いかに教室風土が言語習得と関係しているかを知実に示している。可能な限り教室内での緊張

感を排除し、学生が積極的に授業に参加できるような雰囲気作りをすることがリスニングを始めるに

あたり、まず考慮すべきことであろう 。

また今回の研究では、クラスサイズについても人数の多い47名のクラスの方が、 38名のクラスの 2

倍の伸び率を示しており、リスニングにおいては、ある程度の人数でも指導法次第で効果が期待でき

ることカfわカミった。

リスニングに関する本格的研究は、 Dunkel(1991)が infancy(p.4 4 5)だと表現しているように、最近

始まったばかりであるo 本研究は、同じ指導法でもなぜ顕著に伸びる学生がいるのか、彼等はどのよ

うな指導法を好み、どの学習法で著しい伸びを示したのか、その疑問から始まった。被験者の少ない

こと、教師と学生との「教育」ゃ「価値観」に対する考え方の違い、金谷 編 (1995)が指摘する

ように教師の「人柄・性格」の影響力、英語に対する「意欲J等、詳細にわたり分析することができ

なかったので、この点については、今後さらに研究を続けていきたい。

本稿は平成8年 8月2日、仙台市で開催された第22回全国英語教育学会仙台研究大会で、筆者が発

表した「リスニング向上に効果のあるいくつかの要素jに加筆訂正したものである。
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Abstract 

百1Ispaper examines some effective ways of teaching listening techniques. The research has 

been conducted to find out which techniques and strategies are effective for learners to improve 

their listening comprehension. 17 students (out of 85) who have improved their listening ability 

significantly after taking a once-a-week English c1ass have been chosen to analyze their favorite 

techniques and s住ategieswhich helped them to improve their listening ability. 
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グリルパルツアーの『嘘吐く者に災いあれ!jについて

Grillparzer's Weh dem， der lugt! 

深見茂

Shigeru FUKAMI 

以下の小論は、十九世紀オーストリア文学を代表する劇作家フランツ・グリルパルツアーFranzGrillparzer 

(1791-1872)の喜劇『嘘吐く者に災いあれ!J Weh dem， der lugt! (1 8 3 8年3月6日初演)の分析を通

じ、十九世紀ドイツ語圏文学における中心的主題の一つであった近代個人主義懐疑の問題が、グリルパル

ツアーにおいては、どのような形をとって表出していたかの一端をかいまみることを目的とする。これは論

者にとっては広く十九世紀ドイツ語圏文学の現代的意義を探ろうとする試みの一部をなすものである。

1 

まず、作品の梗概は次のごときものである。

時代は資料となった記録lの内容から判断して、おそらく六世紀後半。シャロン・シユール・マルヌ市

の僧正グレーゴルの苦悩は、ライン河の東に住むゲルマンの蛮族に人質として捕らえられている最愛の甥

アタルスの運命であった。すなわち一年前、ようやく蛮族との和議が結ぼれた時、敵味方は互いに破約さ

れることを恐れて、人質を交換したのであるが、当方すなわちフランケン側から差し出した人質のなかに、

グレーゴルの最も愛している甥アタルスも加えられていたのであった。これを救出するための代価を貯蓄

すべくグレーゴルが自分の生活費や食費を削っても、やっと十分の一程度しか貯えることができないでいる

のを見兼ねた、僧院の食堂コック見習いである青年レーオンは、アタルスを敵地から救出してくることをグ

レーゴルに申し出る。それに対しグレ ゴルは、人間の最大の悪は虚言である、とし、救出に向かう条件と

して、いかなる時にも一切虚言せぬことをレーオンに誓約させる。それが、この喜劇の表題 『嘘吐く者に災

いあれリの意味である。この約束を文字通り守ることによって、ある時は、まさかと思わせ、ある時は、

元談と思わせ、以て却って敵の信頼を得たレーオンは、敵将カットヴアルト伯爵とその娘エドリータに接近

することに成功する。但し、蛮族のゆえか、言語も片言しかしゃべれぬ怪物で、あり、かっ、父カットヴアル

ト伯が定めた、エドリータの婚約者でもあるガロミールのみは、レーオンを当初から断固として信用して

いない。かくてグレーゴルの甥アタルスとも接触し得たレーオンは、ついに、その夜催された宴会で、レー

オン手作りの料理と酒に酔い潰れて、皆が寝込んだ隙に、各所に追跡を妨害する細工を施したのち、アタル

スを連れて脱出する。その際、蛮人の婚約者を嫌い、レ オンを愛しはじめていたエドリータが脱出を密か

に補佐し、逃亡に加わる。逃れでた三人がガロミールを中心とする追っ手の追及から、これまた虚言を一
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切弄しないとの条件を実行することにより、奇跡的に難局を脱するこつばかりのエピソードを経て、無事、

味方が占領しているメッツの城に到着する。グレーゴルの手にアタルスを引き渡したレーオンは、エドリー

タと結ばれ、かくて喜劇は型通り、婚姻という祝いごとをもって目出度く幕となる。以上である。

2 

伝統的な古典喜劇のさまざまな手法を踏襲して作り上げられたはずの、この喜劇が、上演されるや、観

客の非常な不評を蒙り、三回のみをも って上演は打切りとなったのみならず、グリルパルツアァーは以後、

創作活動は続行はするけれども、 一切の自己の新作を発表することは拒否し、いわば公的には筆を折った

形で生涯を終わる。このように劇作家としての決定的な運命の転換点をなすにいたったこの喜劇は、単に

グリルパルツアー自身に関してのみならず、およそ十九世紀ドイツ語圏演劇、はたまた文学全般の本質と

その展開にかかわる考察にとっても、極めて示唆に富む、興味津々たる素材であることは明らかであろう。

本小論も、この点に関する一つの寄与を試みようとすることを目的とするものであるのだが、その前に、な

ぜこの作品か不評に終わったかを、従来の諸研究に拠りつつ、簡略に瞥見しておかねばなるまい2。

1 834年 10月の『夢もまた人生JDer Traum ein Lebenの大成功ののち、久しくこの作家の次作を

待ち焦がれていた観衆が、ついに 1838年3月、それも本来悲劇作家として通っていたグリルパルツアー

が(もちろん喜劇作品も創作してはいたが)、今回は喜劇をヲlっ提げて登場したことに、異常なほどの期待

感を持って臨んだだけに、その不評は一層際立つたようである。まず、貴族階級は、料理見習いレーオン

と、蛮族とはいえゲルマンの伯爵カットヴアルトの令嬢との婚姻に拒否反応を示したという。他方、もっと

単純な一般観衆は、ネストロイ風のドンチャン騒ぎの喜劇に慣れ親しんでいたため、真実と虚偽の聞を遊t

する繊細な様式と、そこで交わされる頭脳的で精織な言語遊戯について行けず、失望したという。そのう

え、上演した俳優たち自身も、この作品の本質を理解できず、エドリータは情感に欠け、ガロミールは余り

にもその愚鈍さのみが強調されてしまった由、これはグリルパルツアーが自ら俳優たちを非難しての言葉で

ある。ただ、当時の最も好意的批評が、グリルパルツァ の喜劇は高尚すぎて、観衆はこうした「文学的喜

劇jについてゆけるほとマの教養を身に付けていなかったのだ、との見解を示して、後世に対し辛うじて面目

を保っている程度であった。

3 

さて、以上のような失敗の原因のうち、貴族階級の反応と、俳優たちの作品解釈の失敗とは、今日、も

はや考察に値しない時代的現象と申してもよいかも知れないが、残る一つ、つまり真実と虚偽をめぐる繊

細な遊戯に対する一般大衆の理解不能の問題は、極めて興味ある今日的テーマでもあろう。なぜならば、主

人公レーオンは、まさに一切の虚言を排することによってのみ、敵を欺きおおせてきたからである。喜劇の

本質として、世界の調和の復元が最終場に用意されねばならぬ必然、↑生から、第四幕、第五幕においては、ま

さに虚言を排し、真実を告白することを通じてのみ奇跡的に主人公らは危難を免れて終わる(第四幕では、

カットヴアルト伯に対し密かに敵意を抱く船頭は、レーオンが伯の手から逃れて来たことを告白したことに

よって、彼らの生命を奪うことを止め、却って対岸に渡してくれることとなっている。また、第五幕では、

メッツの城が、グレーゴルらフランケン一族の手に落ちていたからこそ、レーオンが、自分たちの素性を正
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グリルパルツアーの I嘘吐く者に災いあれ!jについて 3 

直に明かすや、直ちに開門して彼らを救出してくれるからである)が、作品の中心部をなす、敵城内におけ

るレーオンの「真実Jは、ことごとく敵によって「虚言」ないし「冗談」ととられたからこそ、「嘘吐く者

に災いあれ!Jの警告格言が有効となるという、逆説をなしているからである。

実に、ここで我々は十八世紀以来今日までの二百余年に及ぶ、ヨーロッパ近代個人主義と言語との関わ

りの問題の中枢にはまりこんでいるのであり、ここにこそ、グリルパルツアアー自身のこの問題への転機、

そして、更に広くは十九世紀ドイツ語圏文学全体の転機がひそむ所以がある。従ってまた、只に不評によ

るのではないもっと深刻な、人間の存在自体の価値観の震掘に由来するグリルパルツアァーの沈黙開始と、

新しい道への模索の苦闘の開始との原因を、我々は、この作品の中に求めねばならぬ所以もあるのである。

4 

といっても、問題がそれほと複雑なわけではない。レーオンは敵地において嘘を吐くことなくして敵を

欺き得たのは、何故であろうかを問えば、答は簡単である。すなわち、レーオンの発話内容を真実であるか

虚偽であるかを定める者は、発話者自体、すなわちレーオン自身ではなく、他者、すなわちカットヴアルト

伯を中心とする敵たちであったからである。

すなわちこの問題を 1977年(口頭発表は 1975年)、ホフマンの f砂男』を扱った論文において

フリードリヒ・ A.キトラーは、次のように定式化している。

しかしながら、「文は人なり」というのは間違いで、むしろ、「文はそれが発話された相手の人なり」

というべきなのである。文学と読者層との間の言説(ディスクール)と返答とは、フロイトが、レム

ベルク・クラーカウ間の汽車に乗った二人のユダヤ人について伝える、あのウイットの論理に従うも

のなのである。

「おまえ、どこへ行くんかねJと一方のユダヤ人がたずねた。「クラーカウさ」という答。「おま

えは、なんちゅう大嘘吐きだJとそれを聞いた相手は激昂して言った。「クラーカウへ行く、とお

まえが言えば、ああ、こいつめは本当はレムベルクへ行くんだな、とわしが信じるだろうと、お

まえ、思っとるんだろう。しかしわしは編されんぞ。おまえは本当はクラーカウへ行くつもりな

んだろう。ゃい、それなのに、おまえ、なぜ嘘を吐く J3 

グリルパルツアーの[嘘吐く者に災いあれリが上演されてより百四十余年を経て我々はここに「言は

人なりJとの近代個人と言語との一体性と真実性を高らかにうたいあげたフランス人ピュフォンの格言が、

キトラーによって(それは実は彼の師ジ、ヤツク・ラカンによってなのだが)4、完全に逆転せしめられ、近

代個人という幻想の否定と、人格の他者依存性と状況依存性の主張へと百八十度転倒せしめられているの

を見るのである。

今日の我々は、人間の個性が幾千万の同胞のなかにたち交じっても、唯一無二の存在であるとか、人間

の人格と個性とは、人が生まれてより死ぬまで、同一性を維持し得て、発展成長完成するとか、それゆえ、

人間は自己の一切の言動に対し、自覚と責任とを持つべきであり、かつ持ち得る、とかいった徳目などもは
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や信じてはいない。そのようなことを今尚、主張するのは、常に二歩も三歩も時代に遅れる保守性を特徴と

する刑法か、あるいは校長先生か、お人好しのアメリカ人くらいのものであろう。

そして十九世紀中葉ヨーロ ッパのあらゆる精神文化は、まさにこの転換期にさしかかっていた。つまり、

言語の主体との同一性、それゆえ、その言語を通じてのみ確認され保証され得るものである人格とその統

一性、一言をもってすれば近代個人主義の中枢部分が揺らぎはじめ、言語の他者性の可能性、つまり、言語

を通じて確認され保証され得るものは、主体ではなく、主体の他者依存性ではなからろうか、との深い疑惑

と絶望感が生まれつつあった5。従って、 『嘘吐く者に災いあれ!Jにおいて極めて伝統的な喜劇の形をとり

ながら6提起された、言語懐疑のテーマは、たといそれとの自覚はな くとも一般大衆に大きな衝撃を、それ

ゆえ不快感を与えたことは、時代精神を顧みれば容易に理解し得るのではなかろうか。

5 

では、この言E昔懐疑、従って近代個人主義懐疑に対し、グリルパルツアー自身はどのような態度をとっ

たのであろうか。虚無的絶望を提示して終わったのか、それともなんらかの救いの道を示したのであろう

か。我々は、作品研究の正道として、その答を再び I嘘吐く者に災いあれリ自身の中に求めなければなら

ない。

すなわち、その回答は作品において、レーオンの真実を見抜いていた二人の敵方の人物の中に求められ

得るであろう。そして、その二人は、互いに全く違った方向からではあるが、共に言語を信じない人々であ

る。つまりその一人とはエドリータであり、他はガロミールに他ならない。第二幕の終わり近く、逃走しよ

うとするレーオンとアタルスのために、城門に鍵を差しておいたエドリータは、天使の仕業かといぶかる

レーオンの前に姿を現して言う。

エドリータ(早くから姿を見せていたが、今や歩みでて): 

おあいにくさま。人聞が嘘偽りで、事を運ぼうというのに

どうして天使などが助けの手を差し伸べてくれるもんですか。

レーオン:

嘘偽りだって?

エドリータ:

レーオン:

ああ、だけど、それを隠そうとしたことなど一度もないよ。

あなた、逃亡しようとしてるんでしょ?

エドリータ:

ええ、そうでしょうとも。

でも、だからと言って、自分がまことを通しているとでも思っているの。

たとい、あなたがどんなに、いつでも本当の事を語っていても

(手を胸に置く)

ここで、ちゃんと感じ取っているのよ、わたしを崩しているなって7。

oo
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グリルパルツアーの『嘘吐く者に災いあれ!Jについて 5 

ここで対話するこ人の発話者の状況は、さきに挙げたフロイトのウイットと全く同じであるにもかかわら

ず、主体に対する他者の関係の、なんと異なることか。フロイトにあっては、主体の真意は問題にならず、

また、問題にされ得ない。主体の発話の真実は、この主体をすれっからしのユダヤ人とみなした他者の判断

にのみ委ねられているのである。それに対し、十九世紀の喜劇では、他者は主体の発話の独立性と真実性を

完全に保証し、かつ理解しつつ、尚且つ、「手を胸に置いてJおのれの心によって主体の「心jを読み解い

ていることを、主体のために解説するのである。

それに対し、いま一人の他者、ガロミールは、言語不能者としての、一種の動物的直感によって真実をす

べて見通しているのである。この他者は、主体の発話を理解もせず、解釈しようともしない。しかし、レー

オンとエドリータが連れ立つて来るのを見るなり、一切を悟り、カ ットヴアルト伯に注進しようと城内へ駆

け込むのである(第二幕第 744行以下)。第二幕の第 705行において、「お馬鹿さんのガロミール」と、

婚約者のエドリータから呼ばれ、事実、作品全体を通じて、最初からレーオンとアタルスを最も明確に敵視

し、その抹殺を志しながら、これまた、最も滑稽、かっ無残に編され裏切られて敗退してゆくのである。

すでに論者は、 1980年『グリルパルツアーの「ゼンドミール修道院」についてjなる論文によって、

グリルパルツアーの作品を一種の近代ドイツ語圏文学史のパラデイグマとして読み解こうとの試みを提起

したことがあった8。以来、今日にいたるまで、このような問題設定と方向性の整合性と妥当性に関し、論

者は、グリルパルツァ 自身も作品創作に際し、その意図が少なからずあったのではないか、との仮説をも

含んで、今尚、かなりの確信を有するものである。

ところで、またまた、仮説の設定で申し訳ないが、ここ、すなわち『嘘吐く者に災いあれ!Jにおける、

こうした真実、心、それをめぐっての言語の可能性と不可能性、また、この問題に対する非言語世界の出現

とその意味等をめぐる一連のモティーフを、同じく扱い、しかも、同じく劇作家でもあった一人の先人の思

想を瞥見することにより、グリルパルツアーの作品のパラデイグマ性を指摘したいと思うのである。それは

勿論、 f嘘吐く者に災いあれリの解釈と理解をより深めたいとの意図からであることは論を侯たない。

さて、その先人とは、プロイセンの劇作家ハインリヒ・フォン・クライスト Heinrichvon Kleist (1777・1811)

に他ならない90彼の言語'懐疑は、近代個人主義の誠実な息子としての自己告白と同時に表明される。すな

わち、 1801年2月5日の、腹違いの姉ウルリーケにあてた有名な書簡のなかで、次のように述べている

からである。

ああ、あなたは、僕の内面がどんな有様か、ご存じない。でも、どんなだか、お知りになりたいで

しょう。いや、そうに違いありません。実際、もし、可能なら、あなたに一切をお伝えしたいので

す。でも、それは不可能なのです。そのための障害たるや、伝達のための手段がない、というだけの

ことではありますけれども。僕たちが蒋っている唯一の手段である言語でさえも用をなしません。言

語は魂を描くことはできず、言語の伝え得ることといえば、切れ切れの断片に過ぎないのです100

これは、いわば「エドリータ段階Jの人類がのぞき見た深淵であろう。言語は頼むに足らぬ道具ながら、し

かし、だからといって言語による以外、また人間はその精神的営みを継続することはできない。かくて、言

語は世に混乱をもたらし、人格の真実は曇らされ、霧散してゆく。このありさまは、我々の作品では最終幕

最終場で僧正グレーゴルの台調が知実に描いている。
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この混乱した世の中を誰か説明し得ょうか。

彼らはみんな真実を語り、そのことを誇る。

しかも、この女[エドリータ]は自身にも、男にも偽りを語り、

この男[レーオン]は、私をも、女をも踊す。輔されたので自分も踊す、

というわけだ。しかもみんな真実を語っている、みんな、みんな110

深見茂

そこで、今一つ残された道として非言語世界に真実を求める精神的営みが現われる。クライストは、 1

810年12月12日から 15日にかけて、自分が主宰する Iベルリーン夕刊新聞JBerliner Abendblatter 

に、これまたよく知られたエセ-r人形芝居についてJUber das Marionettentbeaterを発表した12。内容

は、公園で「私Jが出会った一人の男性舞踊家との対話の形式で、真の「優美J、すなわち完全な認識、こ

れが人類においていかにして失われ、いつの日か、いかにして再び獲得され得るか、が扱われている。その

図式は、ほほユダヤ的歴史観を踏襲するもので三段階をなす。第一段階が、エデンの園における無意識状態

の優美であり、至福である。第二段階は、認識の木の実を食してしまった人類の堕罪であり、優美の喪失で

ある。第三段階は、再び絶対認識の獲得による、より高次なるエデンの園への帰還であり、絶対的優美の再

獲得である。つまり、より高められた人類の、天国への帰郷に他ならない。ところで、クライストはこの三

段階を示すに比輸をもってしている。すなわち、第一段階において、男性舞踊家は「私」に語る。バレーの

踊り子は、いかに修練を積もうとも、おのれの重力ある限り、絶対的優美を表現することは絶望的である。

それゆえ、天井(=天国!)から操られ、従って完全に地球の引力(=罪!)から自由な身である「操り人

形J(これか本エセーの題名の由来である)こそは、無機質な絶対優美を示す存在である。次に、これを受

けて、第二段階を「私Jが語る。自分はかつて一人のすばらしい美少年を知っていた。人々は、彼の一挙手

一投足の醸し出す優雅に魅惑されないで、はいられないほと手で、あったが、当の本人は、自己の持つこの魅力に

全く気付いていなかった。ところが、ある時、一緒に水浴びをして上がってきた仲間たちの一人が、体を

拭いている少年に、君の今のその姿は、あの「刺を抜く少年Jと呼ばれる古代の銅像そっくりの優美さだ、

と指摘したことから、にわかに自意識に目覚め、しきりと鏡の前で自己の優雅さを気にし始めるようにな

る。するとたちまち少年の美しさは急速に失われ始め、あっというまに一般の青年となんら変わらぬ、平凡

な立ち居振る舞いの人間になってしまった。それを聞いた舞踊家は、わが意を得たりとばかり膝をたたいて

喜び、では自分がこの議論を締め括る最後の物語を話そう、と第三段階へ入って行くのだが、ここで挙げら

れる比輸の素材が本論にとっては注目を要するのである。すなわち、彼があるロシア貴族の屋敷に滞在した

折、その裏庭に一匹の巨大な熊が鎖につながれて飼われているのを見る。貴族の家の息子たちは彼に、この

熊はフェンシングの名手であり、どんな手練れが挑んで、も絶対に勝つことはできない、と告げる。そこで彼

も挑戦する。すると熊は、後ろ足で立ち上がって両前脚を前方に延ばした姿勢で、彼に相対し、じっと彼の目

を見つめている。彼が伴撃をこころみても微動だにしないのに、本気で入れる突きに対しては、わずかに前

脚を動かすのみで、ことごとくこれを探してしまう。何十分闘っても熊は平然として立ち、彼のほうは疲労

困懲し果てて敗退した。かくて舞踊家がこのエセーを締め括って行く。すなわち、あたかも遊園地の大きな

凹レンズ型の鏡に写る自分の巨大な姿が、無限に細くなって消滅した次の瞬間、再び巨大な姿となって戻っ

てくるごとく、また、 XとYの線に沿って無限にマイナスに向かつて行く双曲線や放物線が、突如、無限大
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の彼方からプラスとなって戻ってくるごとく、人類は堕罪の果てから忽然として無垢と、無限の優美とを身

につけて帰還するであろう、と。この結論に対して「私」は、それでは人類は救済されるためには、まさに

堕罪の原因となった「知恵の木の実Jを、つまり優美を失った原因に他ならぬ「認識の木の実jを、すべて

食い尽くすことによってのみ、再び全き優美と、完全な認識と、魂の救済とを得ることができるわけか、と

問うと、舞踊家は、その通り、それこそが書かるべき世界史の最後の章となるであろう、と結ぶのである。

この弁証法的思考順序で展開されるエセーのうちで、我々の問題意識にとって最も注目すべきは、先に

注意を促しておいたように、最後の比輸に用いられた熊の存在である。つまり、「天才jでもなく、「超人J

でもなく、「天使」でもなく、非言語存在であり、動物である「熊」が、完全なる認識と完壁なる優美の体

現者、すなわち、「神jに等しい存在として例示されている点であろう。

6 

晩年のグリルパルツアーは、この喜劇『嘘吐く者に災いあれ!Jにおける、熊にも等しい蛮人ガロミー

ルの他に、次作の悲劇 『リブッサJLibussa (1847)にも、同じくプリミスラウスという、リプッサの夫とも

いうべき野人を設定し、これに、リプッサらとは全く次元の異なる言語を話させている。しかもプラーハの

未来は、彼が担うであろうことが暗示されるのである。グリルパルツアーは最終的に、ヨーロ ッパ文明の彼

方に、言語不能、ないし非言語世界の到来による救済を夢みていたのではなかろうか。これか論者にとって

の一つの研究仮説となるべきものである。

振り返りみれば、ヨーロッパの時代精神は、まさに言語の自律性の主張と、それゆえこその言語懐疑の

始まりを告げていた。フランスやスイスの文学を云々することは今は措いても、グリルパルツアーが生まれ

育ったオーストリアでは、かのホーフマンスタール Hugovon Hofmannstha1 (1874-1929)が彼の死の二年

後には誕生しようとしていた一事を挙げれば充分であろう。ホーフマンスタールにあっては、人類文化の将

来を背負う者として「子供」もあらわれる (DerTurm) 0 r言語不能なる者」がラテン語、フランス語にお

いては幼児の意であることは、近年、特にジ、ヤツク・ラカンらの構造主義精神分析学派の強調してきたとこ

ろでもあるから、周知のところであろう。余談になるけれども、この観点に立っとき、ドイツ民話として著

名な『ハーメルンのネズミ捕り男jの物語の内実は再検討、再解釈されてもいいのではなかろうか130

それはともかくとして、我々は、 f嘘吐く者に災いあれリや r1)ブッサjが、グリルパルツアーにとっ

ての『シャンドス書簡jに位置するものではないか、との仮説の設定をもって今は満足しなければなるま

い。論者の今後の勉強としては、彼がたとえば、音楽、舞踊、オペラ等々、ヴァーグナ一、ニーチェ、ホー

フマンスタール等も分け入った、非言語芸術に対してどのような考え方を抱いていたかの探求が課題とな

ろう。そして、その調査は、単に晩年の資料にのみとどまらず、最初期から、これらのモティーフについて

彼がどのように考えていたかを読み直すことからはじめねばなるまい、と思われる。彼が、たとえばホーフ

マンスタールの道を先駆していた痕跡の拾いだしと組立である。

テクスト FranzGri1lpar民 r，Weh dem， der lugt! Lustspiel in funf Aufzugen. Anmerkungen vonKarlPるmbacher.

Philipp Rec1am jun.， Stuttgart， Copyright 1963， 1993 (=Universal-Bibliothek Nr.4381) (zitiert als 恥 h

dem， der lügt.~. 
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8 深見茂

言主

1) Vgl. (Hrsg.)Karl Pornbacher， Franz Grillparzer， Web dem， der lugt! Erlauterungen und Dokumente. 

Philipp Reclam jun.， Stuttgart， Copyright 1970 (=Universa1-Bibliotbek Nr.811O)， S.42ff. 

2) Vgl. z. B. Jean-Louis Bandet， Grillparzers "Web dem， der lugt". In: Das deutscbe Lustspiel I. Hrsg. 

von Hans Steffen. Vandenh侃 ck& Ruprecht， Gottingen， Copyright 1963 (=Kleine Vandenboeck-Reibe 

Nr.271S)，S.144ff. 

3) Friedrich A.Kittler， Das Pbantom unseres 1cb~ und die Literatur-Psycbologie: E. T.A.Hoffmann -Freud 

ー Lac組. In: Romantikforscbung seit 1945. Hrsg. von Klaus Peter. Verlagsgruppe Athen加m-H幻n-

Scriptor-Hans旬in，Copyright 1980 (Neue Wissenscba.丘licbeBibliotbek Nr.93)， S.351. 

4) V gl. ebenda， S.356: Anmerkung Nr.ll1. 

5)人格の他者依存性をめぐる危機意識は十九世紀中葉以降、二十世紀にかけての全ヨーロッパの精神科学や

社会科学のあらゆる分野をおおう問題であり、ひとり文学のみの研究対象に止まるものではないことは

論を侠たないであろうが、それらへの視野拡大は論者の今後の課題である。現在までの管見の及ぶとこ

ろでは、たとえばアルパ ト・シュヴァイツアーの聖書神学におけるイエスの生涯の解釈にも、この危

機意識が色瀧く現われていると判断できるのではなかろうか。すなわち、 1901年出版の彼の論文、

Das Abendmabl im Zusammenbang mit dem Leben Jesu und der Gescbicbte des Urcbristentums. 

(1: Das Abendmablsproblem auf Grund der wissenscba氏licbenForschung des 19. Jahrhunderts und 

der historischen Berichte. II: Das Messiani凶ts-und Leidensgeheimnis. Eine Skizze des Lebens 

Jesu) Tubingen 1901 [ r晩餐ーイエスの生涯、および原始キリスト教史、の両視点よりJ(第一部:十

九世紀における研究、および歴史的証言、の二点より見たる「晩餐」の問題。第二章:救世主性、なら

びに受難、の秘儀。イエスの生涯素描J]によるナザレのイエスの救世主観は、いわゆる「徹底終末論J

といわれるもので、これを簡単に祖述すれば次のごとくになろう。すなわち、イエス在世当時は、ユダ

ヤ暦四千年を目前に控え、さまざまの教派がそれぞれ独自の終末論、終末予言をヲ|っ提げては出現し、

その綱領が虚偽であることが暴露されると(つまり予言した日時に到来するはずの終末が訪れず、面

目を失墜すると)、自滅して影響力を失うか、急、蓮、違う暦の読み方を利用して計算しなおし、終末論

の微調整を行なって失敗を糊塗する、という、極めて精神的緊張度の高い時代であった。そして、ナザ

レのイエスも、そうした預言者の一人として現われたのだが、彼自身が当初、思い描いていた終末の

様相も、実は他の預言者たちと同様の、極めて古代的、古典的なそれで、あった。すなわち、天は落ち、

地は吹き去られ、降臨したエホヴァの神は、彼を信じて悔い改めた者のみを天に導き、他は地獄の底

へと送り込む。かつ、そのような時は近い将来、ナザレのイエスが生きている間に到来するであろう。

かくて、イエスは十二使徒を全国に派遣して、人々に対し、最後の説得をおこなうことを命じてのち、

自分自身はひとり祈りつつ終末の到来を待った。しかるに終末は到来せず、あまつさえ、十二使徒たち

は無傷のまま、喜び勇んで続々と帰着して伝道の使命達成を報告した。ここに及んでイエスは自己の信

念の誤っていたことを悟り、終末論の大転換を行なった。それが徹底終末論と言われるもので、イエス

。Lnu 
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は初めてここで、自分が犠牲の死を遂げることによってのみ神の国は、それゆえ終末は到来するとの

信念に達し、以降、弟子たちに対し、自分の死の予告を頻繁にしはじめるに至ったというものである。

つまり、三共観福音書のムードはここを契機として前半の古代的明澄さと楽天的雰囲気から、一変、

近代的陰欝さとペシミズムとに暗転してゆく、とされる。そして我々にとって重大なのは、その思想の

大転換を象徴する場とされる、ナザレのイエスのピリポ・カイザリアにおける弟子たちとの対話であ

る。すなわち、四福音書中、最も原初的形態に近いとされる fマルコによる福音書jによって引用すれば、

イエスは、弟子たちとフイリポ・カイサリア地方の方々の村にお出かけになった。その途中、弟

子たちに、「人々は、わたしのことを何者だと言っているかjと言われた。弟子たちは言った。

rr洗礼者ヨハネだjと言っています。ほかに、『エリヤだjと言う人も、 f預言者の一人だjと

言う人もいます。Jそこでイエスがお尋ねになった。「それでは、あなたがたはわたしを何者だ

と言うのか。」ペトロが答えた。「あなたは、メシアです。」するとイエスは、御自分のことをだ

れにも話さないようにと弟子たちを戒められた。(聖書、新共同訳、旧約聖書続編っき、日本聖

書協会、 1989、77ページによる)

つまり、我々の論点にとってこの記事で重要なのは、今まで自己の救世主としての、また、神の子と

してのアイデンティティーに一点の疑いも抱いていなかったナザレのイエスが、ここにいたって、初

めて他者が自分をいかに規定しているかを聞いはじめたという事実であり、この事実を転機としてイ

エスは自己の世界観を、従って自己の終末観を一変させてしまうという事の指摘である。論者は歴史

的実在としてのナザレのイエスの問題を云々しようとする者でも、また、云々できる能力を持つもの

でもない。論者が指摘したかったのは、 1901年発表されたシュヴァイツアーの聖書神学論文も、

明らかに自我の他者依存性、すなわち近代個人主義への自己同一性の震様、これがはじまった十九世

紀後半の世界像の影響をになって書かれている、との一事のみである。

6)周知の通り、喜劇の本質は反語性の効果にある。そして、その効果を出すための手段は、登場人物の人

格の二重化、または三重化(あるいはそれ以上)に求められる。つまり、一人の人物が、変装、または

マスク、または掬り変わり等によって、他の人物になりすます。かくてその人物より出る発話は、観

客によって、 AとしてでありながらBの心を、またはBの心でありながらAの発話を聞き取ることに

よる、一切の発話の持つ反語性を楽しむわけである。レーオンも、この伝統に則って発話しているは

ずなのだが、この喜劇の反語性の効果は、レーオン自身が変装、ないしマスクをつけているのではな

く、他者が勝手にレーオンを一種の道化とみなして変身させ、マスクをつけさせることにより、レー

オンの発話も彼自身の分裂による二重化ではなく、他者による二重性の読み込みによって生じている

ところにある。従って観客は、レーオンをめぐる他者の二重化に反語性を読み取らざるを得ず、これ

は主人公をめぐる副人物の誤解ないし曲解という、悲劇の構図への接近を意味している。悲劇の原理

に基づく喜劇と称される所以であり、上演失敗の最大原因の一つであろう。

7) Weh dem， der lugt!， Vers 1132-1138. 

8)深見茂、グリルパルツアァーの『ゼンドミ ル修道院』について、人文研究、大阪市立大学文学部、 l
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980、第32巻第3分冊、 7ページ以下。

9)テクストは、 Heinrichvon Kleist， SぷmtlicheWerke und Briefe in 2 Banden. Hrsg. von Helmut Sembdner. 

Wissenschaft1iche Buchgesellschaft， Darmstadt， funfte， vermehrte und revidierte Auftage 1970 (zitiert als 

SW 1 usw.)を使用。

10) SW 2， S.626 . 

11) Weh dem， der lugt!， Vers 1799・1803.

12) SW 2， S.338ff. 

13)この民話は、すでに十九世紀から、さまざまの学者によって、その由来が研究されてきた。しかし、

純然たる文学作品としての解釈は等閑に付されている観がある。けだし余りにも素材の持つ歴史的興

味が大きいからであろう 。しかし、これを文芸作品として見た場合、極めて現代的な示唆を含むモ

ティーフに満ちている。すなわち、それは我々のテーマである「嘘jの問題であり、従って言言昔懐疑、

そこから導きだされる、非言語世界、ないし言語不能世界、の問題である。図式的に解釈すれば、ま

ず一方に言語習熟世界としてのハーメルン市民ならびに市議会がある。他方には、「ネズミJならび

に「幼児Jという「非言語」ないし「言語不能・未熟」世界が対峠する。そして両世界の中間に、「ネ

ズミ捕り男」の「笛Jが、すなわち「音楽jないし「踊りjが存在するのである。そして、言語習熟

世界は欺臓と堕落を露呈し、非言語世界である「ネズミJを支配し得た「笛J(楽曲、舞踊)は同時

に、言語習熟欺蹄世界である大人に属さぬ、言語不能ないし未熟世界たる幼児たちをも支配し、これ

を投致し去る。従って、この観点よりすれば、「ネスミ捕り男Jの形姿は、彼岸より遣わされ、人類

の言語習熟世界たる大人を断罪し、言語不能世界たる幼児を、人類中の無垢の宝として不浄世界から

救済し去った、との結論となろう。

Abstract 

This essay analyzes Franz Grillparzer(1791-1872)'s comedy Web dem， der lugt! (Tbe 

Liar wi11 Regret it!)， a great failure when it appeared in 1838. In particular， 1 wish to asse口， ln

reference to the matter of “Sprachskepsis， "出at血iscomedy was an important starting point for 

Grillparzer in addressing the question， which was already at出attime and even more so at the 

turn of the centuη， one of the great burτlIng questions of the literary intelligentsia in all Europe. 

In consideration of the problem， Grillparzer stands in由emiddle relative to Heinrich von Kleist 

on one side and Sigmund Freud and Hugo von Hofmannsthal on the other. 
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ROME ET SA TRADITION SELON BERNANOS 

Ritsuko NAGASHIMA 

Georges Bernanos， en dehors de ses romans， a laisse de nombreux ecrits de combat， dont 

la majeure partie ont ete redig白 pourdes journaux ou pour des emissions de radio. I1s回 itentla 

plupart du temps des actualitむ del'epoque， constituant <<un appel>> a ses contemporains. Et， 

pourtant， le lecteur de ces ecrits a l'impression qu'ils sont pleins de reflexions sur l'Histoire. 

C'est parce que l'auteur compare souvent les actualites a des affaires qui ont eu lieu dans le 

passe， et que les affaires ainsi citees evoquent a leur tour par analogie d'autres epoques dans 

l'Histoire. 

L'interet que porte Bernanos sur l'Histoire n'est pas celui de l'historien qui reconstruit 

des <<faits historiques>> par des recherches sur documents. Pour lui， seul importe l'esprit d'une 

句oquequi survit a travers le temps seul importe. 11 evoque cet esprit de l'句oquepar des mots 

et des images. En les re住acant，nous pouvons apercevoir en filigrane son optique sur l'Histoire. 

Nous nous interessons dans cette etude a 1'optique de Bemanos sur l'Ancienne Rome， 

Rome et son heritage culturel constituant pour Bemanos， avec la tradition de la chretiente 

仕ancaise，un des deux courants contradictoires et opposes de 1 'histoire europeenne. 

Mais， avant d'aborder le point de vue de Bernanos sur Rome， il nous faut d'abord 

rappeler brievement la tendance des historiens de son epoque. 

Depuis la Grande Revolution， si les historiens et les ecrivains opposent souvent les 

Francs dominateurs aux Gaulois deja romanises， en comparant les premiers a l' aristocratie et les 

seconds au peuple， ils n' ont guere considere les Romains comme des intrus en Gaule， 

vainqueurs de leurs lointains aieux. 

Michelet， en effet， exprime sa sympathie a l'egard des Romains dans son Histoire 

Romaine， allant meme jusqu'a affirmer quμpar la libe尚 deson esprit， par sa magnanimite， 

P訂 sesvices memes， Cesar etait le representant de 1 'humanite contre le dur et austere esprit de la 

Republique>>.1 11 cite comme exemple de son indulgence， 1'episode de l'epee que Cesar a permis 

1 MICHELET， Jules: Histoire Romaine in包uvrescompletes 11， 1972， Flammarion， p.569 
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a la Gaule de conserver pour consolation de la perte de sa liberte.2 Par ailleurs， selon Eugen 

Weber， la formule <<nos ancetres les Gaulois>> ne figure pas dans la plupart des manuels 

scolaires de la Troisieme Republique， et Lavisse， comme son maitre Duruy， est <<un Romain ou 

plutot un Gallo-Romain>> dans le combat entre les Gaulois et les Francs， tant dis que Fustel fait 

grand cas de l' appo口romaina la culture gauloise， et pense qu'il n'y a eu ni veritable conquete， 

ni asservissement， ni conflit racia1.3 De meme Jacques Bainville， contemporain de Bemanos et 

historien qui appartient a l' Action francaise， commence son <<Histoire de France>> par un 

chapitre intitule <<Pendant 500 ans la Gaule p紅白gela vie de Rome>>， dans lequel il dit: <<lamais 

la colonisation n' a ete plus heureuse， n' a porte de plus beaux仕uitsque celle des Romains en 

Gaule. [...] Cent ans apres Cesar， la fusion etait presque accomplie et des Gaulois entraient au 

senat romain>>， avant d'avancer qu'<<il est probable que， sans les Romains， la Gaule eut ete 

germanisée~ペ opinions qui rejoignent celles de Maurras， dont l'influence sur le jeune Bemanos 

est 白lOrme，et pour lequel Rome est l' origine de tout ce que la France a de bien : la civilisation， 

1 'Ordre， et la Religion.5 Mais nous reviendrons sur la question de la relation entre Maurras et 

Bemanos vers la fin du chapitre. 

Ainsi donc， pour beaucoup d 'historiens de l' epoque qui va de la Revolution au debut du 

XXeme siec1e， republicains et monarchistes confondus， il n'y a aucune raison de devaloriser les 

Romains : ceux-ci-ont <<civilise>> et <<christianise>> les Gaulois. 

Notons toutefois qu'au milieu de cette quasi unanimite， s'elevent quelques voix 

discordantes comme celle de Huysmans， par exemple qui fait exprimer par le heros d' A 

Rebours son propre degout a l' egard de la litterature romaine stereotypee et redondante. Mais 

plus interessante pour nous est l' opinion d 'Edouard Drumont， un des grands inspirateurs et 

objet d'admiration du jeune Bemanos. En effet， dans Le Testament d'un Antisemite， il se 

montre c1airement anti-romain， critiquant notamment la Loi Romaine.6 Dans un passage que 

2 Ibid.， p.584 

3 WEBER， Eugen: Ma France， 1991， pp.84・93

4 BAINVILLE， Jacques: Histoire de France， 1924， Fayard， p.15 

5 voir entre au仕'esLa Politique Religieuse 

6 DRUMONT， Eduard : Testament d'un Antisemite， PP.12-13 
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Bemanos ne manque pas de citer， quand il ecrit La Grande Peur de bien-pensants.7 

Mais， a pa口cesdeux ecrivains que lit tres certainement Bemanos， la tendance est bien 

pro-romaine: pour les catholiques， leur Eglise est l'Eglise catholique et <<romaine>>， car le mot 

<<romain>> etaye toute l'institution de l'Eglise et son universalite ; quant aux republicains， alors 

qu'ils epreuvent de l'antipathie a l'egard des Francs， ils ne sont pas defavorables aux Romains 

qui ont developpe la notion de citoyennete. 

Dans ces circonstances， le parti pris p訂 Bemanosd'attaquer obstinement l'influence de 

Rome que subit la France est quelque peu insolite. 

Que reproche-t-il donc aux composants qu'il appelle <<app訂 tenanta la tradition romaine>> 

? 11 est vrai qu'a cote de l'image ecrasante de la gloire de l'Ancienne Rome， subsistent quelques 

points noirs de l' Ancienne Rome qui sont d' ailleurs reconnus par ses contemporains : la 

decadence des moeurs， et les persecutions des chretiens. Mais Bemanos n' evoque pas souvent 

ces maux romains qu 'un moraliste a sa place ne manquerait pas de condamner. La fameuse 

debauche des empereurs et des nobles romains， lui paraissant non seulement <<trop ec1atante>>， 

mais aussi <<profondement niaise必， c'est l'image de la Rome exemplaire aux yeux du monde 

occidental， qu'il essaie de montrer sous un autre jour. 

Bemanos mentionne le plus souvent la force militaire， la loi， et la bureaucratie romaines 

qui， prises ensemble， constituent pour lui un systeme de domination. 

Voici un extrait du Grand Cimetiere sous la Lune dans lequel apparait c1airement le mepris 

dans lequel Bemanos tient les Romains: 

Dieu sait ce qu百taientles militaires de Rome， avant que les peuples nobles d 'Occident 

aient foumi a cette tribu de boucs constructeurs et juristes de veritables chefs de guerre， des 

soldats.9 

Dans ce passage il oppose militaires romains qui coloniserent l'Europe occidentale， aux 

soldats ce1tes de 1 ， Europe occidentale qui en sont issus et qui formerent la chevalerie. Pour 

Bemanos ce qui fait la difference entre les <<militaire紗 et<<les soldats>>， et c' est seuls ces 

demiers recherchent l'honneur， etant les seuls a avoir de la noblesse. En effet， dans l'esprit des 
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4 Ritsuko NAGASHIMA 

militaires de l' ancienne Rome， <<la guerre ne fut jamais qu 'un pillage ou une vendetta>> 10. Et， si 

les romains etaient dou白 pourla technique militaire p訂 laquelleils ecrasaient les ennemis， leur 

idee de la guerre etait tres eloignee de celle que forgea la chevalerie. 

En ce qui concerne la richesse， il parle d' <<une in juste repartition des biens， de l' egoisme， 

de la rapacite， de 1'orgueil des Riches>>， ainsi que du <<debiteur insolvable que la loi romaine 

faisait esc1ave du cr句ncief>>11. Pour lui， le pouvoir de l' Argent equivaut le pouvoir militaire 

dans la mesure ou ils sont 1'un et 1'autre des moyens de domination et d'esc1avage， et il en cite 

pour preuve le fait que Carthage <<opposait l' Argent a la Force>>， en payant tribut a Rome.l2 

La Paix romaine， que l' on considere comme un veritable仕uitde la grandeur romaine， ne 

s'est r句lisee<<que dans 1 'unite， cette unite que dans le sang des peuples libre紗 .1311va meme 

plus loin encore puisqu'il affirme que cette <<soif de domination>> est inherente aux peuples 

<<semito-romains>> 14. 

La Loi Romaine est probablement le plus grand heritage qu' a laisse l' ancienne Rome a la 

post台ite.Elle a determine le systeme judiciaire du monde occidental et s' est vue associee a la 

notion de justice. Mais <<ce mot de Loi qui parle tant au coeur des bas-Latin>>15 ne resonne 

aucunement de la meme facon aux oreilles de Bernanos. Voici ce qu'il en dit: 

L'egalite absolue des citoyens devant la Loi est une idee romaine. A 1'egalite 

absolue des citoyens devant la Loi doit correspondre， tot ou tard， l' autorite absolue 

et sans contrδle de 1 'Etat sur les citoyens. Car 1 'Etat est parfaitement capable 

d'imposer l'ega叫li比teabsoh閃 descitoyens devant la Loi， jusqu' a leur prendre tout ce 

qui leur appartient， tout ce qui permet de les distinguer les uns des autres， mais qui 

defendra la Loi contre les usurpations de l'Etat? 16 

10 Ibid.， p.553 

11 CCA， P.319 

12 Ibid.， p.533 

13 GCSL， p.570 

14 CCA， p.115 

15 NAF， p.759 

16 FCR， p.44 
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l'idee qu'il resume un peu plus loin par cette fonnule : 

l' egalite absolue， c' est-a-dire […] l'impuissance absolue des citoyens devant la Loi 

--la loi de 1 'Etat […] 17 

11 remet ainsi en question la justesse de l' id記 tresrepandue de <<1'句alitedevant la Loi>> et 

en montre les dangers : sous le nom de garant de l' egalite， la Loi peut cacher un usu中ateurde la 

liberte， un despote. Car la Loi n'est pour Bemanos qu'un moyen d'autodefense du pouvoir， de 

l'Etat qui se se口de<<1a Legalite substituee au Droit~入 18 Sans doute， Bemanos a-t-il retenu de 

Chateaubriand cette idee que l'egalite est incompatible avec la liberte et que <<l'egalite et le 

despotisme ont des liaisons secreteω19. 

Quant a la bureaucratie romaine， illa cite souvent comme le type meme des appareils 

administratifs complexes et contraignants que l' on connait a son 句oque，meme si les com‘ 

paraisons qu 'il etablit ne sont pas toujours exempt白sd' exageration. En effet， apres avoir 

affrrme que 

Si compliquee que soit notre administration， elle n' est qu 'un jeu d' enfant comparee 

a celle de l'Empire Romain， quelques annees avant l'avenement de Constantin ! 

20 

il ecrit quelques pages plus loin que 

La moindre tentative d'amelioration de notre sort resserrera sur nous l'immense 

appareillegislatif et administratif， d'une complexite si prodigieuse qu'il ne le cede 

qu'a celui des demiers Empereurs de Rome.21 

17 Ibid.， p.49 

18 LA， p.178 

19 Chateaubriand， : Memoires d'outre-tombe t. 1， Gallimard， Pleiade， 1951， p.1004 

20 LA， pp.183-4 

21 Ibid.， p.192 
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6 Ritsuko NAGASHIMA 

Et il voit dans Rome， et surtout dans 1 'Empire Romain， le prototype de 1 'Etat， detenteur 

de toutes ces forces et ces institutions. L'Empire lui parait comme la figure la plus crue de l'Etat 

qui， semblable a une machine munie de l'instinct d'auto-conservation et d'expansion， opprime 

l'homme libre. L'Empire apparait a maintes reprises sous diverses formes dans l'Histoire. De 

ce point de vue， du Saint Empire jusqu'aux empires modemes， en passant par celui de 

Napoleon， tous sont des successeurs de l'Empire Romain. A la veille de la deuxieme guerre 

mondiale deja， il mentionne ce fait le plus souvent dans les ecrits condamnant le nationalisme 

d' Allemagne et d'Italie. 

Voici en quels termes il denonce cette filiation : 

Il est visible que les Maitres totalitaires sont hantes p訂 1'Empire Romain et， dans 

leur zele de parvenus， ils se donnent vraiment beaucoup de mal pour que nul 

n'ignore de quelle espece d'Ordre ils sont les legitimes heritiers. Sans doute， depuis 

longtemps， les Chretiens et leurs Pasteurs ont compris que l'Etat Modeme， l'Ordre 

nouveau， ne sont pas si neufs qu'ils le pretendent ; mais ils evitent， par politesse， 

de demander leur ex仕aitde naissance， ils ont住oppeur que Neron ou Domitien aient 

signe， en qualite de temoins， sur le registre de l'Etat Civil... M. Hitler ne se lasse 

pourtant pas de leur mettre ce document sous le nez， […]22 

Mais il ne pretend pas que le nationalisme et ce qu' on appelle <<1' imperialisme>> relevent 

seuls de Rome. Le socialisme d'Etat aussi est essentiellement romain， comme l'atteste ce qui 

smt: 

L'Etat， seul proprietaire， donnant en retour， a chaque citoyen， contre l'engagement 

d'une obeissance absolue， sa garantie contre le chomage， la maladie， la vieillesse， 

c' est je le repete une id白 tresromaine， elle a ete familiere a tous les empereurs， a 

Neron comme a Marc-Aurele. Tous les dictateurs， a toutes les epoques de 1 'histoire， 

ont invoque la justice sociale， c' est tou jours au nom de 1 'Egalite qu' on a etrangle la 

Liberte， il ne peut y avoir d' egalite que sous un mai仕eabsolu.23 

22 Ibid.， p.201 

23 CCA， p.698 

ハU



Rome et sa Tradition selon Bernanos 7 

Le socialisme d 'Etat a ceci de commun avec les autres imperialismes qu' il suppose un 

enorme pouvoir d'Etat， et qu'il ecrase la liberte d'individu. 

En somme， Bemanos symbolise p訂 Romela Domination elle-meme. Tous ses appareils 

judiciaires et administratifs， force militaire et le pourvoir d' argent ne font que servir a ce fait. 

Cette institution sophistiquee peut arriver a etre divinisee ; c'est ce qu'il appelle <<l'Etat-Dieu>> et 

fustige en ces termes : 

L'Allemagne a porte ce defi au nom de l'Etat-Dieu， et ce n'est pas de ses ancetres 

germains qu' elle a herite cet飽 especed'idolatrie : c'est de la Rome paienne.24 

Le lecteur peu t rem紅 querla facon dont no住eecrivain attaque l' ancienne Rome : il ne nie 

pas cette id記 communementrecue de <<la grandeur>> de Rome， illa transfigure en la mon仕ant

sous un au住eangle. 

Je ne parle nUllement ainsi pour affliger les professeurs d'humanites， mais parce 

que l'Empire m'apparait， precisement comme a eux， ainsi que le type acheve d'un 

certain ordre de grandeur temporelle. Les dieux d'aujourd'hui ne feront pas mieux， 

ni de demain.25 

Son caractere temporel saute d'autant plus aux yeux que l'Empire etait sophistique et qu'il 

etait grandiose. Pour les romains， tout commencait et s'achevait sur cette terre. Rome 

n' envisageait aucune dimension d' <<absolu>> ou d' <<etemite>>， contigue a ce bas monde， enfin， 

aucune existence d' <<au-dela>>， comme ce fut le cas dans une societe medievale. Ce sont le 

pragmatisme et le r，句lismeromains qui repugnent le plus a no仕eecrivain. 

En effet， sa propre position se situe aux antipodes des valeurs du monde romain. 11 prend 

le parti de ce que <<le doctrinaire du r，白1>>du premier siecle appelait la <<petite secte de fanatiques 

i町句listes>>26: la chretiente. C'est a la chretiente avec toutes ses valeurs que Bemanos tient 

entierement. 11 oppose la chevalerie au militarisme romain， la pauvrete a l' Argent， le droit a la 

24LA.， p.194 

25 NAF， p.623 

26 Ibid.， pp.720-21 
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notion de legalite introduite par la Loi romaine， la liberte de l'individu a toutes les contraintes. 

Si， pour lui， l' esprit romain est concretise p訂 <<1'Empire>>， celui de la chretiente l' est p訂 cequ'il 

appelle <<la monarchie chretienne>>. (ce qui explique qu 'il soit reste royaliste toute sa vie， et que 

le Moyen Age qui a donne naissance a la monarchie chretienne soit l'句oqueideale， p紅白 que

spirituellement le plus eloigne de 1'ancienne Rome.) 

11 faut pourtant noter ceci a propos de sa critique a 1'egard de Rome. 11 ne repousse pas le 

monde non christianise en qualite d'apologiste ou doc住inairede 1 'Eglise catholique. Si c百taitle 

cas， il devrait critiquer egalement les autres paiens : les Grecs， les Celtes ou les Germains. 

Mais， en realite， son attitude vis-a-vis de ces peuples se trouve etre tout a fait differente. 11 fait 

c1airement la distinction entre la <<chretiente>> et 1'Eglise en tant qu 'institution. Catholique 

convaincu， il ne cesse jamais de manifester sa catholicitムmemes'il n'est pas question pour 

Bemanos d'etre fidele a l'institution de l'Eglise， alors qu'il tient a l'etre a l'Evangile du 

Christ.27 C'est l'ensemble de ces fideles a l'Evangile qu'il appelle <<la chretiente>>. 11 reconnait 

l' existence d 'une politique dans 1 'Eglise， et il la qualifie， tout comme les autres politiques， 

<<romame>> . 

C'est vrai que la tradition de la liberte en Europe est e仕oitementliee a la tradition de 

la chr白iente，[…]. A la tradition de la chretiente， oui， mais pas du tout a celle de la 

politique d'Eglise， car la politique d'Eglise， comme toutes les politiques， s'est 

tou jours inspir白 d'une tradition rivale， aussi ancienne， plus ancienne meme : la 

tradition romaine de la raison d'Etat. C'est au nom de l'Evangile que l'Eglise， par 

ses missionnaires， en Orient， aux Indes， en Amerique， baptisait les paiens， mais 

c' est au nom de la raison d 'Etatde la raison d 'Eglisequ' elle les aurait brules， en 

Espagne， avec les juifs et les heretiques. Jamais la chretiente n'a pu mener tout a fait 

jusqu' a son terme la colossale liquidation de l' empire des Cesars， dont elle白:ait，en 

quelque sorte， la seule heritiere legitime.28 

L'institutionnalisme， le legalisme qui se manifeste d'une facon typiquement casuistique， 

politique ecc1esiastique， autant d'elements <<romains>> dans le christianisme qu'il commence a 

27 Dans cette attitude reside la grande difference entre Bemanos et Charles Maurras， comme 
nous le verrons plus tard. 

28 CCA， p.888 
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condamner extremement severement des le debut de sa carriere polemique dans les <<Grands 

Cimetieres sous la Lune>>. 

Mais qu' est ce qui lui fait choisir entre ces deux courants， celui de la civilisation romaine 

et celui de la chぽtiente? La reponse a cette question se trouve dans le passage ci-dessous : 

On ne trouverait pas un petit Francais sur cent， sur mille qui n'ait fait des voeux 

pour Annibal et 1三lephantGetule， pris du contrepoison avec Mithridate， pouffe de 

rire avec les Gaulois， au nez des senateurs chauves. Le nom de Rome evoque 

instantanement la silhouette obese de Neron， les cuisses epilees d'Heliogabale ou le 

cheval de Caligula. Ce parti pris n' est pas si absurde qu' on pense. Un petit Francais 

bien ぽ vad'instinct non pas aux institutions， mais a l'homme， juge une civilisation 

par l'homme qu'elle a forme. 11 ne supporte pas dans celle-ci la disproportion du 

merite au prestige.--Que ce petit Francais soit capable ou non d'exprimer un tel 

jugement--qui n'est d'ailleurs pas le sien， mais celui de ses aieux， une sorte de 

reflexe hereditaire --qu 'importe ?29 

On peut distinguer ici deux elements dans l'argumentation. 11 allegue tout d'abord la 

<<tradition仕ancaise>>.C' est parce qu' il croit a la <<vocation temporelle>> de la France， aux 

<<desseins de Dieu>>30 sur cette nation. 

11 croit a la place de la France inscrite dans la Providence qui mene l'Histoire. Et c'est 

chacun des Francais qui， dans ses gestes quotidiens， garde la tradition de ce peuple qui <<ne 

ser[a] jamais， grace a Dieu， un peuple imperial必Icomme les Romains. La France est selon lui， 

un pays qui tient son role donne par Dieu de proteger la liberte de l'individu contre toute 

oppression de l'Etat， donc contre l'esprit romain. 

N otons aussi qu' il introduit ici l' image de l' enfant. 11 cite des personnages qui figurent 

probablement dans des livres il1ustr白 pourenfants， evocateurs de souvenirs chez le lecteur. Or， 

la Rome decrite par Bernanos est peuplee de beaucoup de <<vieux>> : de vieux empereurs， 

d'<<hommes graves>>， ou de <<senateurs>>， ce dont nous avons vu un exemple typique. C'est une 

civilisation edifiee par la raison et la sagesse des <<vieux>> qu' il juge p紅<<1'instant d' enfant>>. 

29 NAF， p.624 

30 Ibid.， p.625 

31 Ibid.， p.624 
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Bemanos emp10ie 1e p1us souvent 1e mot <<s白1ateur>>，c訂 i1represente 1e mieux 1e conformisme 

et l'autoritarisme du monde des vieux. Bemanos semb1e acco1er a 1'ancienne Rome 1'image de 

1a vieillesse， comme i1 associe au Moyen-Age celle de 1a jeunesse et de l' enfance comme nous 1e 

verrons dans 1a deuxieme p訂 tie.L'enfance pour no住eecrivain constitue un signe de台agi1iteet 

d'acceptation tota1e de 1a grace de Dieu <<par quoi 1e ca1cu1 des rea1istes est toujours fausse以 2

C'est pourquoi Bemanos fait appe1 a 1'esprit d'enfance pour attaquer 1a civi1isation romaine. 

L'esprit d'enfance rejoint ici 1a仕adition，puisque 1e jugement d'un enfant est <<ce1ui de ses 

aieux， une sorte de reflexe hereditaire>>. Bemanos dit que 1a foi est un don de Dieu， et encore 

que c' est sa mere qui 1e 1ui a appris. 

本

* * 

Nous avons vu， jusqu'a present， l'optique sur Rome exprim白 parBemanos dans ses 

ecrits d'apres 1938. Mais i1 n'a pas toujours eu 1a meme vision sur cette civilisation qu'i1 

r句rouvetellement. En effet， nous pouvons distinguer dans ses ecrits de jeunesse， des mentions 

sur l' Ancienne Rome bien differentes de celles que nous avons citees. Cette evo1ution de son 

opinion semb1e 釦'e1iee a l' a1teration de sa re1ation avec Char1es Maurras， 1'ido1e de sa jeunesse. 

En arrivant a Paris pour ses etudes en 1906， Bemanos rejoint， sans perd問 1etemps， 1e 

mouvement de l' Action Francaise dirige p訂 Maurras.Bien qu'i1 sou倍 eenorm釦1entdu fait que 

Maurras et 1es membres de l' Action Francaise ont ete condamnes et excommunies p訂 1eVatican 

en 1925， 1eur re1ation dure jusqu 'a ce qu 'en 1932 Bemanos se decide a se separer de son 

maitre， en 1ui adressant adieu33. 

Char1es Maurras considere que l' essence de 1 'homme consiste en 1a Raison， et que 

1'Ordre en est l'expression 1a p1us eminente. 11 se revendique donc neoc1assique dans sa carriere 

1itteraire， en rejetant toute l' ambiguite du romantisme， auque1 i1 prefere 1a beaute austere du 

formalisme classique. Dans 1e cadre de 1a po1itique， il refuse 1a democratie et 1e repub1icanisme 

32 Ibid.， p.714 

33 C'est Maurras qui pub1ie 1e premier un article entitu1e <<Un Adieu>> dans L'Action Francaise， 
dans 1eque1 i1 reproche a Bemanos qu 'i1 a pris <<brusquement et vivement p訂ticon位。 Maurras

et l' Action Francaise a加us叫u吋je抗td郎e邸S<<i佃in即inci即nciωi凶de鵬n凶凶tωsq中引u山10側n凶1tm脚nar阻町a訂rqueぽle1a cωam叫pa伊伊e“e1恥e伐似ct伽Oぽra枇1edωu刊砂

Berロmτ百la佃n∞Oωs1ui a吋dr問es路se弘， enr，託6句ponsea cet article un江me1e加et位住eq中u山1S問et低.errninepar ceci : <<A Dieu， 

Maurras! A 1a douce pitie de Dieu!>> Elle est pub1i記 dansL'Ami de peuple et Figaro， et reprise 
le bulletin， et dans 1e CV， et puis dans l'αuvre II， pp.1255-58. 
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et souscrit au royalisme. Quand il en prend la charge， il convertit l' Action Francaise au 

royalisme qui semble alors deja tres peu rねliste.11 met son eloquence qui est， semble-t-il， tres 

grande au service de cette id白 politiqueselon laquelle， les regions， tout en conservant leurs 

caracteristiques， pourraient se reunir sous l' autorite royale. 

C'est sa conscience politique r句listequi lui dit que ce cadre politique qu' est le royalisme 

est efficace pour 1 'unite de la nation. 11 est donc pour lui， malgre des defauts， la meilleure (ou la 

moins vicieuse) des formes politiques qui puissent exister en realit丘

Quant aux religions， c' est le catholicisme qu 'il a choisi. 11 appelle l'Eglise catholique 

<<l'Eglise de l'Ordre>>. 

Eglise catholique， Eglise de l'Ordre， c'e阻止nt，pour beaucoup d' entre nous， deux 

termes si evidemment synonymes qu 'il arrivait de dire ; <<un livre catholique>> pour 

designer un beau livre， classique， compose en conformite avec la raison universelle 

et la coutume seculaire du monde civilise; […] )4 

Le jeune Bemanos est attire p紅 sesidees royalistes et son catholicisme. 

Voici quelques passages ecrits a l'epoque OU il est sous l'influence de恥1aurras.En 1914， 

Bemanos fait 1百logede Mgr Dom Besse dans la critique de la nouvelle publication de celui-ci 

en ces termes : 

Dans le troupeau confus des id伐sliberales， il marche avec une methode et une 

ordonnance toutes romaines， aux prises avec l' adversaire， la fermete de sa 

dialectique equivaut presque a l'insolence)5 

Et encore， en 1926， sur Maurras et le Catholicisme : 

Mais si dure qu' en soit l' expression ou si suspects les elements qui l' exploitent， une 

parole venue de Rome apporte tou jours un enseignement dont une conscience 

34 Charles恥1aurras: Barbares et Romains in La Politique Religieuse， Nouvelle 

Librairie Nationale， 1914， p.388 

35 Avant Garde de Normandie， in OE II p.971 
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catholique ne saurait refuser le bienfait.36 

avant d' ecrire en 1928 : 

Et qui pense et parle francais est bien pres de retrouver son autre langue matemel1e， 

le credo veritable du catholicisme romain.37 

Ici， il est encore tres loin de l' opinion a laquel1e il atteint apres sa separation d' avec 

Maurras. Nous pouvons surtout remarquer que， chez le jeune Bemanos des annees 1920， le 

Catholicisme est etroitement lie a l'attribut <<romain>>. I1 peut paraitre bien normal que ces deux 

mots <<Catholique>> et 何 omain>>apparaissent ensemble， puisque 1 'Eglise catholique est unique et 

qu'elle est sous l'autorite du souverain pontife romain. Mais， dans les ecrits de notre auteur 

apres 1938， les mots <<Rome>> et <<romain>> ne sont associes qu' a la politique ecc1esiastique. 

Dans la citation suivante， nous pouvons voir avec quelle subtilite， il choisit les mots concemant 

l'Eglise: 

[…] le bas c1erge sorti de lui [le peuple]， tenant comme lui par ses racines a 

l'ancien monde chretier1， a l' f!ncienne chretiente francaise et qui， non moins 

fermement attache au Souverain Pontif，~， n'eut pas toujours accepte d'etre un 

instrument docile de 1a Dolitiaue romaine.38 

(souligne p紅 nous)

Les commentaires positifs ou du moins neutres sur Rome et sa tradition disparaissent un 

ou deux ans avant sa separation defmitive d' avec Maurras et commence a se former en revanche 

l' opinion que nous avons vue plus haut. Et quelques annees plus tard， illance des critiques 

severes a l'egard de son ancien Maitre dans Nous autres Francais. 

I1 reproche a Maurras d' <<avoir raison contre la France>> et cela <<au nom de 1 'imaginaire 

36 Lettre publi白 dansComedia， le 24 decembre 1926 in OE 11， p.l065 

37 Sur La Jeunesse Litteraire， artic1e publie dans L'Actionj均ncaise，in OE II， pp.l105-6 

38 EH， p.847 
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Pays Reel>>39. Ce <<Pays Reel>> maurrassien， qui devait representer la teηe， la race， et la tradition 

ne ressemble plus a l'image de la France que forme Bernanos. 11 ne s'agit pas pour Maurras de 

garder la tradition仕ancaise.Bien qu'il se reclame royaliste， ille fait seulement parce qu'il 

considere ce regime convenable pour etablir <<l'Ordre>>. 

De meme， l'Eglise Catholique doit pour Maurras servir a etablir <<l'Ordre>>. C'est la raison 

pour laquelle il tient au Catholicisme. Et cet <<Ordre>> de l' eglise est assure par sa romanite. 

Mau汀asdisait en effet， que le mot <<romaill>> signifiait <<civilise， organise， solide， durable， 

ordonne>>.40 

Bernanos s'est donc enfin apercu que Maurras veut <<romanisef>> l'Eglise au d位 imentde 

l'Evangile， ce qu 'il ne pourra jamais accepter， comme le prouvent les lignes qui suivent : 

En proclamant le bienfait social de 1 'Eglise， la m司estede sa hierarchie la prudence 

de ses diplomates， la profonde psychologie de ses casuistes， les services rendus p訂

elle aux humanites greco-latines， l' opulence raffinee de ses Papes de la 

Renaissance， croit-on que M. Maurras ait beaucoup de chances de ramener le 

peuple au catholicisme ? C'est p紅 lacharite du Christ que les pauvres diables sont 

introduits dans son Eglise， l'autre voie restant ouverte aux hommes d'Etat et aux 

banquiers.41 

11 dira plus tard dans un article critiquant les fascistes : 

[…] l'aile droite fasciste， utilisant le vieux sophisme maurrassien， affectait un 

profond respect pour <<1 'Eglise de 1 'Ordre>> qui avait rendu au monde l'immense 

service de faire rentrer dans la tradition humaniste， de <<romanisef>> l' esprit pretendu 

anarchique et semite de l'Evangile.42 

Bernanos pretend donc l'institutionnalisme de Maurras releve de son gout pour la 

39 NAF， p.641 

40 Charles Maurras， op. cit.， p.393 

41 NAF， 676 

42 Les Aveugles Volontaires in CCA p.428 
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civilisation de l' Antiquite， surtout romaine， et que sa pensee a ete fonnee par sa connaissance de 

l' Ancienne Rome. 11 suit un courant qui se distingue clairement de celui de <<1'ancienne France>>， 

comme 1'atteste le passage qui suit: 

Si M. Maurras avait autant le sens de notre propre histoire que celui de 1 'histoire 

romaine， il aurait compris depuis longtemps que l' aはi旬dedes Droites dans l' affaire 

d'Ethiopie， comme dans 1'affaire d'Espagne， a profondement blesse une tres grande 

p訂 t，une p訂 tassur釦lentnon negligeable de l' opinion仕ancaise.43

Pour le critiquer ainsi， Bemanos doit avoir le sentiment d' avoir ete trahi par Maurras qui 

l' attirait tant jadis， sentiment qui perce dans ce qui suit : 

Qui a change de lui ou de moi ? M. Maurras， du臼mpsqu'il appelait Drumont son 

Maitre， a fl釦 iplus qu 'aucun autre l'句oismedu P訂 ticonservateur， sa phobie de la 

legislation sociale， 1'immoralite des coalitions manoeuvrees par les hommes 

d'argent. Les reproches qu'on m'adresse aujourd'hui sont precisement les memes 

qu'il essuyaitjadis de tous les chefs， sans exception， de 1'opinion bien-pensante.44 

11 reproche a Maurras d'avoir change de camp， mais c'est lui qui a change， ou plutot， il 

est parvenu a comprendre la vraie nature des idees maurrassiennes. Le nom de Drumont cite 

dans la critique de Maurras est significatif. En effet， c' est entre 1928 et 1931， juste avant la 

rupture avec Maurras qu 'il a redige la biographie de Drumont， La Grande Peur des bien-

pensants. Pour reviser son propre itineraire， Bemanos n'a-t-il pas medite de nouveau sur cet 

ecrivain qui lui est familier depuis son enfance， a un moment critique de sa vie? 11 dit en 1931， 

quelques mois apres la publication du livre， au cours d 'une interview : 

J'ai ete eleve par un pere qui， chaque jour， lisait sa forte prose， je propose sa 

resurrection en quelque sorte parce qu' a une race de jeunes Francais […] il peut 

aider a redonner ce qu 'un fils de grande race ne laisse jamais tout a fait mourir， un 

43 NAF， p.665 

44 NAF， p.660 
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certain sentiment heroique du juste et de l'injuste.45 

Drumont， lui， est profondement attache aux valeurs de l' Ancienne France， a sa仕adition，

et aussi， a la di能 rencede Maurras， il puise sa conception de l'Histoire dans la quotidiennete de 

la vie concrete du peuple， et non pas dans la lecture de l'Histoire romaine. Enfin， Drumont relu 

a cette periode agit sur Bemanos comme contrepoison a Charles Maurras. Bien qu 'il se montre 

encore favorable a l'egard de Maurras dans ce livre， Bemanos n'a-t-il pas mesure la distance qui 

les separe ? 11 nous semble que c' est pendant la redaction du livre que Bemanos a commence a 

prendre conscience de l'incompatibilite qu'il y a entre lui-meme et Maurras. 

Ainsi La Grande Peur se situe a la chamiere dans l'itineraire de Bemanos. Nous pouvons 

y remarquer deja des composants qui se developperont plus tard dans sa conception de 

l'Histoire， telle que cette conception de la Loi Romaine. 11 cite un passage du Testament d'un 

Antisemite la concemant : 

Lorsque les conquerants germains et francs qui， unis aux purs Gaulois et aux 

Celtes， constituerent veritablement la France eurent perdu leur vigueur， l'element 

gallo・romainl' emporta， la race latine reprit le dessus ; or cette race est faite pour la 

tyrannie puisqu' elle n' a aucun ressort de conscience ; elle adore une idole imbecile， 

une idole de marbre ou de platre qu' on appelle la Loi， et au nom de cette Loi， elle 

subit tout. 

La Loi， c' est le licteur qui vient de la part de Cesar annoncer au citoyen romain 

qu'il est condamne a mourir， mais qu'on lui laisse le choix du supplice ; c'est le 

gendarme de la Revolution qui vient p訂foistout seul arreter cinq ou six personnes 

et qui les conduit au Luxembourg ou a la Conciergerie， ou un autre gendarme vient 

les chercher pour les conduire a la guil1otine. Jamais il n'eut entre dans la cervelle 

de ceux qu' on arretait ainsi l' id白 decommencer par tuer le gendarme. C' est la un 

spectac1e extraordinaire et il n 'y a jamais qu' en France qu 'un gouvemement ait pu 

s'appeler， comme par une designation constitutionnelle : La Terreur.46 

45 Ch. MELCHOR-BONNET， <<Avec Georges Bemanos>>， in Le Petit Marseillais， 17 juin 
1931 

46DRU恥10NT，Eduard: Le Testament d'un Antisemite， 1891， E.Dentu， p.12 Le passage est 
cite par Bemanos dans GPBP pp.292・293

n可
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Au sortir de cette periode d' affermissement de son identite， Bemanos a une idee c1aire de 

ces deux courants contradictoires dans l'Histoire francaise dont nous parlons dans cette etude. 

La penible experience de la polemique， voire le sentiment d' etre trahi par celui qu' il 

appelait son maitre sont probablement a l' origine des critiques violentes qu' il accumule dans 

Nous autres Francais contre le <<college romanise>>， c'est-a-dire， l'education donn記 auxjeunes

Francais par les <<pretres humanistes>> qui font l' eloge de l' Ancienne Rome. Le theme du 

<<mauvais maitre>> ---homme de lettres enjoleur les adolescents par son eloquence ---qui 

apparait souvent dans ses romans， en vient. 

Nous nous interessons enfin， a ce que refletent de son opinion sur Rome deux de ses 

romans， entre les dates de publication desquels se situe la rupture avec Maurras. 11 s'agit de 

Sous le Soleil de Satan publie en 1926 et du Journal d'un Cure de Campagne paru en 1936. 

Dans l'un comme dans l'autre， le heros est un pretre. Et ces pretres sont tous les deux en 

quelque sorte des non-conventionnels qui entrent en friction avec l'institution de l'Eglise. 

Dans Sous le Soleil de Satan， Donissant heurte son superieur par sa maladresse et sa 

spiritualite trop fervente pour e仕econforme a la norme ecc1esiastique. 11 doit quitter la p訂oissea 

la suite du scandale provoque par le suicide de Mouchette. La critique， s'il y en a une， n'est pas 

manifeste dans le recit de cette affaire. Elle est episodiquement decelable dans le dialogue entre 

l'ab凶 Demangeet Menou-Segrait ; celui-ci s'inquiete du caractere non conventionnel de son 

vicaire.47 

P紅 contre，dans le J ournal， la critique de l' auteur a l'匂ardde l'institutionnalisme et du 

realisme de l'Eglise compromise avec l'autorite de ce monde est beaucoup plus explicite. On 

l'apercoit surtout dans les discussions que tient le cure avec l'abbe Blangermont dans lesquelles 

il parle des problemes qu 'il rencontre dans le ministere de la paroisse.48 Le lecteur ne manque 

pas de reconnaitre dans la personnalite de l'abbe， un defenseur de l'institution. 

Un des episodes les plus importants， celui de la conversion de la comtesse， et de sa 

mort49 nous mon仕'eaussi la critique de l'auteur a l'egard du conventionnalisme de l'Eglise. 

Un autre point significatif est que le cure， apres avoir connu tant de deceptions， meurt 

dans le logement pauvre d 'un ami de seminaire maintenant defroque， sans meme recevoir 
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l'ex仕eme-onction，et que son demier mot est : <<Tout est Grace>>.50 

En observant ainsi le changement de la pens白 deBemanos sur Rome， nous pouvons 

constater qu 'il accompagne l'evolution位台 profondede sa vision meme de 1 'histoire， voire la 

formation de son identite en tant qu' ecrivain. 

Abreviations 

包 11

GCSL 

GPBP 

NAF 

EH 

AGN 

lA 

FCR 

CCA 

Essais et ecrits de combat， 1， Gallimard， 1972， <<Bibliotheque de la Pleiade>> 

Les Grands Cimetieres sous la lune [in包 11]

La Grande Peur des Bien-pensants [in包 11]

Nous autres Francais [ in包 11]

Les Enfants humilies [in伍 11]

L'Avant-Garde de Normandie [in包 11]

Lettre aux Anglais， Gallimard， 1946 

La France contre les robots， Plon， 1970 

Le Chemin de la Croix-des-Ames， Rocher， 1987 

Abstract 

We extract Georges Bemanos' ideas from his essays and political articles on 

Ancient Rome and the Roman tradition in occidental civilization， especially in France. 

In contrast with most of his Catholic or Republican contemporaries， who venerate 

Ancient Rome--which gave European civilization the heritage of a sense of civility and 

Roman law， and nourished Christianity leading to the formation of the Universal 

Church--Bemanos considers Roman civilization and its tradition essentially in rivalry 

and incompatible with the spirit of Christianity. For him， Roman civilization is based 

on the logic of temporal power and institutions which preserve it. The "realism" 

developed by the Romans leaves no place for the spiritual force or the Grace of God， 

which is a major theme of the Gospel. 

50 cf.Ibid.， pp.l242-1259 



訳語生成の視点から見る f<名詞1>の<名詞2>J構造

THE ANALYSIS OF THE [MEISilll NO MEISill2] STRUCTURE 

FROM THE POINT OF VIEW OF WORD GENERATION 

呉凌非

WULingfei 

Abstract 

百1es戸1taxstructure of Japanese noun phrase [meishi1 no meishi2] is very sim-

ple， but its semantic structrue is much more complicated. Many researchers tried 

to classify it semanticly， but the results are not satisfied from the point of view of 

machine translation. In this paper the author collected about 10000 Japanese 

phrases of [meishi1 no meishi2] and devided them into 15 pattems， and analized 

how to decide to which pattem a given [meishi 1 no meishi2] phrase belongs. 

1 目的

本稿の目的は、機械翻訳の一環としての訳語生成という視的、ら、日本語における r<名詞 1>の<名詞2>J

構造の意味構造を明らかにし、そして、与えられた r<名詞 1>の<名詞 2>Jがどの意味構造に対応している

かを判断するための手がかりを整理することにある。

2 問題点

上記の目的を達成するためには、次のような問題点を解決することが必要であると考える。

問題点 l日本語における r<名詞 1>の<名詞 2>J構造は、構文解析の視点から見れば、単純な構文構造

ではあるが、果してその意味構造も単純なのか。

問題点2単純な意味構造ではなければ、どのような意味構造に対応しているのか。

問題点3任意に与えられた r<名詞 1>の<名詞 2>J構造がどの意味構造に対応しているかを判断するた

めの手がかりはどうなっているのか。

123 



2 呉凌非

上記の三つの問題点の解決は本稿の中心内容となる。

3 先行研究

本稿に関連して、鈴木(1978，1979a， 1979b， 1979c)、水谷1982)、草薙(1985b)、西山(1991)、寺柏1992)などの先行

研究が見られる。

水街1982)では、論理構造でもって 1<名詞 1>の<名調2>J構造の意味を記主している。ただし、 1<名調

1>の<名詞 2>J構造の表す意味のパターンを分類したわけではない。寺村(1992)で、は、格助詞としての「のj

の意味について述べているが、 「がJと「をjとの関係において述べているため、範囲的には限られている。西

山(1991)は暖味性の観点から 1<名詞 1>の<名詞 2>Jについて述べている(ただし、西山では、<名調 1>と

<名詞2>はそれぞれ INP1Jと INP2Jで表示されている)。西山によれば、 INP 1のNP2Jにたいし

て、 [A]NP1が、 NP2に対するパラミターを設定するばあい、 [B]NP1が、複数個のNP2の指示対象のな

かからひとつを選択するための限定詞・付加詞の機能を果たすばあい、[C]NP1が領域を表し、その領域のな

かで、 NP2の指示対象の断片を提示するばあい、の三通りの解釈が可能であるという。すなわち、 1<名詞 l

>の<名調2>Jにおいて、 「のJは上記の三通りの機能を持っている。ただし、暖昧性は本稿の中心内容では

ないため、深く立ち入らない。

1<名詞 1>の<名詞 2>J構造の意味についてより詳しく触れたのが鈴ドと草薙である。草薙で述べた 1<

名詞 1>の<名詞2>Jの意味パターンは次のようにまとめることができる。

(1) 所有 「私の犬」

(2) 関係 「私の妻」

(3) 同格 「妻の私」

(4) 名詞2が時間 「到着の直前」

(5) 名詞2が空間 1)11の手前J

(6) 名詞 lが主格、名詞2がさ変動詞 「私の散歩J

(7) 名詞 lが対象格、名詞2がさ変動詞 「英語の勉強」

(8) 名調 lが目樹各、名詞2がさ変動詞 「京都駅の到着」

(9) 名詞 1が時間 13時の到着」

(10)名詞 lがさ変動詞 「到着の列車J

(11)名詞 lが場所 「駅のベンチj

(12)名詞 1が全体、名詞2が部分 「大学の学部J

鈴木では、 1<名調 1>の<名詞 2>Jにおける名詞!と名詞 2は飾りと飾られの関係にあるとし、その関係を

さらに[1]関係的結U守寸き、[II]状況的結び付き、[皿]規定的結び付きの3種類に分けている。各種類についてさ

らに細分しており、全部で36の類に登る。ただし、その分類が細かすぎるために、類聞の違いが分かりにくい

場合も見られる。例えば、 「場所jが「産地Jの上位概念であるにもかかわらず、 「場所的なむすび、っきjと「産

地のむすびつき」が二つの並列類として捉えている。そのために、 「産地のむすび、っき」の類に入るものはすべ
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て「場所的なむすび、っきjの類に入れてもおかしくはない。また、このような意味分類の基準が定めにくいため

に、類似する意味関係をまったく異なる類に入れるケースも見られる。例えば、 「茶筒のふた」と「時計の針」

が類似する意味関係を表していると思われるが、鈴木では、前者を類 Iの「関係的結び付き」の類に入れており、

後者を類皿の「関係的結び付きJの類に入れている。なお、訳語生成の干見点から見た場合、 1<名詞 1>の<名

詞 2>Jの意味構造が明かで、ないかぎり、鈴木(1979)のように分類しても、他の言語に生成しにくいという問題

点は依然として残る。

4 考察

4.1 方法

上記の先行研究のように 1<名詞 1>の<名詞 2>J構造を意味的に分類すると類の基準が立てにくく網羅性

の問題点が出てくる。そこで本稿では 1<名詞 1>の<名詞 2>J構造における名詞!と名詞2の意味関係を、

15の形のある構造で示す(形のある構造を以下ではトランスファー構造と呼ぶ) 0 その 15のトランスファー構

造のパターンを、集めた 1<名詞 1>の<名詞 2>Jデータから抽出する。そして与えられた 1<名詞 1>の<

名詞 2>Jにおける名詞 lと名詞 2の持つ意味特性及び、他の情報に基づいて、その 1<名詞 1>の<名詞 2>J 

がどのトランスファー構造に対応しているかを判断する。

4.2 分析

本稿では、 『文章宝鑑(I979).1より約6000くらい、筑波大学図書検索システムより約2500くらい、先行文献

より約 1500くらい、あわせて i∞00あまりの 1<名詞 1>の<名詞2>Jデータを集めた。そして、それらの 1<

名詞 1>の<名詞2>Jデータにおける名詞!と名詞2との意味関係を分析した結果、次の 15のトランスファー

構造のパターンを抽出することができた。

4.2.1 トランスファ-f.蕎造のパターン

[1] np 1がVnp2パターン (npl =名調 l、np2=名詞2、v=動詞)

妹の貯金・学生の教科書・先生の著作・息子の中学校・飯島の夫人・兄の手・鉄の硬さ・富士の姿などの例は

このパターンに当たる。

[2] nplをVnp2パターン

アジアの征服者・ラーメンのお客さん・バイクの警察・眼鏡の男・物理の先生・青い目の猫などの例はこのパ

ターンに当たる。

[3] nplにVnp2パターン

帳場の時計・ 3時のお茶・学校の先生・軍縮のレポート・政治闘争の手段・おふろのまきなどの例はこのパタ

ーンに当たる。

[4]nplでVnp2パターン

鉄の橋・金の時計などの例はこのパターンに当たる。

[5] nplである np2パターン

FH
υ
 

ワム



4 呉凌非

浪人の私・社長の山固などの例はこのパターンに当たる。

[6] nplする np2パターン

到着の列車・狩りの名人などの例はこのパターンに当たる。

[7] nplがnp2することパターン

大衆の議論・彼女の演技などの例はこのパターンに当たる。

[8] nplをnp2することパターン

牛肉の試食・大会の開催などの例はこのパターンに当たる。

[9] nplにnp2することパターン

京都駅の到着・結婚式の出席などの例はこのパターンに当たる。

[10] nplでnp2することパターン

温泉の混浴・甲子園の試合などの例はこのパターンに当たる。

日1]nplで、np2となる

交通の混乱・原爆の被害などの例はこのパターンに当たる。

[12]n1m分パターン

3分の 1. 4分の3などの例はこのパターンに当たる。

[13] npl (青箔詞的働きをする) ・np2パターン

黄色の車・三つの謎などの例はこのパターンに当たる。

[14]npl 'np2パターン(数量調の倒置的用法)

インクのー瓶・花の一束などの例はこのパターンに当たる。

[15]熟語

「気の毒J、 「火の用{，J、 「お兄ちゃんの馬鹿」などの例はこの項に該当する。

次に 1<名詞 1>の<名詞2>Jと上記の 15のパターンとの対応について見てみる。

4.2.2 r <名調 1>の<名調 2>Jとトランスファー構造とのつながり

[1] nplがVnp2構造

主体と部分の関係 npl=主体 np2=部分

例:自動車の屋根=自動車が持つ屋根

v=持つ

所属の関係 npl=人問、 np2=キ出哉 → v=所属する

例:息子の中学校=息子が所属する中学校

行為と結果の関係 npl=行為、 np2=状態性名詞 → v=もたらす

例:通行の混雑=通行がもたらす混雑

占有の関係 npl=行為者、 np2=具象物 → v=占有する

(一時占有使用[np2の共用性が力、

常時占有所有[np2の共用性が小])

P

口ηL
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例:妹の貯金=妹が占有する貯金(常時占有)

お客さんの席=お客さんが占有する席(一時占有)

[2] nplをVnp2構造

対象と行為者の関係 npl=対象、 np2=行為者→ Vは文脈によって決定され

る。

WilksのTemplateの手法

が考えられる。

例:アジアの征服者二アジアを征服する征服者

ラーメンのお客さん=ラーメンを注文するお客さん

バイクの警察ニノてイクを乗用する警察

物理の先生=物理を教える先生

眼鏡の男=眼鏡をかける男

部分と主体の関係 npl=部分、 np2=全 体→ v =持つ

例:色白の青年=色白(特徴)を持つ青年

丸ほやのランプニ丸ほやを持つランプ

[3] nplにVnp2構造

存在の関係 nplニ場所、 np2ニ具象物

f7tl :帳場の時計=帳場にある時計

v =ある

時間限定関係 npl=時間、 ap2=行 為 → v=発生する

np2=具象物の場合、 Vは文脈依存

例:3時のお茶=3時に飲む、

l時の飛行機=1時に出発する飛行機 or 1時に到着する飛行機

所属の関係 nplニ組織、 np2二人間or移動性のもの → v =所属する

例:学校の先生=学校に所属する先生

内容と形式の関係 npl=内容、 np2=形 式→ v =関する

例:軍縮のレポート=軍縮に関するレポート

行為とその行為を成し遂げる手段、方法、道具の関係

npl=行為、 np2=手段、方法、道具→ v=使われる

政治闘争の手段=政治闘争に使われる手段

おふろ(を沸かすの)に使われるまき

[4] nplである np2構造

同格の関係 npl=身分or職業 np2=ひとの個別性名詞 → v=である

例:浪人の私=浪人である私

[5] nplでVnp2構造

巧

dヮ“
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材料的限定 npl=材料、 np2=具象物→形成 す る

例:鉄の橋=鉄で形成する橋

[6] nplという np2

抽象物の様相 npl=抽象物、 np2=様相

例:青の色=青という色

失望の表情=失望という表情

[7] nplする np2構造

行為と行為主体の関係 npl=行為、 np2=行為主体

例:到着の列車=到着する列車

[8] nplがnp2すること構造

行為者と行為の関係 npl=行為者、 np2=行為

例:大衆の議論=大衆が議論すること

[9] nplをnp2すること構造

対象と行為の関係 npl=対象、 np2=行為

例:牛肉の試食=牛肉を試食すること

[10]nplにnp2すること構造

目標と行為の関係 npl=目標(場所性名詞が中心 np2=方向性移動

例:京都駅に到着すること

[11] nplでnp2すること構造

場所と行為の関係 nplニ場所 np2=行為

例:温泉の混浴=温泉で混浴すること

[12] npl・np2構造川

数量限定[a] npl=数量詞

例:三つの部屋→ 三つ・部屋

[13] npl/np2構造(共通性を持たせる)

数量限定[b] 叩 l=n分 np2=数字

3分のl → 1/3 

[14] npl . np2構造[2]

数量の倒置的用法 np2=数量詞

例:インクの一瓶→ー瓶・インク

花の一束→ 一束・花

[15]熟語

例 r気の毒J、 「火の用心j、 「お兄ちゃんの馬鹿」

。。
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熟語の場合は、構文解析と意味解析を行わずに、最初から辞書に登録しておく必要がある。

熟語以外の場合、与えられた 1<名詞 1>の<名調 2>Jがどのトランスファー構造に対応しているかを判断

するには、 nplとnp2の各自の意味及び両者の関係は重要な手がかりとなる。ただし、トランスファー構造にV

が現れる場合、さらに文脈情報が必要である。

4.3 まとめ

日本語における 1<名詞 1>の<名詞2>Jは構文的には単純そうに見えるが、複雑な意味関係を持っている。

そのような構造を機械翻訳システムにおいて、他の言語に生成する際、名詞 lと名詞2が飾りと飾られの関係に

あるということだけでは処理できない。そのために本稿ではまず 1<名詞 1>の<名詞 2>Jを他の構造にトラ

ンスファーし、トランスファー構造において、名詞 1と名調2の意味関係を明らかにし、訳語の生成に備える。

1<名詞 1>の<名詞 2>J構造において、一部の情報が省略されている場合、対応するトランスファー構造

にVの出現が予想される。Vの意味の確定は、当面できるだけ広い意味の動詞を選んで、いるが、検討する余地が

ある。
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PROBABILITY DISTRIBUTION OF MAXIMA OF RANDOM SURFACE 

Nobuyuki TAKAHASHI and Hisanao OGURA * 

Abstract 

The joint probability dis仕ibutionsare obtained of the extremum value， principal 

curvatures and the angle of their orientation of a random surface described by a 

homogeneous Gaussian random field. The probability density for the extrema is 

calculated as a marginal distribution， and is cast into a Gram-Charlier series in a 

form convenient for numerical calculation. 

1 Introduction 

With a practical application in mind， the probability distributions are obtained for the values 

of extrema of a Gaussian random surface. We can extend Rice's出eoηforthe maxima of a 

stationary Gaussian processl to the case of a 2-dimensional (2-D) random surface described 

by a homogeneous Gaussian random field， and we obtain a joint probability distribution for 4 

variables; extremum， two principal curvatures and the angle of their orientations at血eextremum

point. The probability density for extrema， i.e.， minima， maxima or saddle points， can be given 

as a marginal dis住ibutionby integrating over other 3 variables. For numerical calculation it is 

conveniently expressed as a Gram-Charlier series in terms of its moments given by 3-D integrals. 

The present work was motivated by the problem of radio-wave scattering from a random surface. 

It is c10sely associated with the design of a satellite altimeter using backscattered microwave 

from ocean waves owing to the fact出atthe scattering takes place mostly at points of extremum， 

and the scattering cross-section is inversely proportional to the Gaussian curvature. However， 

our results could also be applied to a problem conceming image processing. 

* Department ofElectronics， Kyoto University 
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2 Probability Distribution for Partial Derivatives 

We summarize well known formulas for the sake of definition. Let a random surface z = 

f(x， y) be given by a homogeneous Gaussian random field on a 2・Dspace， with mean 0 and the 

correlation function: 

R(r) = (f州側=にei.A.rS(入)d入 、‘，，
F

唱
・
E
a

''t‘、

where r = (x， y)，入=(入，μ)，d入=d入dμ，and the spectral density S(入)is unchanged against 

inversion: S (入，μ)= S(一入 μ).We assume f(r) is twice q.m. differentiable w.r.t. r. Let the 

partial derivatives of f(x， y) be denoted by u三ん，v三ん，r三 fxx，s三 fxy，t三 fyy.where 

出esubscripts indicate di百"erentiation.Let the 6 x 6 covariance matrix of出epa口ialderivatives 

(z， r， t， s， u， v) at a fixed point be written in血eform: 

R -R1 -R2 -R3 

-R1 R11 R33 RJ3 
。

R 
R33 R22 R23 

RJ3 R23 R33 

R1 R3 

。
(Z2) = R三 JS州入

(ぷ) =一(z巾 R1三f内 州 入

( め = 一(z←R2三 f内側入

(ω) =一(ZS)= R3三 JAp，S州入

(S2) ヤト R33二f入2向

(r2) R11 == J A
4S州

ヤS) RJ3三 f入3μS州入

。2) R22三 fμ4S州

(お) =ん3三 f山(入)

In the isotropic case where S(入)=S(χ)，χ三ぷ三p，2，出ereare further凶 tions:

R11 = R22' R3 = RJ3 = R23 = o. 

ワ
u

nぺ
υ

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

(10) 

(11) 

R1 R2' 
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Let the inverse matrix of R be denoted by 

。

馬

町

O
R
 

(12) 

A A， A2 A3 

R-;' 
I A， A" A'2 A13 

A2 A'2 A22 A23 

A3 A13 A23 A33 

K;' 
ID21 I -R3 R， 

DI三 detR1，D2=detR2 = RIR2 -R~ 

(13) 

(14) 

(15) 

The6・DGaussian density function for (z， r， t， s， u， v) can be written 

p(z， r， t， s， u， v) PI (z， r， t， S)P2(U， v) (16) 

PI (z， r， t， s) { _~zt ー 'z} (17) (2π)ヲz|DIll/2xp--2z R z 

P2(包，v) {-~utRJ'U } (18) 2πID21'/2 exp l-~u'Rtu 

where the exponents in (17) and (18) give the quadratic forms of z = (z， t， r， s) and u = (包，v) 

Wヱt.RJI and K;I ， respectively. 

ztRJlz 三 AZ2+ 2 (A1r + A2t + A3s) z + Allr2 + A22t2 + A33S2 

+2 (Al2rt + A13rs + A23tS) (19) 

(20) utK;lu A44U2 + 2A4Suv + Assv2 

3 Probability Distribution for Extrema and Curvatures 

Extrema and Curvature of Surface At a point of extremum of the surface we have 

u = 0， v = 0 (21) 

Let ρbe the radius of curva加reofthe curve formed on the intersection ofthe surface z = f(x， y) 

and a vertical plane with an angle () with x axis. When () is so chosen as to satisfy 

tan 2() =三L
γ- t' ( -~三 8 三~) (22) 

。。qa 
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thenρtakes a maximum or minimum value， which is a root of出eequation， 

土-(T+t)1+(Tt-S2)=O
ρゐ ρ

(23) 

Let 1/ Pl三 ro，1/ρ2三 todenote the maximum and minimum curvatue， which are， respectively， 

given by 

ρl 

ρ2 

ro =乎+六千)2 + S2 (24) 

to =字-v(子)2 + S2 (25) 

Obviously， the principal curvatures ro and to satisfy the relation， 

ro + to r+t (26) 

(27) roto rt -S2 

where (26) gives the mean curvature and (27) the Gaussian total curvature. 

If we write (r， t， s) in tenns of (ro， to， e)， we have 

r = ro cos2 e + to sin2 8 

t ro sin2 8 + to cos2 8 

(28) 

(29) 

(30) s (ro -to) sin 8 cos 8 

By the coordinate rotation (x， y)→ (x'， y') 

Z x' cos 8 -y' sin 8 
(31) 

y x' sin 8 + y' cos 8 

we obtain the transformation (仏υ)→ (u'，v')， in the same form as (31)， and出etransformation 

(r， t， s)→(r'， t'， s'): 

r = r' cos2 8 + t' sin2 e -s' sin 28 

r' sin2 8 + t' cos2 8 + s' sin 28 

;(TIーず)si山 s'c叫

(32) 

S 

Particularly， when 8 is chosen as in (22)， we have 

r' = ro， t' = to， s' = 0 (33) 

a斗内べ
υ
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and the relations (28)-(30). We denote the p訂 ameterregions for maxima， minima and saddle 

points by R 's as defined by the following inequalities: 

Rmin : ro > 0 to > 0; rt -S2 > 0， r > 0 

Rmax : ro < 0 to < 0; rt -S2 > 0， r < 0 (34) 

Rsact : roto < 0 rt -S2 < 0， 

Probabili句Distributionfor Extrema and Curvatures By the coordinate transformation 

(r，t，s，包，v)→ (ro， to， B， u'， v') according to (31)ー(30)，出evolume elements are transformed as 

follows: 

drdtds |θ川 |ωtodB θ(ro， to， B) I ~ . v 

/ro -to/(1 + sin2 2B)drodtodB (35) 

dudv du'dv' 

so出atwe can rewrite the probability distribution in the following manner: 

Pl(Z， r， t， S)P2(U， v)drdtdsdudv 

= Pl (z， ro cos2 B + to sin2 B， ro sin2 B + to cos2 B， (ro -to) sin B cos B) 

XP2 (包， cos B -v' sin B，包'sinB + 1九osB) / ro -to / (1 + sin2 2B)drodtodBdu' dv' 

三 P3(ムγ0，to， B; u'， v')drodtodBdu' dv' (36) 

With出isform of probability distribution， we can apply Rice's method for the maxima of a 

stationary process 1 to the case of a homogeneous random surface. With the angle B fixed， we 

seek an extremum along the curve on the surface by which the principal curvature is de白ned.

The value of u' (v') at the distance dx' (dy') from the extremum point where u' = v' = 0 in a 

fixed direction B (B +π/2) is given by u' = -rodx' (v' = -tody'). Therefore， the probability 

出atthe random field has an ex住emumwithin a small volume dzdxdy at the point (x，y) with the 

parameters (ro， to， B) in an infinitesimal region drodtodB is given by 

川J
times drodtodB， where dx' dy' =dxdy三 dr，and roto = rt -S2 is the Gaussian curvature by (27). 

Obviously the distribution is uniform with respect to the spacial coordinate (x， y). 

F

ヘυ
q
t
u
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From (37) we can derive various probability distributions by integrating it over an appropri-

ate parameter region. For instance， we can obtain a joint distribution of maxima and Gaussian 

curvature 9三 roto.

Similarly， the probability血atthe random field has a min， max or saddle point in the volume 

dxdydz is obtained by integrating (37) over the region of (ro， to， ()) given by (34): 

Pmin(z)dzdr ω 10
00 

dro 10 ∞ 出仇0[:ι;〉〉dω仰9

ωfυJωノ州T吋t一三Ip(z，r，仁s;O，O)

(38) 

(39) 

Pmax(z)dzdr ω 乙d伽hγ町O乙d白仇t匂Oι ω州仰|阿γ句rot州t

ω . J lt>s2.rくOdT州 rt-榊 ，r， t， s; 0， 0) 

(40) 

(41) 

By (17) and (36) we have p3(z，-ro，-to，(}:0， 0)=P3( -z，ro，to， (}:O， 0)， so that we obtain 

Pmax(z)dzdr = Pmin( -z)dzdr (42) 

The equality (42) is due to the symmetry of Gaussian distribution. 

Psad(z) ω = ω [にf乙∞Jd吋∞川d白仇如t句いOけ+10
00ρ∞1d イ∞Jd出t

×ιωIrotolp川 to，(); 0， 0) 

TflJT制 slrt一 s2Ip(z，r， t，ぷ 附

(43) 

(44) 

4 Moments and Gram・CharlierExpansion 

Gram-Charlier Expansion Numerical integration of (38)ー(44)can be performed since白

integrand is positive and well-behaved. In出issection， in stead of integrating for every value of 

z， we express P(z) as a Gram-Charlier series in terms of its moments， which we write 

Mn 去にznp肌 η 1，日

にP(z)dz (45) M 

ρo
 

qυ 
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where M denotes the nonnalizing constant. We write the Gram-Charlier expansion as: 

P(z) MG(z -μ;σ2) 11 +吠--n九:σh2nhn(z -μ;σ2)1 (46) 
n=3 

G(z -μ;σ2) [日~] (47) 一一一=-exp 1-v2iσ2σ2  

hn(z，σ2) σ2nG(z;σ2)一](¥-G?Z) n G(z; (j2) (48) 

吋z-Yσ2]
∞ 入n

乞寸hn(z;σ2) (49) 
o n! n-

where G(zー μ，σ2)denotes the Gaussian distribution with mean μ 三 M]and the variance 

σ三 M2- Mf， and (48) gives n-th order Hennite polynomial and (49) the generating function 

of Hennite polynomial. 

The coefficient bn， which can be obtained using the orthogonality of hn， 

司
んのり

一一η
 

Z
 

A
U
 

、
】
ノz
 

p
 

、‘，ノ

ぺ
4

σ
 

H
F
 

Z
 

/・‘、n
 

'九
∞

∞
 

f
I
l↑
 

1
一
M

一一一n
 

'hv 
(50) 

can be given in tenns of the moments up to n-出 order，where， bO三 1，b 1 = b2 = O. For instance， 

b3 M3 -3M]M2 +2M~ 

M4 -4M1M3 -3M;' + 12M~M2 -6Mt 

(51) 

(52) b4 

Moment Generating Function 

generating function， 

We ca1culate the moment Mn by means of the moment 

ψ(ν) 門=占ι凡泊叫山(μωz斗)

55仏尚=斗lり) 

(53) 

(54) 

From (16)-(18) and (39) the probability density can be written as 

L 

ん|いγtト一 8
2 

1 p仇1(川 ， 8刈w胤S吟吻伽)如肋p仇州2

古礼11川T付t一 s21叫卜;(Z2ー ル+Q)]州 ds

十AIT+んt+却)

i lAll川 22t2+A〆+2山 +A]3TS +的)] 

(2π)3IDID211/2 

(55) P(z) 

(56) 

(57) 

Q (58) 

(59) N 

弓

tqο 
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where L and Q denotes a linear and a quadratic fonn of r， t， s， respectively， and the integration 

domain R denotes Rmir酌I

respectively. Upon substituting (56) into (53)， we make use of the fonnula; 

ゆ(円L)三に仇ザ叫

12π A T2 ヱ~ I/n _ (_ 1¥ 
d~e2Ú γ ~hn IL;一τ(61)
V A お η!¥ AJ

where the righthand is obtained using the generating function of the Hennite polynomial (49). 

Then we can calculate the moment generating function ψ(ν) expanded in powers of 1/; 

古i:eVzp榊

d古万か山|…21 e一千拘匂Q

品仔計kl作T…21咋'引e4(QL2)dTdtds 

ψ(ν) 

(60) 

(62) 

(63) 

Comparing出iswith (54) we get the moment Mn as the coefficient of I/n /η!. 

M 寸古仔Lか|作川T吋t一内一杓料一_L
2

)刷d伽ω州ωT吋叫d出tdむs (伺6ω4

凡 = 示j岳2んかか|作川T吋t一 d内机|防Ihnι川nベ(トム一iか)e一守抑(ωQ一L九2勺2)dほd命ω州ωγ吋叫d出制t吋仇d

品仔klい 21Le手(Q-L
2
)drdtds

示仔んIrt一 s21(←作ドU山2+ ~)刊
示仔Lかか|作川γ付…t

d古万仔kl作T…21(L4斗+4;f山+d主お卦)トいeピJ出一→千抑(ωQ勾 d帥t吋仙dむS 

M1 

M2 

M3 

M4 

(66) 

(67) 

(68) 

(69) 

where L and Q are given by (57) and (58)， respectively. That the quadratic fonn in the exponent 

of the integrand is positive; 

Q'三 Q-L2 
> 0 

is obvious if we put z = L in the equation， 

三-2Lz+Q 三0

。。

(70) 

(71) 
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which is白equandratic fonn with respect to the positive definite matrix R- 1
• Since the integrand 

of (65) is an well behaved function， even the 3D integration over the domain Rmin' Rmax or R凶

could be numerically perfonned if necessary. 

Method of Integration for Moments The 3D integration of (39)，(41)，(44) or (65) is not 

an easy task. Here， using the仕ansfonnationof variables (28)ー(30)，we bring the 3D integration 

w.r.t. (ro， to， 8) to the sum of 1D integrations after integrating tennwise over (ro， to). 

First we deal with Pmin(z) and then Pmax(Z) is given by Pmin( -z). The integral for moments 

(65) is written as 

Mn fffTMITt d|仇(門川rdtds

仇(山)三ホ存ι(L，-~) e一号(Q

By the transfonnation (28)ー(30)and (35) we have 

机=にι凸;ム〉(υ山1

ψπn(r町o，t句0，8の)三 ψn(かr，t， 8め) 

where the integration w.r.t. (ro， to) is written 

1 jn~tn r町》帆刷ot仇似t句似Oぱ仇(

一

ro>t句o J Jto>ro 

(72) 

(73) 

(74) 

(75) 

= I I roto(ro -to) 1ψn(ro， to， 8) +ψn(to，ro，B)1 drodto (76) 
J Jro>to 

r r I ~、 f、 /π\ I 
= I I roto(ro -to) 1ψn(ro， to， B) +ψ叫 Iro， to， 8 + ~ I1 dγodto (77) 

J Jro>to. 
v-v，. v -v/ 

L ¥2)  J 

H出f畳也he悶re(77竹7)凶i凶so伽btain訂me吋db句yl出n凶附te悦r民chan訂n昭1

ma剖矧tio∞nsω0→ B+ π /ρ2，c∞os8 → 一 sin B， si白nB→ C∞os B. This implis tl凶 the region for integration 

is expandable to -π/4三0三31f/ 4， or to 0 :s B三π.Thus， (74) is further rewritten as 

Mn fo
7r 

(1 + 山 0の削)川刈d (78) 

fo
7r 

(ρπ九、(ο1+山 B)吋 ∞A∞附句)soto'l/Jnω to，to， B)dsod (79) 
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where we have made the change of variable (ro・to)→ (80，to): 

80三 ro-to， roto = (80 + to)to， drodto = d80dtO (80) 

In出ismanner the linear and quadratic forms L and Q w.r.t. (r， 8， t) are cast into the linear and 

quadratic forms w.r.t. (to， 80) as follows: 

L L(to， 80) = -A(αto + s80) 

Q 
12 2  

Q(to， 80) =A(γtd + 28t080 +εso) 

α A， +A2 

3 A， cos2 e + A2 sin
2 e + A2 sin e cos e 

γ All + A22 + A12 

6 = A" cos
2 e + A22 sin

2 e + A'2 + (A13 + A23) sin e cos e 

ε A" cos4 e + A22 sin
4 e + (2A12 + A33) sin2 e cos2 e + 2A13 sin e cos3 e 

+2A23 sin
3 e cos e 

Thus， the quadratic form in the exponent of (73) is written 

A(Q -L2) Ct6 + 217t080 + (86 

と三γ-5η三 6一千 C三ε-2

(81) 

(82) 

(83) 

(84) 

(85) 

(86) 

(87) 

(88) 

(89) 

We note that hn(L， -1/ A) is a polynomial in L and accordingly血atit is a polynomial in (to， 80). 

U sing the formula 

10
00吋∞dyxnymげ仇+ν2) jS守ZG(斗~)g(ヰ~)θ

g(ぺ) (い)(2η-3)315

which may be rewritten as 

1124e-i附 1)toso+(s61仙 o (91) 

= ~[~]2[Z]2~:![表]9 (ヰ~)g(ヰ~)
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we can perfonn the integration (79) tennwise w.r.t. (to， 80) after expanding 

川向)8仇 (L，引zzpkmd

11 

(92) 

in tenns of powers of to， 80， and using (92). In出isway the integral (79) is reduced to the sum 

of integrals over B， which can be numerically computed. 

In the similar manner we can calculate the moments for 九act(Z).We first write 

比 =ffL<S2|Tt-机川s附 d8

ι口(山l

where 

Cι凸;;〉(ο1+山側J∞1000

子∞ぺT町》哨ot仇山t句O

ψn(ro，to，B) 

L三 L(γ0，to) 

Q三 Q(ro，to) 

ホ仔ψn( L， -~) e-4cQー

L2)

-i附 術 0-お)]

-i [(α 一 の仰t句刊O

~[わ甘吋ゆt~れ+は2お附6
i [k(γ-28 + ε)t~ + 2(8 -けroto+ぺl

(94) 

(95) 

(96) 

Therefore， substituting these into (93)， we can perfonn the integration over (ro， to) to have the 

sum of 1 D integrals wエt.B. 

5 Spectral Model for Ocean Waves 

In this section we give some examples of spectral density and its related quantities. Such a 

spectrum is intended to be a model spec仕umfor possible ocean waves， because we are interested 

in the probability distribution for the extrema and curvatures of the ocean waves which undergo 

irregular undulating motion with a certain average wave length and wave direction. 

For the purpose of application we are taking up four types of spetrum; Gaussian and ratio-

nal spectral types combined with isotropic and anisotropic ones. The Gaussian spectrum has a 
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rapidly decreasing spectral tail with less short wave components， which physically means出at

the wave has little ripples and very smooth surface. A rational spec甘um，on the other hand， has a 

longer spectral tail and more short wave compornent， which implies rougher surface with more 

ripples on the wave. The correlation length or the spectral width is described by a parameter R. 

In order to model a spectrum for ocean waves， S(入)should have a spec仕alpeak at the spatial fre-

quency入三|入 1=χpcorresponding to the average ocean wave length， which in turn is c10sely 

仙削tωOωf.Ar加削n引l川lSO叩則削t叫r

der windless condition. An anisotropic spectrum S(入)三 S(χ?ψ)with the spectral peak in the 

directionψ=ψo implies the directional waves related to the wind direction. In what follows we 

will list four types of spectral model together with brief comments， and tabulate their p訂 am-

eters， correlation function and several spec仕almoments which equal由ecovariances between 

thep訂 ticalderivatives of the random surface. 

5.1 Isotopic Gaussian Spectrum -Omni-directional Wave Model 

Spectral Density 

S(χ) 一ιe-f.
2
X2χ=J入2+μ2 (Gaussi制

2πKo. V 

R 弓 tJ2__2 

一一;-x"me-cx.， m = 1，2，... (Ornnidirectional Wave Model) 
2πKm 

(97) 

S(χ) (98) 

where K m denotes the normalizing constant given by 

川
一

F
V
A
 

d
 

x
 

e
 

+
 

V
A
 

P'''''nu 

三

ι
 

m=0，1，2，. (99) 

(97) shows a simple isotropic Gaussian spectrum， whereas (98) gives a spectrum for an omini-

directional wave model. 

Spectral Peak Frequency 

(仰

7
m = 0，1，2，...， f = vm 

χP 
(100) 

Correlation Function 

川

Y
A
U
 

V
A
 

J
U
 

V
A
 

一一一入'G 
入A

U
 

、‘，ノ入rt
‘、S

 

T
 

入
e
 

π
 

ペ
ノ-f

I
A
 

∞
 

f
l
h
 

、‘.，
r

T
 

J

，.、、R
 

、‘.，
，

4

・・An
u
 

--，
，
t

、

- 142ー



Probability Distribution of Ma.xima of Random Surface 

走山知)χ2mlet2X2dx 

R m! _ ( r2¥ 

kmE百万 IFI~ m + 1; 1;一夜)

R土子巴竺主/一三)n. m = 0.1.2 
m!おい!)2 ¥ 4&) …....~ .....，-

R叫(一手)
R (1-五)叫(一五)
R f1一長+4(五)2トxp(一五)

R 11 一五+~(五)2 ー村長)3] 叫(一五)

where IF1(α;γ; z) denotes the conftuent hypergeometric function: 

G(m+η+ 1)γ2n 

22n+1f2(m刊 +1)Q(2η+1) 
か川)χ2m+1刊以=

(m = 0， Gauss) 

(m = 1) 

(m = 2) 

(m = 3) 

IF1(α;γ; z) 

x IFI(m+η+ 1;2η+ 1， -r2/4f2) 
Q(γ)ぶ Q(α+η zn
十一-
Q(α)おQ(γ+η)η!

Larger m gives more oscillatory correlation function. 

Covariance Matrix 

R三 R(O)

RI =R2 

R3 

RI1 = R22 

R33 

R13 = R23 

(Z2) = J s州入=吋∞S仙 dX

J ).2S州入=π10
00

わ∞~χ似3

2一(00∞ χX2m+3九e-e2刈 (伏R肋州(か例Tけ)で、 T日→ 0， m → m+叫1り) 
2Km JゐO 〆北 、ベ

RKm+1 ~m+ 1 

2 Km ~- 2& 

O 

f 
RPA市 271" 

内刷川川川(伶ω州入川刷)川ルd

…

JO 
---r - r Jo 

R3km+2R3(m + 2)(m + 1) 
ー一一一一一一ー=
8 Km 8f4 

f R 
rh  

入).2JL2弘γ仰刷μμ山向2句恨S沢似刷(伶ω州入川)臥d仏入 = 
: 

/ C∞Oω的s

一
JO

一
R~ ~rr:+2 = Ri

m + 2)(m + 1) 

8 Km 8f4 

0 

ー 143

13 

(102) 

(103) 

(104) 

(105) 

(106) 

(107) 

(108) 

(109) 

(110) 

(111) 

(112) 

(113) 

(114) 

(115) 

(116) 
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5.2 Anisotropic Gaussian Spectrum ・DirectionalWave Model 

Spectral Density 

R 
S(入)= S(χ，ψ)=一一一cos2n(ψ一 ψ0)χ2WEe-E》 m =O，l，Z---n=O，l，Z--- (117) 

KmLn 

where Km and Ln are given by 

Km 
1
・一
H

一一

η

m
F
知一

σ

一

角

1
L
r
l

、一

=

針

V

A

=

 

A

U

7

 

K

A

U

 

J

ψ

 

e

n

 

m

;

S

 

ウ

ゐ

「

d

x

c

 

∞

h
 

f
l
h
f
l

。

(118) 

Ln (119) 

The spec住umwith n = 0 corresponds to iso住opicomnidirectional waves， and η三1gives 

anisotropic directional waves in the directionψ=ψ0・Largern implies the stronger directivity 

of waves， and therefore， n = 1 co汀espondsto the weakest directivity. 

Correlation Function 

ψ
'
 

，O
 

V
A
 

-d 
vA 

、‘，，，，ω' 
V
A
 

r'E
‘、

Q
U
 

V
 

A
O
 

nv c
 

T
 

X
 

戸し
V

π
 

今
J
-

f
l
A
 

∞
 

f
l刈

、‘，，，AV
 

F
'
 

〆'曹、、R
 

(120) 

In what follows we gives the quantities for the weakest directional wave model η= 1 which can 

be easil y calculated . 

Spectral Density (η=1) 

S(χ，ψ) i∞S2(ψ 一 <po)ime-
e2χ2

πl¥.m 

ffsMがχdψ

(121) 

R (122) 

Correlation Function (η=1) 

R(r， B) £fAbe…刈OS2(<p-ωd川九-e
2
X2dX 

2R r∞ 7l [Jo(χr) -J2(χ) cos2(B一向)]x2m+1e-e2九χ
l¥.m JO 

(123) 

(124) 

which can be written in terms of the hypergeometric function， but is expressible as a sum in 

terms of rne-r2j4e2 when m is small. The first term in (124) is出eisotropic part and the second 

the directional part. 

144ー



Probability Distribution of Maxima of Random Surface 

Covariance Matrix (n = 1) 

Rl 

R2 

R3 

Rll 

R22 

R33 

Rl3 

R23 

Km+l 1 r27r 

ア十一fh~C∞Oωdωω 一ω州州d御伊戸日=寸R苧守千1L(lυ+c∞ばOωOS2
1¥.m πJO 

R~m+l ~ t7r々

τ ニ一人町μOS2(ψ 一ψo)dψ=RET(1+ぽ ψ0)
1¥.m πJO 

K~-'-l 1 r27r今

一ニ-=-I cos <p sin ψcosL.(ψ 一 ψo)d<p= R -. m - sin Km π o  ---T ----T --- 'T TV/-T 4f2 

K〓勺 1r27 r 今

っデニ-=-I cos"ψcosL.(ψ 一 ψo)dψ
1¥.m 7r JO 

RSm+2)(m+ 1)(5___2__ .1 フ}ほcos-<Po + 8 sm-ψ0) 

K~-，-今 1 r27r今

っヂヱ-=-I sin斗 ψcosL.(ψ 一 ψo)dψ
1¥.m πJO 

RSm+2)(m+ 1)(1フ 5 っ l
f4 ¥8 cos-ψ0+五sm-ψ0)

Km+2 1 r27rつつつ (m + 2)(m + 1) 
つァ-=-I cosL.ψsinL.ψcosL.(<p - ψo)dψ =R一一一子
1¥.m πJO 

Km+2 1 r27r " 1フ(m+2)(m+1)
つァ一一 I cos-'ψsmψcosL.(ψ 一ψo)dψ R' n nA -/ sin 2ψo 
1¥.m πJO 

K~. 今 1 r27r 
含 今

っデヱ-=-I cos ψsin-'ψcosL.(ψ 一 ψo)dψ=R13 
1¥.m πJO 

5.3 Rational Isotropic Spectrum ・Omni-directionalWave Model 

Spectral Density 

S(χ) 
R 

2πKOl (χ2+κ2)l+l' 
f = 3，4，'" 

S(χ) 
R χ2m 

2πKml (χ2+κ2)l+l' 
f> m+3 

where the nonnalizing constant Kml is given by 

r∞ χ2m+ldχ1 m!(f -m -1)! 
一 一一I"ml ん (χ2+κ2)l+1 2κ2(l-m) f! 

Spectral Peak Frequency 

15 

(125) 

(126) 

(127) 

(128) 

(129) 

(130) 

(131) 

(132) 

(133) 

(134) 

(135) 

(136) 

The condition for (134) is due to the consition出atf (r) be differentiable up to the second order 

partial derivatives. 
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Correlation Function 

f∞χ2m+1 JO(χr) 
R(r) =一一 l

Kmf. Jo (χ2+κ2)f.+1 
R(O) = R， f> m+ 1 (137) 

which is expressible in tenns of the hypergeometric function 1 F2 but we omit the details. When 

m = 0 we can calculate as follows: 

R(r) 
R r∞ Ju(χr)χdχ 

Kof.ん (χ2+κ2)f.+1

8 1 R H'(κr)f.Kf.(κr)， f=1，2，・・・
2tー l(f-1)! 

R [1一 (f-2)!2f.-3(κγ)2] r ~ 0 

J~~o 1/! H'(κγ)f.-1e-II:T r→∞ 
V 22f.ー l(f- 1)! 

(138) 

(139) 

(140) 

(141) 

Covaraince Matrix 

R1 
R? = R~ K.〓川町1件F (142) rt2 

2 Kmf. 

R3 0 (143) 

R11 R?? = R~Km川d九る， (144) rt22 
8 Kmf. 

R，?， R~ Km川 d町 ιP (145) 33 
8 Kmf. 

R13 R23 = 0 (146) 

where 

Km+1，f. 2 m + 1 
(147) =κ 

Kmf. f-m-1 

Km+2，f. 4 (m + 2)(m + 1) 
(148) =κ 

Kmf. (f -m -l)(f -m -2) 

5.4 Anisotropic Rational Spectrum ・DirectionalWave Model 

Spectral Density 

2nl _ _ ， x2m 
S(χ，ψ)=一 一一-cos .. m(ψ 一 ψ0)/ .， ^ '"， 0.1' f 2: m + 1， m，η=O，l，Z--- (149) Kmf.Ln r v/  (χ2+κ2)f.+1 ' ー

Covaraince Matrix 

R1 ハU
川

Y
C
3
 

0
 

C
 

今
ん+

 

1
i

一A斗
+
一
明

ん一

κ
R
 

(150) 
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Figure 1: Gaussian Model Spectrum 

χ=s石2，f 伽 =O)，f =高 (m= 1，2， ...). Peak spatial frequen 

χp ゾ子百/f=I，R=2π.

R2 
R~~+I ，i~ ・ 2 (151) =-(1+2SIn ψ0) 

Kmi 4 

R3 R~~+I ，i ~ (152) .ti _ _ • --:-sm ψo 
Kmi 4 

RII (153) H K~~'- ¥ 8 cosψ0+ ~smψo 

R22 (154) R --~':T"' ，~ 1 .; cosψ0+ ~smψo 
Kmi ¥8 'v 8 

R33 R!Km+υ (155) 
8 Kmi 

RI3 
R-n. = R~ Km川 d口化， (156) .ti23 = .tí~ smψo 

8 Kmi 

6 Example of Probability Distribution for Extrema 

Lastly， we show some examples of the probability distributions P min ，P max and Psad calculated 

for the isotropic Gaussian and rational spectral densities. The Gaussian spec住um(98) and the 

rational spectrum (134)， together with the correlation functions， are shown in Figures.I-4 for 

ゥ，A
uτ
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m=O一一一一

m=1 
m=2 --
m=3 

可、

¥¥~一一-----=:..::.:τ一一

A.p=1.0 0.8 
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。

(
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江
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r 

Figure 2: Correlation Function for Gaussian Model Spectrum 

T=  vx江子，R= 1. 

1 and with the spectral peak position normalized as XP 1. The m = 1，2，3，10， with R = 

parameter m specifies出espectral form of the ocean waves; a larger m implies a shrper spectral 

peak abd more wavy correlation function (ordinary Gaussian spectrum with m = 0 is shown 

only for comparison. We ahve shown the rational spec住umonly for the case.e = m + 3. 
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Figure 3: Rational Model Spectrum 

χ=ぷ江戸2 m+ 3(m 1，2， ...). Peak spatial frequency normalized as XP 

κJm/(Z-mート I，R= 2π 
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Figure 4: Correlation Function for Rational Model Spectrum 

r = J x2 + y2， R = 1 
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水産物仲卸業者における経営情報システム

MANAGEMENT INFORMATION SYSTEMS FOR 

FISH 阻 DDLEMEN

亀田彰喜

Akiyoshi KAMEDA 

Abstract 

In recent ye紅 s，血equantity of fish dealing in the central wholesale market has 

been rapidly decreasing. Businesses outside the cen仕alwholesale market have been 

increasing， and general trading companies and large supermarkets buy fish directly 

仕omproducing dis住icts.So management of fish middlemen has been at a turning 

point. As it is， the management of wholesalers and middlemen has been at a crisis. 

They need to use computers for settlement of their crisis of management， and血ey

have to adopt management information systems for business strategies. It is highly 

important to change business practices to the most recent and up-to-date especially 

considering the increased volume of business. 

1 はじめに

近年、市場経済が発達し、それに伴って生鮮食品の流通において、企業間競争が激化してきている。

年々、商社や大手スーパーマーケ ットおよび市場外却売業による市場外流通が増加し、中央卸売市場は

その本来の機能が問われるとと もに、将来の存立すら危ぶまれる。とくに、中央却売市場の構成員であ

る仲卸業者の経営内容は深刻であり、また多くの問題点をはらんでいる。

昭和63年の時点で水産物を取り扱う仲卸業者は全国で2，385あり、これら仲卸業者の年間平均売上高は

8億9千万円である。これら仲卸業者のうち、年間30億円以上の売上高を誇る業者は107であるが、年間10
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億円前後の売上高の仲卸業者が大半である。しかし、年々仲却業者間の売上高の格差は広がるばかりで、

年間売上高が1億円にも満たない小規模の仲卸業者もあれば、逆に年間100億円を越える売上高を誇る仲

卸業者も混在しているのが現実である。

このような経営規模の格差の要因の一つには経営努力の差、すなわち、業務に積極的に取り組んでい

る業者とそれほど意欲を示さず、日々の生活の糧を得る程度で満足している業者との差もある。また、

他の要因として後継者問題も見逃せない。すでに後継者が経営に参加し、意欲的に近代的経営手法を取

り入れて、企業としての可能性や発展を求めようとしている業者と、そうでない業者との違いである。

却売市場としては、いずれにしても意欲的な前向きな仲卸業者が数多く存在する方が、市場の発展につ

ながることは言うまでもない。

このように、仲却業者の経営規模の格差が一段と大きくなり、小規模の仲卸業者の売上高が鈍化し、

仲却機能が低迷し、疑問視されている現況下では、いかに仲卸業者の機能を拡充し、ひいては卸売市場

全体の機能の活性化を図るかが重要な問題である。

一部ではこれらの小規模の仲卸業者を統廃合し、経営の規模拡大を望む声もあるが、ここでは、仲卸

業者における活性化の一方策として情報化を取り上げてみることにする。

2 仲卸業者に対する規制

仲卸業者の活性化には、仲却業者自身の営業努力も見逃せない。とくに、量販店への営業活動や外食

産業など大口需要者への積極的な営業努力が必要である。全国チェーンの大型量販庖だけではなく、地

域に密着した量販店に対する営業活動も忘れてはならない。また、得意先への営業サービス、とくに配

送サービスや小分け包装、カ ット加工などの営業サービスも重要である。しかし、いくら経営努力をし

ても法的規制があっては、その努力にも限界が生じる。

仲卸業者は却売市場内で許可を得て業務を遂行している。言うなれば、卸売市場法によって保護され、

卸売市場内での経営基盤が確約されている。

卸売市場法第33条

中央卸売市場における仲却しの業務(開設者が中央卸売市場内に設置する庖舗において当該中央却

売市場の却売業者から却売を受けた生鮮食料品等を仕分けし叉は調整して販売する業務をいう。以下

同じ)は、開設者の許可を受けた者でなければ、行なってはならない。

この第33条に従えば、仲卸業者の業務は 『中央卸売市場内に設置する庖舗においてjというという

経営基盤の保障をされているが、これは逆に言えば経営基盤を中央却売市場外にもってはならないとい

う規制にもつながる。すなわち、仲却業者が経営規模を拡大し、卸売市場外に経営基盤を持とうとして

も、この卸売市場法が足棚となっている。さらに、卸売市場法には仲却業者に対して、次のような規制

。
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もしている。

卸売市場法第44条

仲卸業者は、第33条第 l項の許可を受けて仲却しの業務を行なう中央却売市場に係る開設区域内

においては、次の各号に掲げる行為をしてはならない。ただし、第2号に掲げる行為については、仲

卸業者がその許可に係る取扱品目の部類に属する生鮮食料品等を当該中央卸売市場の卸売業者から買

い入れることが困難な場合であって、農林水産省令で定める基準に従い業務規定で定めるところによ

り、開設者が当該中央却売市場における取引の秩序を乱すおそれがないと認めたときは、この限りで

はない。

一、その許可に係る取扱品目の部類に属する生鮮食料品等について販売の委託の引受けをすること。

二、その許可に係る取扱品目の部類に属する生鮮食料品等を当該中央卸売市場の却売業者以外の者

から買い入れて販売すること。

このように仲卸業者は卸売市場内で仕入れ、仕分けして販売などの業務を遂行することが基本とされ

ている。そのため、ほとんど何の規制も受けない市場外流通業者のほうが自由に営業活動を展開でき、

有利で、ある。

当初、卸売業者や仲卸業者を保護し、その業務を保障するために制定した却売市場法は、現在のよう

な市場経済では、適応しにくくなってきているのではなかろうか。今日に至っては、卸売市場という限

られた閉鎖的な世界での業務活動は、仲卸業者の経営基盤の拡大を規制するものでしかない。そして、

それは買出入などの限られた得意先の争奪戦となって表面化する。

現在のような経済情勢のなかで、市場外流通業者にも対応するには、市場外にも仲却業者の経営基盤

を拡大する必要があるのではないか。仲却業者の経営基盤を強固なものにするためにはやはり、買出入

や小売業者との調整を図りながら、市場外での営業活動を考えることも必要であろう 。

卸売市場法は、仲却業者について上記のように規定しているものの、却売市場の実際の運営について

は、各都道府県の条例に依存しているところが大きい。そのため、却売市場を活性化し、仲卸業者の経

営基盤を拡大するためには、行政サイドにおいても市場経済の現状に対応した条例の改正が求められる。

しかし、このような法的な問題は、急には解決できない問題であり、時聞がかかるため、現実には他

の方策によって、仲却業者の経営の活性化を模索しなければならない。その方策のーっとして情報シス

テムの活用が挙げられる。

従来、コンピュータの活用は事務処理の合理化といった内向的経営の方策のーっとして認識されてい

た。しかし、これからの情報システムの活用は、経営戦略としての意味を持つような営業活動支援シス

テムとして注目されている。このような情報システムのもとに、いかにして仲卸業者の活性化を図るか、

それを模索してみたい。
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3 卸売市場の情報収集力の強化

卸売業者のほとんどは、すでに昭和40年代にコンピュータの導入を図っている O 当初は試行錯誤しな

がらも、コンピュータの導入によって、主としてデータの加工処理や社内事務作業の効率化を図ってき

た。そして、現在では、従来のような事務処理だけではなく、営業活動へのコンピュータの利用や卸売

市場内LANなどのようなネ ットワーク化を推進してきている。しかし、仲卸業者はその多くは経営規

模が比較的小さいことから、情報化が遅れており、その経営形態も個人経営的要素を引きず、っている業

者もある。事務処理においても不明確な点もみられる。仲却業者においても経営体質を強化し経営の合

理化を図るには、コンピュータの導入が良策である。従来、コンビュータは高価なもので経営規模の小

さい業者にとっては、コンピュータの導入が経営そのものを圧迫しかねない状況であった。しかし、昭

和60年代に入り、 一部のコンビュータ・メーカーが卸売業専用のパッケージソフトを開発し、比較的安

価で提供しはじめたため、仲卸業者でも比較的容易に情報システムを導入することが可能になった。

仲卸業者の経営を強化し、改善するにはコンピュータによる情報化を図り、事務処理の合理化および

コンピュータ処理を実現する。コンピュータによる顧客管理や、営業活動支援システムなどにより営業

を活性化することが、仲卸業者の経営体質を改善することになり、ひいては却売市場の活性化につなが

る。しかし、仲卸業者の中には、従来の経営手法に固執し、コンビュータを導入するような経営手法に

対しなかなか理解を示さない業者も多い。

4 水産物仲卸業者の情報化に対する意識

一般の流通業界は早くからコンピュータを導入し、現在では生産者から大庖舗小売庖までの情報ネ ッ

トワークを構築し、商品の流れを管理している。とくに大手スーパーマーケットなどは、受発注業務を

EOSによって、各庖舗における販売情報を POSシステムによって管理し、本社の情報センターにこ

れらの情報をネットワークシステムによって集中させ、常にリアルタイムな商品の受発注、在庫、販売

および売上高などの情報を入手し、粗利益の算出を行っている。また、中小の却売業者や小売業者など

も地域VANによってネットワークを構築し、受発注業務を効率化し、経営の合理化を図ってきている

例もみられる。

このような一般の流通業者の状況に対し、却売市場における仲卸業者のなかには情報化に対して、「コ

ンピュータを導入しでもそれに見合うだけの利点がない」とか、「コンピュータを扱える人材がいないj

という多くの声が聞かれる。これは中小規模の仲却業者の意識であって、年間売上高10億円を越える大

規模な仲却業者においては情報化が進んでいる。中小の仲却業者にとって、コンピュータ導入における

資金の問題もあるし、データ処理のスケールメリットが発揮できないといったこともある。しかし、年々 、

コンピュータも小型化、高性能化、低価格化してきているため、資金的問題は解決できるものと思われ

るO もし、小規模の仲卸業者が単独でのコンピュータの導入が困難であるならば、共同で導入し利用す

る方法もある。いずれにしても、卸売市場外の流通業者が情報化を急速に押し進め、情報ネットワーク

d-
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化を構築している現況下では、却売市場内だけが情報化を拒否することは困難となってきており、とく

に金融機関などのような対外的な機関との対応が困難となる。

以下、仲卸業者がコンビュータを導入した例と、その、活用効果について見てみる。

5 水産物仲卸業者のためのパッケージシステム

昭和 58年に農業団体が中心となり、青果物の売り立て情報のネットワークシステムとしてのDRE

ssが稼働して以来、各情報関連企業においても青果物や水産物における流通業者向けのシステムや

パッケージソフトの開発が活発になった。

その一例として、コンビュータメーカーの I杜は仲卸業者用の販売管理システムを開発した。

このシステムは仲卸業者の業務ためのハードウェアとソフトウェアをパッケージ化したもので、パッチ

処理およびオンライン・リアルタイム処理も可能なシステムである。ハードウェアは I社のSystem38で、

これに受注・売上、発注・仕入、そして在庫管理、販売管理などの機能を組み、 rD.PACKJという商品

名でパッケージソフトとして開発し、提供している。

このハードウェアとソフトウェアをパッケージ化した販売管理システムのソフト面での特徴は、その

一つは商品の単品管理によ って商品の流れ、およびそれに付随する現金の流れが一体化し、それらの情

報の把握が容易なことである。そして、これらの情報をもとに売れ筋商品の的確な把握が可能となるた

め、仕入における品揃えの最適化が可能となる。つまり、商品の仕入量の最適化および、戻り商品の正

確な把握や在庫の最少化などを図ることができる。

二つめは、売上に関する目標管理や顧客および売上商品に関する順位、そして売上実績に関するタイ

ムリーな情報により、販売戦略などの経営効率化などが図れる。

次に、このシステムのハード面での特色は、パッチ処理およびオンライン・リアルタイム処理が可能

なことである。データの発生と同時に入力し、在庫マスターも即時にファイル更新が可能で、ある。また、

データ入力も機能的なハンデイ端末により効率的に行うことができ、また顧客に対する領収書も返品明

細も記載されて、自動発行される。さらに顧客別に戻り商品の情報も自動的に保存しておくことができ

る。

そして、営業業務の管理については、顧客別の売上集計や各営業員別の集金額と売上金額のつき合わ

せなども行う 。これにより顧客先の管理とともに営業員の管理もできる O

このようなパッケージソフトは独自のソフトを開発し、システムを導入するのに比べて、格段に安く

導入できる。例えば、この I社の仲卸業者のパッケージソフトは、基本ソフト36万円、受注・売上ソフ

ト28万円、発注・仕入ソフト26万円、売掛管理ソフト24万円、買掛管理ソフト24万円、在庫管理ソフト

22万円である。

これら基本ソフトと、事務処理関係のソフトを一通り揃えると 160万円余りとなる。このソフトの導入

費用は、独自にソフト開発を依頼するのに比べると格段に安くなる。ハードウェアとソフトウェアを一
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体化したシステムの導入は、仲卸業者にとって、費用の面で容易になったO

この I杜のパッケージシステムを導入した仲卸業者としては、 D水産株式会社(以下D水産と称す)

とT水産株式会社(以下T水産と称す)とがある。 D水産は昭和60年9月にこのシステムを導入し、稼働

させた。導入当時は、仕入・売上データによるデータ・ベースを利用し請求書の発行と仕切書の発行を

行った。

売
上フ

ァ
イ
ル

入金伝票 出金伝票仕入伝票

得
意
先

フ
ァ
イ
ル

SYSYTEM38 

図 1: D水産のシステム

T水産はD水産に一歩先んじ、昭和60年6月にシステムを導入した。しかし、 D水産のシステムは事務

処理を主体とした基本的なシステムに留まったのに対し、このT水産のシステムは同じメーカーのシス

テムであるにもかかわらず、基本的な事務処理以外に営業活動支援システムも追加導入した。

T水産はどちらかと言えば、事務処理よりもこの営業活動支援システムに重点をおき、各営業部門に

端末を配置し、営業支援情報を充実させ、得意先の営業管理情報を充実させている。

この営業支援情報としては得意先別の取扱い商品、得意先の年商、各出荷者の取扱い魚種および魚種

別取扱い量などで、約3年間のデータを保存している。

事務処理面においては、 T水産は主として加工品を取り扱っていることから、前日注文が主体となる

ため、伝票を作成せず、注文書からコンピュータに直接入力し、荷の到着を確認した後、売上金額を入

力して仕切っている。
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図 2:T水産のシステム

情報化を進めるにあたって、 D水産も T水産も I杜のパッケージ化されたシステムを導入したが、一

般に仲却業者における業務を情報システム化する場合には、以下のような各業務別のサブシステムを構

築する必要がある。

5.1 受注・仕入管理サブシステム

卸売業はその事務処理においては、一般の企業とは多少異なった様式をとっている。例えば仕入に際

しても仕切書と言った業界独特の伝票様式がある。そのため、システム構築にあたっては一般企業との

相違点を充分認識したうえで、構築していく必要がある。仲卸業者の特色として、仕入は通常、セリの

形態をとっているため入力データの発生が特定の時間帯に集中する。このため、データ入力の時間やデー

タ量に対して柔軟に対応するシステムが求められる。すなわち、データ発生直後か発生と同時に入力す

るシステムカf必要である。

また、仕入れに際して、予め得意先などからの受注を受けた場合、得意先受注一覧表を作成し、それ

によって仕入れを行う 。

nr 
r
D
 



8 亀田彰喜

受注 仕入

先 管 理 処 理

図 3:受注・仕入管理のプロセスチャート

5.2 販売管理サブシステム

中小仲却業者の販売形態のほとんどは買出人への庖頭販売である場合が多いが、売上高を伸ばし、経

営規模を拡大するには、庖頭の販売だけではなく、大手専門庖や量販庖への積極的な営業活動も必要で

あろう 。このような幅広い営業活動を展開するには得意先からの受注システムを確立し、場合によって

は迅速な配送サービスも必要になる。このような営業活動を展開するには、コンピュータに単に販売の

事務処理をさせるのではなく、営業活動の支援システムとしての機能も持たせなければならない。

単なる納品伝票や請求書の発行にとどまらず、得意先別販売実績のデータ・ベースを作成し、営業活

動に積極的に利用する。
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図 4:販売管理のプロセスチャート

5.3 売掛管理サブシステム

売掛金管理のシステム化の狙いは、主に事務処理の省力化と正確化にあるO が、業務内容としては、

請求書や明細書の作成、売掛金の回収および貸し倒れ防止のための管理システムである。

入金があった場合は、このサブシステムにより入金消込の処理と手形の管理などを行う 。

売掛

Uゴ売掛管理処理

図 5:売掛管理のプロセスチャート
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5.4顧客管理サブシステム

顧客管理サブシステムは得意先ごとの販売の管理を行うとともに、営業活動支援システムとして、得

意先別の販売実績や魚種別販売実績などを把握するとともに、その経営内容や取扱能力なども情報とし

て保管しておく 。量販庖に対しては、販売魚種や量などの管理とともに売り掛けや手形の管理も必要で

あろうし、専門小売業や料理庖に対しては売掛金の管理とともに、季節性をも配慮した販売管理に重点

をおく必要があろう 。そして、ここで最も重要なことは各得意先についての過去の販売実績および動向

をデータ・ベースとして蓄積しておき、これを営業活動に活用することである。

顧客管理処理

図 6:顧客管理のプロセスチャート

5.5 在庫管理サブシステム

鮮魚の仕入に際して、売れ残りを極力少なくするには、季節性という観点も考慮しながら、顧客管理

によって蓄積したデータ・ベースに基づいて過去の販売動向の変化を参考にしながら、仕入の魚種や量

を決める。また、販売のデータ・ベースをもとに売れ筋魚種、死に筋魚種なども把握しておき仕入時の

参考にする。

当日、仕入れた商品の在庫量を少なくするためには、得意先からの受注情報を正確なものにするシス

テムなり、体制なりを確立し、得意先との取引を密にしてお くことも重要である。

在庫管理処理

図 7:在庫管理のプロセスチャート

-160 -
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今後、仲却業者と言えども、産地情報に注意を払い、卸売業者もしくは直接、産地の各業者から漁獲

情報や出荷情報などを入手するシステムや体制を構築しておく必要がある。そして、これらの情報を得

意先に提供し、営業活動に大いに活用していく体制をとる必要がある。すなわち、仲卸業者とは単なる

魚の仲介者ではなく、情報の仲介者でもなければならない。

しかし、最近、仲却業者にとって経営基盤を揺るがす重要な問題が持ち上がっている。それは、売上

代金回収における問題である。

6 水産物仲卸業者の経営における問題点

仲卸業者は売上高を増加させるために、取引先として大型量販庖などのような大口取引先を求めがち

である。確かに量販庖は、取扱高の拡大が見込め、取引先として魅力的である。しかし、それなりに取

引相手としては問題点もある。

一つは、量販庖は土・日曜日や祭日などの休日に入庖客が多く、売上高が多いことから、最大の営業

重点日と考えている。そのため、これらの休日に各庖舗への商品の搬入を求める。これに対し、仲卸業

者は量販庖のために、あらかじめ休日販売用のストックを用意しておかねばならない。このための冷蔵

庫保管料は仲卸業者が負担しなければならず、また、休日や夜間などの作業の費用や休日の輸送の手配

および輸送費用なども仲却業者の負担となる。

従来、却売市場における取引形態はセリが中心であったが、近年に至っては、先取りが横行し、予約

相対取引が増加している。取引後の代金決済にも変化が見られるようになってきた。以前は即日現金化

もできたものの、最近では、卸売市場によって多少は異なるものの、仲却業者から卸売業者への支払い

は取引後5日から10日ぐらいである。それに対し、買出人や小売業者から仲却業者への入金は比較的早い

ものの、取引量の多い量販庖からの入金は平均30数日後である。ましてや、手形なとさを受け取った場合

は現金化がさらに遅くなる。

このように二つめは、却売業者への支払い期日は、数日後であるのに対して、量販庖からの売上代金

の入金が30数日後という代金決済における大幅なズレの問題である。これに対し、仲卸業者は個人資産

を担保にした金融機関からの借り入れによって対応している。当然、借り入れ期間中の金利負担も嵩む。

このように、大型量販庖などを取引先とした場合、資金運用上のリスクを抱え込む。

仲卸業者にとっては、得意先として量販庖をもつことは売上高の拡大につながるものの、代金決済の

ための金融機関などからの繋ぎ資金の調達が必要となる。このような、代金決済における問題も仲却業

者の経営基盤に係わる重要な問題である。

7 水産物仲卸業者の活性化の方策としての情報化

上述したように、仲卸業者は小売業や料理店などの小口の取引先より、取扱量の多い大型量販店を得

意先として持つ傾向があり、量販店との取引を多くすると、取引量は増加し売上高が伸びたように見え
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るが、経営面では売掛金が多くなり、資金繰りがつかず黒字倒産となる可能性がある。

これに対する方策のーっとして、仲卸業者が共同でリスクヘッジのための資金運用の組織をつくる方

法も考えられる。例えば、仲卸業者の組合内に繋ぎ資金のための金融組織の設置などである。

二つめの方策は、仲却業者も VANなどの情報ネ ットワークに参入し、量販庖との代金決済を金融機

関を通じての自動振込などの方法に切り換える。要するに、一定期日になると自動的に金融機関を介し

て量販店の口座から仲卸業者の口座に送金させる。

一般の流通業者が構築しているような地域VANによって、産地業者や卸売業者、仲却業者および量

販庖、小売業者そして金融機関をネ ットワークで結び、代金決済を情報ネットワーク上で処理するので

ある。

要するに、情報ネットワークによって、量販庖からの受注を受け、さらに支払い代金の決済を処理す

る。この情報ネ ットワークを活用して、代金決済を確実なものにし、さらに代金の回収期間を徐々に短

縮し、売掛金をできるだけ減少させるようにする。

三つめの方策として、仲卸業者同士の合併ではなく、共同経営を押し進める。小規模の仲卸業者を行

政の立場から合併させることは何かと無理が生じる場合がある。そこで、親しい小規模仲卸業者同士を

共同経営の形態をとらせる。共同経営は合併と違って、資本は互いに別で、仕入や販売を共同で行うか、

あるいはどちらか一方が得意な業務に専念する。すなわち、 一方が仕入を担当するならば、もう一方は

販売や営業活動に専業化する。そして、備品、設備およびコンビュータシステムなどを共用することに

よって、互いに経営の合理化を図ることができる。

もし万が一、共同経営に不都合が生じた場合は、元々、資本は別々になっていることから、元のよう

に独立することも容易である。

8おわりに

従来、卸売市場は卸売市場に行けばあらゆる品が揃っており、さらに常に新しい品が入手できた。し

かし、近年に至っては、通信機器の発展により、なにも卸売市場に行かなくとも、産地の情報が入手で

き、卸売市場を通さなくとも、多種の、しかも新鮮な品が入手できるようになった。つまり、通信機器

の発展にともなって、市場外流通業者は益々情報収集力を持ち、逆に市場の必要性が薄れ、益々市場を

離れる起因となった。

このため、各卸売市場では、以前のように取扱い量の拡大を図るために、卸売市場の活性化という名

のもとに多くの模索的方策が試みられている。例えば、卸売市場の設備の改善、輸送手段の整備などで

ある。ここで、卸売市場の取扱いについて根本的に考えてみるならば、卸売市場における取扱い量を増

やすためには、卸売業者に集荷力とその集荷した水産物を販売させるだけの力を持たせなければならな

い。却売市場に集まった水産物を一般消費者のもとに流通させるのは仲卸業者である。つまり、仲却業

者が取扱い量を増やし、販売力を強化することによ って、卸売市場全体の取扱い量も増え、市場も活性

化することになる。では、仲卸業者の取扱い量をいかにすれば増やすことができるのか。それは一重に
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仲卸業者の営業力にかかっている。つまり、取引先の新規開拓や量販店との取引拡大などである。しか

し、ここで問題なのはこれらの量販庖などが、代金決済期聞が長く繋ぎ資金が多額となると仲卸業者の

経営を圧迫するということである。得意先からの代金決済を金融機関を介在させた地域VANなどの情

報ネ ットワークを活用することによ って、仲却業者の経営基盤をより強固なものにできるであろう 。こ

のように、地域VANなどを構築し、卸売市場の各構成員が一体となって情報力による経営戦略を展開

することである。

市場外流通業者以上に卸売市場が情報力を持つならば、市場外流通業者もその情報力と集荷力により、

卸売市場の必要性を痛感することになる。すなわち、却売市場が情報力を強化することによって、活性

化を図ることが可能となる。
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ボート選手における形態および機能変量による漕力の予測について

ASTUDYON 

THE PREDICTION OF ROWING POWER OF OARSMEN WITH 

MORPHOLOGICAL AND FUNCTIONAL V ARIABLES 

岡本進

Susumu OKAMOTO 

Abstract 

This study was designed to predict the rowing power of oarsmen with 

morphological and functional variables. 28 physical measures were administered 

to 55 oarsmen. Cluster analysis and principal component analysis were applied to 

the 28 test variables. Then multiple regression analysis was applied so as to 

formulate the prediction of rowing power. From the investigation in the accuracy 

of the formula obtained， the following results were obtained: 

1) With morphological and functional variables， competitive aptitude of 

oarsmen can be predicted at 60.6 percent level precision. 

2) The following variables were selected as the most useful predictors: 

Fore-arm girth( X 1)' Side step( X 2)' Vital capacity( X 3)' PWC170( X 4)' Trunk 

flexion( X 5 ). 

百le developed equation for the estimation of rowing power(RP) was 

RP=4.4X1 +0.952X2 
+0.07X

3 
+0.021X4 +0.6X5 

-12.6. 

緒 E司 める競技である。種目は 8人漕ぎのエイトから

1人漕ぎのシングルスカルまでの 8種目から成

り立っている。公式競技である2000を漕ぎきる

のに要する時間は，エイトでは約 6分，シング

ボート競技は，上肢，体幹，下肢を含めたほ

ぽ全身の筋群が発揮するエネルギーをオールを

介して水に加え，その反作用を利用して艇を進

p
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ルスカルでは 7分以上かかる。したがって，ボ

ート競技に要求される体力要素は，形態におけ

る体格，機能における筋力，筋持久力，全身持

久力といったエネルギ一系要素と敏捷性，柔軟

性といった調節系要素があげられる。

ボート選手個人の競技力を評価するには，こ

れまで，いくつかの困難な問題があった。それ

は，レースのタイムによる方法ではシングルス

カルを除いては不可能であること。仮に，レー

スのタイムであったとしても，競技中の風速や

流水などの気象条件の影響をうけやすいことな

どである。欧米のボート先進諸国では，ローイ

ング・エルゴメータの開発にともな って，早く

からこれを取り入れ，パワー測定とともに生理

的機能の測定から，選手選抜をはじめとした競

技力向上に向けた科学的な取り組み2，14がなされ

ている。著者らは，これまでに多くのボート選

手を対象にローイング・エルゴメータを用いた

模擬的最大漕運動テストを実施し，ボート選手

の競技適性や体力特性に関する研究を重ねてき

た7，s，9，lO，ll，lZ130ローイング・エルゴメータによ

る機械的出力値による分析では，実漕の競技成

績をよく反映することを明らかにしている 12。こ

れにより，模擬漕力(漕力)が競技力を評価す

る上で，有効な指標となることが示唆された。

ところで，競技成績の予測や競技適性を評価

するために，いくつかの競技において統計的手

法が用いられている l人6。例えば，青柳ら lは一

流柔道選手を対象に28項目の形態測定値から，

回帰判別分析法を用いて，競技成績を予測する

関数の策定を試み，競技適性としての形態を検

討している。松浦ら6はバスケ ットボール選手を

対象に 7領域64項目に重相関比法を適用し，適

性予測のための組テストの作成を試みている。

しかし，ボート競技においては，山)11ら18の組テ

ストがあるにすぎない。この組テストは，形態

岡本進

項目があまり考慮されておらず，より詳細に検

討されることが必要で、あると思われる。

本研究では，統計学的立場からボート選手の

体力要素を構造的に明らかにするとともに，定

量化された機械的出力値を手がかりに，漕力を

予測するための組テストとして，妥当な項目の

選択を試みる。

方 法

1 標本

標本はボート競技の専門的なトレーニングを

継続している男子ボート選手55名であり，大学

生21名と社会人34名とから構成されている。年

齢は 19~26歳の範囲にあり，平均値および標準

偏差は21.6:t1.77歳である。これらの選手のうち

14名がア ジア大会に出場しており，標本は，わ

が国を代表するボート選手を含む競技水準の高

い漕手で構成されている集団といえる。

2 テスト変量とその測定方法

これまでの先行研究を踏まえて，ボート選手

の漕力を支える体力の構造を， Fig.lのように仮

定した。テスト変量はこの作業仮説に基づいて

測定可能な28項目が選択された。

構造的要素としての形態では長育，量育およ

び周育の 3系列からの項目とした。長育系では

(1)身長， (2)座高， (3)上肢長， (4)下肢長， (5) 

指極の 5項目であり，量育系では (6)体重，周育

系では (7)胸囲， (8)上腕囲(伸展位)， (9)前腕囲，

(10)大腿囲および(11)下腿囲の 6項目である。身

体組成としての皮下脂肪厚は(12)上腕背部およ

び(13)肩押下縁部の 2項目である。

機能的要素としては，エネルギ一系および調

節系の 2系列からの項目とした。エネルギ一系

では，無気的能力としての静的筋力から(14)握力，

(15)背筋力， (16)脚伸展力(片脚垂直式) ， (17) 

- 166ー
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Fig. 1. Hypothetical structure of physical condition for rowing power. 

上腕屈筋力(水平式)， (18)漕筋力の 5項目，動的

筋力(パワー)から(19)垂直とびおよび(20)最大

無酸素パワー(MAnP)の 2項目である。有気的能

力では(21)最大換気量， (22)最大酸素摂取量， (23) 

肺活量および、(24)PWCI70の4項目である。調節系

能力としての敏捷性では(25)反復横とびおよび

(26)全身反応時間(光刺激)の 2項目であり，柔

軟性では(27)立位体前屈および(28)伏臥上体反ら

しの 2項目である。なお，左右両側で測定され

たテスト変量(上腕囲，前腕囲，大腿囲，下腿

囲，握力，背筋力，脚筋力，上腕屈筋力)にお

いては，いずれも左右の平均値を採用した。

漕筋力，最大無酸素パワー，最大換気量およ

び最大酸素摂取量を除く 24項目は，文部省のス

ポーツテスト並びに日本人の体力標準値第四版

の測定方法16に基づいて測定された。漕筋力は，

パック台上にて膝関節を 120度に保ち，漕運動

の姿勢からまっすぐ伸ばした腕でワイヤーロー

プを牽引することによりロープの張力を測定し

た。最大無酸素パワーは 自転車エルゴメータ

(Powermax-V，コンピ)を用いて， 10秒間の最

大ペダリングを 120秒の休息を介して 3段階の

負荷強度で試行し，ピーク・パワー値を算出し

た。最大換気量および最大酸素摂取量は，呼気

をエアロピックプロセッサー(日本電気三

栄，391)を用いて分析し， 6分間の全力漕中の

最大値を採用した。

また，漕力は 6分間のローイング・エルゴメ

ータを用いた全力模擬漕から求めた機械的出力

値とした。運動時間を 6分間としたのは，男子

エイトにおいて優秀なクルーが2000mを6分前

後で、競っており，このレースをシミュレートさ

せるためである。i曹力は著者らの報告IIに準じて

算出された。

3 解析手順

体力要素の構造を明らかにするために， 28変

量に対してクラスター分析法を適用した。クラ

スター分析にあたっては Pearsonの相関係数を

基にした最長距離法(加出erneighbour method)5 

を適用し，クラスター間の距離を求めた。これ

らの距離を考慮して，類似した変量の縮約化を

はかり，より少数の変量群に分類した。

次に，クラスター分析により縮約された変量

群に対して，共通の成分を導くために，グルー

プごとに主成分分析を適用した。

クラスター分析および主成分分析の結果から，

体力を構成する能力領域を抽出した。能力領域

を代表させるテスト項目は，測定上の簡便性を

考慮して選択された。

漕力の予測式を導くために，ローイングエル

弓
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Table 1. Mean， standard deviation， maximum and 
minimum for test variables. 

Variable (unit) Mean SD Max. Min. 

I.Standing height (cm) 181.4 

2.Sitting height (cm) 95.2 

3.Upper 1imb 1ength (cm) 78.8 

4.Lower limb 1ength (cm) 85.5 

5.Finger reach span (cm) 183.5 

6.Body weight (kg) 78.9 

7.Chest girth (cm) 95.5 

8.Upper arm girth (cm) 29.1 

9.Fore arm girth (cm) 27.6 

10.甘1ighgi凶 (cm) 57.9 

I1.Lower 1eg girth (cm) 38.7 

12.Triceps skinfo1d (mm) 6.3 

3.90 190.6 171.5 

3.65 ∞.3 78.9 

2.53 87.4 72.8 

3.16 96.5 79.2 

5.27 199.9 170.0 

5.57 92.2 68.9 

4.22 106.5 85.5 

1.76 33.0 24.4 

1.40 30.6 23.9 

2.6 64.7 53.4 

1.62 43.0 35.6 

1.83 14.5 3.5 

13.Subsca. skinfo1d (mm) 9.0 2.13 18.0 5.0 

14.Grip strength (kg) 60.0 6.72 76.5 49.4 

15.Back strength (kg) 189 21.5 232 145 

16.Leg streng出 (kg) 70.6 13.35 110.6 44.6 

17.Arm strength (kg) 33.1 3.67 42.3 26.3 

18.Rowing strength (kg) 186 19.4 224 136 

19.Vertica1 jump (cm) 63.3 6.78 88 52 

20.MAnP (watt) 1063 88.0 1246 865 

21.VEmax (lImin) 155.0 10.9 186 135 

22.V02max (lImin) 4.727 0.341 5.304 3.949 

23.Vita1 capacity (m1) 5437 596 6870 4150 

24.PWCI70 (watt) 247.5 4.05 327 194 

25.Side step (times) 47.0 3.23 53 34 

26.Reaction time (sec) 0.280 0.029 0.392 0.219 

27.Trunk flexion (cm) 15.8 6.33 27.5 2.5 

28.Trunk extension (cm) 56.4 6.77 73 39 

Rowing power (watt) 231.5 13.0 259.4 199.6 

ゴメータの機械的出力値を目的変量とし，能力

領域を代表させたテスト項目を説明変量とした

重回帰分析を適用した。重回帰分析では変数増

減法5により組テストとしての妥当なテスト項目

の選択を試みた。

結果

1 基本統計量の結果

得られた28変量に対する平均値，標準偏差，

最大値および、最小値はTable1に示すとおりであ

る。漕力は， 199.6~ 259.4 wattの範囲にあり，そ

の平均値と標準偏差は 231.5士13.0wattで、ある。

2 クラスター分析の結果

Fig. 2にはクラスター分析の結果を樹状図で

岡 本 進

示している。28個からなるテスト変量は，その

うちの20個が 7 群 (A~G)にクラスターされ

ている。形態面では下肢長，身長，指極，上肢

長の 4変量が lつのクラスターAを形成してい

る。これらは形態面における長育を示すグルー

プであると容易に解釈できる。量育(体幹系の

周育を含む)を示す体重，大腿囲，胸囲の 3変

量が lつのクラスター Dを，周育(体肢系)を

示す前腕囲，上腕囲，下腿囲の 3変量が lつの

クラスター Fを形成している 。身体組成を示す

上腕背部および肩脚下縁部の両皮脂厚が lつの

クラスター Gを形成している。

機能面では，筋機能が2つのクラスターに分

かれて集約されている 。すなわち握力と背筋力

の2変量が lつのクラスター Bをなし，上腕筋

力，最大無酸素パワーおよび漕筋力の 3変量が

Tesl variables 

0 
「

Dislances 

0.5 

Fig. 2. Clustering of test variables by the pearson 

correlation coefficient complete linkage 

method. 

1.5 
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ボート選手における形態および機能変量による漕力の予測について

Table 2. Results of principal component analysis. 

(first principal component) 

Group 
Factor 

loading 

Eigen Con汀ibu-

value tion(%) ー

Variables 

..F.担gÇ!}:.<:!!ç~.:ミE犯...息~);>.. 一色215

A ..l).QP釘)j叫.I.e.，!gぬ…ω9L 3.03 75.8 一色!段

..~~担叫三i&.I!L...ω~.~. 息 !9.~.

B 

I..ower limb length 0.783 

..Qnp.~lJ'!!.思~........9，~?長1.57 78.5 

Back strength 0.886 

..Y.Q7.自終............9，~9.~ .
ヤEmax 0.798 1.83 60.8 

Vital caoacity 0.733 

..~ヱ日!gþL.......9，~1旦.

.;IFJEhEjfh......... 

0.088 

0.290 

0.314 

0.796 

0.417 

0.414 

0.269 

0.177 

0.331 

0.526 

0.281 

0.299 

0.430 

0.431 

0.291 

0.184 

.0.181 

C 

l}p.Q<E! .3:ITIl.g!!t.tt..... 9，~~ D，F ..-=r-"=~.~':;'.""_'."".....::=:.-.. 4.12 68.7 

.J:9!Çc明~g.l!世.......9321

. .~~ç!.l~.&辺地......9J2主
Chest girth 0.713 

MAnP 0.858 

.虫!1]_~t_~!1.&~__._....9，号n
Rowing strengt 0.782 

..1!'!.~~p~決inf，引~<!.....9，~?~
Subsca. Skinfold 0.894 

E 2.04 68.0 

G 1.60 79.9 

戸:Correlation coe仔icientwi白 rowingpower 

クラスター Eを構成している。また，心肺持久

性を示す最大換気量，最大酸素摂取量および肺

活量の 3変量が 1つのクラスター Cを形成して

いる。

クラスター化されなかった変量には，立位体

前屈，反復横跳び，垂直跳び，座高，伏臥上体

反らし，反応時間， PWCI70および脚伸展力の 8

変量があげられる。

3 主成分分析の結果

クラスター化されたそれぞれの変量群に対し

て，共通の成分を導くために，主成分分析を適

用した。主成分分析ではクラスター DとFは量

周育項目と考えられることから，これらを 1つ

のグループとして分析を進めた。結果をTable2 

に示している O

5 

いずれのグループにおいても固有値が1.0以

上の主成分は l個であった。それらの寄与率は

第一主成分だけで寄与率が50%以上を越えてお

り，それぞれ第一主成分が固有の身体能力領域

を示すと考えられる。縮約されたグループの因

子の解釈に当たっては，第一主成分の因子負荷

量の大きい変量を考慮して行った。すなわち，

Aは長育因子 Bは静的筋力因子， cは有気的

能力因子 DとFはあわせて量周育因子 Eは

無気的能力因子およびGは身体組成因子と，そ

れぞれ解釈した。

縮約された 6個の能力領域を代表させるテス

ト項目を決定するに当たり，①目的変量の予測

に役立つ項目であること，②測定自身が簡便で

あること，③説明変量聞の相関係数があまり大

きくないことの 3点を考慮することにした。そ

の結果，各能力領域のテスト項目は，長育因子

から指極を，静的筋力因子から握力を，有気的

能力から肺活量を，量育因子から体重を，無気

的能力因子から最大無酸素パワーを，量周育因

子から前腕囲を身体組成因子から上腕背部皮脂

厚をそれぞれ代表させることとした。

4 重回帰分析の結果

漕力は能力領域の一次式で表されると仮定し

ていることから，漕力としての機械的出力値を

目的変量，各領域を代表する 6個のテスト項目

および固有の属性を持つ体力要素からの 8個の

テスト項目，合計14テスト項目を説明変量とす

る重回帰分析を試みた。重回帰分析では最良回

帰式を導くために，変数増減法を用いた。結果

をTable3に示している。

選択した 14項目から漕力を予測する推定式は，

次のようになった。

RP = 4.4X， +o.952X2 +0.07X3 +o.02IX4 

+ o.6Xs -12637 

nv 
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Tab1e 3. Resu1ts of mu1tip1e regression ana1ysis. 

n
u
 

k
m
引
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別
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ρ
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p
i
v
r
E
、

町

b

武
以

n
陥

a
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1

3

 

却

引
E
 

Standard 
R- Regression pertial 

Square coefficient regression 

coefficient 

Fore arrn girth 0.526 0.276 4.4∞ 

Side step 0.778 0.605 0.952 

Trunk flexion 0.716 0.512 0.6∞ 

Vital capacity 0.659 0.436 0.007 

PWCI70 0.746 0.557 0.021 

0.473 

0.236 

0.292 

0.308 

0.299 

RP:漕力(watt) 

X1:前腕囲(cm)

X
2
:反復横とび、(times)

X
3
:肺活量(m1)

X4 :PWCI70(watt) 

xs:立位体前屈(cm)

上記の 5項目による重相関係数は0.778，決定

係数は0.605であり 1%水準で、統計的に有意であ

る。

考 察

スポーツにおいて優れた成績をあげるために

は，選手がそのスポーツ種目に適した体力を備

えることが必要で、ある。ボート競技における適

性を明らかにするためには，ボート競技の要求

する体力要素を競技特性から明らかにすると同

時に，これらを一流漕手の体力が満たしている

かということを確かめることが必要で、ある。

これまで，ボート選手に要求される体力要素

については，横堀19が体格，筋力，柔軟性，呼吸・

循環系の持久性(最大酸素摂取量および最大酸

素負債)をあげている。具体的には，身長，体

重，上腕囲および大腿囲，筋力(上腕屈筋力，

脚伸展力，背筋力および握力) ，筋持久力，長

座体前屈，ハーバードステップテスト，安静時

脈拍数，最大酸素摂取量，息ごらえ，垂直とび，

パーピテストの成績に優れている必要があると

している。山川ら 18は体力測定項目のそれぞれに

岡本進

評価基準を設け，クルーとしての総合得点とク

ルーの競技成績との関連から筋力 6項目(左右

上腕屈筋力，左右握力，背筋力，脚伸展力) ， 

呼吸循環機能4項目(安静時脈拍数，肺活量，

運動後息こらえ，ハーバード・ステップ・テス

ト) ，柔軟性(長座体前屈) ，敏捷性(パーピ

ーテスト)の12項目をあげ，これらを，ボート

選手のための組テストとして提案している。こ

の組テストでは筋力項目が全体の約半数を占め

ることから，体力要素の中で筋力の重要性を伺

うことができる。形態測定については体重，身

長，胸囲，上腕囲，前腕囲，大腿囲，下腿囲，

皮下脂肪厚を挙げているが，これらはいずれも

参考程度としている。

本研究におけるボート選手の体力的特性を概

観するために， Fig.3には同年代の一般人の体力

標準値16と比較した。比較可能な項目は，形態面

では12項目，機能面では11項目であるが，いず

れも一般人の標準値を lとしたときの比率で示

している。ボート選手では形態における量育(体

重)が1.23ともっとも高く，次いで周育系の1.06

~ 1.1 2，長育系の 1.05~ 1.07の順である。上腕背

部および肩押下縁部の皮下脂肪厚はともに低く，

それぞれ0.59，0.66である。機能面では肺活量，

PWC17O，最大酸素摂取量がそれぞれ1.81，1.65， 

1.62 と高く，次いで静的筋力系の項目が1.17~

1.30，柔軟性の項目が1.03~1.14の順である。全

身反応時間は0.80ともっとも低い。このように

ボート選手では有気的能力，量育および筋力の

発達の程度が一般人に比して優れていることが

明らかとなった。

本研究では，多変量解析の手法を用いてボー

ト選手の体力構造を明らかにするとともに，競

技力に貢献する体力要素を，より少数の組テス

ト項目から検討を加えようとした。クラスター

分析の結果からは，いくつかの変量がクラスタ

nu 
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ボート選手における形態および機能変量による漕力の予測について

Anthropometric 

variables 0.4 

Standing height 

Sitting height 

Upper limb length 

Finger reach span 

80dy weight 

Chest girth 

Upper arm girth 

Fore arm girth 

Thigh girth 

Lower leg girth 

Triceps skinfold 

Subs回 .skinfold 

ratio 

0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 

7 

Functional 

variables 

Grip strength 

8ack strength 

ratio 

0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 

Arm strength 

Vertical jump 

VU2 max 

Vital回 pacity

PWC170 

Trunk flexion 

Trunk extension 

Side step 

Reaction time 

Fig.3. Ratio of anthropometric measurements of top oarsmen to that 

of the standards of Japanese people. 

一化されず，体力の仮説的構造との間に相違点

がみられた。すなわち，立位体前屈と伏臥上体

反らしは柔軟性を，座高は長育を， pWC170'土心

肺持久性を，脚伸展力は筋力をそれぞれ測定す

る項目として知られているが，これらは，それ

ぞれ固有の属性をもっ身体能力を示す変量とし

て位置づけられることが考えられた。主成分分

析では，あらかじめクラスター分析を適用させ

たことでデータ縮約に伴う情報量の損失を最小

限に抑えることができた。これにより， 28から

なる変量は14変量でボート選手の身体能力領域

が構成されていると考えられた。重回帰分析の

結果では，組テストとして選ばれた項目は前腕

囲，肺活量，立位体前屈， PWC170および反復横

とびの 5項目であった。

組テストとして選択された項目について，そ

の背景について考察すると，まず，前腕囲は筋

量の発達の程度を前腕囲が物語っていると考え

られ，筋力を反映する測定項目と考えて良さそ

うである。次に，肺活量は呼吸器系を代表させ

る簡便な測定項目として取り上げたが，ボート

選手にとって有気的能力の重要性は広く知られ

ており，テスト項目として選択されたことは妥

当であろう 。PWC170は肺活量と同じ有気的能力

の一つの指標として理解されているが，クラス

ター分析において明らかになったように，固有

の能力領域として選択されたことに注目すべき

であろう 。肺活量あるいは最大酸素摂取量が，

最大努力によって得られる酸素運搬能力を反映

する指標なのに対して， PWCl70は最大下の努力

によって得られる有気的能力，ことに酸素利用

能力を反映する指標であることが示唆された。

調節系の 2つの項目が組テスト項目として選択

された。立位体前屈については，キャ ッチ時の

前屈姿勢における柔軟性が，オールのレンジの

大きさに反映している可能性が高い。また，反

弓
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復横とびについては，脚部の伸展運動を繰り返

すという反復動作能力をあらわしているのかも

しれない。

本研究では，筋力を代表させた握力が，組テ

スト項目に選択されなかった点において，山川

ら18の報告と大きく異なっている。これは，分析

の初期段階で， -!iはテスト項目として握力が

取り込まれたが，前腕囲が選択された段階で取

り除かれてしまったことによる。変数増減法で

は説明変数聞における相闘が高い場合は，変数

選択の過程で，より説明力の乏しい変量が取り

除かれる。クラスター分析および主成分分析の

手法を重回帰分析の前に適用させたにもかかわ

らず，握力と前腕固との間にr=0.405とかなり高

い内部相闘が存在していたことに起因している。

筋力については， Hagerman3が，オリンピック選

手13名と非オリンピ ック選手13名を比較して，

6種類の筋力測定の結果から，両群の静的筋力

には有意差が認められなかったと報告している。

筋力はある水準を超えていれば漕力を推定する

項目として，あまり説明力を持たないのではな

いかと推察された。

いずれにしても，これら 5つのテスト項目に

よって漕力の60.6%を説明させることができた。

これらのことから， ボート選手の適性としての

漕力予測には前腕囲，反復横とび，肺活量，

PWC170および立位体前屈からなる組テストが精

度，実用性から妥当であると思われる。

主公
jl~C> t吉

ボート選手の漕力を予測する妥当な組テスト

としての項目を検討するために， 一流選手を含

む男子ボート選手55名を対象に，漕力を支える

体力の仮説的構造に基づいて，形態および機能

変量としての28項目が測定された。クラスター

岡本進

分析法および主成分分析法を用いて変量の縮約

化を図り，身体能力の構造を明らかにした。漕

力を説明する関数の決定を試みるために，重回

帰分析を用いて妥当な項目の選択を試みた。

結果の概要は，以下のとおりである。

(1)クラスター分析の結果， 28の測定項目の

内20項目が 7つの身体領域に分類された。形態

では量育，周育，長育および身体組成の 4領域，

機能では静的筋力，無気的能力，有気的能力の

3領域が推定された。

( 2 )主成分分析の結果 ボート選手の体力構

造は 6個の領域を含む14変量で構成されている

と考えられた。

( 3 )漕力(RP)を目的変量，選択された身体領域

を代表する変量を説明変量とする重回帰分析を

行った結果，予測の推定式は次のとおりであっ

た。

RP=4.4X， +o.952X2 +o.07X3 +o.021X4 

+0.6X5 -12臼7(r=O刀8)

これにより X，:前腕囲(cm)， : X
2
反復横とぴ

(times)， X
3
:肺活量(m1)， X

4
:PWC170(watt)， X

5
: 

立位体前屈(cm)の 5項目からなる組テストがボ

ート選手における漕力予測として，精度，実用

性から適切と思われる。

本研究の測定にあたっては，滋賀大学佐藤尚

武教授，宮本孝助教授，本学寄本明助教授，元

滋賀県立短期大学古田瑞穂講師および日本漕艇

協会古川宗寿氏に多大な協力を得たことを付記

し，厚く謝意を表する次第である。
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韓国におけるエアロビクス実施中年女性の有酸素能力と

1日エネルギ一消費量

A STUDY OF AEROBIC CAPACITY AND 

DAILY ENERGY EXPENDITURE: 

AN ILLUSTRATION BY 

MIDDLE-AGED AEROBICS-PERFORMING WOMEN IN KOREA 

寄本明， 萎徳鍋*

Akira YORIMOTO， Dok・hoKANG

Abstract 

The purpose of this investigation was to detennine the effect of aerobic 

exercises on aerobic capacity and to estimate the daily energy expenditure of 

middle-aged aerobics-perfonning women in Korea. The subjects were five healthy 

women aged between 38 and 52， local aerobics club members in Seoul. Their 

training period averaged 11.1 + 5.8 years (mean + SD).百leheart rate was 

recorded by a portable bio-infonnation memory equipment， during aerobic 

exercises or not. The energy expenditure for 24 hours was estimated by V 02/HR 

method based upon a relationship between oxygen intake (V 02) and heart rate 

(HR). As for the maximum oxygen intake and heart rate， the means were 38.48 + 

4.87ml/kglmin and 173 + 7 beats/min， respectively. The energy expenditure 

during aerobic exercises was 330土42kcal/hr and 5.81 +0.97 kcal/kglhr， and the 

daily one， 2，113士265kcal/day and 36.77土6.43kcal/kglday for an exercise day. 

The results given as to these middle-aged female aerobics perfonners in Korea 

showed that aerobic work capacity and a daily expenditure of energy were 

significant1y affected by physical activities. 

* )11買天郷大学体育学部 Soonchunhyang University， KOREA 
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一般に有酸素運動は成人病予防や健康維持の

ための運動としてすすめられている.中年女性

においてはエアロピックダンス，水泳，ウォー

キングなどの有酸素運動を実施している人が多

くみられ，高い有酸素能力，運動による充分な

エネルギー消費量の確保などその運動効果が認

められている lム3.7.14.16. このように中高年者の

日常の適度な身体活動は加齢による体力低下を

遅らせ，体力のレベルおよび健康の維持増進に

有効であると考えられる.

中高年者の運動内容を考える場合，運動強度

だけではなく運動時のエネルギー消費量や 1日

のエネルギー消費量を評価する必要がある.厚

生省では健康維持増進に必要な身体活動量の目

安として日本人に適当と考えられる付加運動量

を設定している 12 このように成人病予防や健

康維持のための運動では運動強度，時間，頻度

といった条件が重要となる.特に運動強度およ

びそれに時間要素の入った運動量は安全性と有

効性との両面から重要なファクターとなる.

一方，韓国においても生活および、経済水準の

向上に伴い運動による健康維持への取り組みが

盛んになり，特に中高年女性ではエアロピック

ダンスをはじめ健康のために運動を実施する人

が多くなってきている.そこで，韓国における

有酸素運動(エアロピックダンス)を実施して

いる中年女性の有酸素能力，ダンス活動中およ

び活動日の 1日エネルギー消費量を測定し， そ

の実態および内容を調査検討した.

寄本明，萎徳鍋

方 法

1 被験者

被験者は韓国ソウル市在住の 38~52 歳 (44土

6歳)の女性 7名で，その身体的特徴を表 lに示

した.被験者の身長および体重の平均値±標準

偏差は 159.4士6.1cmおよび57.2:t6.1 kgである.

運動実施状況は週 3~4 回 1 回 1 時間のエアロ

ピックダンスを実施しており，その経験年数は

11.1士4.4年である.なお，今回の被験者は全員

が主婦で特に仕事に就いていない.

Table 1. Characteristics of the subjects 

Subjects Age Height Weight Career 

(cm) (kg) (yrs) 

H.L. 38 165.5 61.0 9 

J.K. 39 152.7 61.7 5 

Y.C. 39 153.7 49.7 6 

S.し 44 165.8 55.9 7 

M.し 45 162.2 60.3 16 

M.B. 52 152.5 53.7 15 

J.L. 52 163.1 58.4 20 

Means 44 159.4 57.2 11.1 

SD 6 6.1 4.4 5.8 

2 有酸素能力の測定

有酸素能力は最大酸素摂取量をトレッドミル

による負荷漸増法により測定し，評価した.負

荷漸増法は 3分毎にトレッドミルの速度および

角度を上昇させる ModifiedBruceのプロトコー

ルにより行った.また，同時に心拍数の測定を

行い最高心拍数および最大下運動時における心

拍数と酸素摂取量の関係式を求めた.なお，こ

の測定はソウル中央病院で行った.
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韓国中年女性の有酸素能力と l日エネルギー消費量 3 

3 1[，1自数からエネルギー消費量の推定

エネルギー消費量は心拍数と酸素摂取量との

相関関係から，その回帰式を用いて推定する

す02/皿方式 4ふ6，10，15によって算出した.すなわ

ち，心拍数とエネルギー消費量(酸素摂取量)

の関係は，基礎時から安静時にかけての直線と

身体活動時の直線の 2本から成り立っており，

この回帰直線を用いることにより，心拍数から 1 有酸素能力の評価

VHMI-016)に毎分の測定値を記憶し，後にデー

タを解析した.ダンス活動中および 1日のエネ

ルギー消費量はこの心拍数記録に各被験者ごと

に求めた心拍数とエネルギー消費量との回帰式

を用いて算出した.

結 果

エネルギー消費量を推定できる(図 1) .基礎 年齢と体重あたりの最大酸素摂取量との関係

時におけるエネルギー消費量は体表面積から求 を図 2に示した.本研究の韓国の被験者は黒丸

めた推定値であり，心拍数は実測値である.安 印で，これまでに我々が測定した日本における

静時のエネルギー消費量および心拍数は 30分 リズム体操クラブ実施女性 14は白丸印で示した.

間の椅座位安静の後に測定した.身体活動時の なお図中のラインは日本人一般女性の平均的な

エネルギー消費量および心拍数は， トレッドミ 加齢変化 11を示したものある.今回の被験者は，

ルによる負荷漸増法により最大酸素摂取量を測 体重あたりの最大酸素摂取量 (m1Ikglmin) の平

定する経過中に測定した. 均値±標準偏差は 38.48:t4.87mlであった.なお，

ダンス活動中および 1日生活活動中の心拍数 最も大きな値は被験者 Y.C.(39歳)の 44.06mlで，

は胸部誘導により携帯用心拍記憶装置 (VINE 最も小さい値は被験者 J.L.(52歳)の 28.94凶で
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4 寄本明，萎徳鍋
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あった.韓国のエアロピック実施者は日本人の

リズム体操実施者や一般健常者より大きな有酸

素能力を示していた.一方，最高心拍数は 173

士7bpmであり，被験者J.K.(39歳)の 162bpmか

ら被験者 H.L.(38歳)の 184bpmの範囲であった.

2 24時間心拍数の変動

携帯用心拍記憶装置で毎分連続測定した心拍

数記録の一例を図 3に示した.このトレンドグ

ラフはエアロピック活動中を含んだ 1日の生活

活動時の心拍数変動を示している.午前 11時頃

装置を装着し，エアロピックダンスを実施，そ

。。
勺
4



韓国中年女性の有酸素能力と 1日エネルギー消費量 5 

Table 2. Energy expenditure for 24 hours and during aerobics 

Subjects E.E. per day E.E. during aerobics 

(kcal/day) (kcal/kg/day) (kcal/hr) (kcal/kg/hr) 

H.L. 2022 33.15 350 5.74 

J.K. 303 4.91 

Y.C. 351 7.06 

S.L. 2269 40.59 382 6.83 

M.L. 1997 33.12 347 5.75 

M.B. 2480 46.18 324 6.03 

J.し 1798 30.79 254 4.35 

Means 2113 36.77 330 5.81 

SD 265 6.43 42 0.97 

E.E. : Energyexpenditure 

の後平常通りの生活を行い， 24時間の測定後に 1.00kcaVkg!hrより大きい.図 4にはダンス活動

装置を外した.心拍レベルはダンス時に高い水 時の運動強度を%Vo2maxで被験者別に示した.

準を維持し，最高で 156bpm，活動時の平均で 運動強度は心拍数より推定した酸素摂取量から

129bpmあった.それ以外ではほぼ 100bpm以下 求めた活動中の平均強度である.運動強度は最

のレベルで，心拍の高くなるような生活内容は 大酸素摂取量 46.4%から 55.2%に相当しており，

ないようである. 平均で 51.0:t3.5%V o2maxであった.被験者ら

3 工ア口ピック運動中の運動強度および 1 はこの強度で 1時間実施している.

日エネルギー消費量 l 日エネルギー消費量 (kcaVday) は 1 ，798~

基礎時から安静時および最大下作業時につい 2，480kcalの範囲にあり，平均値では 2，113:t 

て心拍数とエネルギー消費量の関係を各被験者 265kcal であった. 体重当たりの値

別に示したものが先の図 lである.このように (kca l/kg/ day) は 30.79~46. 18kcalの範囲にあ

被験者により直線が異なり，それぞれの回帰式 り，平均値では 36.77士6.43kcalであった. 厚

を用いて心拍数から酸素摂取量(エネルギー消 生省が日本人の栄養所要量の中で示している女

費量)を算出する必要がある. 性の年齢別，生活強度別のエネルギー消費量 12

表2には活動時のエネルギー消費量および l と本研究の値を図 5にプロットした.生活活動

日のエネルギー消費量を示した.エアロピック の強度区分は Iが軽い， IIが中等度， IIIがや

ダンス実施時のエネルギー消費量 (kcaνhr) は や重い， IVが重いとされている.韓国のエアロ

254 ~ 382kcalの範囲にあり，平均値では 330:t ピックダンス実施者は Iの軽いより上に位置し，

42kcalであった. 体重当たりの値 (kcaVkg!hr) IVの重いより下に位置していた.特に高いエネ

は4.35~ 7.06kcalの範囲にあり，平均値では 5.81 ルギー消費量を示す被験者が2名みられた.

士0.97kcalであった.この値は日本人リズム体操

クラブ実施女性 14の 255士49kcallhr，4.90:t 
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考 察 した日本におけるリズム体操クラブ実施女性

健康な生活の基盤となる重要な体力構成要素 (42:t5歳)の最大酸素摂取量 14の32.56:t3.35ml

としては有酸素能力が考えられ，その指標とし より，今回の被験者の方が大きかった.このよ

て古くから最大酸素摂取量が測定されている. つに韓国のエアロピックダンス実施者は日本人

韓国のエアロピック運動を実施している中年女 のリズム体操実施者や一般健常者より大きな有

性は，体重あたりの最大酸素摂取量 (mνkglmin) 酸素能力を示していた.加齢による有酸素能力

が平均値 38.48:t4.87mlであり，先に我々が測定 の変化は図 2の最大酸素摂取量の低下にみられ

180 -



韓国中年女性の有酸素能力と l日エネルギー消費量

るように減退して行く.しかし，運動を実施し

ている中高年女性の有酸素能力は明らかに一般

の健常者の水準より高い.これはエアロピック

ダンスやリズム体操が加齢による退行速度を遅

らせていると考えられる.

一方，この様な加齢による最大酸素摂取量の

低下は l回拍出量や動静脈酸素較差の低下が考

えられる 14.Yousef17は心拍出量の低下，動静脈

血酸素較差の減少とともに，心臓血管系の反応

性への神経ホルモン刺激の減少によるとし， F1eg 

ら 3は筋肉量の指標である尿中クレアチニン排

池量を測定し，加齢による Vo2maxの低下は筋

量の減少によることを指摘している.中高年者

の有酸素運動実施による最大酸素摂取量の維持

および増加は一回拍出量の増加に起因している

13， 17といわれており，心臓系への改善がみられ

る.有酸素能力は健康な生活の基盤となる重要

な体力の構成因子であり この能力は加齢にと

もなって減少していくが，身体活動，特に有酸

素運動によってその退行速度を遅らせ，高い水

準を維持することが認められた.

ダンス活動中の運動強度は最大酸素摂取量の

46.4%から 55.2%に相当しており，平均で 51.0

士3.5%V o2maxであった.被験者らはこの強度

で 1時間実施しており，ほぽ成人病疾患の予防

効果のある運動強度が確保されているといえる.

一般に有酸素能力の向上に効果のある運動強度

は70%V o2max以上で，その持続時間は 5分以

上と考えられている 8 中年女性の有酸素能力

の向上においても， 70% Vo2max以上の負荷が

必要であるとする報告が多い 1，2， 7・ 70%

Vo2max 以上の運動強度では運動時聞が 5~10

7 

分程度で充分で、あるが 1~2 時間にわたって実

施している運動には必ずしもこの運動強度を対

応させることはできない.Kilbom9は 30分の運

動を 50~60% V o2maxで，進藤ら 13は1時間の

運動を 50%Vo2maxで，それぞれ運動の効果を

報告している.運動時間が 1時間程度の場合は

50% V o2max程度が効果的な運動強度と考えら

れ，韓国のエアロピック運動実施者の運動強度

は有酸素能力の維持，向上に期待できる強度と

時間であるといえる.

エネルギー所要量からみた生活活動の強度区

分は Iが軽い， IIが中等度， IIIがやや重い，

IVが重いとされており，この値を韓国のエアロ

ピックダンス実施者に適用すると Iの軽いより

上に位置し， IVの重いより下に位置していた.

被験者は全員主婦であり，日本での生活活動強

度区分では 1 (軽い)に分類される.今回の被

験者はこの値よりは大きく，高いエネルギー消

費量を示す者が2名みられたが，他の 3名は I

より大きいが II(中等度)に達していなかった.

しかし，エアロピックダンス活動時のエネルギ

ー消費量は平均 330kca1Jhrであり，日常生活の付

加運動として，必要なエネルギー消費量を満た

していた.このことはダンス活動以外の生活活

動での身体活動量が少ないことが推察される.

今後，運動時以外の生活内容の検討が必要であ

るが，韓国におけるダンス活動中および活動日

の1日エネルギー消費量 さらに実施者の有酸

素能力を測定した結果から，韓国でのエアロピ

ック運動実施者は成人病予防や健康維持にとっ

て必要な運動強度および運動量が確保されてい

た.

。。
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要 約

有酸素運動実施している韓国中年女性の有酸

素能力およびエネルギー消費量を明らかにする

ために，エアロピックダンスを週 3~4 回 1

回1時間程度実施している女性を対象に最大酸

素摂取量，ダンス活動中および活動日の 1日エ

ネルギー消費量を求め考察した.

エアロピック運動を実施している韓国中年女

性の最大酸素摂取量は 38.48i: 4.87ml/kglminで，

先に我々が測定した日本におけるリズム体操実

施女性 (42i:5歳)の 32.56土3.35ml/kglminより

大きかった.ダンス活動中の運動強度は 51.0i:

3.5 (46 .4 ~55.2) % V 02maxであり，ほぼ成人

病疾患の予防効果のある運動強度が確保されて

いた.一方，エアロピックダンス活動時のエネ

ルギー消費量は 330i:42 (254~382) kcal/hrで

あり， 体重当たりの値では 5.81i:0.97 (4.35~ 

7.06) kcaVkglhrであった.これは日常生活の付

加運動として必要なエネルギー量を満たしてい

た.また 1日エネルギー消費量は 2，113i: 265 

(1 ，798 ~ 2，480) kcaVday， 36.77 i: 6.43 (30.79~ 

46.18) kcaVkgldayであった.このように，エア

ロピック運動実施者は成人病予防や健康維持に

とって必要な運動強度および運動量が確保され

ていた.

寄本明，萎徳鍋
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国際教育センターの紹介

国際教育センターは、国際化時代に対応し、世界市民として、国際的に活躍するにふさわしい人間

性と能力を育てるための教育を担当する組織として設置されています。国際教育センタ一所属の教員

は、全学共通科目のうち、言語による国際的なコミュニケーションのための外国語教育、国際的な情

報伝達に欠かせない情報処理教育、健康に対する知識と体力を養うための健康・体力教育の科目を担

当しています。

(1)外国語教育

外国語は、コミュニケーションのもっとも重要な手段としてばかりでなく、それぞれの言語を

用いる人々の文化を、言語を通して体験し、この体験によって自国の文化に対する理解を深め、

国際人として生きるにふさわしい人間性をj函養する手段として提供しています。

第一外国語の英語については、入学以前に修得した知識を、実際のコミュニケーションのさま

ざまな場面で、活用できるように充実・発展させることを目指しています。

また、第二外国語のドイツ語、フランス語、中国語および朝鮮語については、

生きた知識として発展し得るような、語学力の基礎を身につけることを目標としています。

( 2 )情報処理教育

情報機器や通信網の発達によって国際的な、しかも瞬時のコミュニケーションが可能となった

現代において、情報機器を使いこなすことは、全ての者に求められる能力であります。したがっ

て情報処理教育においては、コンピュータならびに情報の概念を理解させるとともに、それを自

在に活用する能力を身につけ、情報化社会に対応できる基礎能力を修得させることを目標として

います。

講義では、情報処理の動作原理、その可能性と限界など、情報処理に関する基本的概念を、ま

た演習では、情報を使いこなすことにより情報化社会で活躍できるよう、実習を通してその対応

力を修得させることを目標としています。

( 3 )健康・体力教育

スポーツは、人間活動のうちもっとも国際化の進んだ分野であり、したがって自己の健康や体

力に対する認識を深め、健康の増進や体力の向上のために生活習慣の改善を図り、体力作りの実

践法方を理解するとともに、各種のスポーツの能力を高め、スポーツを生涯にわたって継続し得

る能力や態度を養成し、国際ルールを学んで、フェアプレイの精神を体得することは、国際教育

センターに欠くことのできない教育分野であります。

国際教育センターは、以上の 3分野について、全学の学生を対象として、総合的な教育を担当して

おります。

勺
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国際教育センター提供の講義(全学科共通科目)紹介

英語 1(活性化コース)

比較的平易な英語を教材とし、視聴覚教具を利用した聞き取りの訓練、英語での言い換え・書き

換え、英語で考える訓練を行い、既修の知識を活性化させ、コミュニケーションの場で使用できる

知識として定着させ、また高めることを目標とする。

英語 II(応用コース)

英語 Iとの密接な関連において、日常会話やまとまったスピーチを中心に、コミュニケーション

の場で文字を媒介とすることなく、聞き取りによって意味を理解し、口頭で意味を伝達する訓練を

行い、英語を実際に運用する能力の向上を目標とする。

英語111(充実コース)

新聞、雑誌に掲載されるレベルの政治、経済、社会、文化、科学、娯楽、スポーツ、広告等広い

分野の記事、論説を教材として、視聴覚教具を利用しながら、いっそう高度なコミュニケーション

に必要な学力の充実を目標とする。

英語IV(展開コース)

英語 IIIとの密接な関係において、一般読者向けの啓発的な著作から各学部の学生の専攻領域に

関連のある主題の教材を選び、視聴覚教具を利用しながら、専門分野におけるコミュニケーション

の活動に必要な学力の展開を目標とする。

英語 V(異文化受容伝達コース)

広く人文科学、社会科学、自然科学の領域から選んだ優れた著作を教材として、視聴覚教具を利

用しながら、国際社会に生きる教養ある世界市民にふさわしいコミュニケーションの総合的な学力

の深化を目標とする。

ドイツ語 1(初級コース)

視聴覚教具を利用して、生きたドイツ語に慣れ親しませながら、文法体系の基本を修得させ、ま

た辞書を自由に検索できるよう訓練して、最も基本的なコミュニケーションに必要な基本的な学力

の養成を目標とする。

ドイツ語 II(中級コース)

政治、経済、社会、文化、科学、娯楽、スポーツ、広告等広い分野の教材を選び、視聴覚教具を

利用して、ドイツ語 Iで修得した基礎的な学力を、語葉、文法両面において充実させ、中級程度の

コミュニケーションに必要な学力に高めることを目標とする。

0
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朝鮮語 II(中級コース)

政治、経済、社会、文化、科学、娯楽、スポーツ、広告等広い分野の教材を選び、視聴覚教具を

利用して、朝鮮語 Iで修得した基礎的な学力を、語葉、文法両面において充実させ、中級程度のコ

ミュニケーションに必要な学力に高めることを目標とする。

情報科学概論

計算機利用の主流となるネ ットワークを用いた分散環境を前提に、それを実現するハードウェア、

ソフトウェア、 os、ファイルシステム、プロセスなどについて概観した後、旧来の計算機環境と

対比しながらネットワーク環境での計算機利用の現在、将来について講義する。また、新たなコミ

ュニケーション手段となりつつある電子媒体についても、プライパシ一、セキュリティなどの問題

に触れながら講義する。

情報処理演習 I

情報処理概論と密接に連携しながら、情報処理機器に習熟する機会を与え、ネットワーク環境で

の計算機およびウインドゥシステムを備えた情報処理装置の利用方法を修得させる。また、実際の

りょうを通じて、計算機利用の特徴と限界を認識させる。さらに、マルチメディア環境の体験を行

い、その重要性の認識を図る。

情報処理演習 II

身近な問題を例として、問題の定式化、プログラミングによる計算機演習を行う 。さらに、適切

な課題によって計算機分野における抽象化の特質と利用、プログラムの局所性、問題に対するアル

ゴリズムの構築方法、問題の大きさが増すにつれて複雑さが非線形的に増大することなどを体得さ

せる。なお、演習の課程においてネットワーク・コンピューテイングの機能を修得させる。

健康・体力科学I

健康や体力、スポーツ文化に対する認識を深め、生涯を通じた生活習慣の改善、体力づくりの定

着化を図るため、講義と実技を一体化して体得させる。実技においては、あらかじめ設定したコー

ス(球技、運動処方、海洋、スキーなど)から選択させ、スポーツ科学の知識を生かし、安全かっ

理にかなった身体運動の実践能力、実践態度の育成をめざす。

健康・体力科学 II

健康・体力科学 Iで身につけた実践能力を、さらに生涯スポーツとして定着させるため、身体運

動の必要性や健康と体力の関係について講義するとともに、実技においては、あらかじめ設定した

コース(球技、運動処方、海洋、スキーなど)から選択させ、スポーツ科学の知識を生かし、安全

かつ理にかなった身体運動の実践能力、実践態度の育成をめざす。
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ドイツ語III(上級コース)

広く文化科学、社会科学、自然科学の領域から選んだ優れた著作を教材として、視聴覚教具を利

用しながら、国際社会に生きる教養のある世界市民にふさわしい、いっそう高度なコミュニケーシ

ョンの活動に必要な学力の展開を目標とする。

フランス語1(初級コース)

視聴覚教具を利用して、生きたフランス語に慣れ親しませながら、文法体系の基本を修得させ、

また辞書を自由に検索できるよう訓練して、最も基本的なコミュニケーションに必要な基礎的な学

力の養成も目標とする。

フランス語II(中級コース)

政治、経済、社会、文化、科学、娯楽、スポーツ、広告等広い分野の教材を選ぴ、視聴覚教具を

利用して、フランス語 Iで修得した基礎的な学力を、語葉、文法両面において充実させ、中級程度

のコミュニケーションに必要な学力に高めることを目標とする。

フランス語 III(上級コース)

広く文化科学、社会科学、自然科学の領域から選んだ優れた著作を教材として、視聴覚教具を利

用しながら、国際社会に生きる教養のある世界市民にふさわしい、いっそう高度なコミュニケーシ

ヨンの活動に必要な学力の展開を目標とする。

中国語1(初級コース)

視聴覚教具を利用して、生きた中国語に慣れ親しませながら、文法体系の基本を修得させ、また

辞書を自由に検索できるよう訓練して、最も基本的なコミュニケーションに必要な基礎的な学力の

養成も目標とする。

中国語 II(中級コース)

政治、経済、社会、文化、科学、娯楽、スポーツ、広告等広い分野の教材を選び、視聴覚教具を

利用して、中国語 Iで修得した基礎的な学力を、語葉、文法両面において充実させ、中級程度のコ

ミュニケーションに必要な学力に高めることを目標とする。

中国語III(上級コース)

広く文化科学、社会科学、自然科学の領域から選んだ優れた著作を教材として、視聴覚教具を利

用しながら、国際社会に生きる教養のある世界市民にふさわしい、いっそう高度なコミュニケーシ

ョンの活動に必要な学力の展開を目標とする。
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国際教育センタ一主催のセミナー

996年度第 1回セミナー
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MAMA TRAUMA IN“THE TALE OF GENJI"一

HlKARU GENJI AS A TRANSVESTITE MOTHER 

fi原氏物語におけるママトラウマJ

-“男装の母"としての光源氏一

keEMEeth L.RICHARD* 

The Tale of Genji， written in the year 1000 A.D. by a woman writer whom we now call 

Murasaki Shikibu， is known throughout the world. The original version of this work in the 

J apanese language of the Heian Period (795・1185A.D.) has been read by generations of 

Japanese readers. In the twentieth century， Murasaki's original words were translated into the 

modern Japanese language by such famous writers as Yosano Akiko (1878-1942)， Tanizaki 

Jun'ichiro (1886-1965)， Tanabe Seiko (? -still active)， and Enchi Fumiko (1905-recently 

deceased). Portions of The Tale of Genji have been re-written as drama. Radio and 

television versions of the famous story continue to be made in J apan. Several years ago， a 

major Tokyo television network made a version of the Genji story starring Mr. Higashiyama of 

the group of rock singers and performers known as Hikaru Genji. In addition to modern 

versions of the story in Japanese， translators such as the American Edward Seidensticker and 

the Englishman Arthur Waley have published complete versions in the English language， in 

the 1960's and the 1920's respectively. A third version of the Genji story in English is now 

being prepared in Australia. For your information， The Tale of Genji also exists in French， 

Russian， and Chinese. 

But wherever The Tale of Genji is read， in whatever language， and by whomever， certain 

things can be noticed about the way the work is constructed that make it universally appealing. 

* The University of Toronto 
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For example， the theme of regaining one' s birthright (生まれながらに持っている権利を取り戻す，

becoming a successful man 出生する男)， can be understood by anyone in the world. In 

ancient Greece， many stories told of an agon， a Greek word meaning ‘joumey' in which a man 

became a hero by going on a joumey away仕omwhere he was bom， a joumey that contained 

much leaming， and often included romantic adventure and marriage. The hero became a 

success when he retumed to his birthplace to become， for example， a king. The Tale of Genji 

has a theme like the Greek agon in which a young boy must go through many experiences to 

become a success: he must leave the place of his birth (i.e. Genji leaves his father's palace)， he 

must proceed through many romantic adventures with women (i.e. Genji has affairs with 

Fujitsubo， Utsusemi， Yugao， Oborozukiyo， Rokujo Miyasundokoro， Murasaki， Tsuetsumuhana， 

and the Thi吋 Princess，among others)， he must go on a joumey into exile (i.e. Ge吋ispends 

two years in Suma and Akashi on the coast of the Inland Sea)， and he must retum to his 

birthplace to take up the position in society he was meant， by birth， to achieve (i.e. Genji 

retums to Kyoto， builds his own palace in Rokujo， and becomes a sort of pseudo-Emperor). 

Success in regaining a birthright is the great theme of the first part of The Tale of Genji， 

chapters 1-33 of a total of 54. Hikaru Genji， or Prince Genji， or the Shining Prince， are some 

of the names by which the main character is known in these chapters. Not only does Genji 

achieve success， but through his efforts， almost everyone around him also achieves success. 

百1roughGenji does not follow in his father's footsteps to become an Emperor， he builds a 

great house， a palace， in which he acts like an Emperor. Everyone who lives at the Rokujo 

Palace (六条の院)is successful， everyone has his or her own set of buildings. 百1epassing of 

the seasons flows as naturally as the pattem of life at Rokujo. Genji takes care of a lady who 

is called Akikonomu and makes her an Empress. She lives in Ge吋i's Roku jo Palace in her 

own Autumn garden (秋の園). Genji's daughter the Akashi Princess lives with Genji and his 

greatest friend Murasaki in their own garden which is best in Spring (春の園). The Akashi 

Princess' s mother lives in qu紅白rsdesigned to look best in Winter， in the Northwest quarter of 

the Roku jo Palace (冬の園). Genji's adopted daughter Tamakazura and his son Yugiri live 

with another of Genji's ladies in a house in the Northeast meant to take advantage 0 
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generation become the main characters of the story. Characters with names such as Tamaka-

zura， Yugiri， Kumoi no Kari， and Kashiwagi take over the main content of the story. In this 

second p訂tof The Tale of Genji， success continues to be a major theme， but we also 

experience the beginnings of failure (源兵の車故居生活、子供たちやその母親、また他の女性や男性

との関係に起こってくるひび割れを取り上げる). Not every person is able to gain the success 

Genji had experienced as a young man. Kashiwagi， for example， commits suicide after his 

illicit affair with Genji's new wife The Third Princess. A child is born to her， a boy， Kaoru， 

who is not his biological son， but the resu1t of Kashiwagi's affair with The Third Princess. 

All of the above characters are young and unsuccessful. We might say that in this second pa口，

The Tale of Genji tells us about life as it really is instead of how it should be. Genji lives on 

but in a somewhat imperfect world that he can no longer control. 

百lefinal p訂 tof The Tale of Genji， chapters 42-54， begins to tell the story of what 

happens to the young people around Prince Genji after he dies， but soon switches its setting 

from Kyoto to a gloomy village called Uji to which Genji's son Kaoru and grandson Niou go， 

back and forth， coming and going on horseback， in pursuit of two young ladies whose names 

are Oigimi and Naka no Kimi. All of the relationships that ensue in Uji between these 

characters of a third generation after Prince Genji are in their most successful state when they 

紅 ejust beginning. In other words， the best things in the lives of these characters have already 

happened before the story begins.τbe story we experience is one of disappointment， lack of 

ability to communicate， and loss of the will to live. The Tale of Genji in the first p訂 tis a 

success story (サクセスストーリー). In the second part， it is a story of continuing success with 

a mixture of failure (ひび割れが起こる半出生物語). And in the third and last part， The T ale of 

Genji must be termed a stoηof failure (精神の盛衰談). 1 believe that these so-called Uji 

chapters are the best in the entire work. Many Japanese readers agree with me. 

Exactly how The Tale of Genji goes about telling its story of success， modified success， 

and failure is extremely complex as well as fascinating. Let me give you some idea of what 1 

mean by examining three aspects of monogatari style， how Murasaki Shikibu goes about 

wntmg. 

First of all， 1 believe that Murasaki Shikibu did not mean to tell a story of actual people， 

nor is her writing autobiographical 
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of Genji have no actual models， but are composite characters who are a little bit of someone 

the author may have known， and a little bit more of her own fantasy. Why did Murasaki 

Shikibu write this way? Well--to write the truth， the actual facts of observation， is limiting. 

If one imagines beyond the truth and the facts， all becomes possible. 1 believe this impulse is 

what led Murasaki Shikibu to write in way she does. Because she chose this approach， 

Murasaki Shikibu may be called the first writer of novelistic fiction the world has ever known. 

1 also believe that The Tale of Genji， in addition to being fiction--that is， an approximation 

of the truth， bigger than life， not limited by actual experience--is also subversive. 1 might also 

use the word ‘radical.' By subversive 1 mean the story is meant to overtum established norms 

in society 社会税芋の裏面を映す。普通性をくつがえす。). 百leway in which Prince Genji 

actually achieves the success his birthright intended involves his transgression of accepted 

practice. He begins by having an affair with his own mother's replacement， a secret that must 

be kept throughout his life. He later has an affair with a lady meant to be in the service of 

another Emperor. These things were not allowed in Heian society. He takes a young girl into 

his care as his daughter， then makes the girl his wife without going through the proper social 

customs. Many other instances like these occur throughout The Tale of Genji. Even in the 

Heian period when this work was first read， we know that people found it sensational and went 

to great lengths to have a copy in their possession. Reading beyond what is normally possible 

is the great pleasure of fiction and the novel. 

The second way in which Murasaki Shikibu writes in a way that keeps her readers' interest 

is through her use of irony. Simply put， irony means a condition caused by a recognition that 

behind what is being portrayed as the fact， or the truth， is another side--which is equally valid， 

but is not expressed (“アイロニー"とは文学の修謝支巧の一つであり、実際に表に出ている写実性

とは違い隠れた意味を示すものです). In other words， when irony is used in writing， we the 

readers become aware of truth beyond what the characters themselves know. We know that 

Fujitsubo gives birth to Genji's son who becomes the Emperor Reizei， but no-one else in the 

story does， not even Reizei. Secrets， and this use of irony as a way of writing， help push the 

narrative to a successful conc1usion. As a writer， Murasaki Shikibu never keeps the secret or 
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keep the secrets， and to enjoy them. 

A third way of writing makes The Tale of Genji a supremely successful work of fiction 

when combined with the idea of a fictional world beyond reality， and with the idea of irony: it 

is the reversal of the gender role in mothering that Prince Genji assumes as his primary means 

of ensuring民 captureof his birthright (再び生得件を取り戻す最も効き目の有る方法は光源兵がいわ

ゆる男装の母になる時に限る。この物語の虚構の世界には先天的な性別としての女性より、後天的に

男性が育ての母となる方が成功する。). Prince Genji becomes a mother to Reizei when his 

mother Fujitsubo becomes a nun after the death of Genji's father and her husband the Emperor 

Kiritsubo. Genji helps this boy become Emperor and take his proper place in the world. In 

doing so， Genji ensures his own success. {During my lecture， 1 will give you a few illustrations 

ofhow Genji becomes a mother to Reizei.} Irony and fictionality work together with Genji's 

mothering to make this story compelling. 

Some years after a young lover dies in Genji's arms， her daughter by another man comes to 

live with Genji in his Rokujo Palace. Genji assumes the role of ‘mother' to ensure the 

success of this lady's search to find her birthright. Her name is Tamakazura. {Here 1 will 

provide several examples of the way in which Genji ‘mothers' Tamakazura.} 

Several years after the above scenes with Tamakazura are played out in the Rokujo Palace， 

Genji again assumes the role of‘mother' to Kaoru. His biological mother is百1eThird 

Princess but because of the embarrassing circumstances surrounding the birth of her child， she 

soon becomes a nun， entrusting the boy to Genji. {Here 1 will give several examples of the 

Genji as Kaoru's 'mother.'} Once again， a world bigger than reality lies behind Kaoru's birth. 

Irony is employed to protect Kaoru from knowing who his biological father is， and finally， 

Genji acts as‘mother' to give Kaoru a chance at a successful life. The process is cut short by 

Genji's death. Kaoru is destined not to achieve success， and this is the story of the last ten 

chapters of the novel. 

Finally， the idea of Prince Genji as a transvestite mother， that is， a man who， while 

dressed as man， acts the role of a woman， is the main feminist aspect of the writing style in 

The Tale of Genji. Murasaki Shikibu designed a story that would appeal greatly to women 

because， in its fictional world， the main male character acts as would a woman. In reality， the 

world恥1urasakiShikibu lived in was one in which a man's world (a patriarchy) (父性的社会)
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had already overthrown the last remnants of early court society in which children belonged 

entirely to their mother's side of the family， and were considered chattel of the feminine line (a 

matriarchy) (母性的社会). Prince Genji is a transitional character who is not as brutal a man as 

Fujiwara Michinaga whom Murasaki Shikibu knew in her real world. Her young women 

readers must have been excited with a such a gentle man who never forgot a woman he had 

known， and her male readers must have been chagrined and curious at what made a totally 

fictionalized man such as Prince Genji so popular with women. From our modem standpoint， 

Genji's masculinity is made softer by his feminine side as it is expressed in his role as mother. 

It can also be said that certain female characters such as Tamakazura in The Tale 01 Genji 

exhibit an element of masculinity which increases their attractiveness by adding a touch of 

masculine spice. 
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GLOBALIZATION AND THE MEGACITY ENVIRONMENT 

グ口ーバライゼイションと巨大都市環境問題

Jeremy S. EADES* 

INTRODUCTION 

In this lecture I want to discuss some work I have been doing together with friends in 

New York and Tokyo on the environmental problems of megacities in the face of the 

globalization of the wor1d economy. My p訂tof the research was to write a comp紅'ativehistory 

of the two cities and their environmental problems， so here I want to do four things. The first is 

to say a little about megacities and the reasons why they have developed so fast in the 20th 

cen加ry.百lesecond is to talk about the process of globalization and the effects that this has had 

on three of the most important of the megacities， London， Tokyo and New York. The third is to 

talk about the e百ectsof globalization on the environment in New York and Tokyo. And fmally I 

will talk about ways in which the problems of megacities will have to be dealt with if they are to 

be solved in the 21 st cen加ry.

1. THE DEVELOPMENT OF MEGACITIES 

Megacities are simply cities that already have populations of over 5 million， inc1uding 

some出atwill have populations of 10 rnillion or more by the end of出ecentury.百lepresent list 

of such cities inc1udes: London， Paris and Moscow in Europe， Ca1cutta， Bombay， Delhi， 

Karachi and Dacca in South Asia， Beijing， Tianjin and Shanghai in China， Seoul in Korea， 

Tokyo and Osaka-Kobe-Kyoto in Japan， Bankok， Manila and Jakarta in Southeast Asia， Lagos 

and Cairo in Africa， Rio de Janeiro， Sao Paulo， Buenos Aires and Mexico City in Latin 

America， and New York and Los Angeles in North America --about 25 in all.百leremay be 

others in India and China that I have missed， but these are the main ones. In 1900 there was 
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on1y one city in the world with over 5 million peop1e， and血atwas London. In 1900 1ess than 

20% of the world's popu1ation 1ived in cities， and now nearly ha1f the much 1arger world 

popu1ation does so. In other words， while the wor1d popu1ation has gone up rapid1y，出e

number of peop1e 1iving in cities， and especially megacities， has gone up even faster. Why is 

出is?

First， there is出equestion of medica1 techno1ogy. In 1900， peop1e in cities lived shorter 

1ives血anpeop1e 1iving in the countryside. Cities were unhea1thy p1aces to 1ive because of bad 

water， insects and pollution. Many members of the city popu1ations still have bad water， insects 

and pollution， but now medica1 techno1ogy is better， and most of the doctors and hospita1s are 

concentrated in the cities. So generally peop1e in the cities 1ive 10nger than those in the 

coun住yside.They are a1so generally younger and have more chi1dren. So the urban popu1ation 

has risen very rapid1y. 

Second， there is the question of money. Govemments in the 20th century con住01

enormous sums of money raised through taxation both in the cities and the rura1 areas， and出ey

tend to spend most of this in the cities， especially capita1 cities. Much of血emoney is spent on 

putting up govemment bui1dings， and paying the sa1aries of govemment workers. In m加 y

developing countries where there is not much industry， the govemment is the main emp1oyer. 

So much of the money is回kenfrom the farmers in the rura1 areas and is spent in the cities.百11S

means血atincomes in the city tend to be higher出anthose in the rura1 areas. Farmers are not 

stupid and they know出atthis is so， so many either move into the cities themse1ves， or仕yand

get education for their chi1dren so that they can move to the cities. And peop1e move not just 

because there are more jobs in the cities. It is a1so because those with jobs spend a 10t of money 

buying goods and services from peop1e who are se1f-emp1oyed， in what is often called the 

informa1 sector of the economy. Most 1arge cities have a big informa1 sector， and even if there 

do not appe訂 tobe many jobs vacant， peop1e still move in either to wait for jobs， or to create 

jobs for themse1ves. Agricu1ture has become more productive， so 1ess people are問 quiredω

grow food in the countη'side. Govemment schemes to keep people白血ecoun住ysideand stop 

them going to the cities usually do not work. 

Third， there is a question of infrastructure. Until the 20th century， the economic 

m丘astructuredid not exist to suppo口citiesof this size. In Europe 2000 years ago， the largest 

city was Rome， and it had a population of a million people --perhaps the largest city in the 

world at血attime. But it consumed so much food白紙theagricultural system of Italy was not 
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large enough to keep it going. So much of the food had to be brought in by sea from North 

Africa. 20th century transpoロmeansthat food can be brought in， that water can be provided 

and that rubbish and sewage can be moved out of large cities in a way that was not possible 

before. In some megacities this is not done very well， but some of them， such as Tokyo， are 

ex住emelye百icient.But before出e20th century it would have been impossible. 

But big cities have big problems. The three most important of these are the economic 

problems， the housing problems， and the environmental problems. The main economic problem 

is finding work. 1 have already talked about配 informalsector， in which出em司orityof people 

in many of the largest cities work. This includes legal activities such as仕ade，farming (a lot of 

farming goes on in large cities)， craft production， and the provision of services such as cutting 

hair， washing clothes and so on. It also includes mainly illegal activities， such as theft and the 

sale of stolen goods. But despite this a lot of people are still very poor. This is related to出e

second groupt of problems: those of housing. Nobody wants to build houses for poor people 

because there is veηlittle profit in it. Building houses for rich people is much more profitable， 

which is why there are so many luxury apartments and rich people in large cities. So generally 

出epoor build houses for themselves on land which which often belongs to other people or血e

state. Because they do not own the land， getting access to good water， elec住icity，sewers， and 

services such as health and education is a big problem， and so many of出esquatter settlements 

in the larger cities are extremely poor. They are also a big environmental problem， because they 

are full of garbage， sewage， insects， rats and disease. So clearly， environmental problems are 

not just problems to do with infrastructure: they are also problems related to poor people and to 

the question of who pays for the services which they need. 

But it is not just the cities in the third world which have these problems: even the 

megacities in places like Europe and North America share them to some extent. In New York 

and Los Angeles， for instance， there are large and extremely poor communities of migrants 

from Latin America and other parts of the world， where rates of crime， disease and mortality are 

similar to those in cities in the third world. This was noticed by Janice Perlman， who started the 

Megacities Project on which 
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one part of the world that have developed solutions to particular problems to export由e

solutions to other cities with similar problems. 

As an example of this 1 will give出atof the garbage workers in Cairo， the Zebaleen. Most 

of the people in Egypt are Muslims， but the Zebaleen are part of the Christian minority in 

Egypt， which includes both some of the richest and some of the poorest people in the coun仕y.

百leZebaleen仕aditionallylived by collecting garbage in the city and by selling and recycling the 

useful materials in it. One of the town planners in Cairo concemed with the environment was 

also a Christian and he decided由atit should be possible to organise the garbage collectors， so 

that recycling could be more efficient， and so that they could make more money. Garbage 

became the raw material for dozens of small industries， which recycled plastics， glass， cans， 

cloth， and paper. The vegetable material was fed to pigs， and the meat exported. (Egyptian 

Christians of course can eat pigs， unlike the Muslims.) The manure仕omthe pigs and other 

rubbish which could not be used in any other way was put into a big compost heap， and tumed 

into fertiliser which was sold to the local farmers.百lecommunity has become much richer， and 

two-and three-story brick houses have replaced the old metal huts in the Zebaleen areas of the 

town. Now the Megacities teams仕omCairo are collaborating with similar groups仕omManila 

to try to organise the garbage disposal there in a similar way. Even in New York and Los 

Angeles it is possible to仕ysome of these methods: groups of homeless in those cities are also 

generating an income through collecting and recycling garbage， cleaning up the city in出e

process. 

2. GLOBALIZATION AND MEGACITIES: 

LONDON， TOKYO AND NEW YORK 

Globalization is the process by which the world economy has become integrated into a 

single system. Of course， in one sense the world has been a single economic system for the last 

four hundred years， ever since the Europeans travelled to North America to buy furs， and to 

A創cato buy slaves， and to Asia to buy tea， cloth， spices and po悦 ry.But now， in the late 20th 

century， things have gone much further. This is due to由erise of the multinational corporations， 

which produce and sell goods in all parts of the world， either on their own or in partnership 

with other multinational corporations.百legrowth of these companies has meant the growth of 

an infrastructure of financial services --banking， insurance， lawyers， communications， 

computer systems and so on --through which the world wide economic system can be kept 
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going 24 hours a day. Three cities have come to dominate these financial service indus仕les:

London， New York and Tokyo， neatly spaced out around the world so that the stock markets 

and banks in one or other of them is nearly always open. As a result， the offices of the main 

corporations have come to be located in these three cities. 

A Dutch sociologist called Saskia Sassen published a very important analysis of these 

"global cities" in 1992: she argued that London， New York and Tokyo had much in common 

with each other， due to出ee百ectsof the rise of the financial services indus仕iesin each of them. 

First， all three have large populations of very rich people， either working for the large 

companies themselves， or working for the various fmancial service companies血atallow them 

to operate. 

Second， these wealthy people require other kinds of services， such as hotels， restaurants， 

bars， spo口sfacilities， and sex. A1l these industries have grown in the global cities， and many of 

the people who work in them are poorly paid， with poor working conditions. Many of these 

people are illegal immigrants and so出eydo not complain to由epolice about their仕eatment.

Third， as the financial service sectors of these cities have grown， 仕aditional

manufacturing industries have gone into decline， leading to high rates of unemployment in the 

poorer parts of the cities. In吐lecases of New York and London， the rates of unemployment are 

highest among e血nicminorities who moved into the cities during previous periods of economic 

growth. 

Fourth， there is a major housing problem， also due to the rise of the financial service 

industries. Many areas of cities like London and New York have good quality older housing 

which for a long time was occupied by poorer immigrants. What has happened recently is a 

process of "gen仕ification."Wealthier middle-class professional people and property developers 

have bought up these houses and repaired them for themselves， their families or their clients. 

百lIsis good for some areas of the cities which have become cleaner and more prosperous as a 

result. But of course， it means出atthe poor have to pay more for their housing， and血atthey 

have to move to other poor areas of the cities. So the housing problem has become worse in all 

three of these cities， and a large homeless problem has arisen. This in turn means血at

environmental problems become worse in these poorer areas of the city， and so next 1 will have 

a look at the enviro 

- 203-



Jeremy S. EADES 

3. THE MEGACITY ENVIRONMENT IN NEW YORK AND TOKYO 

New York and Tokyo were actually established at about the same time， at the start of the 

17th century， but for different reasons. New York was established as a trading post for the 

Dutch fur trade between North America and Europe. Tokyo was established as a political and 

administrative base for the Tokugawas. This explains many of the present day di百erences

between the two cities. Tokyo is still a city of govemment， while New York is still a city of 

independent merchants and entrepreneurs. New York is the most important city in血eeconomy 

of the USA， but it is not the national capital and it is not even the state capital. So there is a 

constant struggle going on between New York City， New York State and the Federal 

Govemment about how much money should be given to the city to run the city in仕astructure

and services.百leseare very expensive. Geographically New York was established because it 

had a good harbour. But now the city extends between three islands and the mainland of the 

US， and it requires expensive bridges and tunnels to link the five boroughs toge出er.Socially， 

New York has a very varied population with immigrants from over 100 different coun仕ies

living together， some of them very poo工 Soeducation， hea1th and welfare services are all 

expensive， as is maintaining law and order. 

What both cities have in common， though， is that they are very big. Both of them have 

extended over their original boundaries， so出atthe urban area now includes many other cities in 

neighbouring states and prefectures. New York covers much of New Jersey， and Tokyo is 

directly connected with Kawasaki and Yokohama， in addition to the other CIties in Tokyo-to 

itself. The boundaries are difficu1t to define. Tokyo can be thought of as either the 23 ku， 

Tokyo-to， the Tokyo-Kawasaki-Yokohama urban areas， the metropolitan planning zone， which 

includes Tokyo， Chiba， Saitama and Kanagawa， or出eKanto area which also includes Ibaraki， 

Tochigi， and so on. So the population of Tokyo is between 11 million and 30 million depending 

on how you define it! Similarly New York can be defined as either the five boroughs 

(Manhattan， Brooklyn， Queens， the Bronx and Staten Island)， or the wider commuting訂 ea

extending into New York State and New Jersey. Both cities are also p紅tof much larger almost 

continuous urban chains which， in the case of New York extend from Boston in the north to 

Washington in the south， a 
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used by the two cities are very similar. Both have good underground transit systems. Water is 

piped in from reservoirs many kilometers away. Waste disposal is also carried out in similar 

ways. Sewage treatment uses well-established techniques， and in some cases plants in the US 

and Japan are using the same technology bought仕omthe same companies. With garbage， you 

can only do really three things with it: bum it， recyc1e it， or bury it in the ground， either within 

血ecity or somewhere else， and both cities use all of these techniques. 

Where the difference between the cities lies， however， is in the political and social 

environment within which these processes take place. The fact is that because of the large 

immigrant population， and the American tradition of individualism and political mobilization， 

and because of the complicated political structure which has developed there， managing New 

York is probably much more difficult for the urban govemment由anmanaging Tokyo. As it has 

expanded， so the official limits of the city and the jurisdiction of the urban govemment have 

also been extended. But New York spreads into neighbouring states， which have their own 

independent govemments， and the central govemment is not so strong. So while in Tokyo 

planners and the city govemment can quietly manage the city with little interference (until 

recently)仕omthe citizens， planners and urban managers in New York have to spend much of 

their time negotiating with neighbouring govemments and citizens' groups. 

This comes out c1early in the issue of garbage and sewage disposal. Cities of this size 

produce thousands of tons of sewage eveηday， and getting rid of the sewage and purifying血e

water is a major indus仕ialand e時 ineeringproblem. Much of it used to be dumped in the sea， 

but this stopped in 1992 due to an intemational agreement. Many other technologies are now 

available， one of the most interesting being a technique developed in Tokyo to tum sewage 

sludge into bricks， which can be used for building or paving the road， or a black stone， looking 

very like marble. A kilogram of this stuff contains the equivalent of the sewage output for an 

average family for an entire month. Other technologies tum sewage into fertiliser. The water 

which is pumped out of the sewage， purified and pumped back into the river， is actually purer 

than the original river water， and all the organic matter and dangerous organisms have been 

removed. 

New 
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areas of血ecity rather血anthe richer areas of the city， because rich people have greater political 

inf1uence. So the North River plant ended up in Harlem， and caused a lot of problems， because 

the smell仕omthe plant was terrible. It was designed so由atit would not occupy much land， 

and in fact was built on the side of the river， but the wind blowing from the west carried the 

smells企om出epl組 tinto the surrounding districts of Harlem. 1ρcal community groups became 

active over the issue and took legal action against the sanitation departrnent of出ecity.百lecity 

tried to deal with the problem in two ways. First， it brought in more technology and did 

succeed in stopping some of the smells. Second， it built a park on top of the sewage works， 

with sports grounds， and recreational facilities. This is very at町activeand has become very 

popular with people from all over New York， and the sewage works is invisible， undemeath白e

park. There are sirnilar sites in Tokyo， for instance in Arakawa Ward， where a water仕eatment

plant along the Sumida river is covered by a park with rivers， lakes and fountains. But in New 

York， the park would probably not have been built had it not been for the political campaigns by 

the local people. 

Second there is the problem of garbage. New York produces about 8 mil1ion tons of 

garbage a year， twice as much as Tokyo， even though the populations are about the same size. 

As 1 mentioned above， there are really only three things one can do with出iss加ff:recyc1e it， 

bum it or bury it in出eground. Tokyo has decided to bum and recyc1e most of it， and there are 

incinerators all around the city to produce elec凶cpower by buming garbage. But there is still 

some garbage which cannot be recyc1ed or bumt， like concrete and other materials from old 

buildings， and出ishas been used as landfill， to create the islands in Tokyo Bay which are now 

being used for convention centres and office development. 

New York， however， does not have all of these options.百lereis great opposition among 

citizens' groups to the buming of garbage， because of the fear of dioxin gas polluting the 

atmosphere. Recyc1ing has become more popular， and community groups， together with 

groups of unemployed and homeless people throughout the city have begun to obtain an income 

through recyc1ing. But出atstill leaves a lot of garbage， and this has to be buried in the ground. 

New York started to expo口garbageto other parts of the US and even to other countries for 

burial many years 

- 206ー



Globalization and the Megacity Environment 

famous， and everywhere the garbage went the 1oca1 peop1e protested against it being 1e白intheir 

commumty. 

Most of the garbage actually goes to a 1andfill site in Staten Is1and called Fresh Kills. 

Staten Is1and is血estrangest p訂tof New York. It is an is1and sep紅atedfrom the rest of the city 

and on1y joined to it by a 10ng bridge which is expensive to cross. It is a quiet rura1 area， with a 

small popu1ation， and a 10t of 1arge houses be10nging to the rich. Fresh Kills is a huge si民:the 

mountain of garbage， covered with earth， grass and trees， is already the highest point on the 

eastem coast of the United States. A 10t of recycling takes p1ace there， and the garbage is 

brought over by barge仕omthe other areas of New York. Sometimes these barges sink in bad 

weather and the garbage ends up in the water， which causes more po1itica1 prob1ems with New 

York's neighbours. Obvious1y the peop1e 1iving on Staten Is1and do not 1ike this site: they 

constantly comp1ain about smells and water pollution仕omthe site， and it has become a big 

politica1 issue. Staten Is1and used to be p訂 tof New Jersey， and opinion polls have shown血at

most of the peop1e living on the is1and wou1d 1ike to rejoin New Jersey， main1y because of the 

garbage issue. Once the site is fu11 and closed， New York will have a major prob1em deciding 

what to do with its garbage in future， and it is probab1e that they will have to bum it， like 

Tokyo， despite the pub1ic opposition. 

4. MEGACITY PROBLEMS IN THE 21ST CENTURY 

This brings me to a fina1 point about megacities， that of 'sustainabi1ity' --whether they 

can continue to expand or whether there are 1irnits to their growth. It is probab1y住ue出atTokyo

has reached its limits， in出atit now covers most of血eKanto p1ain， and there are good reasons 

for moving many of its present functions to other cities in other parts of Japan for safety 

reasons. Tokyo is the most dangerous p1ace in the world for earthquakes， and was not the best 

p1ace to put the world's 1argest city. The Kobe experience shows that even if bui1dings are 

supposed to withstand earthquakes， they probab1y will not. If the Kobe earthquake had 

happened under Shinjuku Station and Tokyo City Hall at 6:00 in the evening， one projection is 

that 800，000 peop1e wou1d have been killed rather than 5，000. Other cities have other 

prob1ems， water being one of the commonest. Beijing， for instance， has a major prob1em 

finding enough water， and this may eventually 1ead to greater urban decentralisation in northem 

China. 

But the concen仕ationof peop1e in these 1arge cities does have some advantages. If there 
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are good el即位icalbased transport systems， and good sewage and waste disposal systems， then 

large cities may cause less pollution than small towns or the countryside， because of economies 

of scale. Recycling and sewage disposal are much easier and more economical in large cities 

血anin small ones. 

However， this assumes由atthe population of these cities is wealthy and出atthere is出e

revenue to pay for出lSm仕astructure.In the megacities of the third world this is often not the 

case， and the growth of the megacities has led to overcrowding， poor housing， disease， and 

massive environmental pollution. The problem then becomes one of how to deal with these 

problems cheaply， given that resources are scarce. The key to the problem probably lies in 

using the skills of the local people themselves. Projects such as the Zebaleen project in Cairo 

suggest that major improvements to incomes and the environment can be made without the 

input of lots of money: what is really important is the organisation which can create economies 

of scale so that recycling and transforming garbage and sewage into usable products become 

economically possible. This organisation will require dialogue between the govemment and the 

poorer communities in the city， and traditionally this has not happened veηoften in the past. 

Govemments in many countries tend to give orders， and expect the citizens to carry them out. 

百1ereis no room for feedback. 

Solving the environmental problems of megacities therefore is not really a technological 

problem. Cities like Tokyo and New York show白atwe have all the technologies出atwe need. 

It is more a problem of political and economic development and organisation， within the wider 

context of economic development and nsmg incomes among the poorest section of the 

population. Without this，出efuture of出emegacities does not look good， and the result will be 

出atthe rich who can afford to will move out， taking with them much of the capital that would 

make solutions of these problems possible. 
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栗山稔(ぐりや~~のぷ)

専 門:英語・英文学

担当講義:英語I・III.IV・V

研究課題:

イギリス文学を素材として、政治、社会、思想、その他、時代の全体的な状況に、文学者が

どのように反応して生き、どのような文学的表現を与えたかという問題を研究している。近年

は時代の状況に対応する反応を『聖書』、特に『聖書』の黙示文学の影響のもとに表現した文

学者に着目し、 17世紀の清教徒革命、名誉革命の時代と、 18世紀末から19世紀初頭の産業革命、

フランス革命の時代に、このような文学者が多く現れたことを明らかにした。そしてこの二つ

の時代の比較研究の過程で、ミルトン、ブレイク、ワーズワス、コールリッジ、スコット、パ

イロン、シエリー、キーツ等の詩人を取り上げ、各詩人の生涯とその作品が、時代の状況との

関係で語りかける今日的な意義を問いなおす研究を纏めている。

大奇泰照(おおたにやすでぷ)

専 門:応用言語学(異文化理解教育、異言語教育政策)

担当講義:英語I 、 III~V

研究課題:

1.異言語・異文化接触に関する研究

2.異言語・異文化理解教育の史的研究

3.英語文化圏の異言語教育政策の研究

深見茂(ふかみ L-Iアヨ)

専 門:ドイツ文学

担当講義: ドイツ語

研究課題:

人間は自己の一切の言動に責任を負うべきであり、且つ、負い得る、とか、人間はそれぞれ

唯一無二の人格と個性とが備わっており、それは統一性を似て発展する、とか云った人間観は、

一体誰が、又どんな社会が要請して来たのでしょうか、そしてそれは妥当な考え方なのでしょ

うか。この問題は市民階級を基盤として発生したドイツ近代文学にとっても、切実な中心的課

題の一つでありました。ヨーロッパ近代個人主義の命運というテーマです。このテーマをめぐ

り、私は、ドイツ・ロマン派および十九世紀ドイツ全般の文学、特に短編小説、戯曲を手がか

りとして研究しております。
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奥村清彦 (i3ぐ合らさJひょ)

専 門:英語教育学

担当講義:英語I、IIトV

研究課題:

「外国語(英語)のライティング研究」

書くことは人間活動の中でどのような範轄に入り、その認知活動や活動プロセスはどうなっ

ているか、また、他の言語活動(読む、聞く、話す)との関係はどのようになっているか等に

ついて、外国語(特に英語)について分析する。その分析をふまえながら、効果的な外国語の

ライティングの指導の在り方を研究・開発する。

岡本進(おか6とすすtr)

専 門:運動生理学、体力科学

担当講義:健康・体力科学I、健康・体力科学II

研究課題:

・ローイングに関する生理学的研究

・山岳競技選手の有酸素能力に関する研究

・高年者の体力に及ぼす運動習慣の影響

石田法雄(ぃL/，:/iラゅラ)

専 門:宗教学・英語英文学

担当講義:英語I 、 III~V

研究課題:

英文学関係においては、 D.H.LawrenceとThomasHardyの研究を通し、日英の比較文学研

究をなし、そこに共通して見られる社会批判に焦点を当てている。宗教学に関しては、東洋の

宗教を中心として、比較宗教的学立場からの研究を行っている。特に最近は、救済を、ただ単

に個人の自利としての宗教体験として捉えるのではなく、世俗的側面に焦点をあて、利他とし

て他と共有されるべきものであると強調し、研究の方向を変えてきた。そこで、宗教の世俗的

役割に照準を当て、共生現象の中で宗教を捉え、宗教の個別性 (particularity)と普遍性 (uni

versality)の問題に課題を当てている。

Walter K. Klinger (ク才ルター・ 3ク-".クヅシJグー)

専 門:英語教育

担当講義:英語

研究課題:

・生徒 6人のグループど英語練習のため楽しいQ+A
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-質問~答えのカード・ゲームを準備します。Listening+Speak:ing

・練習のため有名な映画「オズの魔法使い」のテキスト、 X-wordpuzzles、クイズ他の材料

を準備します。

寄本明 (J:1J6とるさら)

専 門:運動生理学

担当講義:健康・体力科学、運動と健康(運動生理学)

研究課題:

高温下運動時の体温調節機能と暑熱障害予防に関する研究:高温環境下の運動時には体温上

昇により運動能力が低下し、さらに暑熱障害発生の危険性がある。高温環境下における運動時

の体温調節機能を明らかにし、適切な温熱指標と予防措置について研究している。

中高年者における成人病予防としての運動処方とその効果:中高年者の生活活動強度および

エネルギー消費量を調査し、習慣的な運動が成人病危険因子に及ぼす影響及び運動の効果を予

防医学的な視点から科学的に検証している。さらに、中高年者のための適切な運動処方を提案

している。

長島律子(去がL~ りつこ)

専 門:フランス文学

担当講義:フランス語I、II、III

研究課題:

ベルナノスの歴史観の研究。 ジョルジユ・ベルナノス(l 888~1948) は、近年映画

化されカンヌでグランプリを受賞した「悪魔の陽の下にJ、 「田舎司祭の日記J (ともに邦訳

あり)などの著者として知られる小説家であるが、文学作品のほかに、時事論評文を数多く残

している。これらは時事的な問題を取り扱ったものでありながら、過去の歴史的事件、事象、

人物に関する言及が非常に多くみられる。 iカトリック作家」という枠には収まらない、ベル

ナノスのユニークな歴史観を、論評文から明らかにすることによって、文学作品をも含む彼の

作品全体をよりよく理解するとともに、ヨーロッパ文明を考えようと試みる。

高橋信行(たかIiLのぶゆさ)

専 門:近接場光学、確率統計論、電波工学、画像工学

担当講義:情報科学概論、情報処理演習し情報処理演習II

研究課題:

• STMの光学版である光の波長以下の分解能を持つ近接場光学顕微鏡の開発と近接場の理論

的解析

・不規則表面を確率論的に表現し、そこにおける電磁波の散乱、伝搬現象を理論的に明らかに

することによって、リモートセンシング、光導波路などの実際の境界問題を解析する基礎理
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論を構築する 0

・信号処理と同様な動画像処理を実現するために、動画像の確率モデルを明らかにすると同時

に信号処理とは異なる動画像処理に適する手法、アルゴリズムを確立する。

亀田彰喜(かめ1':'cb ~ J: L) 

専 門:経営情報システム論、生活情報論、生活経営学

担当講義:情報科学概論、情報処理演習し情報処理演習II

研究課題:

近年、食料品の流通業界において大手スーパーや商社などの産地買い付けなどによって、卸

売市場を経由しない食料品の流通量が年々増加してきている。そのため、却売市場内の各業者

は非常に厳しい経営状態にある。この経営の厳しい状態を打開するには、多くの改善策が考え

られるであろうが、経営合理化の手段として最新の情報システムの導入も一方策であろうと思

われる。このような市場内の各業者の経営危機を、最新の情報システムによっていかに打開で

きるのか。情報化によって却売市場の合理化と活性化がどの程度期待できるのか、を研究課題

としている。

小栗裕子(;/3ぐ"。ゅラニ)

専 門:英語教授法、言語心理学

担当講義:英語I・III・IV

研究課題:

英語が専門でない学生にとって短期間でリスニングを習得するためには、どのようなストラ

テージや学習法が最も効果的なのか。

呉凌非(ごりぷラひ)

専 門:自然言語処理

担当講義:中国語I、中国語II

研究課題:

当面の研究課題は、京都大学長尾研の開発したKNP(日本語構文解析プログラム)に基づい

た中国語の自動生成です。この研究は一般的に機械翻訳ともいわれています。その歴史は 50 

年しかないのですが、近年とても盛んな研究分野です。理論研究の面においては、アメリカは

重視していますが、システム開発の面においては、日本の方は力を入れているといわれていま

す。
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国際教育センタ一教員による学界ならびに社会における活動

(1995年4月以降)

【著書】

石田法雄 r宗教を考えるージョン・レノンの世界一J、近代文芸社、 1996年6月、 180

勝木太一・亀田彰喜 r.情報学j、多賀出版、 1995年5月、 67-110

亀田彰喜・勝木太一編著・岡田章彦・中西健治・吉田勝康 r現代の情報処理j、朝倉書店、 1996年

5月、 80・116

寄本 明(朝山正己・彼末一之・三木健寿編 r運動生理学j、東京教学社、 1995年、 92-102

【発表論文】

大谷泰照 Iこれからの外国語教育を考えるために」、 『言文だよりj、大阪大学言語文化部・大学

院言語文化研究科、第 12号、 1995年4月、 8-17

大谷泰照 I日本人のメンタリティと異言語学習」、 『英語教育j、大修館書店、第44巻第3号、

1995年5月、 8-10

大谷泰照 I英語に対する学習者の意識はどう変わってきたかJ、 『英語教育』、大修館書店、第 44

巻第8号、 1995年9月、 19・21

大谷泰照 II平泉・渡部論争」とは何であったのかJ、 『現代英語教育j、研究社出版、第32巻第

8号、 1995年11月、 27-29

大谷泰照 Iもしも小学校から英語があったらJ、 『英語教育』、大修館書庖、第44巻第14号、 1996

年3月、 20-22

大谷泰照 I日本人の言語文化意識j、 『言語文化研究J、大阪大学言語文化部・大学院言語文化研

究科、第 22号、 1996年4月、 1-25

大谷泰照 I外国語教育の在り方と考え方J、 『言文だより、大阪大学言語文化部・大学院言語文

化研究科、第 13号、 1996年4月、 11・17

大谷泰照 I新しい異文化理解の考え方」、 『英語教育研究j、日本英語教育学会関西支部、第四号、

1996年4月、 2-6

大谷泰照 I世界の外国語教育事情とこれからの日本の英語教育」、 IRICE PLAZA、国際コミュニ

ケーション研究所、第 6号、 1996年5月、 34-40

大谷泰照 Iわが国の外国語教育の現状をどうみるか」、 『関西大学教職課程研究センタ一年報J、

第 10号、 1996年6月、 5-12

η
0
 

9
臼



Academic Reports of the University Center for lntercultural Eぬcation

大谷泰照 II量」から見た日本の英語教育」、 f現代英語教育j、研究社出版、第33巻第5号、

1996年8月、 6-8

奥村清彦、広田輝子、開田 妙、時間ゆかり I大学における英作文指導のありかた:英作文実態調

査の報告」、大学英語教育学会(JACET)関西支部紀要第3号、 1995年、 41-50

奥村清彦 I英作文のフィードパック一相互批評 (peerresponse)の指導を中心に-J、大学英語教育

学会 (JACET)関西支部第3次研究プロジ‘エクト英作文指導研究会紀要第 l号、 1995年、 27-40

奥村清彦・他11名 IJACETINTER長1EDIATELISTENING COMPREHENSION TESTの研究開発J、

大学英語教育学会 (JACET)関西支部紀要第3号、 1995年、 22-32

石田法雄 I宗教学的観点よりみたジョン・レノンの思想(その3)J、滋賀県立短期大学学術雑誌、

第48号、 1995年9月、 143・148

Hoyu Ishida: Higan: On This Shore， Shin Buddhist 3， Internationa1 Association of Buddhist Culture & Nagata 

Bunshodo， Kyoto， December 1995， 126-130 

石田法雄 I宗教学的観点よりみたジョン・レノンの思想(その4)J 、滋賀県立短期大学学術雑誌、

第49号、 1996年3月、 105-112

石田法雄 I宗教学的観点よりみたジョン・レノンの思想(その5)J、滋賀県立短期大学学術雑誌、

第49号、 1996年3月、 113-120

小栗裕子 li海外研修ーその効果についてー英文系以外の学生の場合J、滋賀県立短期大学学術雑誌、

第49号、 1995年9月、 149-154

小栗裕子 Iポピュラーソングの空所補充練習はリスニング向上に有効か」、英語研究19号、 1996年

3月、 122-127

深見 茂 Iトーマス・マンとシュトルムー『トーニオ・クレーガーjの原像としての『画家の作品JJ、

人文研究(大阪市立大学文学部紀要)、第47巻、 1995年12月、 7-21

王 志良、小倉久直、高橋信行 Iランダム導波路における強調散乱J、電磁界理論研究会資料、

EMT-95-25、1995年5月、 69-78

Zhi Liang Wang， Hisanao Ogura叩 dNobuyuki Tak油ashi:Radiation and coupling of guided modes in an optical 

fiber with a slightly rough boundary: stochastic functional approach， Journalof the Optical Society of 

AmericaA， Vol. 12， No. 7， July 1995， 1489-1500 

Zhi Liang Wang， Hisanao Ogura阻 dNobuyuki Takahashi: Enhanced scattering from a planar waveguide structure 

with a slightly rough bound紅y，Physical Review B， Vol. 52， No. 8， 15 August 1995， 6027-6041 

Hisanao Ogura and Nobuyuki T.政 ahashi:Scattering， radiation，加dpropagation over two-dimensional random 

surface -Summary， Joumal of Electromagnetic Wa附 andApplications，Vol. 10， No. 4， 1996， 537-538 

吉田勝慶、亀田彰喜 I経営戦略としての人事情報システムの活用j、滋賀県立短期大学学術雑誌、

- 214ー
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第48号、 1995年9月、 67・72

亀田彰喜 i水産物卸売業者および仲卸業者における経営情報システムJ、漁業経済論集、第36巻第

2号、 1995年10月、 191・205

亀田彰喜 i卸売市場の動向と市場整備としての情報化」、滋賀県立短期大学学術雑誌、第49号、

1996年3月、 53-58

佐藤尚武、古川宗寿、寄本明、岡本進、宮本 孝、武部吉秀 iボート選手の競技力向上に関す

る生理学的研究 (10)一模擬的最大漕運動による漕力と体力の評価-J、滋賀県体育協会スポーツ科

学委員会紀要、 13・14、1996年、 164-177

寄本 明、中井誠一、芳田哲也、森本武利 i屋外における暑熱下運動時の飲水行動と体温変動の関

係j、体力科学、 44、1995年、 357-364

K. Nagashima， H. Nose， T. Yoshida， T. Kawabata， Y. Oda， A. Yorimoto， O. Uemura and T. Morimoto: 

Relationship between atrial natriuretic peptide and plasma volume during graded exercise with water 

immersion， J. Appl. Physiol， 78， 1， 1995，217-224 

T. Yoshida， S. Nakai， A. Yorimoto， T. Kawabata組 dT. Morimoto: Effect of aerobic capacity on sweat rate and 

fluid intake during outd∞r exercise in the heat， Eur. J. Appl. Physiol.， 71， 1995，235-239 

寄本明、森公子、橋本典子、藤田悦子、津田賢三 i成人病予防としてのウォーキング・エクサ

サイズj、滋賀県体育協会スポーツ科学委員会紀要、 13・14、1996年、 59-66

【その他】

(印刷物<翻訳、辞典、一般雑誌など>、口頭発表、講演、社会活動、地域社会への参加など)

栗山 稔:講演「イギリス・ロマン派の想像力J、大阪市立大学夏期講座、大阪市立大学文化交流セ

ンター、 1995年8月3日

栗山 稔:講演「イギリス文学と聖書J、平成8年度滋賀県立大学公開講座、滋賀県立大学A2-202講

義室、 1996年6月8日

大谷泰照:講演「新しい異文化理解の考え方j、日本英語教育学会関西支部大会、関西大学、 1995年

5月28日

大谷泰照:講演「わが国の外国語教育の現状をどうみるかJ、関西大学教職課程研究会、関西大学、

1995年7月8日

大谷泰照:講演「世界の外国語教育事情とこれからの日本の英語教育j、国際コミュニケーション研

究所研究大会、阪急ターミナルピル、 1995年10月15日

大谷泰照:シンボジアム「応用言語学の課題と展望」、応用言語学会全国大会、早稲田大学、 1996年
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3月2日

大谷泰照:シンポジアム「公立小学校における外国語教育のあり方を考えるj、日本児童英語教育学

会全国大会、大阪教育大学、 1996年6月23日

大谷泰照:パネルデイスカ ッション「学習環境の変化と外国語教育一国際化とコンビュータ化にどう

対応するか-J、語学ラボラトリー学会全国大会、拓殖大学、 1996年7月31日

大谷泰照:講演「日本人の言語意識を問う」、大学英語教育学会全国大会、大谷大学、 1996年9月21

日

大谷泰照:講演「国際的にみた日本の学校教育」、大阪府小学校長会年次総会、大阪市立大阪北小学

校、 1995年5月12日

大谷泰照:講演「日本の国際化とその現状j、国際理解教育研修講座、奈良県立教育研究所、 1995年

8月3日

大谷泰照:講演「聞くことの指導方法」、英語科教育特別講座、京都府総合教育センター、 1995年8

月8日

大谷泰照:講演「日本人の国際感覚を問うJ、竹原市生涯学習講演会、竹原市文化創造ホール、 1996

年3月14日

大谷泰照:講演「新時代の異言語教育を考える」、文部省外国語教育多様化研究会、奈良県立高取高

等学校、 1996年6月27日

大谷泰照:講演 121世紀の異言語教育を考える」、英語研修講座、奈良県立教育研究所、 1996年8月

16日

大谷泰照:講演「英米文化を学べば何が見えてくるかJ、羽衣学園短期大学公開講演会、羽衣学園短

期大学、 1996年10月19日

大谷泰照(共 r明治のベースボールj、文塞春秋、 1995年8月、 333-339

大谷泰照(監修 rええまち大阪j、大阪市教育振興公社、 1996年4月

大谷泰照(監修検定教科書 SunshineEnglish Course 1， II，皿、 開隆堂書底、 1996年4月

奥村清彦、岡田 妙、時間ゆかり:発表「大学におけるライテイング指導のありかた:英作文実態調

査の結果から」、第 34回大学英語教育学会(JACET)全国大会、成城大学、 1995年9月16日

石田法雄(三井田一成画 rジョン・レノンー共生の世界-j、1996年、 149

稲垣久雄・石田法雄・他6名:辞典『真宗用語英語グロ ッサリー AGlossary of Shin Buddhist TermsJ、

龍谷大学仏教文化研究叢書V、龍谷大学仏教文化研究所、 1995年、 130

石田法雄(共 r新編現代真宗法話集J(全3巻)、法蔵館、 1996年11月15日

石田法雄・他3名:座談会「すべての人への熱いメ ッセージ一社会でいきいきと生きて行くための提

案-J、 『ハート LightしがJVOL. 16、関西電力滋賀支庖、 1995年、 1-4
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石田法雄:国際仏教文化協会創立15周年記念大会、基調講演通訳、大阪、 1996年4月26日

Walter Klinger : Invited University of Toronto Professor Richard for guest lecture seminar for Center for 

Intercultura1 Education、1996年6月11日

小栗裕子:発表「リスニング向上に効果のあるいくつかの要素J、第22回全国英語教育学会研究大会、

仙台大会、 1996年8月2日

深見 茂:講演「うたとまつりードイツ文学研究と祇園祭j、大阪市立大学夏期講座、大阪市立大学

文化交流センタ一、 1996年8月5日

深見 茂:財団法人祇園祭山鉾連合会理事長、 1996年4月就任(任期3年)

長島律子:発表 ILeBo曲eurch出ienressemble-t-il au bonheur des samourai?J、比較幸福学シンポジウム、

国際高等研究所、京都、 1996年5月23日

呉 凌非:発表「深層格による日本語文の意味記述についてj、長尾研究室研究会、京都大学、 1995

年5月

呉 凌非:発表「自然言語処理における動情報と静情報」、長尾研究室セミナ一、滋賀県新旭町地場

産業振興センタ一、 1995年7月

亀田彰喜:教育メディア利用促進委員会委員、 1996年8月6日就任

岡本進:発表「呼吸循環応答からみた全力漕と漸増漕との比較」、第50回日本体力医学会、福島県

文化センター、 1995年9月15日

岡本 進:発表「模擬的漕力発揮に対する体力構成要素の貢献度」、第120回京都体育学会、滋賀大

学、 1996年6月29日

岡本進:発表「山岳競技選手の有酸素作業能力J、第51回日本体力医学会、広島国際会議場、 1996

年9月19日

岡本 進:講演・実技「体力測定と評価j、平成7年度健康運動実践指導者養成講座、県立スポーツ

会館、 1995年9月19日

岡本 進:講演「スポーツ生理学」、日本体育協会公認スポーツ指導員養成講座、滋賀県立短期大学、

1995年12月10日

岡本 進:講演「漕艇競技に応じた体力」、平成7年度日本漕艇協会公認コーチ養成講座、戸田漕艇

場、 1996年3月19日

寄本 明:発表「低周波超音波法からみた中高年女性の骨塩量および骨質と生活習慣の関係」、第50

回日本体力医学会大会、福島、 1995年9月17日

芳田哲也、能勢 博、中井誠一、寄本 明、河端隆志、森本武利:発表「血液量の体温調節能および

運動能に及ぼす影響J、第 50回日本体力医学会大会、福島、 1995年9月15日

寄本 明、萎徳鍋:発表「韓国におけるエアロピクス実施中年女性の有酸素能力と 1日エネルギー
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消費量についてJ、日本体育学会第 46回大会号、群馬、 1995年10月6日

芳田哲也、能勢 博、河端隆志、中井誠一、寄本 明、森本武利:発表「運動時の前腕血流量、発汗

量に及ぼす血液量の影響j、第 34回日本生気象学会大会、神戸、 1995年10月29日

中井誠一、芳田哲也、寄本 明、岡本直輝、森本武利:発表「運動時の発汗量と水分摂取量に及ぼす

環境温度内'BGT)の影響」、平成7年度日本体力医学会賞授賞、 1995年9月15日

芳田哲也、中井誠一、寄本 明、河端隆志、森本武利:発表「寒冷暴露時の生体反応に与える身体ト

レーニングの影響」、第 9回日本体力医学会近畿地方会、京都大学、 1995年2月4日

寄本 明:講演「呼吸循環機能測定の実際・データの活用法」、平成7年度専門測定診断講座ー呼吸

循環系ー、県立スポーツ会館、 1995年7月6日

寄本 明:講演・実技「健康づくりのための運動J、滋賀県大津保健所健康推進員再教育講座、大津

市保健センタ一、 1995年8月3日

寄本 明:講演「運動処方とその実際J、滋賀県八日市保健所健康推進員養成講座、滋賀県八日市保

健所、 1995年8月18日

寄本 明:講演「健康づくりと運動」、 「運動生理学」、滋賀県水口保健所健康推進員養成講座、水

口町勤労青少年ホーム、 1995年9月5日、 10月16日

寄本 明:講演「健康づくりと運動プログラム」、平成7年度健康運動実践指導者養成講座、県立ス

ポーツ会館、 1995年9月20日

寄本 明:講演「運動生理とその実際j、滋賀県八幡保健所健康推進員養成講座、滋賀県八幡保健所、

1995年9月27日

寄本 明:講演「骨粗しょう症予防のための運動についてー効果的な運動の取り入れ方-J、骨粗し

ょう症健康教室、安土町保健センタ一、 1995年10月30日、 11月6日

寄本 明:講演「運動の必要性と正しいウォーキングの仕方」、平成7年度県民健康講座、水口保健

所、 1995年12月3日

寄本 明:講演「スポーツ生理学」、日本体育協会公認スポーツ指導員養成講座、滋賀県立短期大学、

1996年2月4日
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